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序 文

宮城県では遠く旧石器に遡るものから、 近世にいたるまで各時代の遺跡が数多く知ら

れています。 これらはいずれも私達の祖先が築き上げた歴史を究明してゆく上で不可欠

な文化財であることはいうまでもありません。 このような貴重な文化遺産を守り、 後世

に伝えることは、 私達にとって大きな責務であると考えております。

近年においては、 これまでの開発優先のあり方に対する反省から、 文化財や自然を大

切にしようとする動きが浸透しつつあります。 こうした状況のなか、 重要な遺跡を現状

保存し、 地域づくりの一環として積極的に整備活用してゆこうとする動きが広がってき

ていることは、 文化財保護思想のより一層の普及・啓蒙につながるものであり、 まさに

歓迎すべきことといえましょう。

しかし、
一方では頻発する開発行為により、 遺跡のいくつかは記録保存の名のもとに、

減失する危機にさらされているのも実情です。 このことに対し、 宮城県教育委員会では、

各市町村教育委員会とともに、 遺跡の所在や範囲等について関係者への周知を固りなが

ら、 開発工事とのかかわりが生じた際には、 十分な協議・調整を重ね、 可能な限り現状

保存に努めているところです。

本書は、 当教育委員会が宮城県土木部との保存協議に基づき、 道路改良事業に伴って

実施した発掘調査の報告書です。 これらの成果が広く活用され、 地域の歴史の解明の一

助となれば幸いです。

最後に、 遺跡の保存にご理解を示され、 調査に際しては多大なるご協力をいただいた

関係機関の方々 、 さらに実際に調査にあたられた皆様に対し、 厚く御礼申し上げる次第

です。

平成11年3月

宮城県教育委員会 教育長

遠 藤 嘉 彬



例 言

1 . 本書は県道吉岡 ～鶴巣線・大和～松島線の道路拡幅工事に伴う 一里塚遺跡の第41•42• 44• 47次

発掘調査報告 書である。 なお、 第42·41次調査はそれぞれ 第44•47次調査の確認調査にあたる。

2 . 調査は宮城県教育委員会が主体となり 、 宮城県教育庁文化財保護課が担当した。 なお、 第42·44

次調査については 大和町教育委員会の協力を得ている。

3 .  本書における 土色の記述については、 「新版標準土色帖17版」（小山・竹原編：1 996)を使用した。

4 .  本書の第 2 図は、 建設省国土地理院発行の1 : 25,000「七ッ森」・「吉岡」・「根白石」・「富谷」を

複製して使用した。 また 、 第 3·4·5図は 「仙塩広域都市計画図(1 : 2,500)」 を複製して使用

している。

5 .  本書の写真図版 l は、 昭和23年に米極東空軍が撮影した空中写真（上： Rl387ー26)と平成5 年に

国土地理院が撮影した空中写真（下： CTOー93ーOlX-005-15)を複製して使用している。

6 . 本書に掲載した 遺構図中に示された方位はすべて座標北を指している。 なお、 磁北との偏差は 西

に8゜30'40"である。

7 . 本書の遺構番号は、 遺構の種別に関わらず、 発掘現場で付したものをそのま ま使用した（欠番あ

り）。 遺構の種別については以下の記号 を使用して区別した。

SI: 竪穴住居跡 SB: 掘立柱建物跡 SA: 材木塀跡・柱穴列 SK: 土壌

SD: 溝跡・河川跡 SF: 小溝状遺構群

8. 本書における 遺構・遺物の実測図、 遺物 写真図版の縮尺は原則として以下の通りである。

個別の遺構： 1/60 土器類•土製品 ・石製品： 1/3(写真固版36-7·8、 37-18·19·20は1/2)

木製品・凝灰岩の切石： 1/6 種子類： 1/1 動物 遺体： 2/1(写真図版38-21は3/2、 写真図版

38-22• 23i;l:l/l) 

9 . 本書の遺構平面位置の表示は、 各調査の原点を基準として、 方位を東 =E・西=W· 南 =S ・北＝

N の略記号で表示し、 距離をメ ー トル単位で示している。

10. 本書の整理、 遺構・遺物のトレー スは、 加藤道男•三好秀樹•藤村博之•佐藤由美子・村田亜弓

小泉博明•鎌田泰之が行った。

11 . 本書の執筆は、 調査 担当者との協議の後に以下のような分担で行い、 三好秀樹が編集した。 なお、

付記については菅原弘樹•西村力が執筆した。

第 1章•第II章ー2 • 第Ill章•第IV章 ー 2 • 第V•VI章…三好秀樹

第II章ー1 • 第IV章一1…藤村博之

12. 出土木製品 の樹 種同定は、 跨バレオ・ラポに委託して 行った。

13. 本遺跡の調査成果については、 宮城県遺跡 調査成果発表会・古代城棚官術遺跡検討会でその内容

の一部を報告しているが、 これらと本書の記載 内容が異なる場合は、 本書が優先する。

14. 発掘調査の記録や整理した資料・出土遺物は宮城県教育委員会が保管している。
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調 査 要 項

遺 跡 名 ： 一里塚遺跡 （宮城県遺跡 地名表登載番号 ： 23019) 

遺跡記号： KJ (旧柴崎遺跡の調査では PL を使用）

所 在 地： 宮城県黒川郡 大和町大字吉岡 字東柴崎 • 吉田字桧木 地内ほか

調査面積 ： 第44次調査 約1,240m2

第47次調査 約2,230m2

（第42•41次調査はそれぞれ第44•47次調査の確認調査にあたる）

調査期間： 第41次調査 平成8 (1996)年 4 月15日......,z5日

第42次調査 平成8 (1996)年 4 月15日-----25日

第44次調査 平成8 (1996)年5月 8 日 "' 6 月 4 日・11月 6 日 ,...__ 8 日

平成9 (1997)年 3 月 6 日...,_, 7 日
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第 I 章 は じ め に

1 .  遺跡の位置 と地理的環境 （第 1 ・ 2 図）
一里塚遺跡は、 黒川郡大和町吉岡の中心部から南東へ約 1 km離れた国道 4 号線の東側に位置 す る 古

項時代末から奈良•平安時代が中心の遺跡であ る 。 こ の遺跡は蛇行 し な が ら 東流する 吉田川の左岸（北

側） に形成 さ れた河岸段丘面上 （標高15---....zom) に立地 し て お り 、 段丘面の北側は吉田川の支流である

善川 に よ っ て画 さ れ、 東は吉田川低地へ と 連 な っ て い る 。

遺跡の範囲は東西約1 . 1km、 南北約0.9km (面積は約40ha) に も 及ぷ広大な も ので、 そ の一部（第 4 國

参照） は宮城県の指定史跡 に な っ て い る 。 昭和23年に米極東空軍が撮影 し た 空中写真 （写真固版 l ー上）

を見る と 、 遺跡内では開田が進んで旧地形が失われて い る も のの 、 段丘面は南東方向へ緩やかに傾斜

し て お り 、 西縁か ら 南縁部には吉田川の流路に沿 っ て 河川氾濫原の痕跡 と み ら れ る 一段低い部分が残

る 。 吉田川が氾濫を繰 り 返 し なが ら 常 に流路を変えて流下 し て い た こ と が窺われる。

2 .  周辺の遺跡 （第 2 図）
一里塚遺跡の周 辺 に は旧石器時代 か ら 近世 に か け て 多 く の遺跡が分布 し て い る 。 こ こ では そ れ ら の

中 で も 本遺跡 と 深 く 関連す る 7 世紀中頃か ら 9 世紀にかけて の墳墓跡や城棚 ・ 官衛 • 寺院跡、 窯跡、

集落跡などの様相 を み て み る。

本遺跡周辺で調査が行われている該期の墳墓跡に は色麻町色麻古瑣群 • 蝦夷塚古墳群な どの終末期

群集墳と 三本木町山畑横穴墓群 • 青山横穴墓群 ・ 混内山横穴墓群 • 坂本館山横穴墓群な ど の横穴墓が

あ る 。 こ の 内、 色麻古墳群は 7 世紀中葉 か ら 8 世紀前半 にかけて造営さ れた推定総数500基か ら な る 大

規模な群集墳で、 直径!Om 前後の小円墳を主体 と し 、

築造の最盛期は 7 世紀末 か ら 8 世紀初頭頃 と み られて

い る （古川 ： 1983· 1985)。 7 世紀中葉から後半の時期

を中心に 8 世紀初頭頃 ま での古墳から は関東系土師器

が出土 し て お り 、 その類例を含め、 玄室部平面形が「胴

張 り 」 を呈す る 単室構造の横穴式石室 を も つ群集墳の

系譜を関東地方北西部に求めて 、 古墳群の形成に こ れ

ら の地域の人々が強 く 関与 し て いた こ と が指摘されて

い る 。

主な城棚・官荷や寺院跡 と し て は色麻町一の関遺跡、

中新田町城生棚跡 ・ 熊野堂遺跡 ・ 菜切谷廃寺跡、 古川

市名生館遺跡 ・ 伏見廃寺跡、 宮崎町東山遺跡な どが挙

げ ら れ、 最近では こ れ ら に付随する 大規模な集落の存

在 （宮崎町壇の越遺跡な ど） も 注 目 さ れて い る 。 し か

--- ,'・‘‘• 一—
•、-···、-­..... 
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し、 いずれの遺跡 も大松沢丘陵を隔てた北側の嗚瀬川 ・ 江合川水系の流域に位置 し て お り 、
一里塚遺

跡から はやや距離がある。 調査 さ れ て い る 最 も 近い官術関連遺跡は大衡村亀岡遺跡で、 9 世紀初頭を

中心と した頃の掘立柱建物跡や竪穴住居跡、 土器焼成遺構な どが検出 さ れ て い る （村田 ： 1995a) 。 建

物 と 住居が共存す る遺構の あ り 方や出土遺物に円面硯、 銅製巡方、 須恵器水瓶が認め ら れる こ と か ら

官衡に関連 す る 集落の可能性が考 え ら れて い る が、 土器焼成遺構の存在や出土土師器の製作技法が須

恵器 と 共通す る 点 な ど か ら 須恵器工人の集落の可能性 も 残 る 。

窯跡は周辺に多 く 認め ら れ る。 大和町鳥屋窯跡群では、 三角田南地区（東北学院大学考古学研究部 ：

1975)で窯跡 2 基が調査 さ れて お り 、 8 世紀前半の須恵器が出土 し て い る 。 色麻町 日 の出山窯跡群（岡

田他 ： 1970、 古川 ： 1993) は、 多賀城創建期の瓦や須恵器 を生産 し て い た 県内有数の窯跡群で、 操業年

代 は 8 世紀前半を中心に考 え ら れ て お り 、 大崎地方の城棚 ・ 官衡への瓦の供給、 加 え て墳墓や一部集

落への須恵器の供給 も 行われて い た。 ま た 、 色麻町内の官林 • 高根 • 土器坂の各窯跡から は多賀城創

建以前の も の と 考 え ら れ る 瓦が出土 し て お り 、 こ れ ら の窯跡は 7 世紀末か ら 8 世紀初頭頃に は操業し

て、 製品を主 に大崎地方に供給 し て い た と 推 察 さ れて い る 。 さ ら に、 大衡村大衡窯跡群は 8 世紀中葉

か ら 9 世紀後半に か け て 須恵器を生産した大崎地方屈指の窯跡群であ る 。 こ の 内、 萱刈場窯跡 A 地点

（村田 ： 1995b) と彦右エ門橋窯跡 （真山 ： 1989、 高橋 ： 1996、 佐藤憲 ： 1997) では一部の調査が行わ

れて お り 、 それぞれ 8 世紀中葉頃の地下式容窯 3 基、 8 世紀後半頃の半地下式窯 1 基が確認 さ れて い

る 。

他の生産遣跡 と し て は 、 9 世紀初頭頃に土師器 を集中的に生産して いた と み ら れ る 色麻町上新田遺

跡 （小井川 ： 1981) や 、 平安時代の製鉄炉が 2 基検 出 さ れ て い る大和町天皇寺遺跡 （斎藤 ： 1990) が

挙 げ ら れ る 。 上新田遺跡では、 土器の特徴から須恵器工人の土師器生産への関与が指摘さ れ て い る 。

集落跡で発掘調査が行われて い る も の に は、 色麻町色麻遺跡や大和町中峰 A · C 遺跡、 大衡村梅木

遺跡、 大郷町鶴館遺跡などがあ り 、 いずれも 丘陵上に立地す る 9 世紀後半頃を中心 と す る 時期の集落

であ る 。
一里塚遣跡周辺に は 7 世紀中頃か ら 8 世紀代の時期の一般集落の調査例が殆ど認め ら れな い。

3 .  こ れ ま での調査成果 （第 3 • 4 図、 第 1 表）
一里塚遺跡内では、 こ れ ま で主に土地区画整理事業に係わ る 発掘調査が宮城県教育委員会 ・ 大和町

教育委員会に よ っ て行われて お り （第 3 図、 第 1 表） 、 その調査成果から 西半部 を中心に遺跡の様相が

明 ら か に な っ て き て い る （第 4 図） 。 報告書の未刊部分が多いた め詳細は不明であ る が、 ①塀で囲 ま れ

た掘立柱建物群があ る 遺跡中央部 （指定史跡部分を含む） と ②区画施設 を伴う 集落域が検出 さ れた南

西部、 ③竪穴住居と 掘立柱建物で構成さ れ る 北西部は調査が進んで い る 区域で、 そ の 内容を要約する

と 次の通 り であ る （要約の内容は手塚他 ： 1989 ・ 1990、 平成 3 ---- 5 年度宮城県遺跡調査成果発表会発表

要 旨、 第20回古代城棚官街遺跡検討会資料に よ る ） 。

①中央部 ： 南側 と 東側に棟門を も つ東西58m、 南北54m 以上の方形に巡 ら さ れた材木塀で区画された

掘立柱建物群があ り 、 その外側 に も 掘立柱建物が計画的に配置されて い て 、 更 に そ れ ら を

囲む東西135m、 南北UOm以上の溝が確認 さ れ て い る 区域であ る 。 材木塀の内部では、 総
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1 、

柱の建物や床束 も し く は土居桁を伴 う 建物な どが区画の中央空間地を囲む形に規則的に配

置 さ れ て い る 。 こ れ ら の建物 と 材木塀には大き い建て替 え が 1 度認め ら れ、 最終段階で火

災を受け て お り 、 柱穴の柱痕跡埋土 か ら 多量 の炭化米が出土した建物 も あ る 。 ま た、 火災

以降の建物群 も 検 出 さ れ て い る 。 こ の 区域 は、 構築年代 に つ い て は 明 ら かでないが、 そ の

特徴や周辺の遺構 ・ 遺物の検討か ら お よ そ 8 世紀後半か ら 9 世紀初頭頃の時期に利用 さ れ

た官街区域 と 考 え ら れ て い る 。

②南西部 ： 北辺で110m、 東辺で150m 以上の規模を も つ溝 と 材木塀で囲 ま れた竪穴住居 と 掘立柱建物

か ら構成 さ れ る 区域で、 関東系土師器 も 出土 し て い る 。 7 世紀末か ら 8 世紀中葉頃の集落

域 と 考 え ら れ て お り 、 短期問の中で数時期の変遷が認め ら れ る 。 区画内中央部に逆 「L」字

状に配さ れた建物 4 棟が存在す る時期があ り 、 面積が45.0面を越え る 大型住居 も 検 出 さ れ

て い る 。 住居 と 建物の重複関係 ・ 配置 か ら 両者の共存が指摘 さ れ て い る 。

③北西部 ： 竪穴住居 と 少数の掘立柱建物から構成 さ れ る 区域で、 出土遺物か ら み て 7 世紀末か ら 9 世

紀代の集落域 と 考 え ら れ て い る 。 現在の と こ ろ 区画施設は検出 さ れて お ら ず、 住居や建物

の方向 ・ 配置に も 規則性は認め ら れな い。

以上の調査成果 を踏ま え て、 中央 • 南西部では遺構の性格が予察 さ れ て い る。

一里塚遺跡付近は、 奈良•平安時代 に お い て も 黒川郡に含 ま れ る 。 「和名類漿抄J に は 9 世紀頃の黒

川郡が白川 • 新田 ・ 駅家の三郷か ら 成 り 立 っ て いた こ と が記 さ れ て お り 、 郡内に駅家が臨かれていた

こ と か ら北へ向か う 官道 （東山道） が通っ て いた こ と も 窺われる 。 従 っ て 、 本遺跡の中央部は郡街、

駅家な ど官衛施設の一部であ る 可能性が あ る と い え る が、 建物の規模や配置、 「倉庫院」 と も 考え ら れ

る建物群が存在す る 点 か ら 、 黒川郡街に付随する 「正倉院」 を中心 と す る 官街区域 と 推定 さ れ て い る 。

ま た 、 南西部は官衝に関連 し て計画的に つ く ら れた大規模集落で、 関東地方か ら の移住者の存在が予

想 さ れ て い る。
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調査年度 次 調 査 地 区 種別 期 間 面 積 報 告 芍

昭和63年 1 土地区画整理事業(A-D) 確認 6. 6- 7.20 3.600m' 宮城県教育委U会 1989 
(1988) 2 土地区画整理m業(C- 4 · 5 E-1 ・ 2) 事前 10.24�11.10 l, 700m' JI 

平成元年 3 土地区画整理専業(C) 事 ・ 確 5. 8- 9.25 10,500m' 宮城県教育委員会 1990 
(1989) 土地区画整理事業(B • E} m前

平成 2 年 4 土地区画整理事業( 6 - 8間） 事前 5. 1� 8.23 600m' 
( 1990) 土地区画整理専業 ( 8 地 区 9 -14) 確認 597m' 

5 土地区画整理事業 ( 8 - 9問） m前 5.17-10. 3 1 ,050m' 
6 土地区画整理事業( 6 地 区 2 • 3 · 8 )  確認 8.20- 8.28 70m' 
7 土地区画整理専業 ( 6 -12. 8 •  9 -12間） 事前 9.14�11. 7 2,500111' 
8 土地区画整理事業(11 - 12問 12地区） 確認 10.22-1 1.  9 2, 170m' ， 土地区画整理事業 ( 6 - 8間） II 10.30-11. 7 340m' 
10 土地区画整理事業( 8 地 区 8 ) II 10.31-11.  7 213m' 

平成 3 年 II 土地区画整理事業(6 - 8間） 事前 5. 7- 6. 19 540m' 
(1991) 12 土地区画整理事業(1 1ー12間） II 5.14- 8.27 2, 130m' 

13 土地区画整理m業( 6地区5 • 6) 確認 5.22- 5.23 2oorrr 
14 土地区画整理事業(13地区 1 ) II 8.19- 8.28 500m' 
15 土地区画整理事業 ( 5 地 区 2 ) 事 ・ 確 8.28- 9.13 3. 180m' 
16 土地区画整理事業(11地区8-10) 確認 11. 1-11. 5 1 ,480m' 

平成 4 年 17 土地区画整理m業(11地区） ” 4. 6- 7 .15 520m' 
(1992) 18 土地区画整理事業(12地区） II 5 ,470m' 

19 土地区画整理事業(13地区） II 1 , 290吋
20 土地区画整理事業(9地区10) II 5. 7- 6. l 720m' 
21 土地区画整理事業( 9地区12) II 5. 13- 5.21 203m' 
22 土地区画整理事業(5 地区2 ) m前 6. 5- 9. I 1 .290m' 
23 土地区画整理事業(6 地区 3 ) 確認 8. 7- 8.20 247m' 
24 土地区画整理事業( 13地区 I ) m前 8.24- 9.30/11.30-1.22 1.290m' 
25 土地区画整理事業(12地区11-13} 事 ・ 確 10. 5�12.27 6,762吋

平成5年 26 土地区画整理事業(13地区4) 確認 5.24- 5.28 330m' 
(1993) 27 土地区画整理事業(9地区10· 11) 取前 6. 10�11. 5 1 ,422m' 

28 土地区画整理事業( 12地区11) II 9. 6- 9.13 l70m' 
29 土地区画整理事業( 12地区1 1) ” 9. 7- 1.11 4 ,400m' 
30 土地区画整理事業 ( 6 - 8間） “ 10. 12-10.15 120m' 
31 土地区画整理乎業(13地区 9 ) JI 11.9- 1.27 1. 113m' 

平成 6 年 32 土地区画整理研業(12地区 9 ) 確認 4.ll- 4.22 60m' 
(1994) 33 土地区画整理事業(13地区9 ) m前 4. 11- 6.23 1 ,020m' 

34 土地区画整理事業(13地区11 ・ 12) II 4.11- 7.22 l ,  179m' 
35 土地区画整理事業(11地区8) II 5.23- 6.29 580m' 
36 土地区画整理事業( 5 地区 2 ) II 5.26- 7.29 1 .250m' 
37 土地区画整理専業01地区2} II 7.25�12. 9 1 , 375m' 
38 土地区画整理事業 ( 5 地区 l ) 確認 12. 12-12.22 101-rrr 
39 土地区画整理事業(11地区 1 ) II 3.14- 4.21 692m' 

平
(1

成
995

7
)
年 40 宮中販敷地 I/ 12.ll-12.13 153m' J.25� 1.29 

平成8年 41 県道（大和 • 松島線） 確認 4.15- 4.25 9,000m' 本報告宙
(1996) 42 県道（吉岡• 鶴巣線、 旧柴崎遺跡） II 4. 15- 4.25 2 ,  lOOm' II 

43 個人住宅(12地区8) II 4.23- 4.25 36m' 大和町教育委員会 1997 
44 県道（吉岡 ・ 鉛巣線、 旧柴崎遺跡） 事前 5.8-6.4/1 1 .6-8/3.6�7 1,240m' 本報告苔
45 個人住宅(8地 区 3) 確認 8.26� 8.27 18m' 大和町教育委員会 1997 
46 個人住宅(6地区4) II 8.26- 8.27 22m' II 

平
(1

成
9979)

年 47 県道（大和 • 松島線） 事前 6.24-12.24 2. 100m' 本報告笞

平0成
998

10
)
年 (47) 県道（大和 • 松島線） 事前 7.29- 8.20 130m' 本報告書

第 1 表 一里塚遺跡調査区一覧表

5
 



第 3 図 調査区の位置 と こ れ ま での調査区

こコ 198碑

に 1989年

6 · 7 



w 
r
o 

N-2011 

N - 1110 

3̀
 

.'
 

f
 

z
 

-―
 

=-

―
 

――
 

-
t

ニ

ニ

ー
一

―­

ーー

ご

ニ

ー一

一

―-

』-

＝

こ

一

——

—
ー

ニ

ー
一

↓
 

ニ

ご

ニ

ー
一

-
V
II
II
II
II
"
11
11
,＂

 

――

―
―

­

――

―-

――

--

＝

こ

<::>

'

:

.
6

-

-―
 

l

­

=

-—
 

=-

―
―
 

――

_
—

 

L-

―ヽr
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I -
r

ー1
h
iIU
µl'
ー I
ー 9
h

J ー

ー
上1
11ー・11
9

11
1.1
1
JI
I
I

一 :-,.• II S 

s
 

IOU 

••
 
（

 
●●­•••

 
り・
3

ー

1

w

 

l°

u E
 

"＂l
_

 

w

 

Eー 1110

• 19.9 

�--- - - - - --=--

口

．．．
 

••••
 
．．．

 
（

 
ッ-'’E

 J
 

-
9―

 ，
 
．．．．

 
．．

 ー
1

ー．，
 
．

 
．．

 
ー N· -200

--N 1011 

s- 1110 

｀
 

..
 

ヽ ｀
 

ヽ ヽ

s-200-

c..--｀` ‘ヽ‘‘ ’
�� 

9
ど.i

 
l

 . 

.
 Ir
n
ー．．

 

ー
・
・ーー・

•-0
0
 

六
5

．．．
 
．．

 

•
 

跡物辻•• ' 
•.•

 
/k

 
，

 掘
．．．．

 
●ヽ

�
�

 

．．．．．
 

゜ 竪穴{l:lけ路

·"· ·"· U: 科WI'*
•一
一 区両切

- S  WO 

l W— : l<HI wー-2011
W- IOU ．

 
ー

_,
I
O

 
＇

 
＼
 
＼

 oo
 
．．

 
E
 ー．

 
。

-
11
2

 
一

第 4 図 一里塚遺跡遺構全体図

IO
 
•
 

99
 
管｀

、,＇J
 

8 · 9  



第II章 調査の方法 と 経過

1 .  第42 • 44次調査 （第 5 図）

第42 • 44次調査は 、 県道吉岡 • 鶴巣線拡幅工事に係わる も ので あ る。 第42次調査が対象区域内の確

認調査、 第44次調査が事前調査に あ た る 。

平成 8 年度 に な っ て 、 本遺跡の北東部を北西 • 南東方向に走る 県道吉岡 • 鶴巣線の拡幅工事計画が

仙台土木事務所から提示された。 そ こ で、 仙台土木事務所、 宮城県教育委員会、 大和町教育委員会の

3者が対応 に つ い て協議を行い、 両教育委員会で遺跡内に掛か る 工事対象域の発掘調査を実施す る こ

と と した 。

ま ず、 平成 8 年 4 月 15 日 か ら 2 5 日 に か け て道路拡幅部分に重機を使用 し て任意の ト レ ンチ を 設 け る

形の確認調査を行った。 そ の結果、 掘立柱建物跡、 溝跡、 土壊などの遺構が北西•南東方向約270m に

わ た っ て検出 さ れ た。 遺構が確認さ れた部分は段丘面の北東縁に あ た る 。 こ れ よ り 東側は急激に低 く

な っ て湿地状で、 西側は開田時に大 き く 削平 さ れ て い る 。 いずれで も 遺構は検出 さ れな か っ た 。

その後、 遣構が検出された範囲を対象に現道も 含め事前調査を行っ て い る 。 工事予定道路は交通蜃

が多 く 車両の通行を妨げら れない状況で あ っ た た め 、 は じ め に 改修後の北側車線 ・ 歩道 と な る 拡幅部

分約930m2 (調査 1 ........ v区） の調査を 5 月 8 日 か ら 6 月 4 日 に かけて行い、 続いて、 工事と並行する形

第 5 図 第42次調査の範囲と第44次調査区の位置

. 
10 
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で南側車線 と な る 現道部分約240m2 (調査VI区） を11月 6 日 か ら 8 日 に か け て、 南側歩道 と な る 現道部

分約70面 （調査VIl......,IX区） を平成 9 年 3 月 6 • 7 日 に調査 し た。 なお 、 現道部分の調査は交通の安全

を重視 し て 主 な遺構が広がる範囲に止めた。 調査区は道路脇の学校 ・ 店舗 ・ 家屋への出入 り 口 を確保

す る た め ト レ ン チ状の小区に分かれて い る 。

遺構確認面 ま での掘 り 下げに は重機を使用 し 、 グ リ ッ ト は付け替え道路の セ ン タ ー杭 2 点 （第 5 固

の基準杭A と 基準杭 B) を結ぶ線を東西の基線 と し、 基準杭 A を東西南北の原点 と す る 3 m 方眼で

設定 し た。 グ リ ッ ト の南北ラ イ ン は座標北か ら東へ30゜51'37"偏 し て お り 、 基準杭の国家座標は次の通

り であ る 。

• 基準杭 A X = -173,338.228 Y = 6,383.522 • 基準杭 B X = -173,307.466 Y = 6,332.008 

検出 した遺構の平面 • 断面固は主に 1/20の縮尺で作成 し 、 I • VI......,IX区の平面図は1/100の縮尺で平

板測量 し た。 記録写真は35mmモ ノ ク ロ ・ カ ラ ー リ バーサルフ ィ ルム と 6 X 7 モ ノ ク ロ フ ィ ルム を 用 い

て撮影した 。

なお 、 第42 • 44次調査地点を含む一帯は一里塚遺跡 と は別 に柴崎遺跡 と し て宮城県遺跡地固 ・ 地名

表に登載 さ れていたが、 同一の段丘面上で近接 し て い る こ と や 、 時期 ・ 性格と も 共通す る と み ら れ る

遺構が確認 さ れた こ と か ら 、 こ の部分を一里塚遺跡の中に含めその範囲 を大 き く 捉 え 直 して取 り 扱 う

こ と に した。

2 .  第41 • 47次調査 （第 6 図）

第4 1 • 47次調査は、 県道大和 • 松島線拡幅工事に係わる も の で あ る 。 第41次調査が対象区域内の確

認調査、 第47次調査が事前調査 に あ た る 。

県道吉岡 • 鶴巣線と 同様に仙台土木事務所か ら遺跡の南縁を東西方向 に走る 県道大和 • 松島線の拡

幅工事計画の提示 を受けた宮城県教育委員会では、 遺跡内に掛かる工事対象域の発掘調査を実施する

こ と と し た。

ま ず、 平成 8 年 4 月 15 日 か ら25日 に かけて現道南側の拡幅部分の確認調査を行っ て い る。 工事の行

程上急を要す る西側か ら 重機を使っ て任意の ト レ ンチ調査を進めた結果、 遺構の掘 り 込み面を 2 面確

認 し た 。 上面では小溝状遺構群、 下面では竪穴住居跡、 材木塀跡、 溝跡な どの遺構が東西約205m にわ

た っ て検 出 さ れて お り 、 その西側は灰白色火山灰降灰以降の河道に よ っ て 大 き く 壊さ れ、 東側は急激

に低 く な っ て湿地状で、 遺構は検出 さ れな か っ た 。 遺構が確認 さ れた の は段丘面の南辺が南側へ舌状

に 張 り 出す部分で、 後世にはす ぐ南側を東流する吉田川の氾濫源 と な っ て お り 、 当時も 多分に河川の

影響を受けていた こ と が窺われる。

その後、 遺構が検出 さ れた範囲の道路拡幅部分約2,230面を対象に事前調査を実施 し て い る 。 調査は

南側の店舗への出入 り 口を確保する 都合上、 3 区 ( I ....._III区） に分けて行われ、 遺構確認面 ま での深

さが表土上面から l . O.......,l.5m、 現道面か ら2.0,...._,2.5m と 深 い た め 、 調査時に は矢板を打っ て調査区の

壁を補強 し た。 な お、 現道は そ の ま ま 北側車線 と し て利 用 さ れ る た め調査の対象外 と した。 調査 I

II 区 （約2, 100m:り を平成 9 年 6 月24 日 か ら 12月 24 日 にか け、 調査III区 （約130mり を平成10年 7 月29
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日 か ら 8 月 20日 に かけて調査 し て お り 、 平成 9 年12月 6 日 に は現地説明会 も 開催 し て い る 。

遺構確認面ま での掘 り 下げに は重機を使用 し 、 検出遺構 に つ い て は国家座標 X = -173,700.000、 Y =

5,800.000 を原点 と し た 3 m 方眼のグ リ ッ ト を設定 し て 1/20縮尺の平面•断面図を作成 し て い る 。 記録

写真は35mmモ ノ ク ロ ・ カ ラ ー リ バー サル フ ィ ルム と 6 X 7 モ ノ ク ロ ・ カ ラ ー リ バーサル フ ィ ルム を 用

いて撮影した。

第III章 基本層序

1 .  第44次調査

調査範囲は道路拡幅工事に伴う 調査のため北西•南東方向 に 長 く 、 270m に わ た る 。 いずれの調査区

で も 表土を除去し た段階で遺構が確認 さ れて お り 、 全面的に表土層下が削平を受けて い る も の と 思わ

れ る 。 表土の厚 さ は30----60cmで、 攪乱 さ れ て い る部分が多い。 表土層下の地山は I · II • VI----Vlll区で

は明黄褐色の粘土、 rn----v · rx区では にぶい黄褐色のロ ー ム と な っ て お り 、 層序を み る と 前者の上に

後者が堆積 し て い る 。 地山面は南東へ向かっ て 低 く な っ て お り 、 V 区 と I 区では高低差が 2 m 程 あ る 。

12 
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2 .  第47次調査 （第 7 図）

調査地点は南へ向かっ て傾斜す る 最低位段丘面の南縁に 当 た り 、 常に河川の影響を受けながら堆積

層が形成 さ れ て い る 。 現況では盛土 さ れて お り 、 それ以前は湿地状で、 水田 と して利用 さ れて いた部

分が多い。 調査区は道路拡幅工事に伴 う 調査のた め東西に長 く 設定 さ れて お り 、 長 さ 205m に わ た る 。

調査区内は多少の微地形の相違があ る も のの 、 東へ向かって緩やかに傾斜 し て い る 。 基本的な堆積層

は調査区内を南北方向に縦走す る 旧河道部分で異な る も の の、 大筋で基準 と な る 層 を中心に同 じ層序

を示す。 以下、 各層の特徴を記す。

①層 ： 盛土

②層 ： 盛土以前の表土層で、 耕作さ れ て い る 部分 (a) と 湿地状の部分 (b) が あ る 。 III区か ら I 区の

中央付近 に か け て は耕作さ れて お り 、 こ れ よ り 東側は湿地である 。

③層 ： 黒褐色 (7. 5YR3/l) の シ ル ト で、 I 区中央よ り 西側に分布 し て い る 。

④層 ： 灰褐色 (7. 5YR4/2) の シ ル ト で、 調査区の全域に分布 し て い る 。

⑤層 ： III区 と 1 区西部の北半に部分的に認め ら れ る 灰白色火山灰陪 (1QYR7/1) で あ る 。 最 も 残 り の

良い部分で厚さ 5 cm程あ る 。 な お、 ⑥層～⑪層 に は調査区全域で灰 白色火山灰の染み込みが認

め ら れ る 。

⑥層 ： 褐灰色 (10YR5/l) の シル ト で、 調査区全域に分布 し て い る が、 西部では薄い。 黄色味が強 く 、

やや砂質で、 上部が風化 して黒味を帯びる部分 も あ る 。 河川の氾濫に よ っ て一度に堆積 した土

の可能性があ る 。

⑦層 ： にぶい黄褐色 (10YR5/4) の シ ル ト で、 I 区中央よ り 西側に厚 く 分布 し て い る 。 非常に黄色味

が強 く 、 やや砂質で、 河川の氾濫に よ っ て一度に堆積 した土の可能性が強い。

⑧層 ： 灰黄褐色 (10YR5/2) の シ ル ト で、 調査区全域で認め ら れ る 。 黄色味が強 く 、 やや砂質で、 河

川の氾濫に よ っ て 一度に堆積 し た土の可能性が あ る 。 こ の層の上面で、 小溝状遺構群の掘 り 込

みを確認 し て い る 。 上面の標高 は15. 3----16. Om で、 緩やかに東側へ傾斜 し 、 東端部で低 く な る 。

⑨層 ： I 区の東部か ら II 区の西半にかけて分布する褐色 (10YR4/4) の砂質シル ト で、 調査区ほぼ中

央を南北に縦走する 旧河道の堆積土最上層で あ る 。 こ の層の上面では 、 古墳時代末期の竪穴住

居跡な どの遺構の掘 り 込みが確認さ れて お り 、 少な く と も こ れ以前に埋ま り き っ て い た も の と

考 え ら れ る 。 上面の標高は15.5----15.7m で あ る 。

⑩層 ： 褐灰色 (10YR4/1) の粘土質シル ト で、 旧河道部分以外に分布 し て い る 。 河道東側では西側に

認 め ら れ る ⑪ ・ ⑫層の黒色粘土 • 砂の小プロ ッ クが混じ る状況で、 層がやや乱れ て い る 。 こ の

層の上面で、 古墳時代末期の竪穴住居跡な どの遺構の掘 り 込みを確認 し て い る 。 上面の標高は

15 . l----15 . 9m で、 緩やかに東側へ傾斜し 、 東端部で低 く な る 。

⑪層 ： 黒色 (Nl.5/) の粘土で、 III区か ら I 区中央にかけて分布 し て い る 。

⑫層 ： グ ラ イ 化 し た青灰色 (5B6/l) の砂層で、 III区か ら 1 区中央 に か け て 分布 し て い る 。

⑬層 ： 暗緑灰色 (10GY4/l) の シ ル ト で、 旧河道部分以外に分布 し て い る 。



⑭層 ： 黄灰色 (2. 5Y4/l) の粘土で、 旧河道部分以外に分布 し て い る 。

⑮層 ： 緑黒色 (lOGY2/1) の粘土で、 第40次調査 （宮中販敷地内） で縄文土器が出土 し た陪に対応す

る と 考 え ら れ る。 調査区内では 旧河道部分以外で確認 さ れて お り 、 上面の標高は14.7-----14.9m

で、 西側がやや低 く な っ て い る 。 今回の調査では遺物は出土 し て い な い。

⑯層 ： 淡黄色 (5Y8/3) の粘土で、 旧河道部分以外に分布 し て い る 。
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第IV章 発見 さ れた 遺構 と 遺物

1 .  第44次調査 （第 8 · 9 図）

検出さ れた遺構には、 掘立柱建物跡 6 棟、 柱穴列 2 列、 材木塀跡 l 条 、 溝跡 6 条、 小溝状遺構群 2

面、 土壊 5 基な どがあ り 、 土師器、 須恵器、 石製品な どが出土 し て い る 。 遺構の確認面は全て地山面

である 。 以下、 主要な も の に つ いて説明する 。 な お、 調査 I • Vlll · IX区 に つ い て は検出 さ れた遺構が

ピ ッ ト 数個のみのため 、 調査区の位置を示すに止め る 。

① 掘立柱建物跡 ・ 柱穴列

【SB04 建物跡】 （第 8 • 10• 13図）

II 区の中央部に位置 す る 東西 1 間以上、 南北 1 間以上の建物で、 南西部が調査区内に掛か っ て い る 。

柱穴は 3 箇所で検出 さ れて お り 、 いずれの柱穴 で も 柱抜 き 取 り 穴が掘方のほぼ底面 ま で及んでい る 。

南西隅の柱穴下部に は直径20cmの 円形の柱痕跡が残る。

柱間寸法 に つ い て は正確に測 り 得ないが、 抜 き 取 り 穴の中心でみ る と 、 南側の柱列で2.8m、 西側の

柱列で1 .9m あ る 。 建物の方向は西側の柱列でみ る と お よ そ Nー2·-w であ る 。 柱穴は長辺90,.._,lOOcm、

短辺65,.._,75cmの隅丸長方形を呈し、 深 さ は46,.._,SScmで あ る。 埋土は地山プロ ッ ク を多量に含むにぶい

黄褐色 シ ル ト を主体 と し て い る 。

遺物は南西隅柱の抜 き 取 り 穴か ら 須恵器坪 （第13固 2 ) が出土 したのみである 。

【SB05 建物跡】 （第 8 • 10 · 13図）

II 区中央部から VI区東端に位臨 す る 東西3間、 南北 2 間の東西棟建物であ る 。 柱穴は 8 箇所で検出

さ れて お り 、 こ の う ち 7 箇所で柱痕跡、 4 箇所で柱抜 き 取 り 穴を確認 し て い る 。 ま た 、 2 箇所には柱

の沈下を防ぐ礎板が残存 し て い た。

平面規模は桁行が北側柱列で総長約8.3m、 柱間寸法は東から2.9m · 2.6m ・ (2.8m) 、 梁行が東妻で

総長約5.0m、 柱間寸法は北から2.7m• (2.3m) であ る 。 建物の方向 は北側柱列でみる と E-10°—N で

あ る 。 柱穴は 1 辺が100......,120cmの正方形 を 呈 し、 深 さ は40......,50cmあ る。 柱痕跡は直径20cm程の円形で

あ る 。 埋土は地山プロ ッ ク を多凪に含む暗褐色 シ ル ト を主体 と し て い る 。

遺物は柱穴掘方埋土か ら須恵器稜婉 （第13屈12) が出土 し て い る 他、 非 ロ ク ロ 調整の土師器坪やロ

ク ロ 調整で底部の切 り 離 しがヘ ラ 切 り の土師器坪、 回転糸切 り の須恵器坪な どの破片が少凪出土 し て

い る 。

【SB08 建物跡】 （第 8 · 10 · 13固）

II · VI区の西寄 り か らVII区に位置する南北3間、 東西 2 間の南北棟建物で、 東 ・ 西の 2 面に廂 を も

っ。 ま た 、 棟通 り 下では床束の可能性が あ る 柱穴 も 1 箇所確認 さ れ て い る 。 柱穴は身舎で 8 箇所、 廂
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で 6 箇所検出 さ れ て お り 、 全て で柱痕跡を確認 し て い る 。 身舎の柱穴5 箇所では柱材の一部 も 残 っ て

い た。 なお 、 東 • 西の廂部分はほぼ同位置で 1 度改築 さ れ て い る。

平面規模は桁行が身舎東入側柱列で総長6.3m、 柱間寸法 は お よ そ2.lm 等間、 梁行が南妻で身舎総

長4.9m、 柱間寸法は西から 2.6m • 2.3m、 廂の出は東 • 西 と も に1.7m で、 改築後は西の出が1.4m、 東

の出が1.5m と な っ て い る 。 建物の方向は東入側柱列でみ る と Nー2·—W で あ る 。 柱穴は身舎では一辺

が80.......,lOOcmの正方形を呈し、 深 さ は40----60cmで あ る 。
一方、 廂では一辺 も し く は長辺が30----70cmの方

形を基調 と し て お り 、 深 さ は20......_,30cm と な っ て い る 。 柱痕跡は身舎が直径15......_,20cm、 廂が直径10......_,15

cmの円形であ る 。埋土は身舎が地山 プロ ッ ク 主体の黄褐色粘土 と黒褐色 シ ル ト の互層、 廂が地山 プロ ッ

ク を多量に含む黄褐色 シ ル ト であ る 。 ま た 、 柱痕跡中に は灰白色火山灰の粒子が含 ま れ て い る。

遺物は柱穴掘方埋土か ら 須恵器高台坪 （第13図13) が出土 し て い る 他、 非 ロ ク ロ 調整の土師器鉢や

ロ ク ロ調整の土師器坪などの破片が少楓出土 し て い る 。

【SBlO 建物跡】 （第 8 • 10 · 13図）

III区の東部に位置 す る 東西 2 間以上、 南北 2 間以上の建物で、 l1l区北側の調査区外へ及ぶ。 柱穴は

5 箇所で検出 さ れて お り 、 全てで柱痕跡を確認 し て い る。

柱間寸法は南側の柱列で西から 2.7m• 2.8m、 西側の柱列で南 か ら2.4m ・ 2.2m であ る 。 建物の方向

は西側の柱列でみる と Nー2゜ーW であ る 。 柱穴は一辺が60,...._,lOOcmの正方形を呈し、 深 さ は30.......,60cm

で、 南西隅 と 東端の柱穴が特に深い。 柱痕跡は直径15.......,20cmの円形であ る 。 埋土は地山プロ ッ ク を多

菰に含むにぶい黄褐色 シ ル ト と黒褐色 シ ル ト の互層 で あ る 。 ま た 、 柱痕跡中には焼土 ・ 炭化物が含ま

れ て い る 。

遺物は柱穴掘方埋土 か ら 須恵器坪 （第13図10 · 11) が出土 し て い る 他、 非 ロ ク ロ調整の土師器甕や

底部の切 り 離 しが回転糸切り の須恵器坪な どの破片が少量出 土 し て い る 。

【SB16 建物跡】 （第 9 図）

IV区の東部に位置する東西 2 間、 南北 2 間の東西棟建物であ る 。 柱穴は 7 箇所で検出 さ れて お り 、

全てで柱痕跡を確認 し て い る 。

平面規模は桁行が北側柱列で総長3 . 2m、 柱間寸法は西から1.7m ・ 1.5m、 梁行が東妻で総長3.0m、

柱間寸法は北から l.4m• l.6m で あ る 。 建物の方向は北側柱列で み る と E—1°-N であ る 。 柱穴は一辺

が30,..._,40cmの隅丸方形を基調 と し 、 深 さ は15,..._,25cmあ る 。 柱痕跡は直径10,..._,15cmの円形であ る 。 埋土

は地山プロ ッ ク を含む黒褐色シ ル ト を 主体 と し て い る 。

遺物は柱穴掘方埋土か ら 出 土 し た須恵器片 l 点のみである。

【SB24 建物跡】 （第 8 図）

VI区西寄 り か らVII区に位置する東西 1 間以上、 南北 1 間以上の建物で、 北東部が調査区内に掛かっ

て い る 。 柱穴は 3 箇所で検出 さ れて お り 、 全てで柱痕跡を確認 し て い る 。 な お、 北東隅の柱穴には柱
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第10図 S804 • 05 • 08 · 10 建物跡、 SA23 材木塀跡断面

材の一部 も 残 っ て い た 。

S805 N2E! 

SBIO SIW2 

1 2m 

柱間寸法は北側の柱列で2 .2m、 東側の柱列で2 . lm あ る 。 建物の方向は東側の柱列でみ る と Nーl°

-W で あ る 。 柱穴は一辺が50--....,70cmの正方形を 呈 し 、 深 さ は40--....,60cmあ る 。 柱痕跡は直径15--....,zocmの

円形であ る 。 埋土は地山 プ ロ ッ ク を多誠に含むにぶい黄褐色 シ ル ト を主体 と し て い る 。

遺物は出土 し て い な い。

【SA09 柱穴列】 （第 9 固）

Ill区東部、 SBlO 建物跡の南に位置し 、 これの南側の柱列 と ほぼ平行す る 東西 2 間以上の柱穴列であ

る 。 検出 さ れた 柱穴では柱痕跡が確認 さ れ て い る 。

柱間寸法は1 . 8m 等間で、 方向は E-1°-N で あ る 。 柱穴は一辺が35,....,,40cmの隅丸正方形を 呈 し 、 深

さ は20,....,,30cm あ る 。 柱痕跡は直径10,....,,15cmの円形である 。 埋土は地山 プ ロ ッ ク を多量に含むにぶい黄

褐色シル ト と 黒褐色 シ ル ト の互層である 。

遺物は出土 し て い な い。

【SA25柱穴列】 （第 8 図）

VI区の西端に位置 す る 東西 l 間以上の柱穴列で あ る 。検 出 さ れた柱穴では柱痕跡が確認 さ れ て い る 。

柱間寸法 は 2 . 7m で、 方向は Eー2·—N で あ る 。 柱穴は長辺90"-'lOOcm、短辺60"-'70cmの長方形を呈し 、

深 さ は30cm程あ る 。 な お、 東 ・ 西の柱穴では長辺の方向が直交する 。 柱痕跡は約15cmの円形である 。

埋土は地山 プロ ッ ク を多量に含む褐色シ ル ト を主体 と し て い る 。

遺物は柱穴掘方埋土か ら 土師器坪 ・ 甕、 須恵器坪 ・ 甕な どの小破片が数点出土 し て い る 。



② 材木塀跡

【SA23 材木塀跡】 （第 9 ・ 10図）

V区の西寄 り を南北方向に延びる材木塀で、 長 さ 3 . 4m 分を検出 し た。 塀は布掘 り の 中 に材木を立て

並べた も ので、 方向は N-12゜—E で あ る。

掘方（布掘 り ） は上幅20-35cm、 底幅10-20cm、 深 さ 10cm程である。 断面は浅い「U」字状で、 底面に

は凹凸がある 。 埋土は地山 プロ ッ ク を多誡に含むにぶい黄褐色 シ ル ト であ る。

柱痕跡は直径15cm前後の円形を呈し 、 間隔は30-60cmである 。

遺物は出土 し て い な い。

③ 溝跡

【SDOl 溝跡】 （第 8 · 11固）

II区中央部の南壁際を壁沿いに北西•南東方向に延びる溝で、 長 さ 19.5m 分を検出 し た。 SD02 溝跡、

SK03 土壊 と 重複 し て お り 、 こ れ ら の遺構よ り も 古 い。 溝の方向は Eー31゜—S で あ る。 上幅0.9m 以上、

下幅0.5m以上で、 深 さ は最 も 深い部分で0 . 6m あ る 。 側壁は直線的に外傾 し て立ち上が り 、 底面はほ

ぼ平坦であ る 。 堆積土は 4 層 に分 け ら れ る。 1 ・ 2 層 は地山プロ ッ ク を多量に含むにぶい黄褐色のシ

ル ト で、 締 ま り も あ る こ と か ら溝を埋め戻した土の可能性があ る 。 3 • 4 層は灰オ リ ープ色の シ ル ト

で、 自然堆積 と み ら れる 。

遺物は土師器の小破片や須恵器坪 ・ 甕な どの破片が少祉出土 し て い る 。 須恵器坪には再調整に回転

ヘ ラ ケ ズ リ が施 さ れ て い る も の も あ る 。

【SD02 溝跡】 （第 8 · ll図）

II区中央やや東寄 り を北東 ・ 南西方向に延びる溝で、 長 さ 4 .3m 分を検出 し た。 SDOl 溝跡と重複し

て お り 、 こ れ よ り も 新 し い。 溝の方向は N-31°— E であ る 。 上幅約1.8m、 下幅約0 . 4m で、 深 さ は1 . 0

m 前後であ る 。 断面は両側へやや開 く 「V」字状を呈す る 。 堆積土 は 4 層に分け ら れ、 いずれの層 も 自

然堆積 と み ら れ る。

遺物は底部の切 り 離 しが回転糸切り の須恵器坪、 須恵器甕の破片が少量出土 し て い る 。

SDOI断面

0 Im 
I I I I I I 

S001 土層観察表

曰
土 性 混 入 物 等 鑽 考

シ ル ト 焼土少量、 地山プD ッ ク 多量 人為堆積土 ？
シ ル ト 地山プロ ッ ク多量 人入壌積土？
帖土貫シル ト 地山プロック少量 自然堆積土
シ ル ト 地山プロ ッ ク少量 自然堆積土

S002 土II観察表

国1�;且I自己直
5D02 断面

第11図 SDOl • 02 溝跡断面
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【S012 溝跡】 （第 9 回）

III区の北西隅を東西方向に延びる溝で、 西端か ら 東へ長さ2.8m 分を検出 し た 。 溝の方向は E-3°

-N であ る 。 上幅20----40cm、 下幅15----25cmで、 深 さ は 5 cm程あ る 。 断面は浅い「U」字状で、 底面は ほ ぼ

平坦で あ る。 堆積土は焼土 ・ 炭化物を含む暗褐色 シル ト 1 層のみで、 自然堆積 と み ら れ る。

遺物は非 ロ ク ロ 調整の土師器坪、 再調整に回転ヘ ラ ケ ズ リ が施 さ れた須恵器坪の破片が数点出土 し

て い る 。

【SD15 溝跡】 （第 9 ・ 13固）

IV区の東端近 く を南北方向に延び、 南東隅で西側へ折れ曲がる と み ら れる溝で、 長 さ 6.2m 分を検出

し た。 溝の方向は N-4°—E であ る 。 上幅0.9,-.__,,l .lm、 下幅0.4,-.__,,0.7m で、 深 さ は15cm程 あ る 。 断面は

浅 い 「U」 字状で、 底面にはやや凹凸がみ ら れ る。 堆積土は焼土・炭化物を含む暗褐色 シ ル ト 1 層の み

で、 自然堆積 と み ら れ る。

遺物は須恵器壺 ？ （第13図14) が出土 し て い る 他、 土師器の小破片 と 須恵器坪 ・ 甕 • 壺の破片が少

量出土 し て い る。

④ 小溝状遺構群

【SF19 小溝状遺構群】 （第 9 図）

III区の中央部に位置す る 南北方向の 5 本の小溝群であ る 。 SD14 溝跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 古

い。 溝の方向 を み る と N-10°
ーE の も の と N-30°—E の も のが あ り 、 前者が古い。 し た が っ て 、 新旧

2 時期 あ る と 考 え ら れ る。

古い時期の溝は 2 本確認さ れてお り 、 幅20......,30cm、 深さ 5 cm前後で、 長 さ は最大で2.8m 残 る。 断面

は浅い皿状で、 溝の間隔は1.5m あ る 。

新 し い時期の溝は3本確認さ れて お り 、 幅20......,50cm、 深 さ10cm前後で、 長 さ1 .7.....__z _5m 以上である 。

断面は浅い皿状で、 溝の間隔は0.5m 程であ る 。

遺物は出土 し て い な い。

⑤ 土墳

【SK03土壊】 （第 8 · 12 · 13固）

I I 区中央部の南壁際で検 出 さ れた 。 SDOl 溝跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 新 し い。 土塙の南半以上

が調査区外に及んでい る た め平面形 は 明 ら かでないが、 東西軸3.2m 以上、 南北軸1.5m 以上で楕円形

を呈す る も の と 推測 さ れ る 。 深 さ は70cmで あ る。 底面は概ね平坦で、 壁は緩やかに外傾 し て い る 。 堆

積土は 5 層認め ら れ、 いずれも 自然流入土である 。

遺物は土師器甕、 須恵器甕の小破片 と砥石 （第13固16) が出土 して い る 。



【SK17 土壊】 （第 9 図）

IV区中央部の北壁際で検出された。 北半部が調査区外に及んでい る も のの長軸1.6m 以上、 短軸1 . 1

m 以上で楕円形を呈す る も の と 推測 さ れる 。 深 さ は10cmであ る 。 底面は概ね平坦で、 壁は緩やかに立

ち上がる。 堆積土は暗褐色シル ト l 層のみで、 自然流入土である。

遺物は土師器の小破片が数点出土 し て い る 。

【SK18土壊】 （第 9 固）

IV区中央部の南壁際で検出 さ れ た。 平面形は長軸2.5m、 短軸1.8mの不整形を呈し 、 深 さ は20cmあ

る 。 底面にはやや凹凸があ り 、 壁は緩やかに立ち上がる 。 堆稜土は焼土 ・ 炭化物を含む暗褐色 シ ル ト

l 層のみで、 自然流入土であ る 。

遺物は土師器甕、 須恵器甕の破片が少祉出土 し て い る 。

【SK21 土壊】 （第 9 • 12 • 13図）

V 区の北東隅で検出 さ れた。 SK22 土塙 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 新 し い。 平面形は長軸 1 . 6m、

短軸0.8m の楕円形を呈し、 深さ は60cmあ る 。 底面は ほ ぼ平坦で、 壁は急角度に外傾 し て い る 。 堆積土

は 4 層認 め ら れ、 いずれも 自然流入土であ る 。

遺物は須恵器坪 （第13固 9 ) が出土 し たのみであ る 。

【SK22土塙】 （第 9 ・ 12図）

V 区の北東隅で検出 さ れた。 SK21 土塙 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 古い。 東半部が調査区外に及ん

でい る た め平面形 は 明 ら かでないが、 東西軸0.8m 以上、 南北軸1 . 5m 以上で楕円形を呈す る も の と 推

測 さ れ る 。 深 さ は50cmである 。 底面に は凹凸があ り 、 壁は緩やかに外傾 し て い る 。 堆積土は 5 層認め

ら れ、 い ず れ も 自然流入土であ る が、 2 層 に は灰白色火山灰の プ ロ ッ ク が含 ま れ る。

遺物は出土 し て い な い。

SK03土層観察表

l層位 土 色 土 往 混 入 物 等 鑽
I 褐色(7.5YR4/3) シ ル ト 焼土・ 炭化物若干 自然流入土
2 灰黄褐色(IOYR4/2) シ ル ト 炭化物少量 自然滋入土
3 黒褐色(IOYR3/I) シ ル ト 地山小プロッ ク若干 自然誕入土

SK03 断面 I 4 灰色(SYS/I) 砧土買シルト 地山小プロック少量 自然濃入土
I s 褐灰色(7.5YR5/I) シ ル ト 地山小プロック少量 自然涎入土

3 ← h SK21 土II観察表
層位 土 色 土 住 混 入 物 等 傭

I 黒褐色(IOYR2/2) シ ル ト 地山,,ヽ プロ ッ ク 自然流入土
2 昂褐色(IOY即/1) シ ル ト 自然筐入土゜ lm I 3 黒褐色OOYR3/2) シ ル ト 自然流入土

I 4 にぶい貴褐色(IOYR4/3l 粘土質シルト 地山大プロ ッ ク 自然減入土

SK22 土層戴察表
層位 土 色 土 性 混 入 物 等 鋼

1 黒色(7.SYRI 7/1) シ ル ト 自然汲入土
黒褐色OOYR3/2) シ ル ト 灰白色火山灰プ ロ ッ ク 自然流入土

3 黒褐色(7.5YR3/1) シ ル ト 自然概入土
暗褐色OOYR3/3) シ ル ト 自然減入土
暗褐色(JOYR4/l) 貼土買シルト 地山,Jヽ プロック少量 自然流入土

SK22 断面

第12図 SK03 • 21 ・ 22 土墳断面
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⑥ その他の出土遺物 （第13図）

II · III区の確認面か ら は ロ ク ロ調整で内面がヘラ ミ ガキ • 黒色処理さ れた土師器坪 （第13図 1 ) や

須恵器坪 （第13図3........, 8 ) ・壺 （第13図15) な どが出土 し て い る 。 須恵器坪は回転糸切 り に よ っ て底部

が切 り 離さ れ て い る も のが殆どで、 ヘ ラ 切 り 後回転ヘラ ケ ズ リ が施 さ れて い る も の も 1 点あ る 。
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｀ ti 別 出土遺構・ 区 潤 整 口 往 応 径 蕊 萬 残存享 蠣 考 写真因版
1 土晒璧 ・ 杯 llJ区霞認面 ”凶 ：： ヘ

ロラク uミ -,.ガ.,-令.＋ .,鵬,
れ
o鼻処い

躙
-'-�• -·-� '> ヘ ラ クズリ 14.2 7.2 5 I 完形 18- I 

2 須恵覇 ・ 汗 S晒・隋洒鼠ヌキ 外 ： ロ ク ロ ナ デ． ヘラ切り 内 ： ロ ク ロ ナデ OU) 7,1 4,3 2/3 18-2 
3 須恵器 ・ 坪 Ill区確認由 外 ： ロ ク ロナデ｀ 回転糸切り 内 ： ロ ク ロナ ヂ 03 5) (5.6) • 0 1/3 18- 3 
4 須恵器 ・ 汗 Ill区霞認面 外 ： ロ ク ロ ナデ、 回転糸切り 内 ： 0 ク 0 ナデ (13 3) (6.2) • 7 1/4 18- S  
5 須恵器 ・ 杯 Ill区確認面 外 ： ロ ク ロナ デ｀ 回転糸切り 内 ： ロク ロナヂ (12.1) (6.2) 3.9 1/5 
6 須恵器 ・ 杯 lll区讀認面 外 ： ロ ク 0 ナデ｀ 阿転糸切り 内 ： a ク ロ ナデ 13 0 5.8 �I 完影 18- 4 
7 須恵器 ・ 汗 ＂区霞認面 外 ： ロ ク ロ ナテ、 困に糸切り 内 ： 0ク ロ ナ デ 5.2 l/3 
8 須恵器・ 杯 111区霞認頑i 外内 ：： ロロ ク

ク
oロ-r.,.>'

デ
ー•ヘプ切ワー但I転へづケズ9 9.3 1/3 

9 須恵蒻 ・ 杯 SK21 ・ 灌Ill土 外内 ：
： ロロ ク

ク
oロ;-

ナ
デ
チ

· ・切9疇し'f'll/1· ↓ ""'らへう ケ ズ '） (I0.2) 1/4 
10 須恵善 ・ 杯 S810 · 隋洒隅掘万埋土 外 ： ロクロナデ、 ヘラ切り 内 ： ロ ク ロナデ 7.2 1/4 
II  須恵器 ・ 杯 SBIO • S2WI 攘万理土 外 ： ロ ク ロナデ． ヘラ切り 内 ： ロ ク ロ ナデ (7.2) 1/3 
12 須恵器 ・ 検婉 S郎 · NIE2llil1i壇土 外 ： ロ ク ロ ナデ 内 ： ロクロ ナデ " 一部
13 須恵器 • 高台坪 S瞼 ・ 比令北東隅掘万蠅土 外 ． ロ ク ロナ，，， 内 ： 0ク ロナ デ (6 6) 噸

14 須恵器 ・ 壼？ SDJS ・堆積土 ”
内�；ロ： クロ

ロ
ク
.,.o.,.-

r
_J刊らへ，，，，ズ'，—“も浸令筏ロクロ.,.デ 10.6 1/3 

IS 須患纏 • 豆 Ill区纏認面 外 ： 0 ク ロ ナデ 内 ： 0ク ロ ナデ I/lo 
No ll 別 出土遺構・ 区 特 徴 写真図版
16 砥石 SK03 · 蟻積土 最大長 ： 14. 女瓢 最大暢 ： 6.Jaa 最大厚 ： 7.0cm 使用面 5 石材 ： 誕灰も 37ー 1
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2 .  第47次調査 （第14固）

検出 さ れた遺構 に は 、 掘立柱建物跡 6 棟、 柱穴列 l 列、 竪穴住居跡45軒、 材木塀跡 2 条、 溝跡 2 条、

河川跡 1 、 土塙19基、 小溝状遺構群な どがあ り 、 土師器、 須恵器、 木製品、 土製品、 石製品、 種子、

動物遺体な どが出土 し て い る 。 ま た 、 遺構確認の段階で出 土 した遺物には縄文土器と 石器が各 1 点含

ま れ る 。

こ れ ら の遺構の う ち小溝状遺構群は主に⑧層上面で確認さ れ て お り 、 II区東部を除 く 調査区のほぼ

全域に分布 し て い る 。 溝の堆積土は⑥～⑧層起源 と み ら れ る 黄褐色土 の プ ロ ッ ク を主体と し て お り 、

⑧ よ り も 上層から掘 り 込ま れて い た も の も あ る と 推測 さ れる 。 遺構から は遺物が出 土 し て いな い も の

の 、 地山の層序からみて奈良 • 平安時代 も し く は そ れ以降の畑跡 と 考 え ら れ る。 堆積土 と ⑧層の識別

が難 しかっ た た め プラ ン を確認す る 目的で⑨層 も し く は⑩層上面まで掘 り 下 げた と こ ろ 、 そ の殆どが

失われて し ま っ た 。

以下、 主な遺構について説明する 。

① 掘立柱建物跡 ・ 柱穴列 （第14図）

柱穴は I 区中央やや東寄 り と II区中央部に集中する傾向がある。 確認面は⑨層 も し く は⑩層上面で

あ る が、 掘方埋土に⑥～⑧層起源 と み ら れ る 黄褐色土のプロ ッ ク を含 む も の が多 く 、 更に上層から掘

り 込 ま れていた可能性が あ る も のが主体 を 占 め る。 住居跡や土塙 と重複する場合、 殆どがこ れ ら よ り

も 新 し い。 建物跡 6 棟、 柱穴列 l 列 を確認 し た。

【SB22 建物跡】 （第14図）

I 区西部に位置す る 東西 3 間、 南北 2 間の東西棟建物である。 柱穴は 6 箇所で検出 さ れて お り 、 全

て で柱痕跡を確認 し て い る 。 ま た、 こ の う ち 3 箇所に は柱材の一部が残る。

平面規模は桁行が南側柱列で総長4 . lm、 柱間寸法は西か ら 1 .4m ・ 1.4m ・ 1.3m、 梁行が東妻で総長

3.2m、 柱間寸法 は 1 . 6m 等間であ る 。 建物の方向は南側柱列でみ る と Eー15·―N で あ る 。 柱穴は長軸

が30----50cmの隅丸長方形 も し く は楕円形を呈し、 深 さ は20----50cmあ る 。 柱痕跡は直径15an程の円形で

あ る 。 埋土は黒褐色 シ ル ト を 主体 と し て い る 。

遺物は出土 し て い な い。

【SB57 建物跡】 （第14図）

I 区の中央部に位置す る 東西 2 間、 南北 2 間以上の建物であ る 。 柱穴は 6 箇所で検出 さ れて お り 、

こ の う ち 4 箇所で柱痕跡を確認 し て い る 。 Sl12住居跡と重複 し て お り 、 こ れ よ り も 新 し い。

平面規模は北側の柱列で総長5.0m、 柱間寸法が西か ら 2 . 4m•2.6m、 西側の柱列の柱間寸法は北から

l . 9m • 2.3m であ る 。 建物の方向は北側の柱列でみ る と Eーl°—S であ る 。 柱穴は長軸が30.....,50cmの長

方形 も し く は不整形を呈し、 深 さ は15.....,30cm あ る 。 柱痕跡は直径15cm程の円形である 。 埋土は黄褐色

土のプロ ッ ク を多 く 含む黒褐色 シル ト を主体 と し て い る 。

24 
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遺物は出土 し て い な い。

【SB72 建物跡】 （第14固）

I 区中央やや東寄 り に位置する南北 2 間 (2.8m) 以上、 東西 2 間 (2.7m) の南北棟建物であ る 。 柱

穴は 5 箇所で検出 さ れて お り 、 こ の う ち 3 箇所で柱痕跡を確認し て い る。 S110 住居跡 と 重複 し て い る

が、 重複部分の柱穴が残存 し て い な いた め前後関係は不明である 。

柱間寸法は l.2""-'l.5m で、 建物の方向は東側柱列でみ る と お よ そ N-42゜—W であ る 。 柱穴は一辺が

25cm程の隅丸正方形を呈す る も のが多 く 、 深 さ は10""-'25cmあ る 。 柱痕跡は直径10cm程の円形である 。

埋土は黄褐色土の プ ロ ッ ク を多 く 含む灰黄褐色 シル ト を主体 と し て い る。

遺物は出土 し て い な い。

【SB73建物跡】 （第14図）

I 区中央やや東寄 り に位置する東西 2 間 (4.2m) 、 南北 1 間 (2.4m) 以上の建物であ る 。 柱穴は 5

箇所で検出 さ れ て お り 、 こ の う ち 4 箇所で柱痕跡を確認 し て い る 。

柱間寸法はl.8....... 2.4m で、 建物の方向は南側の柱列でみ る と お よ そ E-18゜—N であ る 。 柱穴は長軸

が25....... 40cmの不整形 を 呈 し、 深 さ は10.-..,,zocmあ る 。 柱痕跡は直径10....... 15cmの円形であ る 。 埋土は黄褐

色土のプロ ッ ク を多 く 含む灰黄褐色 シル ト を主体 と して い る。

遺物は出土 し て い な い。

【SA74 柱穴列】 （第14図）

I 区中央やや東寄 り に位置する東西 2 間 (3.0m) 以上の柱穴列である 。 検出 さ れた柱穴では柱痕跡

が確認 さ れ て い る 。

柱間寸法は1.5m 等間、 方向は E-38°―N であ る 。 柱穴は長軸が30,..._,45cmの方形を基調 と し て お り 、

深 さ は30cm前後あ る 。 柱痕跡は直径10,..._,lScmの円形で あ る 。 埋土は黄褐色土の プ ロ ッ ク を多 く 含む灰

黄褐色シ ル ト を主体 と し て い る。

遺物は出土 し て い な い。

【SB75 建物跡】 （第14図）

II区中央やや西寄 り に位置す る 南北 3 間以上、 東西 2 間の南北棟建物であ る 。 柱穴は 7 箇所で検出

さ れて お り 、 全て で柱痕跡を確認 し て い る 。 SK71 土壊 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 新 し い。

平面規模は桁行が東側柱列で総長4.2m 以上、 柱間寸法は1.4m 等間、 梁行が北妻で総長4.2m、 柱間

寸法は西から2.0m•2.2m で あ る 。 建物の方向は北側柱列でみる と Nー39·-w で あ る。 柱穴は長軸が

30,..._,60cmの隅丸長方形を呈す る も のが多 く 、 深 さ は20,..._,35cmあ る 。 柱痕跡は直径15cm程の円形である 。

埋土は黒褐色シ ル ト を主体 と し て い る 。

遺物は出 土 し て い な い。
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【SB76 建物跡】 （第14図）

II 区中央やや西寄 り に位置する東西3間 (6.2m) 、 南北 1 間 (1 . 9m) 以上の建物であ る 。 柱穴は 5

箇所で検出 さ れ て お り 、 全て で柱痕跡を確認 し て い る 。

柱間寸法はl .9.......,2.2m で、建物の方向は北側の柱列でみ る と お よ そ E-4゜—N であ る 。柱穴は長軸が

25-----35cmの不整形を呈し、 深 さ は15-----30cmあ る 。 柱痕跡は直径10cm程の円形であ る 。 埋土は黄褐色土

の プロ ッ ク を多 く 含む暗褐色シ ル ト を主体 と し て い る 。

遺物は出土 し て い な い。

② 竪穴住居跡

【S101 住居跡】 （第15図）
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［位置・確認面] I 区の東端で検出 さ れた。 確認面は⑨層上面で、 南東方向へ緩やかに傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N - 15
°
- E で あ る。

［重複］ 住居の位置 か ら み て、 S153 住居跡 と 重複 し て い る と 考 え ら れ る。 重複する部分の調査ができ

な か っ た た め 、 その前後関係は不明である 。

［平面形・規模］ 住居の東部が未調査のた め全体の規模は不明で あ る が、 現状から東西4 . 5m 以上 x 南

北4.8m で方形を基調 と す る 。

［堆積土] 4 層認め ら れ る。 1 ,....., 3 層 は 自 然流入土で、 4 層 は 西壁の崩落土であ る 。

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 床面から住居外側へやや開 き 気味に立ち上がる。 壁高は西壁で床面 か ら

30cmあ る 。

［床］ 掘方埋土を床 と し て お り 、 ほ ぼ平坦であ る 。

［柱穴］ 床面で 2 個 (Pl·2) 検出

さ れた。 P1·2 は住居の西壁から 1

m 程内側の平行線上 に位置 し て

お り 、 柱痕跡が認め ら れ る。 いず

れの掘方も平面形は45cmX 35cmの

隅丸長方形を 呈 し 、 断面が「V」 字

状で、 深 さ は約50cmあ る 。 柱痕跡

は20cm X 15cmの隅丸長方形を呈す

る 。 ま た、 床面で確認さ れた P3 も

柱穴の可能性が強い。 こ の Pl,-..,3

は、 その位置 ・ 形状 ・ 規模 か ら 主

柱穴 と 考 え ら れ る。

［出土遺物］ 床面直上から土師器

甑 （第15固 2 ) ・甕 （第15図 1 ) が

出土 し て い る。 こ の他に も 床面直

上か ら は土師器鉢 ・ 甕、 体部外面

に平行タ タ キが施さ れた須恵器甕

な どの破片が出土 し て い る 。
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【SI02 住居跡】 （第16 · 17囮）

［位筐 ・ 確認面] I 区の東寄 り で

検出 さ れた 。確認面は⑨層上面で、

東側へ緩やかに傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N - 14
゜ー

W であ る 。
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［重複] S103 • 27 • 30 住居跡 と 重複 し て お り 、 いずれよ り も

新 し い。

［平面形 ・ 規模］ 東西3.5mX 南北3 . 7m の正方形を呈する 。

［堆積土J 9 層認め ら れ、 1 --- 3 層 は 自然流入土である。 4

5 層 は 砂 と 黒色粘土の プ ロ ッ ク を 主体 と し、 5 層 に は炭化
5 cm こI

材 ・ 炭化物が多量に含 ま れ る 。 いずれも 人為堆積土 と み ら れ - - I 1 1 1 1  I 

る 。 6 層は カ マ ド煙道上部の崩落土、 7 層 は燃焼部の崩壊土 1�1胚I
II lo I 位 lw:,.b WE.! w:1.b �1: ,  訊：u,I� 叶

であ る 。 8 · 9 層は焼土 ・ 灰 • 炭化物が混入す る層で、 カ マ 第17図 S102 住居跡出土遺物

ド機能時の堆積 と 考 え ら れ る 。

［壁] S103 · 27 住居跡 と重複する部分ではその埋土を、 他では地山を壁 と し て お り 、 床面か ら ほ ぼ垂

直に立ち上がる。 壁高は残 り の良い東壁で床面から35cmあ る 。

［床］ 掘方埋土を床 と し い る 。 床面に は若干凹凸があ り 、 カ マ ド付近がやや高 く な っ て い る。

［周溝］壁の直下 を ほ ぽ全周 し 、 カ マ ド下部で途切れる 。 上幅15,..__,25cm、 深 さ 10cm前後で、 断面は「U」

字状を呈する 。 堆積土は締 ま り の あ る 暗灰黄色土で、 人為的に埋め戻 さ れて い た と み ら れ る。 ま た、

周溝内では壁側に沿っ て壁材の痕跡 と 考 え ら れ る 幅約10cm、 深 さ 10cm前後の黒褐色の堆積土が断続的

に認め ら れ る 。

［ カ マ ド ］ 北辺ほぼ中央に付設 さ れ て お り 、 燃焼部と煙道か ら 成 る 。 燃焼部では、 住居の壁を20cm程

掘 り 込んで奥壁 と し、 灰褐色の粘土質 シ ル ト を積み上げて側壁を構築 し て い る 。 燃焼部底面は焚 き 口

側へ傾斜 し て お り 、 中央部が強 く 焼 け て 赤変 し て い る 。 底面と煙道の間には 5 cmの段がつ く 。 煙道は

先端に向かって上向 き に傾斜 し て お り 、 長 さ l . lm で あ る。

［出土遺物］ 床面 も し く は床面直上から土師器坪 ・ 鉢 • 甕の破片と砥石 （第17図 1 ) が出土 し て い る。

坪 に は 内面がヘラ ミ ガキ • 黒色処理 さ れて い る も の と ナ デ調整の も のが認め ら れ る 。

【S!03 住居跡】 （第18 • 19固）

［位置 ・ 確認面] I 区の 東寄 り で検出された。 確認面は⑨層上面で、 東側へ緩やかに傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-19°-W であ る。

［重複] S102 · 30 住居跡 と 重複 し て お り 、 前者よ り も 古 く 、 後者よ り も 新 し い。

［平面形 ・ 規模J S102住居跡 に よ っ て住居西半の大部分が壊 さ れて い る も のの、 東西5 . 3m X 南北5 .5

m の正方形を呈する。

［堆積土] 10層認め ら れ、 1 ・ 2 層 は 自 然流入土である。 3 層 は 薄い炭化物層で、 植物の繊維質が自

然炭化 し た も の と み ら れ る 。 4 · 5 層 は 砂 と 黒色粘土のプロ ッ ク を主体 と し て お り 、 人為堆積土 と 考

え ら れ る 。 6 層 は新 し い カ マ ド燃焼部の崩壊土、 7 · 8 層 は そ の燃焼部内に堆積した灰層 と 焼土 ・ 炭

化物層で、 機能時の堆積であ る 。 9 ・10 層 は古 い カ マ ド の煙道上部を崩 して埋め戻 し た 土 と そ の煙道

内堆積土であ る 。

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 床面か ら ほ ぼ垂直に立ち上がる 。 壁高は残 り の良い北壁で床面から 30cm

30 



あ る 。

［床］ 南半の大部分は貼床 さ れて お り 、 そ の他では掘方埋土を床 と し て い る 。 床面に は凹凸があ り 、

北西方向へやや傾斜 し て い る 。 な お、 貼床が 2 枚認め ら れ る こ と か ら 、 床面が 1 回補修さ れて い る こ

と がわかる 。

［柱穴] 5 個 (Pl----5) 検 出 さ れた。 Pl----3 は床面で、 P4 は SI02 住居跡の掘方埋土除去後に確認され
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て い る が、 こ れ ら 4 個の柱穴は住居平面形の対角線上に位慨 し て お り 、 S!03住居跡に伴 う 主柱穴 と 考

え ら れ る 。 いずれの柱穴 に も 柱抜 き 取 り 痕が認め ら れ、 掘方の平面形は長軸が45cm程の楕円形を呈し、

深 さ 約50cmで あ る 。 pz,....__,4 の柱穴下部では直径15cmの円形の柱痕跡が検出 さ れ て お り 、 全て の柱穴掘方

底面上に は厚さ 5 cm程の礎板が残る 。 礎板の樹種は同定の結果、 サ ク ラ 属で あ っ た 。 ま た、 PS は南辺

中央壁際の床面で確認 さ れ て い る 。 掘方の平面形は直径30cmの円形を呈し、 深 さ は15cmで、 柱痕跡は

直径10cmの円形である 。

［周溝］ 残存する壁の直下をほぼ全周 す る が、 東辺の カ マ ド 下部 と 北東 ・ 南東隅で途切れ て い る 。 上

幅15'"'-'20cm、 深 さ 10cm前後で、 断面は住居内側へや や 開 く 変形「U」字状を呈する 。 堆積土は砂のプ ロ ッ

ク を多 く 含む黒褐色土で、 人為堆積 と み ら れ る 。
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［カ マ ド ］ 東辺中央と北辺のやや東寄 り で新旧 2 つ の カ マ ドが検出された 。 東辺の も のが新 し く 、 燃

焼部が残る 。 側壁は黄褐色粘土主体の土を積み上げて構築 さ れて お り 、 そ の 焚 き 口部に は凝灰岩の切

石 （第19図 6 • 7 ) が左右 1 個ずつ据 え ら れて い る 。 燃焼部底面 は 焚 き 口側へ傾斜 し て お り 、 中央部

が強 く 焼け て 赤変 し て い る 。 底面の中央やや左側壁寄 り では凝灰岩製の支脚 （第19図 5 ) が検出 さ れ

て い る 。 ま た 、 北辺の古い カ マ ド で は燃焼部側壁が取 り 払われて 、 直径20cm程の円形の焼 け 面 と 煙道

が残る 。 底面 と煙道の 間 に は15cmの段がつ く 。 長 さ 70cmの煙道はほぼ水平に延び、 上部が意識的に崩

さ れて埋め戻 さ れて い た と 考 え ら れ る 。

［貯蔵穴状ピ ッ ト ］ 床面で 2 個 (Kl・2) 検 出 さ れた。 Kl は東辺の カ マ ド右脇に位置 し て お り 、 平面

形が75cm X 70cmの隅丸正方形で、 深 さ は25cmあ る 。 堆積土は 2 層認め ら れ、 上層は砂のプロ ッ ク を含

む黒褐色土、 下層は底面上に堆積した薄い炭化物層である 。 ま た 、 南東隅近 く に位置する K2 は70cm X
60cmの不整形を呈し 、 深 さ 40cmで あ る 。 堆積土は砂と粘土の ブ ロ ッ ク が混 じ る 黒褐色土 1 層 で、 人為

堆積 と 考 え ら れる 。

［出土遺物］ 床面か ら 土師器甕 （第19図 3 ) が出土 し て い る 他、 床面直上の遺物に は内面がナデ調整
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さ れた 土師器坪や土師器鉢 • 甕の破片、 砥石 （第19固 4 ) が認め ら れ る 。 ま た 、 堆積土中 か ら は土師

器坪 （第19図 1 ・ 2 ) が出土 し て い る 。

【S130 住居跡】 （第20図）

［位置 ・ 確認面] I 区の東寄 り で検 出 さ れた。 S102 • 03 住居跡を掘り 上げた後に確認 し て い る 。

［重複] S102 • 03 住居跡 と 重複 し て お り 、 いずれよ り も 古い。

［平面形 ・ 規模J S102 · 03 住居跡に よ っ て 壊 さ れて お り 、 壁 ・ 堆積土が残存 し ない こ と か ら全体の規

模は不明であ る が、 残 っ た掘方埋土の状況か ら東西4.2m 以上x南北3.9m 以上で方形を基調 と す る も

の と 考 え ら れ る。

［床］ 掘方埋土が残 る のみで、 詳細は不明である 。

［柱穴] 4 個 (Pl----4) 検 出 さ れた。 Pl は SI03 住居跡柱穴の直下で、 P2----4 は SI02 • 03 住居跡の掘方

埋土除去後に確認 さ れ て い る。 こ れ ら 4 個の柱穴は残存する掘方埋土の平面形 の ほ ぼ対角線上に位置

し て お り 、 S130 住居跡に伴 う 主柱穴 と 考 え ら れ る 。 いずれの柱穴 に も 直径約15cmの円形の柱痕跡が認

め ら れ、 掘方の平面形は長軸が40----45cmの不整形 を呈し、 深 さ 40----50cmで残る。

［出土遺物］ 遺物は出土 し て い な い。

【SI04 住居跡】 （第21----23図）

［位置 ・ 確認面] I 区の東寄 り で検出 さ れた 。 確認面は⑨層上面で、 東側へ緩やかに傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-33
°
-E で あ る。

［重複] SI05 · 06 · 25 · 27 住居跡 と 重複 し て お り 、 いずれよ り も 新 し い。

［平面形 ・ 規模］ 攪乱に よ っ て住居の北東部が壊 さ れて い る も のの、 東西6.QmX 南北6 . lm の正方形

を呈する 。

［堆積土] 10層認め ら れ、 1 ,,....., 4 層 は 自然流入土である。 5 層は砂のプロ ッ ク を多 く 含み、 やや締ま

り があ る こ と か ら 人為堆積土の可能性があ る 。 6 層 はカ マ ド煙道上部の崩落土、 7 · 8層は煙道内堆

積土であ る 。 9 ・ 10 層 は そ れぞれカ マ ド燃燎i部内に堆積 した炭化物層 • 灰層 で、 機能時の堆積 と 考 え

ら れ る。

［壁］ 基本的に地山を壁 と し て い る が、 SI05 · 06 · 25 · 27 住居跡 と 重複する部分ではその埋土を壁と

し て い る 。 壁は床面か ら ほ ぼ垂直に立ち上がり 、 壁高は残 り の良 い東壁で床面から 35cmあ る 。

［床］ 中央部から東辺中央の壁際にか け貼床 さ れて お り 、 その他では掘方埋土を床 と し て い る 。 床面

に は凹凸があ り 、 西半がやや高 く な っ て い る。

［柱穴］ 床面で 4 個 (Pl----4) 検出 さ れた 。 Pl----4 は住居平面形の対角線上に位置 し て お り 、 いずれに

も 柱痕跡が認め ら れ る 。 掘方の平面形 は一辺 ま た は長辺が45----65cmの隅丸正方形 も し く は長方形を呈

し 、 深 さ は50----65cmで あ る。 柱痕跡は直径約15cmの円形を呈する 。 こ の Pl----4 は、 その位置 ・ 形状 ・

規模から主柱穴 と 考 え ら れ る 。

［周溝］北東部は攪乱さ れて不明であ る が、 他では壁の直下を巡 っ て い る 。 上幅15----35cm、 深 さ 10----15
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第22図 S104 住居跡出土遺物 ( 1 )

cmで、 断面は「U」字状を呈す る 。 堆積土は砂のプロ ッ ク を多 く 含み、 締 ま り の あ る オ リ ー プ黒色土で、
人為的に埋め戻 さ れて い た と み ら れ る。 ま た、 東 ・ 南辺の周溝内では壁側に沿っ て壁材の痕跡 と 考 え
ら れ る 幅 5 ,....__,10cm、 深さ 10"-'15cmの黒色の堆積土が断続的に認め ら れ る 。

［ カ マ ド ］ 北辺中央か ら 若干東寄 り で検出 さ れた。 攪乱に よ っ て壊 さ れ て お り 、 燃焼部側壁の痕跡 と
焼け面、 煙道の一部が残る。 焼け面は40cmX 30cmの隅丸長方形を呈し、 平坦である。 煙道はほぽ水平
に延び、 長 さ I .Om程である 。

［貯蔵穴状 ピ ッ ト ］ 床面で 5 個 (Kl...___5) 検出 さ れた 。 こ れ ら の ピ ッ ト は カ マ ド の脇 も し く は住居の隅
に位置 し て お り 、 やや不整である が方形を基調 と す る も のが多い。 こ の内、 Kz...___5 の堆積土はいずれ
も 砂 と 粘土のプロ ッ ク を多屈に含む こ と か ら人為堆積 と 考 え ら れる 。

［出土遺物］ 床面や床面直上、 K2 堆積土中、 住居掘方埋土中から土師器坪 （第22図 l "-' 4 ) ・ 鉢 （第
22図 6 · 7 ) ・ 甕 （第22固 9 ・ 10、 第23函 1 "-' 3 ) 、 ミ ニ チ ュ ア土器 （第22固 8 ) 、 凹 ・ 磨石 （第23固 4 )
が出土 し て い る 。 こ の他に も 床面や床面直上の遺物には土師器坪 ・ 鉢 • 甕な どの破片 と モ モ の種子 2
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点が認め ら れ る 。 坪 に は 内面がヘラ ミ ガキ • 黒色処理 さ れて い る も の と ナ デ調整の も のが あ る。 甕は

長胴形の も のが多 く 、 体部外面の調整はハ ケ メ も し く はヘ ラ ケ ズ リ であ る 。 堆積土中か ら は土師器坪

（第22因 5 ) が出土 し て い る 。

【SI05 住居跡】 （第24図）

［位闘 • 確認面] I 区の東寄 り で検出 さ れた 。 確認面は⑨層上面で、 東側へ緩やかに傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-3o·-w で あ る。

［重複] SI04•06·25 住居跡、 SK56 土塙 と 重複 し て お り 、 SI04 住居跡、 SK56 土壌よ り も 古 く 、 他の

住居よ り も 新 し い。

［平面形・規模］住居の北半以上が調査区外に及んでい る た め全体の規模は不明であ る が、 東西5.5mX

南北2.lm 以上で方形を基調 と す る。

［堆積土] 4 層認め ら れ る。 1 • 2 層 は砂のプロ ッ ク を多 く 含み、 やや締ま り があ る こ と から人為堆

積土の可能性があ る 。 3 · 4 層 は い ずれ も 住居壁の崩落土 と み ら れ る 。

［壁] S106 · 25 住居跡 と 重複する部分では そ の埋土を、 他では地山を壁 と し て お り 、 床面から住居外

側へやや開き気味に立ち上がる。 壁高は残 り の良 い西壁で床面 か ら25cmあ る 。

［床］ 中央部から南辺中央の壁際にかけ貼床 さ れて お り 、 そ の他では掘方埋土 を床 と し て い る 。 床面

に は凹凸があ り 、 中央部が若干高 く なっ て い る 。

［柱穴］ 床面で 2個 (Pl ・2) 検出 さ れた。 Pl•2 は住居の南壁から1.2m 程内側の平行線上に位置 し て

お り 、 柱痕跡が認 め ら れ る 。 掘方の平面形は一辺が40cm程のやや不整な隅丸正方形 を 呈 し、 深 さ は30

cmであ る 。 柱痕跡は直径約15cmの円形を呈する 。 こ の Pl ・ 2 は、 その位置 ・ 形状 ・ 規模か ら主柱穴と

考 え ら れ る。

［周溝］ 調査区内では壁の直下を巡 っ て い る 。 上幅15,.....,25cm、 深さ10cm前後で、 断面は住居内側へや

や開 く 変形「U」字状を呈する 。 堆積土は砂のプロ ッ ク を多 く 含み、 締 ま り の あ る 暗緑灰色土で、 人為

的に埋め戻 さ れて い た と み ら れ る 。 ま た 、 周溝内では壁側 に沿っ て壁材の痕跡 と 考 え ら れ る 幅約 5 cm、

深 さ 10cm前後の緑黒色の堆積土が認め ら れ る 。

［出土遺物］ 住居掘方埋土中か ら土師器坪 （第24図 1 ) と 土師器高坪 ・ 甕の小破片が出土 し て お り 、

床面の遺物 に は ナ デ調整の土師器坪 も 認 め ら れ る 。 高坪の坪部内面はヘラ ミ ガキ • 黒色処理 さ れ て い

る 。 ま た、 堆積土中か ら は土師器坪 （第24図 2 ) が出土 し て い る 。

【S125 住居跡】 （第24図）

［位置 ・ 確認面] I 区の東寄り で検出 さ れた 。 確認面は⑨層上面で、 東側へ緩やかに傾斜 し て い る 。

［重複J S104 · 05 · 06 住居跡 と 重複 し て お り 、 SI06 住居跡よ り も 新 し く 、 他の住居よ り も 古 い。

［平面形・ 規模］ 住居の大部分が S104 · 05 住居跡に よ っ て壊 さ れて い る た め全体の規模は不明である

が、 東西3.lmX 南北0.5m 以上で方形を基調 と し て い る と 考 え ら れ る 。

［堆積土] 2 層認め ら れ る 。 1 · 2 層 は 砂 と 粘土のプロ ッ ク を多 く 含み、 締 ま り も あ る こ と か ら人為
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第24図 S105 • 25 住居跡および出土遺物

堆積土 と み ら れる 。

［壁] S106 住居跡 と 重複する部分ではその埋土を、 他では地山を壁と し て お り 、 床面か ら ほぽ垂直に

立ち上がる 。 壁高は西壁で床面か ら 20cm あ る。

［床］ 掘方埋土を床 と し て お り 、 床面には凹凸があ る 。

［柱穴］ 床面で 1 個 (Pl) 検出 さ れ て お り 、 柱抜 き 取 り 痕が認め ら れ る 。 掘方の平面形は50cmx 40cm 

の隅丸長方形を 呈 し 、 深 さ は45cmであ る。
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［周溝］ 残存する壁の直下で検 出 さ れ て い る 。 上幅1s-.....2scm、 深 さ 10cm前後で、 断面は住居内側へや

や 開 く 変形「U」字状を呈す る 。 堆積土は砂 と粘土の プロ ッ ク を多 く 含み、 締 ま り の あ る 暗緑灰色土で、

人為的に埋め戻 さ れて い た と み ら れる 。 ま た 、 周溝内では壁側に沿っ て壁材の痕跡 と 考 え ら れ る 幅約

5 cm、 深 さ 10cm前後の緑黒色の堆積土が認 め ら れ る 。

［出土遺物] Pl の柱抜 き 取 り 穴か ら 土師器甕 （第24図 3 ) が出土 し た 他、 堆積土中か ら も 土師器甕の

破片が数点出土 し て い る 。

【SI06 住居跡】 （第25 · 26図）

［位置 ・ 確認面] I 区の東寄 り で検 出 さ れた。 確認面は⑨層上面で、 東側へ緩やかに傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-34
°
-W で あ る 。

［重複] S104 • 05 • 25 · 27 住居跡 と 重複 し て お り 、 S127 住居跡よ り も 新 し く 、 他の住居よ り も 古い。

［平面形 ・ 規模］ 調査区内では S104 · 05 · 25 住居跡に よ っ て壊 さ れ て お り 、 住居東半が残る 。 現状か

ら東西3.2m 以上x南北3 .6m 以上で方形を基調 と す る 。

［堆積土] 10層認め ら れ る 。 1 --- 3 層は砂のプ ロ ッ ク を多 く 含み、 やや締 ま り があ る こ と か ら人為堆

積土の可能性が あ る 。 4 · 5 層は新 し い カ マ ドの燃焼部と 煙道上部の崩壊土、 6 --- 8 層は そ の カ マ ド

内堆積層である 。 こ の 内 7 · 8 層は カ マ ド機能時に堆積した焼土 • 炭化物も し く は灰か ら 成 る 。 9

10 層は古い カ マ ド の煙道上部を崩 して埋め戻 し た 土 と そ の煙道内堆積土であ る 。

［壁］ 基本的に地山を壁 と し て い る が、 S127 住居跡 と 重複 す る 部分ではそ の埋土を壁 と し て い る 。 壁

は床面か ら ほ ぽ垂直に立ち上がり 、 壁高は残 り の良い東壁で床面から25cmあ る 。

［床］ 中央部を中心に貼床 さ れ て お り 、 そ の他では掘方埋土を床 と し て い る 。 床面に は若干凹凸があ

り 、 中央部がやや高 く なっ て い る 。 なお 、 貼床が 2 枚認め ら れ る こ と か ら 、 床面が 1 回補修 さ れ て い

る こ と がわ か る 。

［柱穴J 3 個 (Pl---3) 検 出 さ れた 。 Pl·3 は床面で、 P2 は S104 住居跡の掘方埋土除去後に確認 さ れ

て い る が、 こ れ ら 3 個の柱穴は住居平面形の対角線上に位置す る も の と み ら れ、 S106 住居跡に伴 う 主

柱穴の可能性が強い。 いずれの柱穴 に も 直径約15cmの 円形の柱痕跡が認め ら る 。 掘方の平面形は一辺

ま た は長辺が40cm程の隅丸正方形 も し く は長方形を呈し 、 深 さ は10---45cmで あ る 。

［ カ マ ド］ 東辺で新旧 2 つの カ マ ドが検出 さ れた。 ほぼ中央に位置す る と み ら れる カ マ ド が新 し く 、

燃焼部 と煙道か ら 成 る 。 燃焼部側壁は黄褐色粘土主体の土を積み上げて構築 さ れて お り 、 そ の焚 き 口

部 に は凝灰岩の切石 （第26図 7 • 8 ) が左右 1 個ずつ据 え ら れ て い る 。 燃焼部底面は焚き 口側へ緩や

かに傾斜 し て お り 、 中央部が強 く 焼けて赤変 し て い る 。 底面のほ ぼ中央では凝灰岩製の支脚 （第26図

6 ) が検出 さ れ て い る 。 底面と煙道の間には 5 cmの段がつ き 、 長 さ l . lm の煙道はほぼ水平に延びる 。

ま た 、 す ぐ南側の古い カ マ ド では燃焼部が除去さ れて お り 、 煙道が残 る のみであ る 。 長 さ 1 . 3m の煙道

は先端に向か っ て上向 き に傾斜 し て お り 、 上部が意識的に崩 さ れて埋め戻 さ れて い た と 考え ら れ る 。

こ の煙道の末端には土師器甕の口縁か ら体部 に か け て の破片 （第26図 3 ) が貼 り 付 け ら れて お り 、 埋

め 戻 し た土の崩れ止めに利用 さ れていた可能性が あ る 。
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第25図 SI06 • 27 住居跡

［貯蔵穴状 ビ ッ ト ］ 新 し い カ マ ド左脇の床面で検出 さ れた (Kl) 。 平面形は70cm X 40cmの隅丸長方形を

呈 し 、 深 さ は35cmであ る 。 堆積土は砂のプロ ッ ク を多 く 含む黄灰色土で、 住居堆積土の 3 層 と ほぽ同

ーであ る。

［出土遺物］ 床面直上から 土師器坪 （第26図 1 · 2 ) と 土師器甕の破片少祉が出土 し て い る 。 ま た、

古 い カ マ ド の煙道末端に は貼 り 付 け ら れて い た と み ら れ る 土師器甕 （第26図 3 ) が残る。

【S127 住居跡】 （第25 • 26図）

［位置 ・ 確認面] I 区の東寄 り で検 出 さ れた。 確認面は⑨層上面で、 東側へ緩やかに傾斜 し て い る 。
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第26図 S106 • 27 住居跡出土遺物

［重複] Sl02 · 04 · 06住居跡 と 重複 し て お り 、 いずれよ り も 古 い。

［平面形 ・ 規模］ 住居の大部分がSl02 · 04 · 06 住居跡に よ っ て壊 さ れて い る た め全体の規模は不明で
あ る が、 東西1 .9m以上 X 南北2. 8m で方形を基調 と し て い る と 考 え ら れ る。

［堆積土] 2 層認め ら れ る 。 1 · 2 層 は 砂 と 粘土のブロ ッ ク を 多 く 含み、 締 ま り も あ る こ と か ら人為
堆積土 と み ら れ る 。

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 床面か ら ほ ぼ垂直に立ち上がる 。 壁高は北壁で床面か ら20 cmあ る 。
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［床］ 残存する部分では壁際を除 き 貼床 さ れ て い る。 壁際では掘方埋土 を床 と し て お り 、 床面には凹

凸がある 。

［周溝］ 残存する 壁の直下で検 出 さ れ て い る。 上幅15----20cm、 深 さ 10----lScmで、 断面は住居内側へや

や開 く 変形「U」字状を呈する 。 堆積土は砂の プ ロ ッ ク を 多 く 含み、 締 ま り のあ る 灰 オ リ ープ色土で、

人為的に埋め戻 さ れて い た と み ら れ る 。 ま た、 周溝内では壁側に沿っ て壁材の痕跡 と 考 え ら れる幅約

5 cm、 深 さ 10----lScmのオ リ ー プ黒色の堆積土が認め ら れ る。

［ そ の他のピ ッ ト ］ 床面で 1 個 (Pl) 検出 さ れた 。 平面形は一辺が50cmの隅丸正方形を 呈 し 、 深 さ 25

cmで、 堆積土は砂と 黒色粘土のプ ロ ッ ク が混 じ る 暗灰黄色土である 。 こ の Pl は柱抜 き 取 り 穴の可能性

があ る 。

E-182 
Sー142十

Sー146十
E-182 

z
S
 

Ei
 

0 lm 
I I I I I I 

·臼 土 色 :t. 注 曇 入 吻 讐 ． ＇ 
J ●灰色tt SY /ヽ1) シ ル ● 鼠化笥 Olllt入土
t ,. 胃enmm シ ,. ' 鼠化欝 aa鼠入土
3 ●灰負色C2. >Yf/?I 紗胄 シ . . 舅化欝•砂,,.ブCJ'7ク g昂貴入土• 心プOブ9少● 賞化轡層lA為鴫ti?>
5 貫11(!,ltSYヽ 11) ＇ �^ ， ＂鰐讐肩冨土
6 鳳II色c,.mm 砧士●�..... 鑽土ブ0 ァ9 ・ 楓化轡. it"/。ッ9・応土ブu-,,aじり ”マド綱覺纏蠣●.t
1 ., ープ●�(!Y四 シ .. . 賣化轡 ,,�JI壼遍内●讚土， ，，マじ量這内蟻鴨土（翼化震●● 重戴厨，，嶋員I， 震土・鑽化鞠少量 ヵ..,l-'鸞曼風内鴫●土（灰●● ·鱒鰭＂竃欄）
10 鴫灰&!1.SYR4/() シ � > 慶土ブロ.,? ・鼠化轡 ，灰多量 ,, 7 ド史舅の士台
II ●反貴色lt.mm 8貫シ� t 虞化鴨少量． 砂ブ0ッ ク・葛土プロッ9●じり ． 繕. 9あり 胃II内蟻覆土l人為鴫置）
l2 灰Hーブ<SYヽ /2) e賣シル ト 檜ブ0ッ?Jく ● ●皇 り畳い U攣
13 f(色ISV4Jl) 怜● シル ト 給ブo-,ク ・鳳色砧J:ブ0ッ9鼻じ9 R肩●万遭土 0 5 10cm 

I I I I I I I l,,'' 1  I f 

国
位 鵞

三置
写真図阪 分 類

20- 6 A I b 

zo- 7 A I b 

⑳ - 8 8 112 
20- 9 C 

第27図 S107 住居跡および出土遺物
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［出土遺物］ 床面直上から土師器坪 （第26図 4 ) ・ 鉢 （第26図 5 ) が出土 し て い る 。 こ の他に も 床面直

上 か ら は外面に段がつき 、 内面がヘラ ミ ガキ • 黒色処理 さ れ て い る 土師器坪や土師器鉢 ・ 甕の破片が

少量出土 し て い る 。

【S107 住居跡】 （第27固）

［位置 ・ 確認面] I 区の中央部で検出 さ れ た。 確認面は⑩層上面で、 ほぼ平坦であ る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-16° -E で あ る 。

［重複J sno . 29 住居跡 と 重複 し て お り 、 いずれよ り も 新 し い。

［平面形 ・ 規模］ 住居北半が攪乱に よ っ て 壊 さ れて い る も の の 、 東西2.7mX 南北2.8m の正方形を呈

す る 。

［堆積土] 9 層認め ら れ、 l ,...__, 3 層 は 自 然流入土である 。 4 層は焼土プ ロ ッ ク を含む炭化物主体の層

で、 人為堆積土 と み ら れ る 。 5 層 は住居壁の崩落土、 6 層 は カ マ ド燃焼部の崩壊土であ る 。 7 ,..__, 9 層

は カ マ ドの煙道 も し く は燃焼部内 に堆積 し て い る 。 こ の 内 8 • 9 層 は それぞれ炭化物 ・ 灰層で、 カ マ

ド機能時の堆積 と 考 え ら れ る 。

［壁］ 基本的に地山を壁 と し て い る が、 sno 住居跡 と重複する部分ではそ の埋土を壁 と し て い る 。 壁

は床面か ら ほ ぼ垂直に立ち上がり 、 壁高は残 り の良い東壁で床面から35cmあ る 。

［床］ 基本的に掘方埋土を床 と し て お り 、 カ マ ド の 焚 き 口付近に部分的な貼床が認め ら れ る 。 床面は

中央部が窪み、 北西方向へやや傾斜 し て い る。

［周溝］ 北辺を 除 く 壁の直下を巡 っ て お り 、 南西隅で途切れる 。 上幅15,...__,25cm、 深 さ 10"-'15cmで、 断

面は住居内側へやや開 く 変形「U」字状を呈す る 。 堆積土は砂 と 粘土の ブ ロ ッ ク が混 じ る 暗灰黄色土で、

締 ま り も あ る こ と か ら 人為堆積 と 考 え ら れ る 。

［カ マ ド］ 北辺やや東寄 り に付設さ れて お り 、 燃焼部 と 煙道か ら 成 る 。 燃焼部側壁は暗オ リ ー ブ灰色

の粘土質シル ト を積み上げて構築さ れ て い る 。 燃焼部底面は中央部が若干窪み、 強 く 焼けて赤変して

い る 。 ま た 、 底面の中央やや奥壁寄 り に認 め ら れ る 褐灰色土の塊の上に は 、 須恵器甕の口縁か ら体部

に か け て の破片 （第27図 4 ) が外面を上に し て置かれて い る 。 甕の外面は焼けて赤変 し て お り 、 支脚

に転用さ れた こ と が窺われる 。 底面と煙道の間 に は 5 cmの段がつき 、 長 さ 1 . 4m の煙道 は ほ ぼ水平に延

び る 。

［貯蔵穴状 ピ ッ ト ］ カ マ ド右脇 に あ た る 住居北東隅の床面で検出 さ れた (Kl) 。 平面形は一辺が35cmの

隅丸正方形を呈し 、 深 さ は10cmで あ る 。 堆積土は住居堆枝土の 3 層 と ほぼ同一で、 底面から は土師器

坪 2 点 （第27図 2 · 3 ) が出土 し て い る 。

［出土遺物］ 床面や Kl 底面か ら土師器坪 （第27固 l "-' 3 ) が出 土 し て お り 、 カ マ ド燃焼部内に は支脚

と し て利用 さ れた須恵器甕 （第27固 4 ) も 残 る 。 こ の他、 床面か ら は土師器甕の破片数点 と モ モの種

子 3 点が出土 し て い る。
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第28図 S108 住居跡

【SI08 住居跡】 （第28図）

［位置 ・ 確認面] I 区の中央部で検出 さ れた。 確認面は⑩層上面で、 西側へ緩やかに傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N - 15° - E であ る。

［重複J SI09 住居跡、 SK28 土壊 と 重複 し て お り 、 いずれよ り も 新 し い。

［平面形 ・ 規模］ 住居の北西部が調査区外に及んでい る も のの、 東西5.4m X 南北4 . 5m の長方形を呈

す る 。

［堆積土] 4 層認 め ら れ、 1 層 は 自然流入土であ る。 2 層 は炭化物層で、 植物の繊維質や小枝が自然

炭化した も の と み ら れ る 。 3 層は砂 と粘土のプロ ッ ク を主体と し て お り 、 人為堆積土の可能性がある 。

4 層 は住居壁の崩落土 と 考 え ら れ る。

［壁］ 基本的に地山を壁 と し て い る が、 SI09 住居跡 と 重複する部分ではそ の埋土を壁 と し て い る 。 壁

は床面から住居外側へやや開 き 気味に立ち上がり 、 壁高は残 り の良 い東壁で床面から25cm あ る。

［床］ 中央部は貼床 さ れて お り 、 その他では掘方埋土 も し く は地山 （基本層序の⑫層） を床 と し て い

る 。 床面に は若干凹凸があ り 、 中央部がやや高 く な っ て い る 。
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［柱穴］ 床面で 3 個 (Pl------3)検 出 さ れた。 p1,....._,3 は住居平面形の対角線上に位置 し て お り 、 Pl•3 に は

柱材、 P2 に は 柱抜 き 取 り 痕が残る 。 掘方の平面形は一辺が45cm程の隅丸正方形を 呈 し 、 断面が 「V」

字状で、 深 さ は約60cmであ る 。 柱材は断面が20cm X 10cmの台形状を呈す る 割材で、 樹種同定の結果、

ク リ であ る こ と が分かった 。 ま た 、 柱材の下に は樹皮が敷かれて お り 、 P2 の掘方底面近 く で も樹皮が

確認 さ れ て い る 。 柱の沈下を防いでいた も の と 推測 さ れる 。 こ の Pl-----3 は、 その位置 ・ 形状 ・ 規模か

ら主柱穴 と 考 え ら れ る 。

［周溝］ 調査区内では壁の直下を巡っ て い る 。 上幅15,......,25cm、 深 さ 10cm前後で、 断面は住居内側へや

や開 く 変形「U」字状を呈する。 堆積土は砂のプロ ッ ク を多 く 含み、 締 ま り の あ る 灰色土で、 人為堆積

土 と み ら れる 。

［貯蔵穴状 ビ ッ ト ］ 住居北東部の床面で 2 個 (Kl •2) 検 出 さ れた。 Kl は平面形が直径70cmの円形を

呈 し、 深 さ 15cmで、 堆積土には焼土や炭化物・灰が多 く 含 ま れ る。 ま た 、 北東隅に位置す る K2 は長軸

100cmの楕円形を呈し、 深 さ 30cmであ る 。 堆積土 は 3 層認め ら れ、 最上層は砂と粘土の プ ロ ッ ク が混 じ

る 暗灰黄色土で、 人為堆積 と

考 え ら れ る 。 下位 2 層は灰層

と焼土 ・ 炭化物を多量に含む

層で、 機能時の堆積 と み ら れ

る 。

［ そ の他の ピ ッ ト ］ 床面で 1

個 (P4) 検出 さ れた 。 平面形

は直径40cmの不整な円形を呈

し 、 深さ 20cmで、 堆積土は砂

の プ ロ ッ ク を主体 と す る 暗灰

黄色土であ る 。

［出土遺物］ 床面や床面直上

か ら 内面がナデ調整 さ れて い

る 土師器坪や土師器甕の破片

少量 と モ モ の種子 2 点が出土

し て い る 。
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【S109 住居跡】 （第29· 30図）

［位置 ・ 確認面] I 区の中央

部で検出 さ れた。 確認面は⑩

層上面で、 西側へ緩やかに傾

斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N -

昌位 土 色 ± t 狙 入 愕 号 ． 

I 灰員褐色UOYRm) シ ル ト 炭化 自然負入土
2 疇灰員色(?.SYヽ/?) シ ル ト 炭化笏 自然楓入土
3 灰色(7_)Y4/I) シ /I, ト u畠�Dぃ炭ltl',!/1、 妙10ック·砧土プ0ック覆じり 人A坦覆土
4 爵絃色(2. SYR3/I) シ ル ト 饒・羨峰多く カ叶鰈畠内亀記

カマド患燒郵内量記（灰鳳員影の亀!II)
6 鼈泳灰色(2. SYRl/1) 砧土賣シルト 燒土・ 炭化物 ・ 灰 · 帖土1oック カマド患燒紺頭をBり置した土
7 オリープ黒色(5Y3/2) 砧土買シルト 緯ま りあり 員員n慶覆土!Alll!l!l)
8 灰オ リープ色!,Yl/2) 砂 貫 シ ル ト 炭化物若子、 妙プa,?多量 貼氏
9 只色(5Y4/I) シ 9ヽ ト 炭化物若干． 砂プ0 7 ク ・ 帖土10ッ9這じり 住畠万坦土
10 灰色(7.IYC/1) シ ＂ ト 晨土・炭化物・灰多く Kl嶋紅(3層とは暉ー ）

第29図 S109住居跡
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第30図 S109 住居跡出土遺物

29·-w であ る。

［重複J S108 住居跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 古 い。

［平面形 ・規模］ 住居の北部が調査区外に及んで い る た め全体の規模は不明であ る が、 東西3.3mX 南

北2.8m 以上で方形を基調 と す る。

［堆積土J 6 層認め ら れ、 1 · 2 層 は 自然流入土であ る 。 3 層 は 砂 と 粘土のプロ ッ ク が混入す る層で、

人為堆積土 と み ら れ る 。 4 ......., 6 層 は カ マ ド燃焼部内に堆積 し て い る 。 こ の 内 5 層は カ マ ド機能時の堆

積 と 考 え ら れる灰層、 6 層 は燃焼部底面を貼 り 直 し た 土 と 考 え ら れる粘土質 シ ル ト 層で あ る 。

［壁］ 地山を壁と し て お り 、 床面か ら ほ ぼ垂直に立ち上がる 。 壁高は残 り の良い西壁で床面か ら30cm

あ る。

［床］中央部を中心に貼床が認 め ら れ、 その他では掘方埋土 を床 と し て い る 。床面には若干凹凸がある 。

［周溝］調査区内では カ マ ドが付設 さ れて い る南東部を除き 、 壁の直下で検 出 さ れ て い る。 上幅15.......,20

cm、 深 さ 10cm前後で、 断面は住居内側へやや開 く 変形「U」字状を呈する 。 堆積土は締ま り の あ る オ リ ー

プ黒色土で、 人為堆積 と 考 え ら れ る。
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［ カ マ ド ］ 東辺の南寄 り に付設さ れてお り 、 燃焼部が残る 。 側壁は砂の プ ロ ッ ク を含む灰色土を積み

上げて構築 さ れて お り 、 そ の 焚 き 口部では構築 も し く は補強材の据え方 と 考 え ら れ る 小 ビ ッ ト 2 個

(Pl · 2) が検出 さ れ て い る 。 P1 · 2 は直径20cmの円形を呈し、 深 さ 5 cm程である。 底面に は機能面が

2 面認 め ら れ る 。 2 面 と も若干凹凸があ り 、 中央部が強 く 焼 け て 赤変 し て い る 。 なお、 上面は焚 き 口

側へ緩やかに傾斜 し て お り 、 そ の 中央で支脚 と し て利用さ れた可能性の あ る上側が焼けた礫 2 点を確

認 し て い る 。

［貯蔵穴状 ピ ッ ト ］ カ マ ド右脇に あ た る 住居南東隅の床面で検出さ れた (Kl) 。 平面形は70cmX 50cmの

不整な隅丸長方形を呈し 、 深 さ は10cmであ る 。 堆積土は焼土 ・ 炭化物 ・ 灰を多 く 含む灰色土で、 住居

堆積土の 3 層に近い。

［出土遺物］ 床面や床面直上から土師器坪（第30図 1 ,....., 3 ) ・ 鉢 ？ （第30固 4 ) • 甑 （第30図 5 ) ・ 甕 （第

30図 6 ) 、 須恵器盤 （第30固 8 ) 、 ミ ニ チ ュ ア土器 （第30図 7 ) が出土 し て い る 。 こ の他に も 床面直上

や カ マ ド燃焼部内堆積土中から は外面に手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ 、 内面にヘラ ミ ガ キ • 黒色処理が施 さ れて

い る 土師器盤の底部破片や土師器鉢 ・ 甕の破片が出土 し て い る 。 なお 、 床面か ら は モ モ の種子 2 点 も

出土 し て い る 。

【sno 住居跡】 （第31 · 32図）

［位置 ・ 確認面J I 区の中央部で検出 さ れた 。 確認面は⑩層上面で、 ほ ぼ平坦であ る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-4o·-w で あ る 。

［重複] SI07•11 住居跡 と 重複 し て お り 、 前者よ り も 古 く 、 後者よ り も 新 し い。 ま た 、 SB72 建物跡と

も 重複 し て い る が、 前後関係は不明である 。

［平面形・規模］ 攪乱 と S107 住居跡 に よ っ て東半が壊さ れ て い る も のの、 東西5 . 2m x 南北5 . 7m の正

方形を呈する。

［堆積土] 5 層認め ら れ、 1 ・ 2 層 は 自 然流入土である 。 3 層は砂のプロ ッ ク を多 く 含み、 やや締ま

り が あ る こ と か ら人為堆積土の可能性があ る 。 4 層 は カ マ ド燃焼部の崩壊土、 5 層 は燃焼部内に堆積

した灰層で、 機能時の堆積 と 考 え られる 。

［壁］ 基本的に地山を壁 と し て お り 、 床面か ら ほ ぼ垂直に立ち上がる。 Slll 住居跡の煙道 と重複する

西辺南寄 り の部分 （ス ク リ ー ン ト ー ン部分） では埋土を壁 と して お り 、 機能時に壁が 1 度崩れていた

可能性がある 。 壁高は残 り の良い南壁で床面から30cmあ る 。

［床］ 掘方埋土を床 と し て い る 。 床面には凹凸が あ り 、 西半がやや高 く な っ て い る 。 ま た 、 カ マ ド周

辺から中央部 に か け て と南西 • 北西隅付近では、 床面が強 く 硬化 して い る 。

［柱穴］ 床面で 4 個 (Pl--...,4) 検出さ れた。 p1.......,4 は住居平面形の対角線上に位置 し て お り 、 P1 · 3 · 4

に は柱抜 き 取 り 痕が認め られ、 P2 は抜 き 穴に よ っ て壊 さ れ て い る 。 掘方の平面形は隅丸正方形 も し く

は長方形を呈し、 深 さ 40.......,55cmで あ る 。 P3·4 の柱穴下部では20cmX 10cmの隅丸長方形の柱痕跡が検出

さ れて お り 、 Pl 底面に も 同規模の柱押圧痕が残る 。 こ の Pl.......,4 は、 そ の位置 ・ 形状 ・ 規模から主柱穴

と 考 え ら れ る。
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［周溝］ カ マ ド下部から北東隅 に かけ て と 西辺中央を除 く 壁の直下で検出 さ れ て い る 。 上幅15---.....25cm、

深 さ 10cm前後で、 断面は 「U」字状を呈する 。 堆積土は砂と粘土の プ ロ ッ ク が混 じ る 黄灰色土で、 人為

堆積 と 考 え ら れ る 。

［ カ マ ド ］ 北辺ほぼ中央で検出 さ れた。 攪乱に よ っ て 壊 さ れ て お り 、 燃焼部 と 煙道の一部が残る 。 燃
焼部側壁は砂の プロ ッ ク を含む暗灰黄色土を稜み上げて構築 さ れて お り 、 そ の 焚 き 口部 に は心材 と し
て用 い ら れた土師器甕 （第32図 2 · 3 ) が口縁部側を下に して左右 1 個ずつ残る。 燃焼部底面は焚き

◎ 
S872柱穴

z
S
 

S107 

Slll 

S-148 十
Eー177

〇‘ 2m 

E-182 
十 S-142

II 

ff 土 a 土 包 濃 入 禽 等 ． 号
I 暴褐色(IOYRl/'I) シ "' ' 8� 翼入土
？ 鳳褐色(IOYRl/11 シ "' � IIだ翼入土
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第31図 S110 住居跡
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゜ 5 10cm 

No 檀 別 II 
1 土師蒻 · 鉢 峨積土

2 土鰤醤 ・ 甕 カ マ ド燃燒属右鯖璧中
3 土鉦醤 • 甕 カ マ ド燃燒昴左劃豊中

3
 �1-�, 底一径|器-�I残�7* 傭 考

20.0 I - I ― 
I 

1/7 I口縁郎外面に沈線 1 本

ー 1/5

雪
類

21 - 5 

第32図 SllO 住居跡出土遺物

口側へ傾斜 し て お り 、 中央部が強 く 焼け て 赤変 し て い る 。 底面 と煙道の 間 に は 5 cmの段がつ く 。 煙道

は先端に向かって上向 き に傾斜 し て お り 、 長 さ 30cm程残る 。

［貯蔵穴状ヒ° ッ ト ］ 床面で 2 個 (Kl ·2) 検出 さ れた 。 Kl は北西隅に位置 し、 平面形が70cmX 45cmの

不整な隅丸長方形で、 深 さ は20cmあ る 。 堆積土は 2 層認め ら れ、 いずれに も焼土 ・ 炭化物が多 く 含 ま

れ る 。 ま た 、 北東隅に位置する K2 は長軸80cmの楕円形を呈し 、 深さ 15cmで あ る 。 堆積土は粘土の大プ

ロ ッ ク を含む黄灰色土 1 層で、 人為堆積 と 考 え ら れる 。

［ そ の他の ピ ッ ト ］ カ マ ド右脇の床面で 1 個 (P5) 検 出 さ れた。 平面形は直径30cmの不整な円形を呈

し 、 深さ 15cmで、 堆積土は焼土プロ ッ ク と 炭化物を多絨に含む黒褐色土である 。

［出土遺物］ 床面か ら 内面がナ デ調整の土師器坪や土師器甕の破片が少量出土 し て い る 他、 カ マ ド燃

焼部側壁 中 に は心材 と して利用さ れた土師器甕 （第32図 2 · 3 ) が残る 。 ま た 、 堆積土中か ら は土師

器鉢 （第32図 1 ) が出土 し て い る。

【SI29 住居跡】 （第33固）

［位置 ・ 確認面] I 区の中央部で検出 さ れた 。 SllO 住居跡を掘 り 上げた後に確認し て い る 。

［重複] SI07 · 10 住居跡 と 重複 し て お り 、 いずれよ り も 古い。

［平面形 ・ 規模] SI07 · 10 住居跡に よ っ て壊さ れて お り 、 壁 ・ 堆積土が残存 し ない こ と か ら 全体の規

模は不明であ る が、 残 っ た 掘方埋土の状況か ら東西4 . lm 以上 X 南北3 . 7m 以上で方形を基調 と す る も

の と 考 え ら れ る 。

［床］ 掘方埋土が残る のみで、 詳細は不明である 。

［柱穴] 3 個 (Pl,.....,3) 検出 さ れた 。 p1,.....,3 は SllO 住居跡の掘方埋土除去後に確認 さ れて お り 、 Pl ・

3 に は柱抜 き 取 り 痕が認め ら れ、 P2 は抜 き 穴に よ っ て壊 さ れ て い る 。 Pl - 3 の柱穴下部では15cm X 10  
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第33図 S129 住居跡

cmの隅丸長方形の柱痕跡が検出 さ れて お り 、 掘方は一辺35cmの隅丸正方形で、 深 さ 40......,45cm残 る 。 こ
の p1......,3 は残存する 掘方埋土の平面形 の ほ ぼ対角線上に位置 し て お り 、 SI29 住居跡に伴 う 主柱穴 と 考
え ら れ る。 なお 、 南東の主柱穴は suo 住居跡の柱穴に よ っ て食われて い る と 推測 さ れ る 。

［出土遺物］ 住居掘方埋土中から 土師器甕の体部破片が 1 点出土 し たのみである。

【Slll 住居跡】 （第34 • 35図）

［位置 ・ 確認面] I 区の中央部で検出 さ れた。 確認面は⑩層上面で、 ほぼ平坦である。

［方向］ 住居の方向は、 N-29゜ ー W であ る 。

［重複J sno . 26 住居跡 と 重複 し て お り 、 前者よ り も 古 く 、 後者よ り も 新 し い。
［平面形・規模］ 住居の南部が調査区外に及んでい る た め全体の規模は不明であ る が、 東西5 . 8mx 南

北5 . lm 以上で方形を基調 と す る。

［堆積土] l l層認め られ、 1 · 2層 は 自 然流入土であ る 。 3 層 は 薄い炭化物層で、 植物の繊維質が自
然炭化 し た も の と み ら れ る 。 4 層は砂 と粘土のプロ ッ ク を主体 と し て お り 、 人為堆積土の可能性があ
る 。 5 層 は新 し い カ マ ド燃焼部の崩壊土、 6 · 7 · 9 層 は 主 に そ の燃焼部内に堆積 し た 炭化物や灰層
で、 機能時の堆積土であ る 。 8 層 は黄褐色粘土主体の層で、 締ま り が強 く 上面が焼 け て 赤変 し て い る
こ と か ら 、 新 し い カ マ ド燃焼部底面を貼 り 直 した 土 と 考 え ら れ る。 10 · ll層は古い カ マ ド の煙道上部
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第35図 Si l l 住居跡出土遺物

を崩 し て埋め戻 し た 土 と そ の煙道内堆積土 で あ る 。

［壁］ 地 山 を 壁 と し て お り 、 床面か ら 住居外側へやや開 き 気味に立ち上がる 。 壁高は残 り の良い西壁

で床面から20cmあ る 。

［床］ 大部分は貼床 さ れて お り 、 その他では掘方埋土 を床 と し て い る 。 床面には凹凸があ り 、 中央部

がやや高 く な っ て い る 。 な お、 貼床が 2 枚認め ら れ る こ と か ら 、 床面が 1 回補修さ れて い る こ と がわ

か る 。 新 し い貼床は、 東辺の新 し い カ マ ド部分から中央部を経て西辺 ま で帯状に行わ れて お り 、 カ マ

ド の造 り 替 え に伴 う 床の貼 り 直 しであ る 可能性が強い。

［柱穴］床面で 4 個 (Pl------4) 検 出 さ れた 。 Pl------4 は住居平面形のほぼ対角線上に位置 し て お り 、 P3 に

は柱切 り 取 り 痕が認め ら れ、 Pl ・ 2 · 4 は 抜 き 穴に よ っ て殆 ど壊 さ れ て い る 。 掘方の平面形は一辺が50
cm程の隅丸正方形を呈し 、 深さ 40------75cmで あ る 。 P3 の柱穴下部に は直径20cmの円形の柱材が残存 し て
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お り 、 P4 底面に も 同規模の柱押圧痕が残る。 樹種同定の結果、 P3 の柱材は ク マ ノ ミ ズキ類であ っ た。

こ の Pl-----4 は、 そ の位置 ・ 形状 ・ 規模か ら主柱穴 と 考 え ら れ る 。

［周溝］ 調査区内では壁の直下 も し く は壁際を巡 っ て い る 。 上幅15-----25cm、 深 さ 10cm前後で、 断面は

「U」字状を呈する 。 堆租土は基本的に砂の プロ ッ ク を多 く 含み、 締 ま り の あ る 灰黄褐色土で、 人為的

に埋め戻 さ れて い た と み ら れる 。 ま た、 新旧の カ マ ド部分 を 除 く 周溝内では壁側に沿っ て壁材の痕跡

と 考 え ら れ る 幅 5 -----lOcm、 深 さ 10cm前後の褐灰色の堆積土が認め ら れ る。

［ カ マ ド ］ 東辺中央やや北寄 り と 北辺中央やや東寄 り で新旧 2 つの カ マ ドが検出 さ れた。 東辺の も の

が新 し く 、 燃焼部が残る 。 側壁は黄褐色粘土主体の土を積み上げて構築 さ れて お り 、 底面に は機能面

が 2 面認め ら れ る 。 2 面 と も 焚 き 口側へ傾斜 し て お り 、 中央付近が強 く 焼けて赤変 し て い る 。 な お、

上面の中央には支脚 と して利用 さ れた と 考 え ら れ る 土師器甕の下半 （第35図 6 ) が底部を伏せた状態

で置かれて い る 。 ま た 、 北辺の古い カ マ ド では燃焼部が除去されて、 煙道の一部が残る。 長 さ 60cm程

残存する煙道は先端に向かっ て上向 き に傾斜 し て お り 、 上部が意識的 に 崩 さ れて埋め戻 さ れ て い た と

考 え ら れ る。

［貯蔵穴状 ピ ッ ト ］ 床面で 2 個 (Kl ・ 2) 検 出 さ れた。 Kl は東辺のカ マ ド右脇に位饂 し て お り 、 平面

形が70cm X50cmのやや不整な隅丸長方形で、 深 さ は25cmあ る 。 堆稜土は 2 層認め ら れ、 上層は黒褐色

土、 下層は住居堆積土 4 層 と ほぼ同一の褐灰色土であ る 。 ま た 、 北東隅に位置する K2 は55cm X40cmの

隅丸長方形を呈し 、 深 さ 30cmで あ る。 堆積土は砂のプロ ッ ク を多 く 含む灰黄褐色土 l 層 で、 人為堆積

と 考 え ら れ る。

［出土遺物］ 床面直上や P3 柱抜 き 取 り 穴か ら 土師器坪 （第35図 1 ・ 2 ) ・ 甕 （第35図 4 • 5 ) が出土

し て い る 他、 新 し い カ マ ド燃焼部 内 に は支脚 と して利用 さ れた土師器甕 （第35図 6 ) が残る。 他に も

床面や床面直上か ら は土師器鉢 ・ 甑 • 甕な どの破片が出土 し て い る 。 ま た、 堆積土中か ら は土師器鉢

（第35固 3 ) と土製支脚 （第35図 7 ) が出土 し て い る 。

【S126 住居跡】 （第36固）

［位置 ・ 確認面] I 区の中央部で検出 さ れた 。 S111 住居跡 を 掘 り 上げた後に確認 し て い る 。

［重複] S111 住居跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 古 い。

［平面形・ 規模] Slll 住居跡に よ っ て壊 さ れて お り 、 柱穴と 貯蔵穴状 ピ ッ ト が残 る のみで、 全体の規

模は不明である。

［柱穴] 3 個 (Pl........,3) 検出 さ れた 。 p1........,3 は S111 住居跡の掘方埋土除去後に確認 さ れて お り 、 そ の

配置から S126 住居跡の主柱穴 と判断した 。 Pl に は柱抜 き 取 り 痕が認め ら れ、 P2•3 は抜き穴に よ っ て

壊 さ れ て い る 。 Pl の掘方は一辺が30cmのやや不整な隅丸正方形 を呈し 、 深 さ 45cmで あ る。 こ の柱穴下

部では直径15cmの円形の柱痕跡が検出 さ れ て お り 、 P2·3 底面に も 同規模の柱押圧痕が残る 。 な お、 北

西の主柱穴は Sill 住居跡の柱穴に よ っ て食われて い る と 推 測 さ れ る。

［貯蔵穴状 ビ ッ ト ] I 個 (Kl) 検出 さ れて お り 、 そ の位置から S126 住居跡に伴 う も の と 考 え た。 平面

形は70cmX 60cmの不整形 を 呈 し、 深 さ は20cmであ る 。 堆積土はやや締 ま り の あ る 灰色土であ る 。

54 



［出土遺物］ 遺物は出土 し て い な い。

【Sl12住居跡】 （第37図）

［位置 ・ 確認面] I 区の中央部で検出 さ れた。 確認面は⑩層上面で、 ほぼ平坦である。

［方向］ 住居の方向は、 N-40·-w であ る 。

［重複] SB57 建物跡 と 重複し て お り 、 こ れ よ り も 古 い。

［平面形・規模］住居の南半以上が調査区外に及んでい る た め全体の規模は不明であ る が、 東西6.3mX

南北2.7m 以上で方形を基調 と す る 。

［堆積土J 4 層認め ら れ、 1 層 は 自 然流入土である 。 2 層は炭化物層で、 植物の繊維質が自然炭化し

た も の と み ら れ る 。 3 層 は砂 と 粘土のプロ ッ ク を主体 と し て お り 、 人為堆積土の可能性があ る 。 4 層

は カ マ ド燃焼部内の堆積土である。

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 床面から ほぼ垂直に立ち上がる 。 壁高は残 り の良い北壁で床面から 15cm

あ る。

［床］調査区内ではほぼ全面が貼床 さ れ て い る 。 床面には凹凸が あ り 、 中央部がやや高 く な っ て い る 。

なお 、 貼床は 3 枚認め ら れ、 新 し い貼床 2 枚は中央部に施さ れた部分的な床面の補修 と 考 え ら れ る 。

［柱穴］ 床面で 2 個 (Pl • 2) 検出 さ れた 。 P1 · 2 は住居の北壁か ら 1 . 2m 程内側の平行線上に位置し
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て お り 、 柱抜 き 取 り 痕が認め ら れ る 。 掘方の平面形は長辺が50----75cmの隅丸長方形を 呈 し 、 深 さ は55

cmで あ る 。 柱穴下部では直径20cmの円形の柱痕跡が確認さ れ て い る 。 こ の Pl ・2 は 、 その位置・形状・

規模から主柱穴 と 考 え ら れ る 。

［周溝］ 調査区内では壁の直下を巡っ て お り 、 カ マ ド部分で途切れる 。 上幅20----25cm、 深 さ 10cm前後

で、 断面は住居内側へやや開 く 変形「U」字状 を呈する 。 堆積土は砂のプロ ッ ク を多 く 含み、 締 ま り の

あ る 暗灰黄色土で、 人為的に埋め戻さ れていた と み ら れ る 。 また 、 周溝内では壁側に沿っ て壁材の痕

跡 と 考 え ら れる 幅 5 ----10cm、 深 さ 10cm前後の黒褐色の堆稜土が認め ら れ る 。

［ カ マ ド］ 東辺で検出 さ れて お り 、 中央付近に位置す る も の と 考 え ら れ る 。 攪乱と 調査区側溝 に よ っ

て壊されて 、 燃焼部 と煙道の一部が残る 。 燃焼部側壁は砂 と粘土の プ ロ ッ ク が混 じ る暗灰黄色土を積

み上げて構築 さ れて お り 、 底面は中央部が若干窪み、 強 く 焼けて赤変 し て い る 。 煙道は先端が残 る の

みで、 長 さ l . Om 程で あ る 。 な お、 燃焼部下 に は カ マ ド構築以前の土塙状の掘 り 込み(Kl)が認め ら れ、
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第38図 S113 住居跡

焼土プロ ッ ク や炭化物を多量に含む砂 と 粘土 プ ロ ッ ク 混 じ り の土で埋め戻 さ れ て い る。

考

m 2
i 

［ そ の他の ピ ッ ト ］ 周溝上面で 2 個 (P3 • 4) 検 出 さ れた。 平面形は直径20cm程の不整な円形を呈 し 、

深 さ 20.......,25cmであ る 。 こ の P3 · 4 は 、 その位置か ら みて壁柱の抜 き 取 り 穴の可能性 が あ る。

［出土遺物] Pl 柱抜 き 取 り 穴か ら土師器坪 （第37図 1 ) 、 Kl 埋土中から砥石 （第37固 2 ) が出土 し て

い る 他、 床面から は内面がナデ調整 さ れ て い る 土師器坪や土師器甕の破片が少量出土 し て い る 。

【SI13 住居跡】 （第38 • 39固）

［位置・確認面] I 区のやや西寄 り で検出 さ れた。確認面は⑩層上面で、西側へ緩やかに傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N - 23°-W で あ る 。



［平面形 ・ 規模］

攪乱に よ っ て大部

分が壊 さ れ て い る

も の の、 東 西4 . 8
m x 南 北5.lm の

正方形を呈する 。

［堆積土J 5 層認

め ら れ、 1 · 2層

は 自 然流入土であ

る 。 3 層 は カ マ ド

の煙道 か ら 燃焼部

に か け て の 崩 壊

土、 4 層 は煙道内

堆積土であ る。 5

層は粘土プ ロ ッ ク

主体の層で、 締 ま

り が強 く 上面が焼

けて赤変 し て い る

こ と か ら 、 カ マ ド

燃焼部底面を貼 り 直 し た 土 と 考 え ら れ る 。
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第39図 S113 住居跡出土遺物

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 床面か ら 住居外側へやや 開 き 気味に立ち上がる 。 壁高 は最 も 残 り の良い

南東隅で床面から 30cmあ る 。

［床］ 残存する部分は全て貼床 さ れ て い る 。 床面にはやや凹凸がある 。

［柱穴] 4 個 (Pl----4)検出 さ れた 。 p1........ 3 は床面で、 P4 は攪乱除去後に確認 さ れ て い る が、 こ れ ら 4

個の柱穴は住居平面形の対角線上に位置 し て お り 、 S113 住居跡に伴う 主柱穴 と 考 え ら れる 。 いずれの

柱穴に も 柱抜 き 取 り 痕が認め ら れ、 掘方の平面形は一辺 ま た は長辺が25........ 35cmのやや不整な隅丸正方

形 も し く は長方形を呈し、 深 さ 50----60cmで あ る 。 柱穴下部では直径15cmの円形の柱痕跡が検出 さ れ て

い る 。

［ カ マ ド ］ 北辺やや東寄 り に付設 さ れて お り 、 燃焼部 と 煙道 か ら 成 る 。 燃焼部右側壁は砂と粘土のプ

ロ ッ ク が混 じ る オ リ ー プ褐色土を積み上げて構築さ れ て お り 、 そ の 焚 き 口 部 に は心材 と し て 用 い ら れ

た と 考え ら れ る 土師器甕 （第39図 2 ) が口縁部を下に し て残 る 。 攪乱に よ っ て失われて い る 左側壁 も

同様に構築 さ れて い た と 推定 さ れる 。 燃焼部底面 に は機能面が 2 面認め ら れ る 。 2 面 と も 焚 き 口側へ

緩やかに傾斜 して お り 、 中央付近が強 く 焼けて赤変 し て い る 。 煙道は先端に 向かっ てやや下向 き に傾

斜 し て お り 、 長 さ I .Om であ る 。

［出土遺物］ カ マ ド燃焼部右側壁中に心材 と して利用 さ れた と 考 え ら れ る 土師器甕 （第39図 2 ) が残
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111位 土 色
1 犀色(N2/l
z 
3 灰賃褐aoovR•12>• 褐灰色(IOYR4/I)
s 鴫灰賃色(2 SYS/2) 
6 
7 褐灰色ClOYR</1)
s に上い贄褐色(JOY邸Iヽ）， IIII灰貴色(2.SYS/2)
10 
1 1  
12 鳳(5Y2/I)
13 鳥褐色(i.SY3/l)＂ 鳥褐色(2. 5Y3/1)
15 鳳褐色(IOYR3/2)
16 貧灰色(7.SYR•lll” 
18 黒褐色(2.SY3/I)
19 賃灰色(2.5Y4/I)
20 賣灰色C2.SY5/l)
21 息褐色(2.5Y3/IJ
22 息檜(2.5Y3/2)
23 オ リ ープ鳳色(SY3/2)
24 聞灰賃色(2,5Y4/2)
25 鳥褐色OOYR3/Z)
26 オ リ ープ黒色CSY3/2)

土 性
シ' Iレ ト

シ Iレ ト
シ ル ト
シ� 八' �

砂 賓 シ ル ト

混 入 初 等
極疇い只化物層 · 灰、 土闘片多量

鱗土 ・ 1i1l疇い炭化物層 • 灰、 土馨It多量
炭化物少量

以化材
炭化物少量

枯 土 鱗土大プロ ッ ク ・ 炭化物 · 賣褐色餡土大プロ ッ ク
シ JI, ト 以化物

鎮土 • 以化物少量
シ Iレ ト 綱土 ・ 炭化物多量
砂 賓 シ ル ト 砂プロ ッ ク 多 く 、 締 ま り な し
シ Iレ 卜 伐化物若干、 白色粘土プロ ッ ク 多量、 締拿 り葦い
シ Iレ ト 以1ゆ少量、 砂プロ ッ ク多量、 ea砧土莉千. 締ま りあ り
シ 9レ ト 燒土プロ ッ 9 ・ 虞化物 ・ 灰 • 白色粘土多量

，， ル ト 粘土プロ ッ ク 、 織皇 り あ り
シ ル ト 砂プロ ッ ク ・ 白色砧土プロ ッ ク 滋じ り 、 締 虫 り 強い
シ ル ト 砂プ0 ッ ク多量
シ 9レ ト 炭化物 · 砂小プ0 ッ ク
シ ル � 
シ ,... ト 砂プロ ッ ク多●
シ ル ト もプロ ッ ク ・ 枯土プロ ッ ク多量
シ� ＾ 卜 灰イt窃 · 地山小プロ ッ ク
シ� ‘^ 卜 炭化物多 く

鑓 噌
籍絶後の住唐内に鎗て られた土？
灰19(虎絶箪の住居内に捨て られた土 ？）
魔絶後の住店内に捨て られた土？
自然流入
白然流入土
灰化物層（庚絶隻の住店内に捨て られた土？ ）
住忌鸞鵡落土；
カ マ ド題道～燃鱗鄭鯛攣土
カマ ド愚鴻内壌讚土
，， マ ド燃痕郎内増頂土（炭化物層、 攣能肉の蟻覆）
カ マ ド燃綱纏内鴫積土（灰層、 攣饒時の蟻讀）
カ マ ド恵道～燃震郵内噸積土（攣能峙の軍積）
屠i111内堆積土( 7層に近い）
貼床
S114●ぼ國を嵩上げした土
$114a ヵ マ ド燃燒螂崩嶋ヒヒ
S114a簿い炭化物層
S1143 隅溝内灌覆土（人ね噸讚）
S114« 貼床
S1140 住応繊方増ば
P2 往切 り 取 り 穴
Pl-3 往震疇
Pl-3 鑓方増ヒヒ
Pl-3 蠅方壇！
KJ 地虹
Kl 蟷積土

第 2 表 S114a ・ b 住居跡土層観察表

る 他、 燃焼部内か ら土師器坪と長胴形の土師器甕の破片が出 土 し て い る 。 土師器坪に は内面がヘ ラ ミ

ガキ •黒色処理 さ れ て い る も の と ナ デ調整の も のが あ る 。 ま た 、 堆積土中から は土師器坪 （第39固 1 )

と砥石 （第39固 3 ) が出土 し て い る。

【S114a · b 住居跡】 （第40"-'43図、 第 2 表）

I 区西寄り の⑩層上面で検出 さ れて お り 、 確認面は西側へ緩やかに傾斜 し て い る 。 住居の方向は、

N-16
°
- W で、 精査の結果、 建て替えが行われて い る こ と がわ か っ た。 住居南部が調査区外に及ぶも

のの、 調査区内では古い住居の東辺を30cm、 西辺を40cm、 北辺を20cm程外側に 広 げ、 さ ら に床面を約

10cm嵩上げし て 新 し い住居を構築 し て い る 。 こ こ では、 改築前の住居を S114a、 改築後を S114b と す る 。

〈S114a 住居跡〉 （第40固、 第 2 表）

［平面形 ・ 規模］ 住居の南部が調査区外に及ぶ こ と か ら全体の規模は不明であ る が、 東西5 . lm X 南北

4 . 2m 以上で方形を基調 と す る 。

［堆積土] 3 層 （断面固の15-----17層） 認 め ら れ る 。 15層は砂のプロ ッ ク を多量に含み、 締 ま り の あ る

黒褐色土で、 改築時に床面を嵩上げす る た めに埋め戻さ れた土である 。 16層 は カ マ ド燃焼部の崩壊土、

17層 は燃焼部底面か ら 焚 き 口周辺の床面に か け て 分布する 炭化物層で あ る。

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 床面から ほぼ垂直に立ち上がって 、 高 さ 10cm程残る 。

［床］ カ マ ド周辺か ら 中央部にかけて貼床 さ れて お り 、 その他では掘方埋土 を床 と し て い る 。 床面に

は凹凸があ り 、 壁際がやや高 く な っ て い る 。

［柱穴］ 床面で 3 個 (Pl-----3) 検出 さ れた。 Pl-----3 は住居平面形の対角線上に位置す る も の と み ら れ、

いずれの柱穴 に も 柱材が残る 。 なお 、 P2 に は改築後の床面から掘 り 込 ま れた柱切 り 取 り 穴 も 認 め ら れ

る 。 掘方の平面形は長軸が50----60cmの不整形 を 呈 し、 深 さ は約60cmで あ る。 柱材は断面が20cm X 10cm

の台形状を呈する割材で、 樹種同定の結果、 ク リ であ る こ と が分 か っ た。 こ の Pl-----3 は、 そ の位置・

形状 ・ 規模から主柱穴 と 考 え ら れ る。

［周溝］ 調査区内では壁の直下を巡っ て お り 、 北西隅 と 東辺やや南寄り で途切れる。 上幅15-----25cm、

60 
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深 さ 10'"'-'15cmで、 断面は住居内側へやや開 く 変形 「U」 字状を呈す る 。 堆積土は粘土プロ ッ ク を含み、

締 ま り のあ る 黒褐色土で、 人為堆積土であ る 。

［ カ マ ド］ 長軸30cmの楕円形を呈す る 焼 け面 と そ の上部に燃焼部の崩壊土が残存 し て い る状況から 、

北辺ほぼ中央に付設 さ れていた と 考 え ら れ る。 燃焼部は住居の改築時に壊 さ れ て い る が、 煙道は改築

後 も そ の ま ま 利 用 さ れていた可能性があ る 。

［出土遺物］ カ マ ド燃焼部の崩壊土中から土師器甕の破片 1 点 と 、 床面か ら モ モの種子 2 点が出土し

た の み で あ る。

〈SI14b 住居跡〉 （第40---..,43固、 第 2 表）

［平面形 ・規模］ 住居の南部が調査区外に及んでい る た め全体の規模は不明であ る が、 東西5.8mX南

北4.4m 以上で方形を基調 と す る 。

［堆積土] 12層認め ら れ、 4 · 5 層 は 自然流入土であ る 。 2 層 は薄い灰層で、 その前後に あた る 1

3 層 は極薄い炭化物 ・ 灰層や焼土、 土器片を多戯に含む。 6 層は炭化物層で、 炭化材 も 含 ま れる 。 こ

の 1 ,....., 3 · 6 層 は廃絶後の住居内に捨て ら れた 土 と 考 え ら れ る。 7 陪は住居壁の崩落土 と み ら れ る 。

8 庖 は カ マ ドの煙道か ら燃焼部 に か け て の崩壊土、 9 ,...._,12層 は 主 に そ の カ マ ド 内 に 堆積 し た 炭化物や

灰層で、 10---..,12層は機能時の堆積であ る 。

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 住居外側へやや開 き 気味に立ち上がる 。 壁高は残 り の良 い西壁で床面か

ら30cm あ る 。

［床］ カ マ ド周辺から西半部にかけて貼床が認め ら れ る。 その他では、 SI14a 住居跡 と 重複する部分は

埋土を、 拡張部分は地山 （基本層序の⑫層） を床 と し て い る 。 床面には凹凸が あ り 、 中央部がやや高 く

な っ て い る 。

［主柱］ 改築前の柱材 (SI14a の p1,.....,3 の柱材） を そ の ま ま主柱と して利用 し て い る 。 P2 に は柱切り

取 り 穴が認め ら れ る 。

［周溝］ 調査区内では壁の直下 を巡 っ て お り 、 カ マ ド部分 と 北東隅で途切れる。 上幅15,...._,25cm、 深さ

5 ,...._,10cmで、 断面は両側へやや開いた変形「U」字状を呈する 。 堆積土は砂のプロ ッ ク を多 く 含む締ま

り の な い黒褐色土で、 住居堆積土の 7 層に近い。 周溝が機能時に開口 し て いた可能性 も あ る 。

［ カ マ ド ］ 北辺ほぼ中央に付設 さ れて お り 、 燃焼部と煙道か ら成る 。 燃焼部側壁は黄褐色粘土主体の

土を積み上げて構築 さ れて お り 、 右側壁中か ら は心材 と して用 い ら れた土師器甕 （第42固 4 ) と 円筒

形土製品 （第41図10) が出土 し て い る 。 焚 き 口付近の崩壊土中か ら も 土師器甕の体下部 （第42図 3 )

と 円 筒形土製品 （第41図11) が出土 し て お り 、 同様に左側壁の心材 も し く は焚き 口上部の構築材 と し

て 利用 さ れて い た と 推測 さ れる 。 燃焼部底面に は若干凹凸があ り 、 中央やや焚 き 口寄 り が強 く 焼け て

赤変 し て い る 。 底面のほ ぼ中央では土製支脚 （第41図12) も 検出 さ れて い る 。 煙道は先端に向かっ て

上向 き に傾斜 し て お り 、 長 さ 1 .2m で あ る。

［貯蔵穴状 ピ ッ ト ］ 住居北東隅の床面に位置 し て い る (Kl)。 Kl は、 長 さ 80cmX 幅40cm X 厚 さ 3 cm程

度 の大 き さ の板材 2 枚に よ っ て 蓋 を さ れた状態で検出 さ れ て い る。 平面形は直径60cmの円形を呈 し 、
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10 円鰤形土製品 カマド慮焼郎右鯖置中 外：1!1いナデ ・ ヨコナゲ 内頂いナデ ロ径：1�.9cm 躙整が鱗 (t�>:内面） 、 内面のアップ写真布り 23- 1 
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第41図 S114b 住居跡出土遺物 ( 1 )
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No 纏 別 層 位 口 径 底 佳 器 高 残存亭 傭 号 写真図版 分 類
1 土師器 ・ 甕 カマド燃焼郁崩蟻土 (21.2) 5.0 31.8 3/< 23-3 AIVla 
2 土晒器 • 甕 床面 23.8 5.5 34.2 7/8 23- 4 A Ill 
3 土緬器 ・ 甕 カマ ド燃燒郎崩讀土 (6.�) l/5 
9 土緬畠 • 甕 カ マ ド燃焼f111右1111雙中 (22.0) 1/5 24ー 1 A IV2b 

第42図 Sl14b 住居跡出土遺物 ( 2 )
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第43図 S114b 住居跡出土遺物 ( 3 )
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残が亭 綱 考 巧真図阪 分 類

2/3 z�- z  A l b  

9/10 2ヽ ー ヽ A II b 
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1/10 宝珠形つまみ（径 ： 1 . 細
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1/2 2,-1 1  A I I  b 

深 さ は25cmあ る 。 堆積土は 2 層認め ら れ、 上陪は黒褐色土、 下陪は炭化物を多 く 含むオ リ ー プ黒色土

で あ る 。 なお 、 蓋 と して利用 さ れ た と 考 え ら れる板材の据 え 方 も 認め ら れ、 その平面形は95cmX 85cm

の長方形で、 深 さ は 4 cmあ る 。 こ の板材は樹種同定の結果、 ケ ヤ キ であ る こ と が分かった 。

［出土遺物］ 床面や床面直上 、 カ マ ド燃焼部崩壊土中 、 周溝堆積土中か ら 土師器坪 （第41図 1 ,..._, 5 ) ・

鉢 （第41図 6 ......., 9 ) ・ 甕 （第42図 1 ......., 3 ) 、 円筒形土製品 （第41固11) が出土 し て お り 、 他に も 内面が

ナデ調整 さ れた 土師器坪や土師器鉢・甕の破片が認め ら れ る 。 カ マ ド 燃焼部に は土製支脚 （第41固12)

と 右側壁の心材 と し て利用 さ れた土師器甕 （第42固 4 ) 、 円筒形土製品 （第41図10) が残 り 、 Kl 堆積

土の上層か ら は モ モ の種子 も 1 点出土 し て い る 。 ま た 、 堆積土 1 · 3 層 か ら は土師器坪（第43図 1 ......., 9 ) 、

須恵器坪 （第43図13 • 14) ・ 蓋 （第43図12) 、 ミ ニ チ ュ ア土器 （第43図10 • 11) が一括 し て 出 土 し て お

り 、 他 に も 土師器坪 • 鉢 • 甕の破片が多 く 認め ら れる 。 坪に は内面がヘラ ミ ガキ • 黒色処理 さ れ た も

の と ナ デ調整の も のが あ り 、 前者には外面に段 も し く は沈線がつ く も のが多い。 甕は体部破片が多 く 、

外面の調整はハケ メ ま た はヘ ラ ケ ズ リ を主体 と し て い る 。
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【S!15 住居跡】 （第44 • 45図）

［位置 ・ 確認面] I 区の西寄 り で検出 さ れた。 確認面は⑩層上面で、 西側へ緩やかに傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-32°- W で あ る。

［重複J S123住居跡、 SK20 土壊 と 重複 して お り 、 前者よ り も 新 し く 、 後者よ り も 古 い。

［平面形・規模］住居の北部が調査区外に及んでい る も のの、 東西5 . 7m X 南北5.6m の正方形を呈する 。

［堆積土J 4 層認 め ら れ る 。 1 • 2 層 は炭化物 ・ 土器片 を 多 く 含む黒色 • 黒褐色土で、 廃絶後の住居

内に捨て られた土 と 考 え ら れ る 。 3 層は極薄い炭化物層 を含む砂と粘土のプロ ッ ク 混 じ り の層で、 人

為堆積土の可能性があ る 。 4 層 は住居壁の崩落土 と み ら れる 。

［壁］ 基本的に地山を壁 と して い る が、 S123住居跡 と 重複する部分で は そ の埋土を壁 と して い る 。 壁

は住居外側へ開 き 気味に立ち上が り 、 壁高は残 り の良 い東壁で床面から30cmあ る 。

［床］ 掘方埋土を床 と し て い る 。 床面に は若干凹凸があ り 、 北側へやや傾斜 し て い る 。

［柱穴] 4 個 (Pl....__4) 検 出 さ れた。 Pl • 2• 4 は床面で、 P3 は攪乱除去後に確認 さ れて い る が、 こ れ
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ら 4 個の柱穴は住居平面形の対角線上に位置 し て お り 、 Sll5住居跡に伴う 主柱穴 と 考 え ら れ る 。 いず

れの柱穴 に も 柱抜 き 取 り 痕が認め ら れ、 掘方の平面形は長辺が30----55cmのやや不整な隅丸長方形を呈

し、 深 さ 40----60cmであ る 。 柱穴下部では15cm X 10cmの隅丸長方形の柱痕跡が検 出 さ れ て い る。

［周溝］調査区内では東辺の北半を除 く 壁の 直下 も し く は壁際を巡 っ て お り 、 南東隅付近で途切れる。

上幅15----35cm、 深 さ 10----15cmで、 断面は住居内側へやや開 く 変形「U」字状を呈する 。 堆積土は砂のプ

ロ ッ ク を含む締 ま り の な い暗緑灰色土で、 周溝が機能時に 開 口 し て いた可能性 も あ る 。

［出土遺物］ 床面直上、 住居掘方埋土中から土師器坪 （第45図 8 ) ・甕 （第45図15) が出土 して い る 他

に は床面近 く の遺物は殆ど認め ら れな い。 ま た 、 堆積土 1 · 2 層か ら は土師器坪 （第45固 1 ---- 7 • 9 

----13) ・盤 （第45図14) 、 須恵器壷？ （第45図16) 、 砥石 （第45図17) が一括 し て 出土 し て お り 、 他 に も

土師器坪 • 甕の破片が多 く 認め ら れる 。

【S123住居跡】 （第46図）

［位置 ・確認面] I 区のやや西寄 り で検 出 さ れた。確認面は⑩層上面で、西側へ緩やかに傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-8
°
-W で あ る。

［重複J sns 住居跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 古 い。

［平面形 ・ 規模J sns 住居跡に よ っ て壊 さ れ、 北半以上が調査区外に及んで い る た め全体の規模は不

明であ る が、 東西4.Sm 以上 X南北1 . 7m 以上で方形を基調 と す る 。
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［堆積土] 2 層認め ら れ る。 1 • 2 層 は砂 と 粘土のプロ ッ ク が混入する締 ま り のあ る 附 で、 2 層 に は

極薄い炭化物層が含 ま れ る 。 いずれの層 も 人為堆積土の可能性があ る 。

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 床面から住居外側へ若干開 き 気味に立ち上がる 。 壁高は残 り の良い東壁

で床面から 20cmあ る 。

［床］ 中央部から南辺中央の壁際にかけ貼床 さ れて お り 、 そ の 他では掘方埋土を床 と し て い る 。 床面

には若干凹凸があ り 、 中央部がやや高 く な っ て い る 。

［柱穴］ 床面で 2 個 (Pl ・ 2) 検 出 さ れた。 P1 · 2 は住居の南壁 か ら80cm程内側の平行線上に位臨 し て

お り 、 柱抜 き 取 り 痕が認め ら れ る 。 掘方の平面形は一辺が約30cmのやや不整な隅丸正方形を 呈 し 、 深

さ は30,....,45cmで あ る。 柱穴下部では直径12cmの 円 形の柱痕跡が確認 さ れて お り 、 掘方底面上 に は 浮 さ

3cm程の礎板が残る。 礎板は樹種同定の結果、 オ ニ グル ミ であ っ た。 こ の Pl•2 は、 そ の位置・形状・

規模から主柱穴 と 考 え ら れる 。

［周溝］ 南壁の直下で検出 さ れ て い る 。 上幅15------20cm、 深さ 10cm前後で、 断面は 「U」 字状を呈す る 。

堆積土は砂のプロ ッ ク を多 く 含み 、 締 ま り のあ る黒褐色土で、 人為堆積 と 考 え ら れ る。

［ カ マ ド ］ 東辺で検出 さ れてお り 、 中央付近に位置す る も の と 考 え ら れる 。 調査区側溝に よ っ て壊 さ

れて 、 燃焼部 ・ 煙道の一部が残る 。 燃焼部右側壁は黄灰色の粘土質 シ ル ト を校み上げて構築 さ れて お

り 、 そ の焚 き 口部に は凝灰岩の切石が据 え ら れ て い る 。 左側壁も 同様に構築 さ れて い た と 推 測 さ れ る 。

燃焼部底面は焚き 口側へ緩やかに傾斜 し て い る 。 煙道は先端が残 る のみで、 長 さ 1 .3m 程であ る 。

［貯蔵穴状 ビ ッ ト ］ カ マ ド右脇 に あ た る 住居南東隅の床面で検出 さ れた (Kl)。 平面形は90anX 55cmの

やや不整な楕円形を呈 し 、 深 さ は20cmで あ る。 堆積土は粘土プロ ッ ク と炭化物を多 く 含む緑黒色土で、

人為堆租 と 考 え ら れ る。

［出土遺物］ 床面から土師器坪 （第46固 1 ) が出土 し て お り 、 こ の他に も 床面の遺物には土師器甕の

破片が若干認 め ら れ る 。 ま た 、 堆積土中か ら は須恵器蓋 （第46図 2 ) が出土 し て い る。

【S116 住居跡】 （第47.-..,49固）

［位置・確認面] I 区の西寄 り で検出 さ れた。確認面は⑩陪上面で、 南西方向へ緩やかに傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-30°-W であ る 。

［平面形 ・ 規模］ 攪乱に よ っ て東辺の一部が壊 さ れて い る も のの、 東西4.6mX南北4.6mの正方形を

呈 す る 。

［堆積土] 10層認め ら れ る 。 1 附は焼土プロ ッ ク と 炭化物を多 く 含む黒褐色土、 2 層は炭化物と灰を

主体 と す る暗灰色土で、 いずれの陪も 土器片を多屎に含み、 廃絶後の住居内 に捨て られた土 と 考 え ら

れ る。 3 附は砂と粘土のプロ ッ ク を主体と し て お り 、 人為堆積土の可能性があ る 。 4 • 5 層 は新 し い

カ マ ドの煙道から燃焼部にかけての崩壊土、 6 ......., 8 層は主に その燃焼部内に堆積 し た 炭化物や灰層で、

機能時の堆積であ る 。 9 • 10ff!1 は古いカ マ ド の煙道上部を崩して埋め戻 し た土 と そ の煙道内堆積土で

あ る。

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 床面から住居外側へやや 開 き 気味に立ち上がる。 壁高は残 り の良い南壁

68 



で床面か ら45cmある 。

［床］ カ マ ド部分か ら 中央部を経て南辺中央にかけ貼床 さ れて お り 、 その他では掘方埋土 を床 と して

い る 。 床面には若干凹凸があ り 、 南側へやや傾斜 し て い る 。

［柱穴］ 床面で 4 個 (Pl---...,4) 検 出 さ れた。 p1....._,4 は住居平面形の対角線上に位置 し て お り 、 Pl · 2 ·

4 に は柱抜 き 取 り 痕が認め られ、 P3 は 抜 き 穴に よ っ て壊 さ れ て い る 。 掘方の平面形は長辺が40-----SScm

の隅丸長方形を呈し、 深 さ 40,..._,SOcmであ る 。 Pl • 2 • 4 の柱穴底面に は15cmX 10cmの隅丸長方形を呈す

る柱押圧痕が残る 。 こ の p1---...,4 は、 そ の位置 ・ 形状 ・ 規模から主柱穴 と 考え ら れ る 。

［壁柱穴］ 周溝上面 も し く はわずかに壁か ら 張 り 出す位置で 9 個 (PS,..._,13) の ピ ッ ト が検 出 さ れた。

ビ ッ ト の間隔は一定でない も のの 、 平面形は直径10,..._,20cmの不整な円形を呈し 、 深 さ 20cm程である 。
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こ の P5�13 は 、 そ の位置 ・ 形状 ・ 規模から壁柱の抜 き 取 り 穴 と 考 え ら れる 。

［周溝］ 壁の直下を全周 し て い る 。 上幅15�30cm、 深 さ 15cm前後で、 断面は住居内側へやや開 く 変形

「U」字状を呈する 。 堆積土は主に砂の プロ ッ ク を多 く 含み、 締 ま り の あ る 灰色土で、 人為的に埋め戻

さ れて い た と み ら れ る 。 ま た 、 周溝内では壁側に沿っ て壁材の痕跡 と 考 え ら れ る 幅 5 "-'10cm、 深 さ 15

cm前後の灰オ リ ー プ色の堆積土が断続的に認め ら れ る 。

［ カ マ ド ］ 北辺で新旧 2 つ の カ マ ドが検出された 。 やや東寄り に位箇す る カ マ ド が新 し く 、 燃焼部 と

煙道か ら 成 る 。 燃焼部側壁は黄褐色粘土主体の土を積み上げて構築 さ れ て お り 、 底面は中央部が若干

窪み、 強 く 焼けて赤変して い る 。 燃焼部底 面 と 煙道の間 に は 5 cmの段がつ き 、 長 さ I .Om の煙道はほぼ

水平に延びる 。 ま た 、 中央の古い カ マ ド では燃焼部が除去 さ れて お り 、 煙道が残 る のみであ る 。 長 さ
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第49図 S116 住居跡出土遺物 ( 2 )

1 . 2m の煙道はほぼ水平に延び、 上部が意識的に崩 さ れて埋め戻 さ れて い た と 考 え ら れる 。

［貯蔵穴状ヒ° ッ ト ］ 新 し い カ マ ド の右脇に あ た る 住居北東隅の床面で検 出 さ れた (Kl) 。 平面形は一辺

が60cmの正方形を 呈 し 、 深さ は25cmで あ る 。 堆積土は 2 層認め ら れ、 上層は住居堆積土 3 層 と ほ ぼ同

ーの灰色土、 下層は炭化物を含む灰オ リ ー プ色土である 。

［出土遺物］ 床面や床面直上か ら は土師器坪 ・ 甕の小破片が少麓出 土 し た の み で あ る 。 堆積土 1 ・ 2

層 か ら は土師器坪 （第48図 1 ,....., 6 · 8 ) · 盤 （第48図 7 ) ・ 鉢 （第48固 9 ) ・ 甕 （第49図 1 ,....., 5 ) 、 ミ ニ

チ ュ ア土器 （第48図10 · 11) 、 砥石 （第48図12) が一括 し て 出土 し て お り 、 他に も 土師器坪 ・ 鉢 ・ 甕、

ミ ニ チ ュ ア土器の破片が多量に出土 し て い る 。 坪は内面の調整がヘラ ミ ガ キ • 黒色処理の も のが主体

で、 ナデ調整の も の も僅かに 含 ま れ る 。
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第50図 S119 住居跡および出土遺物

【Sl19 住居跡】 （第50図）

［位置確認面] I 区の西寄 り で検 出 さ れた。確認面は⑩層上面で、 南西方向へ緩やかに傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N - 32° -W で あ る。

［重複J SK18 土 墳 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 古 い。

［平面形 ・規模] SK18 土壊に壊 さ れ て い る こ と や住居の南半が調査区外に及ぶ こ と か ら全体の規模は

不明であ る が、 東西4 .6m 以上 x 南北3.0m 以上で方形を基調 と す る。

［堆積土] 11層認め ら れ、 1 • 2 層 は 自 然流入土であ る 。 3 層は極薄い炭化物層を含む砂と粘土のプ

ロ ッ ク 混 じ り の層 で、 人為堆積土の可能性 が あ る 。 4 • 5 層 は新 し いカ マ ド の煙道から燃焼部 に か け

ての崩壊土、 6 • 7 層 は そ の カ マ ド 内堆積土 で あ る 。 8 層 は 新 し いカ マ ド の構築時にその燃焼部底面

から床面中央部にかけて貼られた土で、 粘土プロ ッ ク を多 く 含み締ま り が強い。 9 層 は古いカ マ ド燃
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焼部の崩壊土で、 10 • 11層 は そ の燃焼部内 と煙道に堆積 し て い る 。 煙道内の10層は焼土大プロ ッ ク を

多 く 含み、 上面が焼 け て い る 。 こ の状況か ら み て、 古い カ マ ド機能時に煙道上部が 1 度崩落し、 そ の

後は10層上面が煙道底面 と な っ て いた こ と が窺われる。

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 床面から住居外側へや や 開 き 気味に立ち上がる。 壁高は最 も 残 り の良 い

北東隅で床面から 30cmあ る。

［床］ 住居構築時は掘方埋土を床 と し て い た が、 カ マ ド改築時に一部貼床 さ れ て い る 。 貼床はカ マ ド

部分か ら 住居中央部にか けて認め ら れ る 。 床面に は若干凹凸•が あ り 、 中央部がやや高 く な っ て い る 。

［柱穴] 2個 (Pl·2) 検出 さ れた。 Pl は床面で、 P2 は SK18 土堀を掘 り 上げた段階で確認 さ れ て い

る が、 こ れ ら 2 個の柱穴は住居の北壁 か ら 1 . 3m 程内側の平行線上に位置 し て お り 、 S119住居跡に伴う

主柱穴 と 考 え ら れる 。 いずれの柱穴に も 15cm X 10cmの隅丸長方形の柱痕跡が認め ら れ、 掘方の平面形

は一辺 ま た は長辺が30......,40cmの隅丸正方形 も し く は長方形を呈し、 深 さ 50cm程である 。

［周溝］ 調査区内では壁の直下を巡っ て お り 、 カ マ ド部分で途切れる。 上幅15......,20cm、 深 さ 15cm前後

で、 断面は住居内側へやや開 く 変形「U」字状を呈する 。 堆積土は砂の プ ロ ッ ク を多 く 含み、 締 ま り の

あ る 暗緑灰色土で、 人為的に埋め戻 さ れて い た と み ら れ る 。 ま た、 周溝内では壁側に沿っ て壁材の痕

跡 と 考 え ら れ る 幅 5 ......,10cm、 深さ 15cm前後の黒褐色の堆積土が断続的に認め ら れ る 。

［ カ マ ド ］ 北辺で検出 さ れ て お り 、 やや東寄 り に位置す る と み ら れる 。 同位屈で造 り 替 え が行われて

お り 、 新 し い カ マ ド は燃焼部 と 煙道 か ら 成 る 。 燃焼部側壁は白色粘土のプロ ッ ク を含む灰黄褐色土を

積み上げて構築 さ れて お り 、 底面は中央部が若干窪み、 強 く 焼 け て 赤変 し て い る 。 煙道はほぽ水平に

延び、 長 さ 1 . 5m であ る 。 古 いカ マ ド では燃焼部が改築時に壊 さ れて お り 、 その崩壊土と直径30cmの 円

形の焼け面、 煙道が残る 。 煙道は改築前後を通 じ て そ の ま ま 利用 さ れて いた と 考 え ら れ る が、 堆積土

の状況か ら 古い カ マ ド機能時に 1 度上部が崩 落 し て いた可能性が強い。

［出土遺物］ 床面直上から 土師器坪 （第50図 1 ) が出土 し て い る 他、 床面近 く か ら 内面にヘラ ミ ガ キ ・

黒色処理が施 さ れた土師器坪や土師器甑 ・ 甕の破片が出土 し て い る。 ま た 、 堆積土中から は土師器坪

（第50図 2 ) が出土 し て い る 。

【S121 住居跡】 （第51因）

［位置・確認面] I 区の西寄 り で検出 さ れた。確認面は⑩層上面で、南西方向へ緩やかに傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-4
°
-W で あ る 。

［平面形•規模］ 調査区内で確認されたの は住居南東隅のみで、 全体の規模は不明で あ る が、 東西5 .0

m 以上 X 南北1.6m 以上で方形を基調 と す る 。

［堆積土J 3 層認め ら れ、 1 ・ 2 層 は 自 然流入土である 。 3 層は極薄い炭化物層 と 砂の プ ロ ッ ク を多

く 含み、 やや締ま り があ る こ と か ら 人為堆栢土の可能性があ る 。

［壁］ 地山を壁と し て お り 、 床面から住居外側へやや 開 き 気味に立ち上がる 。 壁高 は 残 り の良い東壁

で床面か ら35cmあ る 。

［床］ 掘方埋土を床 と して お り 、 床面には凹凸がある 。
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第51図 S121 住居跡および出土遺物

［周溝］ 調査区内では壁の直下を巡っ て い る 。 上幅15........,25cm、 深さ 10cm前後で、 断面は住居内側へや

や開 く 変形「U」字状を呈する 。 堆積土は砂のプロ ッ ク を多 く 含み、 締 ま り の あ る灰色土で、 人為的に

埋め戻さ れていた と み ら れ る 。 ま た、 周溝内では壁側に沿っ て壁材の痕跡 と 考 え ら れ る 幅 5 ........,10cm、

深 さ 10cm前後のオ リ ー プ黒色の堆積土が断続的に認め ら れ る 。

［出土遺物］ 床面直上から砥石 （第51図 2 ) が出土 し て い る 他、 床面近 く か ら 外面に段がつ き 、 内面

がヘラ ミ ガキ • 黒色処理 さ れ て い る土師器坪や土師器甕の破片が少屎出土 し て い る 。 堆積土中 か ら は

ミ ニチ ュ ア土器 （第51図 1 ) も 出土 して い る 。

【S124 住居跡】 （第14図 ）

I 区西寄 り の⑩層上面で検出 さ れ て お り 、 確認面は南西方向へ緩やかに傾斜 し て い る 。 調査区内で

は灰白色火山灰降灰以降の河道に よ っ て殆どが壊 さ れて お り 、 煙道の先端部が長 さ 40cm程残 る のみで

あ る 。 遺物は出土 し て い な い。

【S136 住居跡】 （第52 · 53図）

［位置 ・ 確認面] II区の東寄 り で検出 さ れた 。 確認面は⑩層上面で、 緩やかに東側へ傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-33
°
-W であ る 。

［重複] S137 · 55 住居跡 と 重複 し て お り 、 いずれよ り も 新 し い。
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［平面形・規模］攪乱に よ っ て住居北東隅が壊 さ れ、 南部は調査区外に及んでい る も のの 、 東西6.8mX

南北6 . 7m の正方形を呈する 。

［堆積土] 8 層認め ら れ、 1 - 3 層 は 自 然流入土である 。 4 • 5 層 は そ れぞれ新 し い カ マ ド の煙道 ・

燃焼部の崩壊土、 6 層 は そ の煙道内堆積土である 。 7 · 8 層は古い カ マ ド の煙道上部を崩 して埋め戻

し た 土 と そ の煙道内堆積土 で あ る 。
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第53図 Sl36 住居跡出土遺物

［壁］ 基本的に地山を壁 と し て い る が、 S155 住居跡 と重複する部分ではその埋土を壁 と し て い る。 壁

は床面か ら 住居外側へ開 き 気味に立ち上がり 、 壁高は最 も 残 り の良い北西隅で床面 か ら 30cm あ る 。

［床］ 住居の北東 ・ 南東部に貼床が認め ら れ、 その他では掘方埋土を床 と して い る 。 床面には凹凸が

あ り 、 南東方向へやや傾斜 し て い る 。

［柱穴］ 床面 も し く は貼床下で 4 個 (Pl.......,4) 検 出 さ れた。 p1,..._,4 は住居平面形のほぼ対角線上に位置

し て お り 、 P1·4 に は柱材、 P2·3 に は柱抜 き 取 り 痕が残る 。 掘方の平面形は長辺が35,......,45cmの不整な

隅丸長方形を 呈 し 、 深 さ は50.......,60cmで あ る。 柱材は断面が20cm X 10cmの台形状を呈する 割材で、 樹種

同定の結果、 ク リ であ る こ とが分か っ た。 ま た 、 柱材の下に は樹皮が敷かれて お り 、 P3 の掘方底面で

も 樹皮が確認 さ れ て い る 。 柱の沈下を防いでいた も の と 推測 さ れ る。 こ の Pl,..._,4 は、 そ の位置・形状・

規模か ら 主柱穴 と 考 え ら れ る 。

［周溝］ 調査区内では壁の直下を巡 っ て い る が、 新 し い カ マ ド下部では カ マ ド改築時の も の と推測さ

れ る 土塙状の掘 り 込みに よ っ て壊 さ れ て い る 。 上幅10,......,30cm、 深 さ 10.......,15cmで、 断面は住居内側へや
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や 開 く 変形「U」字状を呈する 。 堆積土は砂のプロ ッ ク を多 く 含み、 締 ま り の あ る 灰色土で、 人為的に

埋め戻さ れていた と み ら れ る。 ま た 、 周溝内では壁側に沿っ て壁材の痕跡 と 考 え ら れ る 幅 5 ---10cm、

深さ I0---15cmの オ リ ー プ黒色の堆積土が認め ら れ る 。 こ の壁材の痕跡は北西隅 と 西辺中央やや北寄り

で途切れて い る。

［ カ マ ド ］ 東辺やや南寄 り と 北辺やや東寄り で新旧 2 つ の カ マ ドが検出された。 東辺の も のが新 し く 、

燃焼部 と煙道の一部が残る。 燃焼部では、 カ マ ド を付 け 替 え る 際に壁材を抜 き 取 っ た痕 と 考 え ら れる

土壊状の掘 り 込みを床面か らやや盛り 上がる程度 ま で埋め戻した後に 、 黄褐色粘土主体の土を積み上

げて側壁 を構築 し て い る 。 底面は中央部が若干窪み、 焚 き 口側へ緩やかに傾斜 し て い る 。 長 さ1 .5m 程

の煙道は先端に向かっ て下向 き に傾斜 し て お り 、 先端部は40cmX 30cmの隅丸長方形を呈す る ビ ッ ト 状

で あ る。 ま た、 北辺の古い カ マ ド で は燃焼部側壁が取 り 払われて 、 直径25cmの円形の焼 け 面 と 煙道が

残 る 。 長 さ 1.3m の煙道はほぽ水平に延び、 上部が意識的に崩 さ れて埋め戻 さ れて い た と み ら れ る。

［出土遺物］ 床面や床面直上、 新 し い カ マ ド の燃焼部崩壊土中 、 住居掘方埋土中から土師器坪 （第53

固 1 --- 9 ) ・ 鉢 ？ （第53図10) ・ 甕 （第53図11) が出土 して い る 。 こ の他 に も 床面か ら は外面 も し く は

内外面に段がつ き 、 内面がヘラ ミ ガキ • 黒色処理 さ れた土師器坪や土師器甕の破片が出 土 し て い る 。

【SI55 住居跡】 （第54図）

［位置 ・ 確認面] II区の東寄 り で検 出 さ れた。 確認面は⑩層上面で、 緩やかに東側へ傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-36°-W であ る 。

［重複J S136 住居跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 古い。

［平面形・規模］ 住居の南半が S136 住居跡に よ っ て壊 さ れ て い る た め全体の規模は不明で あ る が、 東

西2.7mx南北1.5m 以上で方形を基調 と す る 。

［堆積土] 2 層認 め ら れ る 。 1 層 は均質で締ま

り のあ る 黒褐色土で、人為堆積の可能性があ る 。

2 層 は 自然流入土 と み ら れ る。

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 床面か ら 住居外側

へやや開き気味に立ち上がる。 壁高は残 り の良

い西壁で床面 か ら25cmあ る 。

［床］ 掘方埋土を床 と し て い る 。 床面には若干

凹凸があ り 、 中央部がやや高 く な っ て い る 。

［周溝］ 残存する壁の直下を巡 っ て お り 、 カ マ

ド部分で途切れる 。 上幅10.....,25cm、 深 さ 10cm前

後で、 断面は住居内側へやや 開 く 変形「U」字状

を呈する 。 堆積土は砂のプ ロ ッ ク を多 く 含み、

締 ま り の あ る 灰色土で、 人為的に埋め戻さ れ て

いた と み ら れ る 。 ま た 、 周溝内では壁側に沿っ
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て壁材の痕跡 と 考 え ら れ る 幅 5 -----10cm、 深 さ 10cm前後の黒褐色の堆積土が認め ら れ る 。

［ カ マ ド］ 東辺で検出 さ れ て お り 、 中央付近に位置す る も の と 考 え ら れ る 。 壊 さ れて 、 燃焼部側壁の

痕跡と焼け面が残る 。 燃焼部周辺に は黄褐色粘土のブロ ッ ク を多 く 含む暗灰黄色土が認め ら れる こ と

か ら 、 側壁は黄褐色粘土主体の土を積み上げて構築 さ れて い た と 推測 さ れ る 。 焼け面は直径25cmの円

形 を 呈 し、 平坦である。 ま た、 焼け面のほぼ中央に は凝灰岩製の支脚が一部残存 し て い る 。 なお 、 煙

道は削平に よ っ て失われた と み ら れ る 。

［出土遺物］ カ マ ド燃焼部底面 か ら土師器甕の破片数点が出土 し た の み で あ る 。

【S137 住居跡］ （第55図）

［位置 ・ 確認面] II区の東寄 り で検出 さ れた 。 確認面は⑩層上面で、 緩やかに東側へ傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-36° -E で あ る。

［重複] S136 • 38 • 39住居跡と重複 し て お り 、 S136 住居跡よ り も 古 く 、 他の住居よ り も 新 し い。

［平面形 ・ 規模］ 攪乱に よ っ て一部壊 さ れ て い る も のの、 東西2.9mX南北2.8m の正方形を呈する。

［堆積土] 3 層認め ら れ、 1 層 は 自然流入土であ る 。 2 層は炭化物層、 3 層は砂のプロ ッ ク を多 く 含

むオ リ ー プ黒色土で、 人為堆積の可能性があ る 。

［壁］ 基本的に地山を壁 と し て い る が、 S138·39 住居跡 と 重複する部分ではそ の埋土 を壁 と し て い る 。

壁は床面から住居外側へやや開 き 気味に立ち上が り 、 壁高 は 残 り の良い南壁で床面 か ら 25cm あ る 。

［床］ 掘方埋土を床 と し て お り 、 床面に は 凹凸 が あ る。

［周溝］ 北辺の西半を除 く 壁の直下を巡っ て お り 、 西辺中央やや南寄 り と 南東隅で途切れる 。 上幅

10.......,20cm、 深さ 10-----15cmで、 断面は「U」字状を呈する。 堆積土は砂と 黒色粘土のプロ ッ ク が混 じ る 黒

褐色土で、 締 ま り も あ る こ と か ら人為堆積 と 考 え ら れる 。

［出土遣物］ 床面から 土師器甑 （第55図 1 ) ・ 甕 （第55図 2 • 3 ) が出土 し て い る 他、 床面直上か ら 内

面にヘラ ミ ガキ • 黒色処理が施さ れた土師器坪や土師器甕の破片が少嚢出土 し て い る 。

【S138 住居跡】 （第55図）

［位置 ・ 確認面] II区の東寄 り で検出 さ れた。 確認面は⑩層上面で、 緩やかに東側へ傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-22° - W であ る。

［重複] S137 · 39 住居跡 と 重複 し て お り 、 いずれよ り も 古い。

［平面形・ 規模］ 住居の大部分がS137 · 39 住居跡 と 攪乱に よ っ て壊 さ れ て い る た め全体の規模は不明

であ る が、 東西1 .8m 以上 X 南北 1 . 7m 以上で方形を基調 と し て い る と 考 え ら れ る 。

［堆積土］ 炭化物を多 く 含む黒褐色土 l 層のみである 。

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 東壁が高 さ 3 cm程残 る のみであ る 。

［床］ 掘方埋土を床 と し て お り 、 床面にはやや凹凸がある。

［ カ マ ド］ 東辺に付設さ れて お り 、 燃焼部側壁の痕跡 と焼け面が残る 。 左側壁の焚き 口部に は凝灰岩

の切石が残存 し て い る。 焼け面は直径20cmの円形を呈し、 平坦である 。
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［出土遺物］ 床面直上から土師器の小破片が若干出土 したのみである。

【S139 住居跡】 （第56図）

［位囮 ・ 確認面] II区の東寄 り で検出 さ れた。 確認面は⑩層上面で、 緩やかに東側へ傾斜 し て い る 。
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［重複] S137 • 38 住居跡 と 重複 し て お り 、 前者

よ り も 古 く 、 後者よ り も 新 し い。 ま た、 SI40 住

居跡 と も 重複 し て い る と み ら れる が、 重複部分

が攪乱に よ っ て壊 さ れて 、 その前後関係は不明

で あ る 。

［平面形 ・ 規模］ 住居の大部分が攪乱 に よ っ て

壊 さ れ て 、 北東 • 南西部が残 る の みである 。 こ

の た め全体の規模は不明であ る が、 東西4 . 8m

以上x南北4.lm 以上で方形を基調 と し て い る

と 考 え ら れ る 。

［堆積土］ 砂の小プロ ッ ク と 炭化物を含む黒褐

色土 l 層のみである 。

［壁］ 基本的に地山 を壁 と し て い る が、 S138 住

居跡 と 重複 す る 部分ではその埋土を壁 と し て い

る 。 壁は床面か ら 住居外側へ若干開き気味に立

ち上が り 、 高 さ 15cm程で残る 。

［床］ 掘方埋土を床 と し て お り 、 床面に はやや

凹凸がある 。 掘方埋土は砂の プ ロ ッ ク を多録に

含む褐灰色土で、 締 ま り が強い。

［柱穴J 4 個 (P1�4) 検出 さ れた。 Pl は床面
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で、 pz....,4 は攪乱を除去した段階で確認 さ れ て い る が、 こ れら 4 個の柱穴は住居平面形の対角線上に位

置する も の と み ら れ、 SI39 住居跡に伴 う 主柱穴の可能性が強い。 いずれの柱穴に も 15cm x 10cmの隅丸

長方形の柱痕跡が認め ら れ、 掘方の平面形は一辺 ま た は長辺が25....,40cm程の隅丸正方形 も し く は長方

形 を 呈 し、 深さ 10....,20cmであ る 。

［出土遺物］ 床面直上か ら 内面 にヘ ラ ミ ガキ • 黒色処理が施さ れた土師器坪の小破片が 1 点出土 し た

の み で あ る 。

【S140住居跡】 （第57固）

［位囮 ・ 確認面] 11区の東寄 り で検出 さ れた 。 確認面は⑩層上面で、 緩やかに東側へ傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は 、 N-7° -W で あ る 。

［重複]S141 住居跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 新 し い。 ま た 、 S139 住居跡 と も 重複 し て い る と み ら

れ る が、 その前後関係は不明である 。

［平面形 ・ 規模］ 住居の北半以上が攪乱に よ っ て壊 さ れ て い る た め全体の規模は不明であ る が、 東西

2 . 9m X 南北 l . lm 以上で方形 を基調 と す る 。

［堆積土］ 砂 と 粘土の プ ロ ッ ク を主体と した黒褐色土 1 層のみで、 人為堆積 と 考 え ら れる 。
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第57図 S140 • 4 1 住居跡および S141 住居跡出土遺物

［壁J S141 住居跡 と重複する部分ではそ の埋土を、 他では地山を壁と し て お り 、 床面から住居外側へ

やや開 き 気味に立ち上がる 。 壁は高さ 10cm程で残る 。

［床］ 掘方埋土を床 と して お り 、 中央部がやや窪んでいる。

［出土遺物］ 遺物は出土 し て い な い。

【SI41 住居跡】 （第57図）

［位置 ・ 確認面] II区の東寄 り で検出 さ れた 。 確認面は⑩層上面で、 緩やかに東側へ傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N - 16° - W であ る 。

［重複J S140 住居跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 古 い。

［平面形・規模］ 住居の大部分が S140 住居跡と 攪乱に よ っ て壊 さ れ て い る た め全体の規模は不明であ

る が、 東西3.Sm x 南北1 . 3m 以上で方形を基調 と す る。

［堆積土］ 炭化物を多 く 含む黒褐色土 l 層の み で あ る。

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 高 さ 5 cm程残る。

［床］ 掘方埋土 を床 と し て お り 、 ほぼ平坦である。

［貯蔵穴状 ピ ッ ト ］ 住居南東隅の床面で検出 さ れた (Kl) 。 平面形は50cm X 35cmのやや不整な楕円形を

呈 し、 深 さ は30cmであ る 。 堆積土は炭化物を含む黒褐色土 1 層であ る 。

［出土遺物］ 住居掘方埋土中から砥石 （第57図 1 ) と 土師器甕の体部破片、 須恵器の小破片数点が出

土 し で い る 。

81 



z
S
 

S143 

O lm 
I I I 1,_,1, I 

、
多

u 

駐 i ! l ! 晨 A I $ I 
I 鴫(�函 ク ,.. . ＂暑 韻l!.±
! • 艶IMYR!/11 駐＂＂ n渥ltt紅 ,,ru-1虹湯U
l I舵I惰YRl,'2) � .  f 鮎，＂富 がF駁そ皿u
I ”渭航ffl(lt,Q,.観叫"

駐1•11 がド銭訊’駐伐， 饉月�-慟
i 11�111血 駐l�H 牡納' 9り頑員

1 t I J. I t I 
llil� い &1a,1・駐1•,7.IUM
� . f &1•,1· ヽ 鰈1,,1員じ,. 11り邪
H�H 切•,HI、 I紐1,,1 雌駐駐
出9氾ト l'l•l&鵡
田�-· &101, ·• 舷印”’ PJ.z勧む

第58図 S142 住居跡

【SI42 住居跡】 （第58図）

［位置・確認面J II区のやや東寄 り で検出 さ れた。確認面は⑩層上面で、緩やかに東側へ傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-20
°
-W で あ る。

［重複] Sl43 住居跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 新 し い。

［平面形・規模］住居の南半以上が調査区外に及んでい る た め全体の規模は不明で あ る が、 東西4 .9mX

南北1 .9m 以上で方形を基調 と す る 。

［堆積土] 5 層認め ら れ、 1 層は 自然流入土である 。 2 層 は カ マ ド の煙道から燃焼部 に か けての崩壊

土で、 3 --... 5 層 は そ の内部に堆積 し て い る。 こ の 内 4 · 5 層 は そ れぞれ炭化物 ・ 灰層で、 カ マ ド機能

時の堆積 と 考 え ら れ る 。

［壁］ 基本的に地山を壁 と し て い る が、 SI43 住居跡 と 重複する部分ではその埋土 を壁 と し て い る。 壁

は床面から 住居外側へ若干開 き気味に立ち上がり 、 壁高 は残り の良い北壁で床面から 15cmあ る 。

［床］調査区内では ほ ぼ全面貼床さ れ て い る 。床面にはやや凹凸があ り 、南東方向へ若干傾斜 し て い る 。

［柱穴］ 床面で 2 個 (Pl · 2) 検出 さ れた。 P1 · 2 は住居の北壁から 1 . 2m 程内側の平行線上に位筐 し

て お り 、 柱痕跡が認め ら れ る 。 掘方の平面形は直径が約35cmのやや不整な円形を呈し、 深 さ は35cmで

あ る 。 柱痕跡は20cmX 10cmの隅丸長方形を呈する。 こ の Pl ・ 2 は、 そ の位置 ・ 形状 ・ 規模から主柱穴

と 考 え ら れ る。

［周溝］ 調査区内では壁の直下を巡 っ て お り 、 カ マ ド 下部で途切れる 。 上幅15,....__25cm、 深 さ 10cm前後

で、 断面は住居内側へやや開 く 変形「U」字状を呈する 。 堆積土 は 砂 と 黒色粘土のプロ ッ ク を含み、 締
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ま り の あ る 黒褐色土で、 人為的に埋め戻 さ れて い た と み ら れ る 。 ま た、 周溝内に は壁側に沿っ て壁材

の痕跡 と 考 え ら れ る 幅 5 ,..,_,10cm、 深 さ10cm前後の締ま り の な い黒褐色土が堆積 し て い る 。

［ カ マ ド］ 北辺中央やや東寄 り に付設さ れて お り 、 燃焼部 と 煙道 か ら 成 る。 燃焼部側壁は黄灰色のシ

ル ト を積み上げて構築 さ れてお り 、 その左焚 き 口部に は凝灰岩の切石が残る 。 右側壁の 焚 き 口部 に は

20cmX 10cmの隅丸長方形を呈し、 深 さ 4 cmの小 ピ ッ ト (P3) が認め ら れ、 取 り 払われて い る も のの 、

同様に凝灰岩の切石が据え られて いた可能性が強い。 燃焼部底面は ほ ぼ平坦で、 中央部が強 く 焼け て

赤変 し て い る 。 煙道は先端に向かって下やや 向 き に傾斜 し て お り 、 長 さ 1.2m で あ る 。

［出土遺物］ 堆積土中か ら土師器の小破片が少位出 土 し て い る。

【S143 住居跡】 （第59図）

［位置・確認面] II区のやや東寄 り で検 出 さ れた。 確認面は⑩層上面で、緩やかに東側へ傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-so·-w で あ る 。

［重複] S142 住居跡、 SK58 土墳 と 重複 し て お り 、 前者よ り も 古 く 、 後者よ り も 新 し い。

［平面形 ・ 規模] S142 住居跡に よ っ て南辺の一部が壊 さ れて い る も のの、 東西4 . 2m x 南北3.lm の長
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方形を呈する 。

［堆積土] 5 層認 め ら れ る 。 1 層 は均質で締 ま り のあ る 灰黄褐色土、 2 層 は極薄い炭化物層を含む灰

層で、 いずれも 人為堆積 と 考 え ら れ る。 3 層 は 自然流入土 と み ら れる 。 4 層 は カ マ ド の煙道から燃焼

部 に か け ての崩壊土で、 5 層は そ の カ マ ド 内堆稜土であ る 。

［壁］ 地山 を壁 と し て お り 、 床面から ほぼ垂直に立ち上がる 。 壁高は残 り の良 い東壁で床面から 35cm

あ る 。

［床］ カ マ ド部分を除 く ほぼ全面が貼床 さ れて い る 。 床面に はやや凹凸が あ り 、 西半が若干高 く な っ

て い る 。

［周溝］北辺の カ マ ド東脇から西辺の中央にかけて壁の直下を巡る 。 上幅10�25cm、 深 さ 10cm前後で、

断面は住居内側へやや開 く 変形「U」字状を呈する 。 堆積土は砂のプロ ッ ク を多 く 含み、 締 ま り の あ る

褐灰色土で、 人為的に埋め戻 さ れていた と み ら れ る。 ま た 、 周溝内に は壁側に沿っ て壁材の痕跡 と 考

え ら れる幅約 5 cm、 深 さ 10cm前後の締 ま り の な い褐灰色土が堆積 し て い る 。

［ カ マ ド ］ 北辺ほぼ中央に付設 さ れて お り 、 燃焼部 と煙道か ら 成 る。 燃焼部側壁は黒褐色の シル ト を

積み上げて構築 さ れ て い る 。 燃焼部底面は中央部が若干盛 り 上 が り 、 強 く 焼けて赤変 し て い る 。 煙道

は ほ ぼ水平に延び、 長 さ l . Om であ る 。

［貯蔵穴状 ピ ッ ト ］ カ マ ド右脇 に あ た る 住居北東隅の床面で検出 さ れた (Kl) 。 平面形は100cmX 80cm

の不整形を呈し、 深 さ は20cmであ る。 堆積土は砂のプロ ッ ク を含む褐灰色土で、 住居堆積土の 1 層 に

近い。

［出土遺物］ 床面から 土師器坪 （第59図 1 ) と 土師器高坪 • 甕の破片が出土 し て い る 。 高坪は坪部の

内面がヘラ ミ ガ キ • 黒色処理 さ れ て お り 、 甕 に は球胴形の も の も 認 め ら れ る 。 ま た、 堆積土中か ら は

須恵器盤 （第59固 2 ) が出土 し て い る 。

【SI44 住居跡】 （第60 · 61固）

［位置 ・ 確認面] II 区の中央部で検出 さ れた。 確認面は⑩層上面で、 緩やかに東側へ傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-41°- W であ る。

［平面形 ・ 規模］ 住居の北東部が調査区外に及んでい る も の の、 東西5.0mx 南北5.0m の正方形を呈

す る 。

［堆積土] 8 層認め ら れ、 1 ・ 2 層 は 自 然流入土である 。 3 • 5 層は砂のプロ ッ ク を多 く 含む黒褐色

土、 4 層 は そ の間 に 入 る 炭化物層で、 植物の繊維質が自然炭化 し た も の と み ら れ る。 いずれの層 も 人

為堆積の可能性があ る 。 6 層は住居壁の崩落土である 。 7 · 8 層は東辺 の カ マ ド の煙道上部 を崩 し て

埋め戻 し た土 と そ の煙道内堆積土である 。

［壁］ 地山を壁と し て お り 、 床面から住居外側へやや開 き 気味に立ち上がる 。 な お、 東壁は大 き く 崩

れて い る 。 壁高は残 り の良い西壁で床面から 30cmあ る 。

［床］ 住居北西部 を 除 き 貼床 さ れて い る 。 貼床の下部に は生活陪 と み ら れ る 炭化物や砂粒を含む薄い

黒褐色土層 （断面図の12層） が認め ら れ る こ と か ら 、 住居構築時に は掘方埋土 を床 と し て い た と 考 え
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ら れ る 。 な お、 貼床 は カ マ ド改築時に行われた可能性 も あ る 。 床面には若干凹凸がある 。

［柱穴］ 床面で 4 個 (Pl,....,4)検出 さ れた 。 p1--..,4 は住居平面形の対角線上に位饂 し て お り 、 柱抜 き 取

り 痕が認め ら れ る 。 掘方の平面形は一辺 ま た は長辺が35,....,40cmの隅丸正方形 も し く は長方形を呈し 、

深さ 50,....,60cmで あ る 。 全て の柱穴底面では20cm x10cmの隅丸長方形を呈す る 柱押圧痕が確認さ れてお

り 、 P2·4 に は柱の沈下 を防 ぐ た め に敷かれた と 推測 さ れる 樹皮 も 残る 。 • こ の p1,....,4 は 、 そ の位置 ・

形状 ・ 規模か ら主柱穴 と 考 え ら れる 。

［周溝］ 調査区内では壁の直下を全周 し て い る 。 上幅15--..,20cm、 深 さ 10,..,_,15cmで、 断面は 「U」 字状を

呈 す る 。 堆積土は砂のブロ ッ ク を多 く 含み、 締 ま り の あ る 黄灰色土で、 人為的に埋め戻さ れて い た と

み ら れる 。 な お 、 東辺の カ マ ド部分では周溝が掘 り 直さ れて 、 上幅25cm と やや幅広に な っ て お り 、 埋

土は砂 と 黒色粘土 の プ ロ ッ ク が混 じ る 黒褐色土である 。 周溝内では壁側に沿っ て壁材の痕跡 と 考 え ら
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第61図 Sl44 住居跡出土遺物

れる幅 5 .....,10cm、 深さ 10.....,15cmの黒褐色の堆積土が認め ら れ る 。

［ カ マ ド ］ 東辺中央やや南寄 り で検出された 。 燃焼部が除去 さ れ て お り 、 煙道が残 る の みで あ る 。 長

さ I .Om の煙道はほぼ水平に延び、 上部が意識的 に 崩 さ れて埋め戻 さ れ て い た と 考 え ら れ る 。 ま た 、 北

辺中央やや東寄り の壁際では直径25cmの不整な円形を呈する焼け面が検出 さ れて お り 、 周辺に は カ マ

ド燃焼部の崩壊土 と み ら れる 焼土や粘土の プロ ッ ク と薄い炭化物層が残存 し て い る 。 よ っ て 、 調査区

側溝に よ っ て壊 さ れ て い る が、 こ の位置に も カ マ ドが付設 さ れお り 、 状況から東辺の カ マ ド よ り も 新

し い と 考 え ら れる 。

［貯蔵穴状 ピ ッ ト ] 2 個 (Kl ・ 2) 検 出 さ れた 。 Kl は北西隅の床面に位置 し て お り 、 平面形が95cm X

70cmの隅丸長方形で、 深さ は35cm あ る 。 堆積土 は 2 層認 め ら れ、 上層は住居堆積土 3 層 と ほぼ同一の

黒褐色土、 下層は炭化物を多 く 含む黒色土である 。 ま た 、 東辺カ マ ド の左脇に位置す る K 2 は貼床を

除去 した段階で確認 さ れて お り 、 平面形は75cm X 65cmのやや不整な隅丸長方形を呈し 、 深さ 15cmであ

る 。 堆積土は 2 層認め ら れ、 上層は粘土プ ロ ッ ク を多 く 含む黒褐色土で、 人為的に埋め戻 さ れ て い る 。

下層は炭化物を多最に含む褐灰色土で、 機能時の堆積 と 考 え ら れ る 。

［出土遺物］ 床面や Kl 堆積土中か ら 土師器坪 （第61図 3 · 4 ) ·甕 （第61固 5 ) 、 ミ ニ チ ュ ア土器 （第

61図 6 ) 、 不明土製品 （第61図 7 ) 、 砥石 （第61図 8 ) が出土 し て い る 。 こ の 他 に も 床面 か ら は内面が

ヘ ラ ミ ガキ • 黒色処理された土師器坪や長胴形の土師器甕の破片が多 く 出土 し て い る 。 甕の体部外面
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の調整はハケ メ が主体であ る 。 ま た、 堆積土中から は土師器坪 （第61図 1 • 2 ) が出土 し て い る 。

【S145 住居跡】 （第62図）

［位置 ・ 確認面] II 区の中央部で検出された。 確認面は⑩層上面で、 緩やか に東側へ傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N - 42°- W であ る 。

［平面形・規模］ 住居の南半以上が調査区外に及ぶ こ と か ら全体の規模は不明であ る が、 東西6.2mX

南北2 . 2m 以上で方形を基調 と す る。

［堆積土] 9 層認め ら れ、 1 - 3 層は 自然流入土である 。 4 層 は砂 と 黒色粘土の プ ロ ッ ク 混 じ り の層

で、 人為堆積 と 考 え ら れ る 。 5 層 は床面に堆積 した薄い炭化物層 で あ る 。 6 • 7 層 は カ マ ド の煙道 ・

燃焼部の崩壊土で、 8 · 9 層 は そ の 内部に堆積 し て い る 。 こ の 内 9 層は灰層で、 カ マ ド機能時の堆積

と 考 え ら れ る 。
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［壁］ 地 山 を壁 と し て お り 、 床面か ら 住居外側へやや 開 き 気味に立ち上がる 。 壁高は最 も 残 り の良い

北西隅で床面か ら35cmあ る 。

［床］ 調査区内では大部分が貼床 さ れて お り 、 壁際は掘方埋土を床 と して い る 。 床面に はやや凹凸が

あ り 、 壁際が若干高 く な っ て い る 。 な お、 貼床が 2 枚認め ら れる こ と か ら 、 床面が 1 回補修 さ れて い

る こ と がわ か る 。

［柱穴J 2 個 (Pl•2) 検 出 さ れた。 Pl は床面、 P2 は調査区側溝の底面で確認 さ れ て い る が、 こ れ ら

2 個の柱穴は住居の北壁から 1 . 4m 程内側の平行線上に位置 し て お り 、 S145 住居跡に伴 う 主柱穴 と 考

え ら れる 。 いずれの柱穴 に も 柱抜 き 取 り 痕が認め ら れ、 掘方の平面形は一辺が40cm程の隅丸正方形を

呈 し、 深 さ 約60cmで あ る 。 なお 、 Pl の掘方底面近 く に は 厚 さ 2 cmの礎板が残る 。

［周溝］ 調査区内では壁の直下を巡 っ て お り 、 カ マ ド下部で途切れる 。 上幅15"'25cm、 深 さ 10cm前後

で、 断面は住居内側へやや開 く 変形「U」字状を呈する 。 堆積土は砂と黒色粘土のプロ ッ ク を多 く 含み、

締 ま り のあ る オ リ ー プ黒色土で、 人為的に埋め戻 さ れて い た と み ら れ る 。 ま た 、 周溝内では壁側に沿っ

て壁材の痕跡 と 考 え ら れ る 幅 5 "'10cm、 深 さ 10cm前後の黒色の堆積土が断続的に認め ら れ る 。

［ カ マ ド］ 北辺中央やや東寄 り に付設さ れて お り 、 燃焼部 と 煙道 か ら 成 る 。 燃焼部側壁は褐灰色シル

ト を 5 cm程の厚さ で住居の壁か ら 床 に か け 「L」字状に貼 り 付け 、 そ の上に黄褐色粘土主体の土 を積み

上 げ る か た ち で構築 さ れ て い る 。 燃焼部底面は奥壁寄 り が浅 く 窪み、 中央やや焚 き 口寄 り が強 く 焼け

て赤変 し て い る 。 底面と煙道の間に は 5 cmの段がつ く 。 煙道は先端に 向 か っ て やや上向 き に傾斜 し て

お り 、 長 さ 1.3m で あ る 。

［貯蔵穴状 ピ ッ ト ］ 住居北東隅の床面で検出 さ れた (Kl) 。 平面形は一辺が70cmの隅丸正方形 を呈し 、

深 さ は20cmあ る 。 堆積土は締ま り のな い黒褐色土で、 住居堆積土の 3 層に近い。 こ の Kl の上には長さ

85cmX 幅15cmX 厚 さ 2 cm程度の大 き さ の板材 5 枚が並べ ら れ て お り （残存状態は悪い） 、 蓋 と して利用

さ れて い た と 考 え ら れ る 。 ま た 、 板材の据 え 方 も認め ら れ、 そ の平面形は一辺が95cmの正方形を呈し 、

深 さ は 4 cmで あ る 。

［出土遺物］ カ マ ド燃焼部崩壊土中から 土師器甑 （第62固 1 ) が出土 し て い る 他、 床面や床面直上、

カ マ ド燃焼部 内 か ら土師器坪 • 高坪 ・ 甕の破片が出土 し て い る 。 坪 に は 内面がヘラ ミ ガキ • 黒色処理

さ れ て い る も の と ナデ調整の も のが あ る 。 高坪は脚部の破片で、 甕は体部外面の調整がハ ケ メ も し く

はヘラ ケ ズ リ であ る 。 ま た 、 堆積土中か ら は須恵器坪 （第62図 2 ) が出土 し て い る 。

【Sl47 住居跡】 （第63図 ）

［位置 ・ 確認面] II区の中央部で検出 さ れた 。 確認面は⑩層上面で、 ほぼ平坦である 。

［方向］ 住居の方向は、 N-4o·-w で あ る 。

［平面形 ・ 規模］ 攪乱に よ っ て一部壊さ れて い る も の の、 東西2 . 7mX 南北2 . 7m の正方形を呈する 。

［堆積土] 7 層認め ら れ、 1 • 2 層 は 自然流入土である 。 3 · 4 層 は カ マ ドの煙道 ・ 燃焼部の崩壊土

で、 5 ---- 7 層 は そ の内部に堆積 し て い る 。 こ の 内 6 · 7 層 は そ れぞれ灰 • 炭化物層で、 カ マ ド機能時

の堆積 と 考え ら れ る 。

88 



89 

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 床面から住居

外側へ若干開 き気味に立ち上がる。 壁は高

さ10cm程で残る。

［床］ 掘方埋土を床 と し て い る。 床面に は

やや凹凸が あ り 、 南側へ僅かに傾斜し て い

る 。

［周溝］ 壁 の 直 下 を 全周 し て い る 。 上幅

15"'20cm、 深 さ10cm前後で、 断面は 「U」字

状を呈す る 。 堆 積土 は 砂 と 黒色粘土 の プ

ロ ッ ク が混 じ る 黒褐色土で、 締 ま り も あ る

こ と か ら人為堆積 と 考 え ら れ る 。

［カ マ ド］東辺ほぼ中央に付設 さ れて お り 、

燃焼部 と 煙道 か ら 成 る 。 燃焼部側壁は灰色

の シ ル ト を積み上げて構築 さ れ て い る 。 燃

焼部底面は中央部が若干窪み、 強 く 焼け て

赤変 し て い る 。 底面と煙道の間には 3 cmの

段がつ く 。 煙道は先端に向かって下向 き に

傾斜 し て お り 、 長 さ80cmで あ る。

［出土遺物］ 床面や カ マ ド燃焼部内か ら 内
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第63図 Sl47 住居跡

面にヘラ ミ ガキ • 黒色処理が施さ れた土師器坪や土師器甕の破片が数点出土 し て い る 。

【S148 住居跡】 （第64図）

［位置 ・ 確認面] II 区の中央部で検出 さ れた。 確認面は⑩層上面で、 ほ ぼ平坦であ る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-18°-E であ る。

［重複J S149 住居跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 新 し い。

［平面形・規模］ 調査区内で確認 さ れた の は住居北西部のみで、 全体の規模は不明であ る が、 東西2.4

m 以上 x南北1 . 9m 以上で方形を基調 と す る。

［堆積土] 4 層認 め ら れ、 1 層 は 自然流入土であ る 。 2 層 は カ マ ド の煙道から燃焼部 に か け て の崩壊

土、 3 層 は そ の内部に堆積した灰主体の層で、 機能時の堆積 と み ら れ る。 4 層は焼土 と粘土のプロ ッ

ク を多量に含む暗褐色土で、 締 ま り が強 く 上面が焼 け て 赤変 し て い る こ と か ら 、 カ マ ド 燃焼部底面を

貼 り 直 し た 土 と 考 え ら れ る 。

［壁J S149 住居跡 と 重複する部分ではその埋土を、 他では地山を壁と し て お り 、 床面か ら ほぼ垂直に

立ち上がる。 壁は高さ15cm程で残る。

［床］ 掘方埋土を床 と し て お り 、 床面に はやや凹凸があ る 。

［周溝］ 調査区内では壁の直下を巡 っ て お り 、 カ マ ド下部で途切れる 。 上幅15,.......,20cm、 深 さ 10cm前後
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第64図 S148住居跡およ び出土遺物

で、 断面は住居内側へやや開 く 変形「U」字状を呈す る 。 堆積土は砂と粘土のブ ロ ッ ク を含み 、 締 ま り

の あ る 灰黄褐色土で、 人為的に埋め戻 さ れて い た と み ら れ る 。 ま た 、 周溝内では壁側に沿っ て壁材の

痕跡 と 考 え ら れる 幅約 5 cm、 深 さ 10cm前後の褐灰色の堆積土が認 め ら れ る 。

［ カ マ ド］ 北辺に付設 さ れて お り 、 燃焼部 と 煙道 か ら 成 る 。 燃焼部側壁は黒褐色 の シ ル ト を積み上げ

て構築 さ れて お り 、 そ の焚 き 口部 に は凝灰岩の切石が左右 1 個ずつ据 え ら れ て い る 。 燃焼部底面に は

機能面が 2 面認め ら れ、 いずれの面 も 焚 き 口側へ傾斜し 、 中央付近が強 く 焼けて赤変 し て い る 。 ま た 、

上面に は下面の段階で据 え ら れて い た可能性 も あ る 凝灰岩製の支脚 （第64図 2 ) が残っ て お り 、 そ の

位置から燃焼部が住居壁をやや掘 り 込んで構築 さ れ て いた こ と が窺われ る 。 燃焼部 か ら 煙道へは そ の

ま ま 至 り 、 煙道は先端に向かっ て上向 き に傾斜し て 、 長 さ 90cm程で あ る 。

［出土遺物］ カ マ ド燃焼部の崩壊土中か ら 土師器甕 （第64図 1 ) と 長胴•球胴形の甕の破片がま と ま っ

て 出土 し て い る 。 体部破片が多 く 、 その外面 に はハ ケ メ が認 め ら れ る 。

【S149 住居跡】 （第65図）

［位置 ・ 確認面] II区の中央部で検出 さ れ た。 確認面は⑩層上面で、 ほぼ平坦である 。

［方向］ 住居の方向は、 N-25° -E で あ る 。

［重複J S148 住居跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 古い。

［平面形 ・ 規模］ 調査区内に掛か る の は住居北西部のみで、 S148 住居跡に よ っ て そ の大部分が壊 さ れ

て い る 。 全体の規模は不明であ る が、 東西1 .7m 以上 X 南北1.4m 以上で方形を基調 と す る 。
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［堆積土］ 炭化物を含む暗灰黄色土 1 層のみで
E-254 N 

あ る。
S一1 19+

Cl) 

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 床面から住居外側

へやや開 き 気味に立ち上がる 。 壁は高さ10cm程

で残る 。

［床］掘方埋土を床 と し て お り 、 ほぼ平坦であ る 。

［柱穴］ 調査区側溝の底面で 1 個 (Pl) 検出さ

れた。 Pl は住居の北西隅から1.5m 程中央寄り

に位箇 し て お り 、 柱痕跡が認 め ら れ る。 掘方の
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す る。 こ の柱穴は、 その位置か ら み て S149 住居

跡に伴う 主柱穴の可能性があ る 。
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第65図 S149 住居跡
cm、 深さ10cm前後で、 断面は住居内側へやや開

く 変形「U」字状を呈する 。 堆積土は砂 の プ ロ ッ ク を多 く 含む黄灰色土で、 締 ま り も あ る こ と か ら人為

堆積 と 考 え ら れる 。

［出土遺物］ 堆積土中か ら 土師器の小破片が少凪出土 し たのみであ る 。

【S151 住居跡】 （第66固）

［位置・確認面] II区の西寄 り で検出 さ れた。確認面は⑨層上面で、緩やかに南東方向へ傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-35°-W であ る 。

［重複] S152 住居跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 新 し い。

［平面形 ・ 規模］ 東西5.2mX 南北5.4m の正方形を呈する。

［堆積土] 6 層認め ら れ、 1 層 は 自然流入土であ る 。 2 層 は粘土プ ロ ッ ク を多 く 含む暗灰黄色土で、

人為堆積の可能性があ る 。 ま た、 1 ・ 2 層の間に は極薄い炭化物層が認め ら れ る 。 3 層 は新 し い カ マ

ドの煙道から燃焼部 に か け ての崩壊土、 4 · 5 層 は そ の内部に堆積 した灰層 と焼土 ・ 炭化物層で、 機

能時の堆積 と み ら れ る。 6 層 は古い カ マ ド の煙道上部を崩 して埋め戻 した土 と 考 え ら れ る。

［壁J S152 住居跡 と 重複する部分ではその埋土を、 他では地山を壁と し て お り 、 床面から住居外側へ

若干開 き 気味に立ち上がる 。 壁高は最 も 残 り の良い北西隅で床面から25cmあ る 。

［床］ 掘方埋土を床 と し て い る 。 床面には凹凸があ り 、 南側へやや傾斜 し て い る 。 ま た、 新旧の カ マ

ド周辺を中心に床面の硬化範囲が広がる。

［柱穴］ 床面で 4 個 (Pl,.....,4) 検出さ れた。 p1,.....,4 は住居平面形の対角線上に位置 し て お り 、 全てに柱

痕跡が認め ら れ る。 掘方の平面形は一辺 ま た は長辺が35,.....,40cmの隅丸正方形 も し く は長方形を呈し、

深さ 25,.....,35cmであ る 。 柱痕跡は20cmX10cmの隅丸長方形を呈する 。 こ の P 1 ,.....,  4 は、 その位置・形状・
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第66図 $151 住居跡および出土遺物

規模か ら主柱穴 と 考 え ら れ る 。

［周溝］ 壁の直下を全周 し て い る 。 上幅10---..,zocm、 深 さ 10---..,zocmで、 断面は 「U」 字状を呈する 。 堆積

土は粘土プロ ッ ク を多 く 含み、 締 ま り のあ る 褐灰色土で、 人為的に埋め戻 さ れて い た と み ら れ る。 な

ぉ 、 新旧の カ マ ド部分では改築時に周溝が掘 り 直さ れ て お り 、 やや幅広で、 埋土 も 若干異なる 。 新 し
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い カ マ ド 部分を除 く 周溝内では壁側に沿っ て壁材の痕跡 と 考 え ら れ る 幅約 5 cm、 深 さ 10......,zocmの灰黄

褐色の堆積土が認め ら れ る 。

［ カ マ ド ］ 東辺ほぼ中央と北辺やや東寄 り で新旧 2 つの カ マ ドが検出 さ れた。 東辺の も のが新 し く 、

燃焼部 と 煙道 か ら 成 る。 燃焼部側壁は暗灰黄色の粘土質シル ト を積み上げて構築 さ れて お り 、 そ の焚

き 口部では構築 も し く は補強材の据 え 方 と み ら れ る 小 ピ ッ ト が左右 1 個ずつ確認 さ れ て い る (P5·6) 。

P5·6 は直径20cm程の不整な円形を呈し、 深 さ 約 3 cmで あ る。 燃焼部底面は焚 き 口側へ傾斜 し て お り 、

中央部が強 く 焼 けて赤変 し て い る 。 煙道は先端に向か っ てやや上向 き に傾斜 し て お り 、 長 さ 85cmであ

る 。 ま た 、 北辺の古い カ マ ド では燃焼部側壁が取 り 払われて、 直径25cmの円形の焼け面と煙道の一部

が残る。 長 さ 60cm程残存す る煙道は先端 に 向 か っ て 上向 き に傾斜 し て お り 、 上部が意識的に 崩 さ れて

埋め戻 さ れて い た と 考 え ら れ る 。

［貯蔵穴状 ビ ッ ト ］ 住居北東隅の床面で検出 さ れた (Kl) 。 平面形は85cm X 65cmの隅丸長方形を呈し、

深 さ は20cmあ る 。 堆積土は炭化物を含む黄灰色土で、 住居堆積土の 2 層に近い。 こ の Kl の上には長さ

60cmX 幅20cmX 厚 さ 2 cm程の大 き さ の朽ち た板材が残存 し て お り 、 蓋 と し て 利 用 さ れていた可能性が

あ る 。

［出土遺物］ 床面や床面直上 か ら土師器坪 （第66固 1 ) • 高坪 （第66図 2 ) が出土 し て い る 他、 床面直

上の遺物には土師器坪 ・ 甕、 須恵器壺 ・ 甕の破片 も認め ら れ る。 土師器坪 に は 内面がヘラ ミ ガキ • 黒

色処理さ れた も の と ナ デ調整の も のが あ り 、 須恵器甕には 口縁部外面に櫛描き 波状文が施 さ れた も の

も あ る 。

【S152 住居跡】 （第67固）

［位置・確認面] II区の西寄 り で検出 さ れた。確認面は⑨層上面で、緩やかに南東方向へ傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-13
°
-E であ る 。

［重複] S151 住居跡、 SK59 土塙 と 重複 し て お り 、 いずれよ り も 古い。

［平面形・規模]S151 住居跡、 SK59 土堀に よ っ て壊 さ れ、 さ ら に北西部が調査区外に及んでい る も の

の、 東西5.6mX 南北5.2m のやや歪んだ正方形を呈す る 。

［堆積土J 7 層認め ら れ る 。 1 層 は粘土プロ ッ ク を多 く 含む灰黄褐色土で、 人為堆積の可能性があ る 。

2 層は住居壁の崩落土 と み ら れ る 。 3 · 4 層 は カ マ ド の煙道 ・ 燃焼部の崩壊土で、 5 ,..._, 7 層 は そ の 内

部に堆積 し て い る 。 こ の 内 7 層 は焼土粒を含む灰層で、 カ マ ド機能時の堆積 と 考 え ら れ る。

［壁］ 地山を壁と し て お り 、 床面か ら ほ ぼ垂直に立ち上がる 。 壁は高さ 10cm程で残る 。

［床］ 掘方埋土を床 と し て い る 。 床面には凹凸が あ り 、 中央部がやや高 く な っ て い る 。

［柱穴］床面で 4 個 (Pl,..._,4) 検 出 さ れた。 p1,..._,4 は住居平面形 の ほ ぼ対角線上に位置 し て お り 、 pz,..._,4

に は柱痕跡が認め ら れ る 。 Pl は S151 住居跡 に よ っ て壊さ れて掘方の一部が残 る の みである 。掘方の平

面形は長辺が約55cmの不整な隅丸長方形を呈 し 、 深 さ 25,..._,30cmで あ る 。 柱痕跡は20cm X 10cmの隅丸長

方形を呈する。 こ の p1,..._,4 は、 そ の位置 ・ 形状 ・ 規模から主柱穴 と 考 え ら れ る。

［周溝］ 調査区内では残存す る壁の直下を巡り 、 カ マ ド下部で途切れる。 上幅10,..._,25cm、 深 さ 10cm前
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第67図 S152 住居跡

後で、 断面は住居内側へやや開 く 変形「U」字状を呈する 。 堆積土は締 ま り のあ る 褐灰色土で、 人為的

に埋め戻 さ れて い た と み ら れ る。 周溝内には壁側に沿っ て壁材の痕跡 と 考 え ら れ る 幅 5 .......,10cm、 深 さ

10cm前後の締 ま り のな い灰黄褐色土が堆積 し て い る。

［カ マ ド ］ 東辺中央やや北寄 り に付設さ れて お り 、 燃焼部 と 煙道の一 部が残る 。 燃焼部側壁 は暗灰黄

色のシル ト を積み上げて構築 さ れて い る。 燃焼部底面は奥壁側へ緩やかに傾斜 し て お り 、 中央部が強

く 焼け て 赤変 し て い る 。 煙道は先端に 向 か っ て 上 向 き に傾斜し、 長さ 70cm程残存する。

［出土遺物］ 床面か ら 内面の調整がヘ ラ ミ ガキ • 黒色処理の土師器坪と 土師器甕の破片が少凪出土し

て い る 。
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【S153 住居跡】 （第68図）

［位置・確認面] II区の西端で検 出 さ れた。 確認面は⑨層上面で、 緩やかに南東方向へ傾斜 し て い る。

［方向］ 住居の方向は、 N-2s·-w である。

［重複] SK59 土塙と重複 し て お り 、 こ れ よ り も 新 し い。 ま た、 住居の位置から SIOl 住居跡 と も 重複

し て い る と考え られるが、 重複部分の調査がで き なか っ た た め、 その前後関係は不明である。

［平面形 ・ 規模］ 住居北半が調査区外へ及び、 西部が未調査のため全体の規模は不明で あ る が、 東西
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5.lm 以上 X 南北3.7m 以上で方形を基調 と す る。

［堆積土] 6 層認め ら れ る。 1 層は焼土や粘土のプロ ッ ク と極薄い炭化物層 を多星に含む黒褐色土で、

廃絶後の住居内に捨て られた土 と 考 え ら れ る。 2 層は均質で締 ま り の あ る褐灰色土、 3 層 は粘土の大

プロ ッ ク を主体 と す る 黄灰色土で、 いずれ も 人為堆積 と 考 え ら れ る 。 4 層 は炭化物層で、 植物の繊維

質が自然炭化した も の と み ら れる 。 5 層 は住居壁の崩落土、 6 層 は床面に薄 く 堆積した生活層 で あ る 。

［壁］基本的に地山を壁 と し て お り 、 床面から 住居外側へ 開 き 気味に立ち上がる。 SK59 土壊 と 重複す

る部分では埋土 （ ス ク リ ー ン ト ー ン部分） を壁 と し て お り 、 埋土 （断面10層） の状況から機能時に壁

が 1 度崩れて いた こ と が窺われる 。 壁高は南壁で床面から40cmあ る 。

［床］ 中央部を中心に貼床 さ れて お り 、 その他では掘方埋土を床 と し て い る。 床面に は若干凹凸があ

り 、 中央部がやや高 く な っ て い る 。 な お 、 貼床が 2 枚認め ら れ る こ と か ら 、 床面が 1 回補修 さ れて い

る こ と がわ か る 。

［柱穴］ 床面で 1 個 (Pl) 検出 さ れた 。 Pl は住居の南東隅から1.9m 程中央寄 り に位置 し て お り 、 柱

抜 き 取 り 痕が認め ら れ る 。 掘方の平面形は65cm X45cmの隅丸長方形を 呈 し 、 深 さ は50cmで、 掘方底面

に は長軸20cmの楕円形を呈する柱押圧痕が残る 。 こ の柱穴は、 そ の位置から主柱穴 と 考 え ら れ る。 ま

た、 調査区西壁直下の床面で確認さ れた P2 は 、 位置・堆積土か ら みて主柱の抜 き 取 り 穴の可能性が強

い。

［ そ の他の ピ ッ ト ］ 東壁の直下で 2 個 (P3•4) 検出 さ れた。 平面形は25cmX 20cmの不整形 を 呈 し、 深

さ 20,......,30cmであ る 。 こ の P3 · 4 は、 そ の位置から みて壁柱の抜 き 取 り 穴の可能性があ る 。

［出土遺物］ 床面直上から 土師器坪 （第68図 1 ) と 、 坪 • 高坪 • 甕の破片が出 土 し て い る 。 坪は内面

がヘラ ミ ガキ • 黒色処理さ れて お り 、 高坪は脚部の小破片で あ る。 ま た、 堆積土中の遺物には須恵器

蓋 （第68図 2 ) や外面に平行 タ タ キ 目 、 内面に同心円ア テ具痕が残る須恵器甕の体部破片、 土製支脚

（第68図 3 ) な ど も 認め ら れ る。 なお 、 床面か ら モ モ の種子 1 点、 堆積土中か ら ク ル ミ の種子 1 点が

出土 し て い る 。

【S154 住居跡】 （第69図）

［位置・確認面J II区の西寄 り で検出 さ れた 。確認面は⑨陪上面で、緩やかに南東方向へ傾斜 し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N-3o·-w であ る 。

［平面形 ・ 規模］ 攪乱に よ っ て南辺が壊 さ れ、 さ ら に北部が調査区外に及んで い る た め全体の規模は

不明で あ る が、 東西3.9mX 南北3 . lm 以上で方形を基調 と す る 。

［堆積土J 8 層認め ら れ、 1 層 は 自然流入土であ る 。 2 層は炭化物層、 3 層 は人為堆積 と み ら れ る 砂

と粘土のプロ ッ ク 混 じ り の層 、 4 層は住居壁の崩落土である 。 5 • 6 層 は カ マ ドの煙道 ・ 燃焼部の崩

壊土で、 7 • 8 層 は そ の内部に堆積 し て い る。 こ の 内 8 層 は灰主体の層で、 カ マ ド機能時の堆積 と 考

え ら れ る 。

［壁］ 地山を壁 と し て お り 、 床面から住居外側へ開いて立ち上がる 。 壁は高さ 20cm程で残る。

［床］ 掘方埋土を床 と し て お り 、 床面にはやや凹凸がある 。 なお 、 カ マ ド 焚 き 口付近から住居中央部

96 



E-223 
十S-121

z
S
 

E-2胡
十Sー121

----:C­， 

0 lm 
I ' I  I I I 

0 5 cm 
), I I 1,,..,,1,.,,」

D 
I­

,I5. 60m 

B 
15.60m 

L A 喜 9 ± tt  ヽ A 鳥 9

三� I�::I
竺”•駐1a,11c,

ftWJ _ ,, 
ltt.l 

● ,_ 
呻？• • 
呵9±
”清匹鮎：

I 
, Im訓叩

血'llli和IH、m
� • I ll·lt負• 一—

駐・舷傾帽.' ... 
シ • H•U軒， tta,1・駐1•,?IC!

I 
3叶餞虹復i
j?f籟そ四駐
l?F醜紅駐仮．鱚釦鴻切
雌血

湿
位 竪 雷f凡雪 傭 芍 な真図llil 分 類

B !Vb 

28- 8 I A II a 

第69図 S154 住居跡および出土遺物

に か け て は床面が強 く 硬化 し て い る 。

［ カ マ ド ］ 東辺に付設さ れて お り 、 調査区側溝 に よ っ て壊 さ れて 、 燃焼部 ・ 煙道の一部が残る 。 燃焼

部側壁は灰褐色の粘土質シル ト を積み上げて構築 さ れて お り 、 右側壁の焚 き 口部に は凝灰岩の切石が

残存 し て い る 。 燃焼部底面は奥壁寄 り が若干窪み、 中央やや焚 き 口 寄 り が強 く 焼けて赤変 し て い る 。

底面 と煙道の間に は10cmの段がつ く 。 煙道はほぼ水平に延び、 長 さ 90cmであ る 。

［出土遺物］ 床面や床面直上 か ら は土師器甕の破片が数点出土 し て い る のみ で あ る。 堆積土中か ら は

土師器坪 （第69囮 1 ) 、 須恵器坪 （第69図 2 ) が出土 し て い る 。

【S180 住居跡】 （第70 · 71図 ）

［位置 ・ 確認面] III区で検出 さ れた。 確認面は⑩層上面で、 南西方向へ緩やかに傾斜し て い る 。

［方向］ 住居の方向は、 N -44·-w で あ る。

［平面形 ・ 規模］ 東西3.8m X 南北4.lm の正方形を呈する。

［堆積土] 13層認め ら れ る。 1 · 2 層は焼土ブロ ッ ク と 炭化物を多誠に含む黒褐色 • 黒色土で、 いず

れの層 も 土器片を多 く 含み、 廃絶後の住居内 に捨て られた土 と 考 え ら れ る。 3 層は 自然流入土である。

4 · 6 層 は 砂 と 粘土のプロ ッ ク 混 じ り 、 7 層 は 白色粘土プロ ッ ク 主体の層で、 人為堆積土の可能性が

あ る。 5 層 は植物の繊維質が自然炭化 し た も の と み ら れる 薄い炭化物層 で あ る。 8 -----10層 は カ マ ド の
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煙道から燃焼部にかけての崩壊

土、 11"-'13層 は そ の 内部に堆積

した炭化物 も し く は灰を主体と

す る 層で、 機能時の堆積 と 考 え

ら れ る。

［壁］ 地山を壁と し て お り 、 床

面 か ら住居外側へ若干開 き 気味

に立ち上がる 。 壁高は残 り の良

い南壁で床面 か ら40cmあ る 。

［床］ カ マ ド部分から 中央部に

かけて貼床 さ れ て お り 、 そ の他

では掘方埋土を床 と し て い る 。

床面に は若干凹凸があ り 、 貼床

さ れた部分が段状に高 く な っ て

い る 。

［柱穴］ 床面で 4 個 (Pl-----4) 検

出 さ れた。 Pl-----4 は住居平面形

の対角線上に位躍 し て お り 、 全

て に 柱痕跡が認め ら れ る 。 な お、

P2 に は柱材の一部 も 残 る 。 掘方

の平面形は一 辺 ま た は 長 辺 が

35-----40cmの隅丸正方形 も し く は

長方形を呈し、 深 さ 20-----50cmで

あ る 。 柱痕跡は直径15-----20cmの

不整 な 円 形 を 呈 す る 。 こ の Pl

,..,..,4 は、 その位置 ・ 形状 ・ 規模か

ら主柱穴 と 考 え ら れ る 。

［周溝］ 北辺の カ マ ド西脇から

南辺中央にかけて壁の直下を断

続的に巡る。 上幅 5 -----20cm、 深

さ 5 -----lOcmで、 断面は住居内側

へやや開 く 変形 「U」 字状 を 呈

し 、 底面の凹凸が著 し い。 堆積

土 は 締 ま り の な い灰 色 土 で あ

る 。 そ の規模や堆積土の状況か
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ら壁材の痕跡である可能性が強い。

［カ マ ド ］ 北辺ほぼ中央に付設 さ れて お り 、 燃焼部 と 煙道か ら 成 る 。 燃焼部側壁は暗灰黄色のシル ト

を積み上げて構築 さ れ て お り 、 その右焚 き 口部には心材 と し て 用 い ら れた と 考 え ら れ る土師器甕の一

部が残る 。 ま た 、 左側壁の焚き 口部で も補強材の据え方 と み ら れ る 小 ビ ッ ト (PS) が確認 さ れ て い る 。
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燃焼部底面に は機能面が 2 面認め ら れ、 いずれの面 も 焚 き 口側へ緩やかに傾斜し 、 下面の中央付近は

強 く 焼けて赤変 し て い る 。 上面の焚 き 口寄 り に は 支脚 と して利用 さ れた と 考 え ら れ る 白色粘土の塊が

円柱状に残存 し て お り 、 そ の側面は焼けて赤変 し て い る 。 長 さ l . lm の煙道は先端に向か っ て やや下向

き に傾斜 し て お り 、 先端部は30cmX 25cmの隅丸長方形を呈す る ピ ッ ト状である 。

［貯蔵穴状 ピ ッ ト ］ 床面で 2 個 (Kl • 2) 検出さ れた。 Kl は カ マ ド右脇に あ た る 住居北東隅に位置し

て い る 。 平面形は65cmX55cmの隅丸長方形 を 呈 し 、 深 さ は15cmあ る 。 堆積土は締 ま り の ない灰色土で、

住居堆積土の 6 層に近い。 こ の Kl の 上 に は 長 さ 70cmX 幅lOcm X 厚 さ 1cm程度の大 き さ の板材 5 枚が

残っ て お り （残存状態は悪い） 、 蓋 と し て利 用 さ れ て い た も の の一部 と 考 え ら れる 。 な お、 板材の据え

方 も 認 め ら れ、 その平面形は80cmX 75cmの隅丸正方形で、 深 さ は 4 ----- 8 cmあ る 。 ま た 、 北西隅に位骰

す る K2 は55cm X50cmの隅丸正方形を 呈 し 、 深 さ 20cmで あ る 。 堆積土 は 砂 と 粘土の プ ロ ッ ク を多麓に含

む暗緑灰色土で、 人為的に埋め戻 さ れて い た と 考 え ら れ る 。

［出土遺物］ 床面や カ マ ド煙道内堆積土 中 か ら土師器坪 （第71図 1 • 3 ) が出土 し て い る 他、 床面直

上や カ マ ド燃焼部側壁中の遺物に は土師器甕の体部破片が あ る 。 ま た 、 堆積土 1 · 2 層 か ら は土師器

坪 （第71図 2 · 4 ----- 8 ) ・ 鉢 （第71屈 9 ・ 10) ・ 甑 （第71図11) ・ 甕 （第71図12 · 13) が一括 し て出土し

て お り 、 こ の他に も 内面がヘラ ミ ガキ • 黒色処理された坪や鉢 • 甕の破片が多 く 認め ら れ る 。

③ 区画施設

材木塀跡 2 条 と 溝跡 1 条があ る 。

【SA34a ・ b 材木塀跡】 （第72,...,.,74固）

II 区の東寄 り を南北方向に延びる材木塀で、 長 さ 11.0m 分を検出 し た 。 確認面は⑩層上面で、 緩や

かに南東方向へ傾 斜 し て い る 。 材木塀は布掘 り の中に材木を立て並べた も ので、 ほぼ同位置で 1 度造

り 替 え ら れて い る 。 こ こ では 、 古い方を SA34a、 新 し い方を SA34b と す る 。 塀の方向は 、 N-43
°
- W

で あ る 。

なお 、 こ の材木塀は SD33 溝跡の内側（西側） に あ り 、 こ れ と と も に西側に展開す る 竪穴住居群を区

画 し て い る と 考 え ら れ る 。 SA34a · b 材木塀跡と SD33 溝跡の間隔は心々で約7 .4m • 7.0m で あ る 。

〈SA34a 材木塀跡〉 （第72 • 74図）

掘方 （布掘 り ） は 、 柱切 り 取 り 溝や SA34b 材木塀跡に よ っ て壊 さ れ て い る も の の、 上幅15-----50cm、

下幅10-----40cmで、 深 さ は最 も 深い部分で65cmあ る 。 断面は「U」字状で、 側壁がほぼ垂直に立ち上が り 、

底面には凹凸がある 。 埋土は 2 層認め ら れ、 いずれ も 砂 と 黒色粘土のプロ ッ ク が混 じ る黒褐色 も し く

は褐灰色の シル ト であ る 。

柱痕跡は、 布掘 り の東側壁に沿っ て確認さ れて お り 、 長軸10-----20cmの楕円形 ま た は隅丸長方形を呈

し 、 痕跡中に材の一部が残 る も の も あ る 。 間隔は20-----80cm と幅があ る が、 40cm前後の部分が多い。

遺物は出土 し て い な い。
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〈SA34b 材木塀跡〉 （第73 • 74図）

掘方 （布掘 り ） は、 柱切 り 取 り 溝 に よ っ て

壊 さ れ て い る も の の、 上幅15,--.,55cm、 下 幅

10,....,45cmで、 深 さ は最 も 深い部分で55cmあ る。

断面は 「U」字状で、 側壁がほぼ垂直に立ち上

が り 、 底面に は凹凸があ る 。 調査区北寄 り で

40cm程途切れて い る が、 切 り 取 り 溝に食われ

た可能性 も あ る。 埋土 は 砂 と 黒色粘土の プ

ロ ッ ク が混 じ る黄灰色の シ ル ト であ る 。

柱痕跡は 、 長軸10,....,20cmの楕円形 ま た は隅

丸長方形を呈し 、 柱材自体 （割材） が残る も

の も 多 い。柱材の一部を樹種同定 し た と こ ろ 、

いずれ も ク リ であ っ た。柱の間隔は20,....,170cm

と 幅 が あ る が、 40-----50cmの部分が多い。 柱材

に は布掘 り 底面よ り 下へ 5 ,-..._,zocm食い込んで

い る も の も あ る。 ま た 、 布掘 り 中では柱材の

固定や沈下防止のた め に利 用 さ れた可能性が

あ る 割材や丸木 も 確認 さ れ て い る 。

遺物は、 柱切 り 取 り 溝か ら 土師器甕の体部

破片数点 と 住居 カ マ ド の構築材 と し て利 用 さ れていた と み ら れる 凝灰岩の切石 1 点が出土 したのみで

あ る 。

E-296 
S-93 十

z
↑
 

しII l I I I』m

-------
第73図 SA34b材木塀跡

【SD33 溝跡】 （第n · 74....___so図）

II 区の東端を南北方向に延びる溝で、 長 さ 11 .4m 分を検出 し た。 確認面は⑩層上面で、 緩やかに南

東方向へ傾斜 し て い る 。 SD32溝跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 古い。 溝の方向は、 N-43·-w で、

SA34a・b 材木塀跡 と 平行 し て延びる 。 上幅約5 . 5m、 下幅3 .2....___4.0m で、 深 さ は最 も 深い部分で0 . 9m

あ る 。 断面は逆台形状で、 側壁は緩やかに傾斜 し て お り 、 底面にはやや凹凸がある。 堆積土は12層 に

分 け ら れ、 基本的 に 自 然堆積 と み ら れ る。

溝の断面を観察 す る と 、 少な く と も 8 層 （断面図10層） 以下は機能時の堆積で、 8 · 10陪 （断面図

10 • 12層） に は機能時の流水を窺わせ る ス ク モ と薄い粘土の互層が形成 さ れ て い る。 ま た 、 9 層 （断

面図11層） は下位の層の上部を切る よ う な形で側壁付近に厚 く 堆積する粘土主体の層で、 堆積状況や

土性が他の層 と比べやや異質であ り 、 こ の層の下部を境 と し て側壁上方が外側へ開 く 部分 も 認め ら れ

る 。 よ っ て 、 9 層下の段階で溝が一度浚われ て い る 可能性がある。 なお、 3 層 （断面図 5 層） は溝が

機能 し な く な っ た後の窪み に で き た 自然の流水跡、 1 層 （断面図 3 層） は最終的な窪みに堆積した基

本層序⑧層を起源 と す る にぶい黄色土で、 廃絶後の埋没が比較的早 く 進んだこ と が読み と れ る。
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遺物の出土層位は 2 層、 4 ,..._, 7 層、 8 '""-'10層の 3 層 に大別さ れ る。

2 層か ら は須恵器坪 （第75図 1 · 2 ) ・ 甕 （第75図 3 • 4 ) が出土 し て お り 、 他に も 土師器坪 • 鉢 •

甕、 須恵器壺 ・ 甕の破片が認め ら れ る 。 土師器坪には内面がヘラ ミ ガ キ • 黒色処理 さ れて い る も の と

ナ デ調整の も のが あ る。 土師器甕は長胴形 も し く は球胴形の体部破片が多 く 、 外面の調整 は ハ ケ メ ・

ヘ ラ ケ ズ リ を主体 と し て い る。 須恵器甕の体部破片に は外面に平行 タ タ キ 目、 内面に同心円アテ具痕

が残る。 な お 、 モ モ の種子 も 出土 し て い る 。

4 ,...,__, 7 層 か ら は土師器坪 （第76図 1 ----- 7 ) ・鉢 （第76図 8 ) ・甑 （第77図 1 ,..._, 3 ) ・甕 （第77図 4 ,...., 7 、

第78図 1 ,...., 3 ) 、 須恵器坪 （第77囮 8 • 9 ) ・ 壺 （第77図10、 第78図 5 ) ・ 甑 （第78図 4 ) 、 ミ ニチ ュ ア

土器 （第76図 9 ・ 10) 、 土錘 （第78図 6 ) 、 不明石製品 （第78図 7 ) が出土 し て い る 。 こ の 他 に も 土師

器坪 • 鉢 • 甕、 須恵器坪 • 甕の破片が多量に認め ら れ る。 土師器坪には内面の調整がヘラ ミ ガキ • 黒

色処理の も の と ナデ調整の も のが あ る。 土師器甕は長胴形の も のが多 く 、 体部外面の調整 は ハ ケ メ を

主体 と し て い る 。 須恵器甕は外面に平行 タ タ キ 目、 内面に同心円ア テ具痕が残る体部破片で あ る 。 な
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第77図 SD33 溝跡出土遺物 ( 4 - 7 層、 その 2 )
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1.0cm 

II, 糧 別 肩 位 躙 整 口 狂 底 径 器 況 残存享 傭 考 写真図版 分 類
1 土的器 • 甕 鳩積土6眉 ：

： ハハグ
ケ メ

メーヘCf !Jラ
ナ
・ゲー ヨ コ ナデ ,a: + +一,__ (20.2) 9 6 23.0 3/4 体--螂中- 位ヽの榛合糧心合沈織 (>I 31- 2 82a 

2 土的器 • 甕 麿積土,- 1 隕 ：
: , ヽヽヶヽケ，，

，，___., ,, ココ
ナ
ナ

デ
デ

・
・

ヘ
ヘうう とさ万ガマ＊ 22.5 1/5 .,. Ill分.. ）に.`. 直t-1の.

可鯖
(ス怜ク

し
リ

あ
ー
る

ン ト ン 31- 3 珈カ.., 
3 埠醤 ・ 甕 賓積土6層 ：： へ

ナ
プ”・ ハデケ

」
，，

ー
一

ヘ
む

皿

9
杢

ナ

・
'

ヘ

デII} 
9ミ ガキ " 5.4 1/4 Bid 

4 須恵醤 • 直 堆積土 6 剛 : 
: Q0 クク ロ...,..,. デデ 一 郎 31 - 4 

5 須息醤 • 壼 増積土 6 層 外 ： ロ ク ロナデ 内 ： ロク ロ ナデ→ナデ (18.2) -1111 外面に自然釉、 内面に砧土魂 31- 5  
ぬ 穫 別 層 位 符 讚 写真図ほ
6 土鯖 嬬積土 4 - 7層 形状 ・ 管状 長さ ： 4.7cm 蝙 ： l.7ca, 孔径： 0 San 111整 ： ナデ 祁ー 7
1 不明石製品 増積土6 層 陽物？ 残存長 ： 8.Son 径 ： 4.8-S.2<:m 石材 ： 安山岩 37ー12

第78図 SD33 溝跡出土遺物 ( 4 - 7 層、 その 3 )
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0 5 lOan 
J I I I .. , 1: ... I: , ·-·I―"l""""T' " ' I  

8 

ふ 櫨 lPI 層 位 Ill 襲 口 径 底 往 器 真 残存隼 織 考 万真図版 分 類
1 土llli器 . If 埴積土 8 層 ,-,.内 :．へヨ

コ
9

サ
ミ ガ

-.. · 引
..皐•i帆

へ
輝
., ケズリ 00.7) 3.4 ,;; 31 - 6 A I b 

2 土師器 ・ 坪 堆積土 8 層 1外
白

．
： へヨコ

9
ナ
ミ ガ

1"-
尋
•手

+
N
鵬O

らへ
綱剛

うケズリ 12.3 4.1 4/o 31 - 7 A II b 
3 土師霧 · If 堆積土 8 層 1外内 ：

ロ
3

コ
コ ナ

,. 
デ

.,. . .,_,. らヘツ ケズリ-•夏いナデ 04.8) 4.9 1/3 31 - 8  8 1 1  
ヽ 土師器 · 杯 増憤土 8 層 ' 71

内
・ ．

ヨ
ヨ コ

コ ナ
ナヂ

,,.
---"F門らヘクケズIJ- •fい�-,.� (I0.6) 4 .6 1/2 31- 9 B ll'b 

S 土晒儲 • 坪 堪積土10層 召
:

�;;;.:.ttzi.:?
ケズ9 13.4 1 .5 Ultぇg 31ー10 BJJJb 

6 土1111 ・ 甕 虐積土 8/ll ..... : . 
ナ"デ

コナ
・ ヘ

デ
.. ・

.,.
ナチ

ヂ
・ ヘうケズリ

7,3 9/10 内外面の摩減 ・ 剥落苓しい 32- 3 � 
I 土晒器 • 甕 灌積土 9層 ”

＂
．コ； ナヽヽ

ケ
デーメ -へ-.,u.,.コ ナ

デ
，，， ・ ヘ

ft
ウ· ケ--ズ-リ-内

..い； 9
ケ

ヽケ
ズ

,,,ツ_ _  18 5 5.7 34.4 7/8 I -,,. �IIU\ にGfI. ョス ク リ ン ト ン 32- l A I a 
8 土的器 ・ 甕 壇積土 9/11 外

内
：· ヨ

ョ ココッ
ナ

・
デ
デー...ヘヘ�"7.,.;(;.,,, ')・

ー
ナ

ヘ
デ

?1・ デ立 ・
: .. ナ.-デ- 21 .9 5.5 33.2 7/8 1外舅麒釦^‘t.:1¥N; 囀（ス クリーン ト ン 32- 2 A l e 

第79図 S033 溝跡出土遺物 ( 8 -10層、 その 1 )
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□□ 1 1 0 5 l� 1 
_ 5 I , 1 1 1 I 1 , 1, I 

No 糧 別 /II 位 ＂ 徴 写真図版
l 鰍 堆積土s-10層 鰻大長： 55. 釦o 最大幅 ： 15.40鵞 最大厚 ： 3.6cm 圏置 ： クヌギ節 完形 36- 1 
2 鰍 堰積土8-10層 ”存長 ： SI.San 最大幅： 15.2cm .11*-n · 3.1cm 樹檀： ク ヌギ節 36- 2 
3 竪杵 壇積土10肩 残存長 ： 17.1cm 残存幅 9,9cm 残存厚 ： 8. 如 樹纏 ： アサダ
4 II 灌隕土10/fl 最大長 ： 33.1cm 最大縞 . 14 3cm 裏さ ： 6. 女o 樹糧 ： ケヤキ 36- 3 
5 円形曲物の底 竃積土10/fl 往 ： l2.20D /11. : 0.3oa 樹櫨 ： 鵬皮 36- 4 
6 建藁那材？ 堆積土 8層 最大艮 . 45.San 最大幅 ： 21. Lan 最大厚 ： 17.2an !It糧 ： ク リ

第80図 S033 溝跡出土遺物 ( 8 -10層、 その 2 )
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第81図 S032 溝跡出土遺物

お 、 ク ル ミ ・ モモの種子 も 出土 し て い る 。

5 lOan 

::.:1·-�: 「：·1
覆�1· 号1��1〗:

8 .......,10層か ら は土師器坪 （第79固 1 --- 5 ) ・ 甕 （第79図 6 --- 8 ) の他、 内面がヘラ ミ ガ キ • 黒色処理

さ れ て い る 土師器坪や土師器甕、 須恵器甕の破片が出土 し て い る 。 土師器甕は長胴形の も のが主体で、

外面の調整はハケ メ ・ ヘラ ケズ リ が多 い。 須恵器甕の体部破片には外面に平行タ タ キ 目 、 内面に同心

円 ア テ 具痕が認め ら れ る 。 ま た 、 組合せ式の鍬 （第80図 1 ・ 2 ) • 竪杵 （第80図 3 ) ・ 槽 （第80固 4 ) ・

曲物 （写真図版17) · 樹皮製の円形曲物の底 （第80固 5 ) ・ 建築部材 ？ （第80図 6 ) な どの木製品や、

ク ル ミ ・ モ モ ・ ウ リ の種子、 動物遺体な ど も 出土 し て い る 。 なお 、 曲物は土圧で潰れて お り 、 腐食 も

著 し く 取 り 上げる こ と が で き な か っ た 。

④ 溝跡

【SD32 溝跡】 （第72 • 74 • 81図）

II 区の東部を南北方向に延びる溝で、 長 さ 10 . 5m 分を検出 し た。 確認面は⑩層上面で、 緩やかに南

東方向へ傾斜 し て い る 。 SD33 溝跡 と 重複 し て お り 、 こ れ よ り も 新 し い。 溝の方向は 、 N-27°-W で

あ る 。 上幅1.1,.._,2.0m、 下幅0 . 7---...,1 . om で、 深 さ は 最 も 深い部分で0.6m あ る 。 断面は両側へやや開 く

「U」字状で、 側壁は急角度で立ち上が り 、 底面は ほ ぼ平坦である 。 堆積土は 2 層に分け ら れ る 。 1 層

は砂プロ ッ ク を霜降 り 状に含む黒褐色の粘土質 シル ト で、 締 ま り も あ る こ と か ら 溝 を埋 め 戻 し た 土の

可能性が あ る 。 2 層 は黒色粘土ブロ ッ ク を含む黒褐色の粘土質シ ル ト で、 自然堆積 と み ら れ る 。
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第82図 SD50 河川跡断面
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0 5 cm 
I― I' "I ― I' "  I I 

檀 別 層 位

I 須恵器 ・ 豆 堆積土 1 · 2層
2 須恵器 ・ 豆 堆積土 I • 2/11 
3 須恵湿 · 甕 堆積土 1 ・ 2層
ヽ 須恵器 ・ 甕 堆檜土 I • 2/1 
s 須恵器 • 甕 堆積土 I · 2層

口 叩I鰐 径I醤 寓I残存亭
ー 一蜀

鯛 葺

21.8 J/S 
(27.l) 一 愚 I外面に自然輪
(21.0) 1/lO 

ナデ I (<0.0) ー藁 l頸郁に襦懐得？

立33ー 3 類
33ー 2
33-1 8 
33- 4 B 
33- S A 

第83図 SDSO 河川跡出土遺物 ( 1 )
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遺物は 1 陪から土師器甕 （第81固 1 ) 、 2 /�か ら土師器坪 （第81図 2 ) が出土 し て い る 。 こ の他に も

l 層か ら は内面がナデ調整さ れた土師器坪や土師器甕、 須恵器甕の破片が少砒出土 し て い る 。

⑤ 河川跡

【SD50 河川跡】 （第14 • 82,...__84図）

II 区の西寄り を南北方向に延び、 南端でやや西側へ回 り 込む河川で、 長 さ 13m 程が調査区にかかる。

確認面は⑨,� も し く は⑩層上面であ る が、 実際の河川の落ち は更に上層か ら の可能性があ る 。 上幅

6.5......_7.0m、 下幅3.4......_3.8m で、 深 さ は最 も 深い部分で1 .5m あ る。 堆積土は12屈に分け られる。 1 ,...__ 3 

�T� 

5
 

0 5 cm  
I,, I I I, I I ニ

8

No 檀 別 層 位 胃 鷺 IJ 11 狂 佳 欝 裏 残―け享 傭 号 万真図蔽 分 蟻
1 土師醤 ・ 杯 蟻楕土 4 • 5 層 ,.,.内 ,： "' ", '"

.,.
.,, ア・・ヘ

,..
. 

" ,. 
, ヘ

ガ
9
..

ケ-
-
x�• ;; 

日いヘジ ミ ガ＊ (14.0) 5.3 1/3 3-1- 1 A II ● 

2 上鰤璽 • 坪 竃讀土 4 • 5層 �内-： .,., ,.., コ_,._� � 
. 

十
r.,oデ

,, へつ ケズ,, (IQ.2) (l.J) 1/5 J.1- 2 II 1 2 
3 土鰤霧 • 甕 竃讚上. . s● 外：ヨコ+1'・ヘうケズリ 内：3コ+r ・ ヘラ ナデ (21) 0) 1/8 34- 3 A Y b  

4 土鰤霧 • 畳 亀績上ヽ . 5層 外内 ：： ヽ9ヽヽケ.
. ,, 
,, 

.. ヘ' .,
コナ

.,.
デ
デ

ー_•ヘ,, '>コ .. -> ... 
,
C•/ 18.% 1/'l ll- I 

S 土師鱈 · 聾 蟻楕上6 -12鴫 外：ヨコナデ ・ ヘうケズリ 内：へ9 ナテーヨコナデ (19.3) ;-11 34- $ Bれ》

6 土師欝 ・ 甕 嶋積土6-12層 ,,.
か,

：
,.＂ つ

コ
7
.,.

テ
.,.

· . ブ.,.•.,.
アー

.·
ヘ
ヘ

ク
,,..,ケデ

ズリ
軍： へ9ケ ズ ’ (18.0) (6.6) 18.2 1/3 34- 6 A 113b 

7 釘恵醤 ・ 杯 嶋憤土6-12層 ,,_... : . ・ ロ
ロクク ロ.,

・
.,.'.,,.,, _. _切

ヨ コ
り疇

ナ デ
し"-'胃�;,

" 'I
"'
ガ囀

"'へうケズ'I (13.4) 1/10 A Ill 

8 須愚纏 • 葦 噸積土6-12層 外凶：： 0., ク,, ロロ.,.r.,ァー ''"'らヘフケスリ (12.0) (4.6) 1/2 J.1- 7 

第84図 SD50 河川跡出土遺物 ( 2 )
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層は黄褐色系 の シ ル ト で、 最終段階に河川の窪み と して残っ た部分に溜 ま っ た 土 と み ら れ る 。 4 ----12 

層は粗砂を主体 と し て お り 、 各層中には極薄い ス ク モ層や粘土層が数枚形成さ れて い る 。 いずれの層

も 自然堆積 と み ら れ る。

遺物の出土層位は 1 · 2 層、 4 • 5 層、 6 ----12層の 3 層 に大別 さ れ る 。

1 · 2 層か ら は須恵器壺 （第83図 1 • 2 ) ・ 甕 （第83図 3 ---- 5 ) が出土 し て い る 他に 、 外面に段がつ

き 、 内面がヘラ ミ ガキ • 黒色処理 さ れた土師器坪や土師器鉢 ・ 甕な どの破片が認め ら れ る 。

4 · 5 層か ら は土師器坪 （第84図 1 · 2 ) ・ 甕 （第84図 3 • 4 ) と 、 土師器坪 ・ 鉢 • 甕の小破片が出

土 し て い る 。

6 ,,.....,12層か ら は土師器甕 （第84図 5 · 6 ) 、 須恵器坪 （第84図 7 ) ・ 蓋 （第84図 8 ) が出土 し て い る 。

こ の他、 外面に段がつ き 、 内面がヘラ ミ ガキ • 黒色処理 さ れ て い る土師器坪や土師器鉢、 長胴形の土

師器甕 な どの破片 と モ モ の種子が認め ら れ る。

⑥ 土墳 （第14図、 第 3 表）

検出さ れた土塙は19基あ る 。 確認面は⑨層 ま た は⑩層上面で、 SK18土堀を除いて遺物は殆ど出土 し

て い な い。 平面形や規模に偏 り は認 め ら れず、 堆積土は黒褐色 も し く は暗褐色の シル ト を主体と す る

も のが多い。 こ れ ら の土塙の特徴につ い て は第 3 表に ま と め た。

【SK18 土堺】 （第85図）

I 区西寄 り の調査区南壁際で検出 さ れた 。 確認面は⑩層上面であ る が、 堆積土に灰白色火山灰層が

認 め ら れ る こ と か ら 更に上層か ら 掘 り 込ま れ て いた可能性があ る 。 S!19住居跡 と 重複 し て お り 、 こ れ

よ り も 新 し い。 土壊の南半が調査区外へ及び、 ま た一部が灰白色火山灰降灰以降の河道 に よ っ て壊 さ

れて い る た め平面形 は 明 ら かでないが、 長軸2.6m以上、 短軸2.4m 以上で不整形を呈す る も の と 推測

さ れ る 。 深 さ は65cmあ り 、 底面は概ね平坦で、 壁は緩やかに立ち上がる 。 堆積土は 5 層認 め ら れ、 い

遺構雷号 .IJ!tll(良輪X短輪） 深さ (cm) 平 面 形 重 濱 堆 ＂ 土 蠣
SKIS 260X240 65 不襲彰 S119 よ り 酎 U鳳色シル ト 主体 �tl尼

‘ ‘ の河JIIヽこ疇され· "· ....,,, ... 位に仄白CいK山

SK20 170X90以.l: 45 不覧な惰r引影 S115 よ り町 焦褐色シルト主体

SK28 80X65 10 不菫な隅丸畏1i形 SI⑱ よ り!B 黄灰色(2.5Y4/l)砂＂シ，，， ト

SKJI 85X45以上 27 不lllな惰I引影？ 隕褐色(IOYR3/2) シ，，， ト

SK56 75以上X70 20 不驚形 S105 よ り新 川昂色(2.SY3/ll シル ト
SK認 90X80 30 不整な円形 S1�3 よ り斬 犀褐色(2.SY3/2) シル ト

SK:,9 270以上X250以上 22 不整影 s1;2 よ り 祈、 $15 3 よ りIE! 思褐色シル ト 主体
SK60 80以上xso 32 不笠影 渇色(7.5YR4/4)シル ト
SK61 1おxso以上 26 不整な長7i形？ 凩褐色(2.5Y3/l) シル ト

SK62 55以上X65 22 方影基調 黒褐色(7.SYR3/2) シル ト
SK63 IOOX 100 22 隅丸iEJJ形 暗掲色(7.5YR3/3) シル ト
SK64 油X75 17 不整な円影 llll灰贄色(25Y4/2) シル ト
SK65 的X帥 3� 不竪な1'1形 哨灰貨色(25Y4/2)シル ト 灰白色火山灰隣灰以応の河HI.:賽される

SK的 120xso 20 不整形 黒色(2.SY2/I)粘土貫シル ト 鶴い炭化物層を含む、 カ ク ラ ン に蠣される
SK67 紀以.i:.XIOO ＂ 不整な隅丸長方形 黒褐色(2 SY3/I) シル ト
SK68 90X85 21 不竪な円形 鳥褐色OOYR3/2) シル ト

SK69 90X65 g 不聾形 暗褐色(IOYRJ/3) シル ト 最上薦に簿い炭化物層を含U、 斬しい溝に攣される
SK70 65以上X65 23 長7i形 柱＼に嬢される lltlオ リープ褐色(2.SY3/3) シル ト

SK71 1 1 0X6, 箕 長ガ形 SB75よ?IB 灰貧褐色(IOYR</2) シル ト

第 3 表 土墳一覧表
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ずれも 自然流入土 と み ら れ る。 なお、 2 層 は灰白色火山灰層 で あ る 。

遺物は堆積土 中 か ら土師器坪 （第85固 1 ) ・ 甕 （第85図 4 ) 、 須恵器坪 （第85図 2 · 3 ) が出土 し て

い る 他、 土師器坪 ・ 甕の破片が少量認め ら れ る 。

⑦ その他の出土遺物 （写真図版37)

遺構確認の段階で出土 した主な遺物に は、 ミ ニチ ュ ア土器 （写真図版37-16·17) 、 土製紡錘車 （写

真図版37-18) 、 縄文土器 （写真図版37-19) 、 石匙 （写真図版37-20) な どがあ る 。

ミ ニ チ ュ ア土器 2 点 は、 いずれも 内外面の調整がオ サ エ と ナデであ る 。 写真図版37-17は 口 径3 . 0
cm ・ 底径2 . 8cm ・ 器高4 . 7cmで、 外面がやや摩滅 し て い る 。

土製紡錘車は上端径3 .0cm ・ 下端径4 . 2cm · 高 さ 1 .9cm ・ 孔径0 . 8cmで、 表面はオサエ ・ ナ デ後、 ヘ ラ

ミ ガキ さ れて い る 。

縄文土器は深鉢の破片 と み ら れ、 RL 縄文が残る。

石匙は最大長7 . 4cm • 最大幅2 . 5cm · 最大厚0 .7cmの頁岩製で、 剥片を素材と し て い る。
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第V章 考察
第44 • 47次調査で発見 した遺構には 、 掘立柱建物跡、 柱穴列、 竪穴住居跡、 材木塀跡、 溝跡、 河川

跡、 小溝状遺構群、 土塙な どが あ り 、 土師器、 須恵器、 木製品、 土製品、 石器な どの遺物が出土 し て

い る 。

第44次調査区と 第47次調査区は約600m 離れて お り 、 44次調査区では建物 を中心 と す る 遺構編成で

須恵器を多 く 出土 し て い る の に 対 し 、 47次調査区では竪穴住居群を主体 と す る 遺構構成で、 出土遺物

も土師器中心である 。 こ の よ う な状況から 、 両区は遺跡内でも 遺構の性格や遺物の年代観の異 な る 区

域 と 考 え ら れ る 。 よ っ て 、 調査区別に遺物や遺構の検討を行い、 その概要を ま と め る こ と に す る 。

1 .  第44次調査区

① 出土土器の特徴 と年代について

遺物の出土量が少な く 、 土器で屈示でき た も の は、 土師器坪 1 点、 須恵器坪10点 ・ 稜婉 1 点 • 高台

坪 1 点 ・ 壺 2 点であ る 。 こ の中で、 遺構か ら 出 土 し て い る も の は須恵器坪 4 点 ・ 稜婉 1 点 • 高台坪 l

点 ・ 壺 ? 1 点 と 更 に少な く 、 ま と ま っ た検出例 も な い。 よ っ て 、 出土土器の遺構 ご と の比較や共伴関

係を考え る こ と は難 し く 、 その特徴から個別に年代 を検討す る に止 め る 。

土師器には破片資料を含め る と 坪 ・ 鉢 • 甕が認め ら れ、 製作に ロ ク ロ を使用 し て い な い も の と 使用

し て い る も のが あ る。 図示で き た坪 l 点（第13囮 1 ) は製作に ロ ク ロ を使用 し て お り 、 東北地方南部の

土師器編年の中で、 最終型式に あ た る表杉ノ 入式（氏家 ： 1957) に比定 さ れ る 。 「表杉 ノ 入式」 期 は ほ ぼ

平安時代全般に対応す る も の と 考 え ら れて い る が、 第13図 1 は底径が大 き く 、 底部の切 り 離 し はヘ ラ

切 り で、 再調整に手持ち ヘ ラ ケ ズ リ が施 さ れ る な ど、 9 世紀中葉頃ま での比較的早い段階の特徴を示

し て い る。

須恵器はやや出土量が多 く 、 坪 • 稜婉 • 高台坪 ・ 壺 • 甕な どの器種がみ ら れ る 。 し か し 、 器形全体

の特徴が捉え ら れ る の は坪 5 点 （第13図 2 ,..__, 6 ) の みであ る 。 第13固 z --..., 4 は逆台形状 を 呈 し、 底部の

切 り 離 しが回転糸切 り も し く はヘ ラ 切 り 、 第13固 5 · 6 は底径が小 さ く 底部から 内弯気味に立ち上が

り 口縁部で外傾 ・ 外反気味 と な る器形を呈 し 、 底部の切 り 離 しが回転糸切 り であ る 。 前者の特徴は 8

世紀後葉頃、 後者は 9 世紀前葉頃を中心 と し た時期にみ ら れ る も の で あ る 。

② 遺構について （第86固）

検出 さ れた遺構に は掘立柱建物跡、 柱穴列、 材木塀跡、 溝跡、 小溝状遺構群、 土壌な どがあ る 。 こ

の中で主な も の と し て建物跡 6 棟、 柱穴列 2 列、 材木塀跡 1 条が挙 げ ら れ る が、 調査区の制約が あ り 、

規模が判明 し て い る のは建物 3 棟 (SB05 · 08 が桁行 3 間 ・ 梁行 2 間、 SB16 が桁行 2 間 ・ 梁行 2 間） の

み で あ る。 建物、 柱穴列の属性 に つ い て は第 4 表に ま と めた 。

建物の分布 を み る と 東西120m、 南北70m の範囲で確認 さ れて お り 、 更に四方、 特に南北方向へ広が

る可能性が あ る 。 建物の方向 は北に対して10· 西に振れる SB05 を 除 き 、 ほぼ真東・北方向で、 東西 ・
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尾物蓄号 規模（夏l§xOOt) 方 ，， 柑酎法（棗洒m•雨北m) 往平面影 往穴の平面規模(CD)、汲さ(CD) 柱覆揚の形 柱印勤規模((II) ． 
S即4 l閾ux1111紅 N- 2·-w 2.8•1 9 隅丸艮方形 長輸90-100•短輪お～乃、46-55 伍さ
S805 潤(8.3m)x2閏(5伽） E-10'-N 2が2 9-2 3-2.7 正方形 況100-120、10-50 円形 直径N 伍き、蔓板
SB08 2間(4.細）xl間(6 Jm) N- 2·-w 2.3-2.6-21 正方形 一 辺約-100、l0-60 円影 直径15-20 策百に欝、じ応rn、住裏簾中に灰印色火山灰位SBIO 2間以上X2間以上 N- 2·-w 2.7-2.8-2 2-2.、 正方杉 - i/160-100、初噸 円形 直経15-20 柘に燒土•炭化位S816 2間(3.加）x2悶(3.0m) E-l'-N Iふ-l.7·1 .l-16 隅丸方形景讚 一 辺3か·40、1s-zs 円形 直佳10-1,
S8?4 1間以上XI閏以上 N- 1'-W 2.M.1 正万形 一 辺S0-70、4臼 円影 直径15-20
SA09 寮2間以上 E- J'-N 1.8 属丸正万影 一辺3:r-40、沿-30 円影 直径10-15
SA25 賣i'Jil閏以上 E- 2'-N 2.7 艮万形 長100•短鵞乃、30 円杉 置径IS

第 4 表 第44次調査区掘立柱建物一覧表

南北棟の違いは あ る も のの、 大部分が真北 を基準に配置 さ れ て い る こ と が窺われる 。 規模は柱間寸法
が2 . 1........ 2 . 9m で、 掘方の一辺 も し く は長辺が60........ 120cm の大型の も の (SB04 · 05 · 08 · 10、 SA24 · 25)
と 、 柱間寸法が1 . 4........ l.8m で、 掘方が30........ 40cm の小型 の も の (SB16、 SA09) に分け ら れ る 。 な お、 SA09
に つ い て は SBlO の南廂 と な る 可能性 も あ る。 大型の建物は柱穴掘方平面形が四隅に し っ か り し た 角
が付 く 正方形で、 東西85m、 南北50m の範囲 に 集 中 し て分布す る 傾向 に あ り 、 廂が付 く も の (SB08) も
検出 さ れて い る 。 ま た 、 建物に は殆ど重複関係が認 め ら れず、 建て替えが行われ て い る も の も な い
(SB08の廂部分 を除 く ） 。

SA23 材木塀跡 は こ れ ら建物群の西側で南北に延びる 。 確認さ れ て い る 西端の建物(SB16) と の距離
が30m 程 あ り 、 方向は北から 東へ12· 振れて い る 。 SA23 の位置は遺跡の北西隅近 く に あ た り 、 こ れ よ
り 西側の遺跡縁辺の地形は米軍が撮影 し た 昭和23年の空中写真 （写真図版 1 - 1 ) を見 る と 、 北側を東

流する善川の氾濫原 と 考 え ら れ る一段低い部分が多 く 、 以前から 河川の影響を受けやす い場所であ っ
た こ と が窺われる。 よ っ て、 SA23 の西側 に は 当 時 も 遺構が展開す る スペース は少な い と 思われ、 方向
がやや異な り 、 建物との距離 も あ る も のの、 こ の塀は東側に展開する建物群を画す る も ので あ っ た 可
能性が高い。 なお、 建物群の東側を区画する塀は検出 さ れて い な い が、 東側に あ た る I · II区の地山
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は ロ ー ム層下の粘土で、 上部が大 き く 削平 さ れた と 考 え ら れる こ と か ら 、 実際には存在して いた可能

性 も 残 る 。

以上の特徴 を み る と 、 44次調査区周辺は材木塀で区画さ れた主に真北方向を基準に配置 さ れる大型

の建物に よ っ て構成 さ れ る 区域 と 言 え る 。 建物群に は方向が若干異な る も のや配置から 同時存在が難

し い も の も あ る が、 殆ど重複 ・ 建て替えが認め られず、 明確な時期変遷は捉 え ら れ な い。 本調査区の

南西約650m に位置 す る 第12 · 18 · 25 · 29次調査区では 、 材木塀や溝に よ っ て 区画 さ れた 内部で計画的

に配さ れた建物群が検出 さ れ て い る 。 建物の規模は44次調査区の大型の も の よ り も更に大 き く 、 総柱

の建物や床束 • 土居桁を伴う 建物が主体で、 8 世紀後半か ら 9 世紀初頭頃の郡衛に付随する 「倉庫院」

の可能性が指摘 さ れて い る 。 本調査区の遺構 は こ の官衛プロ ッ ク と は明 ら か に性格が異 な る が、 区画

施設内に建物群が計画的に配置 さ れ て い る点では共通 し て い る 。 よ っ て 、 出土遺物の年代観を加味す

る と 、 8 世紀後葉か ら 9 世紀中葉頃の間で、 比較的短期間利 用 さ れた官街に関連する施設 と 考 え ら れ

る 。

2 .  第47次調査区

① 出土遺物について

出土遺物の大半は土師器、 須恵器の土器類であ る 。 こ こ では 、 そ れ ら の う ち図示で き た も の を中心

に整理 ・ 分類 し 、 組合せや特徴か ら年代について検討する 。

( a ) 出土土器の特徴 と分類

【土師器】

出土した土師器はいずれ も 製作に ロ ク ロ を使用 し て い な い。 器種には坪 • 高坪 • 盤 ・ 鉢 ． 甑 • 甕 ・

ミ ニ チ ュ ア土器があ り 、 屈的には坪 • 甕が圧倒的 に 多 い。

〈坪〉 （第87図）

図示でき た も の は101点で、 いずれ も 器形・器面調整の特徴が捉 え ら れ る 程度残存 し て い る 。 内面の

黒色処理の有無でA · B に大別 さ れ る 。

A類 ： 内面に黒色処理が施 さ れ て い る も の で、 器内外に段 ・ 沈線 ・ 稜 な どの区切 り を も つ も のや屈曲

を も た ない も のが あ る 。 口縁部形態は外反 ( a ) • 直線的 も し く は 内弯気味の外傾 ( b ) • 直：立気

味 ( C ) • 内傾 ( d ) に細分 さ れ る 。 内面の器面調整はヘラ ミ ガキ で あ る が、 部分的に前調整 の ヨ

コ ナ デが残 る も の も あ る 。 ま た 、 内面の黒色が再酸化に よ り 脱色 し て い る も の も見受け ら れ る 。

I .  外面の中位 も し く は下位に段が巡り 、 対応す る 内面に も 軽い段や稜 を も つ も ので あ る 。 段は主

に中位に つ き 、 底部は概ね丸底で、 丸味が強い も のが多い。 口縁部形態に は ( a ) ・ ( b ) ・ ( C )

がある 。 外面の器面調整は段以上が ヨ コ ナ デ、 以下がヘラ ケ ズ リ で、 最終調整に軽いナ デが施

さ れ て い る も の も 認 め ら れ る 。

II .  外面の中位 も し く は下位に段 ま た は沈線が巡 る が、 内面には特に屈曲が認め ら れな い も の であ
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る 。 段 ・ 沈線 は 主 に 中位を巡 り 、 底部は概ね丸底で、 丸味が強い も のが多い。 口縁部形態に は

( a ) · ( b ) があ る 。 外面の器面調整は段 ・ 沈線以上がヨ コ ナ デ、 以下がヘラ ケ ズ リ で、 最終調

整に粗いヘラ ミ ガキ が施 さ れて い る も の も認め ら れ る 。

III. 外面の中位に稜が形成 さ れ る も ので あ る 。 底部は丸底で、 丸味が強 い も のが多い。 口縁部形態

に は ( a ) • ( b ) • ( c ) • ( d ) があ る 。 外面の器面調整は稜以上がヨ コ ナ デ、 以下がハケメ ・ ヘ

ラ ケ ズ リ で、 最終調整に粗いヘラ ミ ガキや軽いナデが施 さ れて い る も の も 認 め ら れ る 。

IV. 内外面 と も に段 ・ 沈線 ・ 稜 な どの屈曲 を も た な い も ので あ る 。 底部は丸底の も の ( 1 ) と 平底状

の も の ( 2 ) が あ る 。 口縁部形態に は ( a ) ・ ( b ) があ る 。 外面の器面調整は口縁部がヨ コ ナ デ、

こ れ以下がヘラ ケ ズ リ で、 最終調整に粗いヘ ラ ミ ガキや軽いナデが施 さ れて い る も の も 認め ら

れ る 。

B 類 ： 内面に黒色処理が施 さ れて い な い も ので、 器形の特徴に よ っ て細分さ れ る 。 口縁部形態に は外

反 ( a ) • 直線的 も し く は 内弯気味の外傾 ( b ) • 直立気味 ( C ) ・ 内傾 ( d ) の も のがある 。 内面の

器面調整はナデ調整であ る が、 そ の後部分的にヘラ ミ ガキ が施 さ れて い る も の も 少麗 あ る 。

I .  外面の上位に段 も し く は稜がつ き 、 段 ・ 稜以上の口縁部が短 く 屈曲 し て外反す る も ので、 底部

は丸底 と な る 。 段が巡る も の ( 1 ) と稜が形成 さ れ る も の ( 2 ) に細分する 。 外面の器面調整は段

以上が ヨ コ ナ デ、 以下がヘ ラ ケ ズ リ で、 最終調整に軽いナ デが施さ れ て い る も の も 認 め ら れ る 。

II .  外面の上位に稜が形成 さ れ、 稜以上の口縁部が短 く 内傾 も し く は直立気味に立ち上が る も ので、

底部は丸底 と な る 。 口縁部が短 く 内傾す る も の ( 1 ) と 短 く 直立気味の も の ( 2 ) に細分さ れ る 。

外面の器面調整は稜以上がヨ コ ナ デ、 以下がヘ ラ ケ ズ リ であ る 。

皿 外面の中位に段 も し く は沈線が巡る も ので あ る 。 底部はわずかに平底状を呈す る も の も あ る が、

概ね丸底である 。 口縁部形態に は ( a ) ・ ( b ) ・ ( C ) が あ る 。 外面の器面調整は段以上がヨ コ ナ

デ、 以下がヘラ ケ ズ リ で、 最終調整に軽いナデが施 さ れて い る も の も 認 め ら れ る 。

IV. 外面に段 ・ 沈線 ・ 稜な どの強い屈曲が認め ら れない も ので あ る 。 底部はわ ずかに平底状を呈す

る も の も あ る が、 概ね丸底である 。 口縁部形態 に は ( a ) · ( b ) ・ ( c ) · ( d ) があ る 。 外面の器

面調整は口縁部がヨ コ ナ デ、 こ れ以下は主にヘラ ケ ズ リ で、 ハ ケ メ の も の も 少凪 あ る 。 最終調

整に軽いナ デが施さ れてい る も の も 認 め ら れ る 。

V .  口縁部が「 く 」字状に屈 曲 し 、 対応す る 内面 に稜 を も つ も ので あ る 。 1 点のみの破片資料で、 底

部形態は不明である 。 外面の器面調整は 口 縁部が ヨ コ ナ デ、 体部がヘラ ケ ズ リ であ る 。

〈高坪〉

図示でき た 1 点の他に も 4 点出土 し て い る が、 いずれ も 脚部の破片で坪部の形状は不明である 。 図

示でき た も の （第66図 2 ) は脚上部が中実棒状、 下部が円錐状 と な っ て お り 、 そ の境界部分には透かし

孔が 4 箇所認め ら れ る 。 脚部外面に は軽いナデが施 さ れ、 裾部の内外面 は ヨ コ ナ デ さ れて い る 。 残存

す る 坪底部内外面 に はヘラ ミ ガ キ が認 め ら れ、 内面の黒色処理は脱色 し て い る と 考え ら れ る 。 ま た 、

図示で き なか っ た 4 点の う ち 2 点は短い脚部に坪を乗せ た も の と み ら れ、 坪底部の内面 に は ヘラ ミ ガ



キ • 黒色処理が施 さ れ て い る 。

〈盤〉

図示でき た も の は 2 点（第45図14 • 第48図 7 ) あ る 。 いずれ も 破片資料であ る が、 外面に段がつ き 、

対応する内面に稜が形成 さ れ て い る 。 段 よ り 上の口縁部は短 く 外傾 し て い る 。 器面調整は外面の段以

上がヨ コ ナ デ、 以下がハ ケ メ ・ ヘ ラ ケ ズ リ で、 内面はヘラ ミ ガキ • 黒色処理 さ れ て い る 。

〈鉢〉 （第87固）

図示でき た土師器の中で鉢 と して扱っ た も の は15点 あ り 、 こ の内器形の特徴が捉 え ら れ る のは14点

で あ る 。 器形の特徴から以下の よ う に分類 し た。

A 類 ： 体部に膨 ら み を も つ婉状の も ので あ る 。 口縁下部に稜が形成 さ れ、 稜 よ り 上の口縁が内傾する

も の 2 点 ( I ) と 、 口縁部が短 く 屈曲 し て外反す る も の 1 点 ( II ) に分け ら れ る 。 底部は丸底 も し

く は平底状である 。 器面調整は口縁部の内外面が ヨ コ ナ デで、 外面の体 ・ 底部はヘラ ケズ リ ・

軽 い ナ デ、 内面はヘラ ナ デ ・ ナデである 。

B 類 ： 底部から体部にかけ半球状を呈し 、 口縁部が外反 も し く は外傾す る も ので、 5 点 あ る 。 器面調

整は口縁部の内外面がヨ コ ナデで、 外面の体 ・ 底部はヘラ ケ ズ リ 後軽いナデが施 さ れ て い る 。

内面はナデ調整で、 前段階のハケ メ が残る も の も認め ら れ る 。

C類 ： 体部がやや丸味を も っ て立ち上が り 、 口縁部で外傾す る も のである 。 法量か ら 大 2 点 ( I ) • 小

1 点 ( I I ) に 分 け ら れ る 。 器面調整は 口 縁部の内外面が ヨ コ ナデで、 外面の体 ・ 底部はハケ メ も

し く はヘラ ケ ズ リ 、 内面はヘラ ナ デ ・ ナデである 。 な お、 内面に は前段階のハ ケ メ が残 る も の

も 認め ら れ る。

D類 ： 体上部に膨 ら み を も つ も ので、 口縁部 は そ の ま ま 内弯 し て い る 。 1 点のみで、 底部は平底状で

あ る 。 器面調整は口縁部の内外面がヨ コ ナ デで、 外面の体 ・ 底部はヘ ラ ケ ズ リ 、 内面はヘ ラ ナ

デ ・ ナデである 。 な お、 体部外面の上部 に は ヘラ ケ ズ リ 後、 軽いナデが施 さ れ て い る 。

E 類 ： 体下部に膨 ら み を も つ も ので、 口縁部は直立気味に立ち上がる 。 1 点のみで、 底部は平底状で

あ る 。 器面調整 は口縁部の内外面が ヨ コ ナデで、 体部外面 に はハ ケ メ 後軽 い ナ デ、 底部に は ヘ

ラ ケ ズ リ 、 内面に は ヘ ラ ナ デが認め ら れ る 。

〈甑〉

固示でき た も の は 8 点で、 器形の特徴か ら 2 類に 分 け ら れ る 。

A 類 ： 胴部があ ま り 膨 ら ま ず直線的に外傾 し て い る も ので、 口縁部は更に開いて外傾 も し く は端部で

外反 し て い る 。 4 点 あ り 、 底部 ま で残存す る も の はいずれ も 無底式である 。 ま た 、 頸部に沈線

が巡る も の 1 点 （第71固11) と体下端部 に 1 箇所穿孔が認め ら れる も の 1 点 （第30図 5 ) が あ る 。

器面調整は口縁部の内外面が ヨ コ ナ デ、 体部外面がハ ケ メ も し く はヘ ラ ケ ズ リ 、 内面がナデ ・

ヘ ラ ナ デ ・ ヘラ ケ ズ リ で、 内外面の最終調整に ヘ ラ ミ ガキ が施 さ れ て い る も の も あ る 。
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B類 ： 胴部 に や や膨 ら み を も つ も ので、 口縁部は端部で短 く 外傾 も し く は外反 し て い る 。 4 点認め ら

れ、 底部形態の違い か ら 無底式 2 点 ( I ) と 単孔式 2 点 ( II ) に細分 さ れ る 。 II類の 1 点に は頸部

に軽い段が認め ら れ る 。 器面調整 は 口 縁部の内外面が ヨ コ ナ デ、 体部内外面がハ ケ メ ・ ナ デ ・

ヘ ラ ケ ズ リ で、 内面の最終調整にヘラ ミ ガ キが施 さ れて い る も の も あ る 。

〈甕〉 （第88図）

図示でき た も の は49点で、 こ の内器形 ・ 器面調整の特徴が捉 え ら れ る のは39点である 。 器形の特徴

と 法量から細分さ れ る 。 法乱では器高が30cm 以上の も の を大型、 20'""-'30cm の も の を中型、 20cm 未満

の も の を小型 と し た。 ま た 、 器面調整 をみ る と 胴部外面の最終調整はハ ケ メ ( a ) ・ ヘラ ケ ズ リ ( b )

ナ デ ( C ) • ヘラ ミ ガキ ( d ) に分 け ら れ る 。 口縁部の内外面は ヨ コ ナ デ、 胴部内面 に は ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ

が施さ れてお り 、 前段階のハ ケ メ が残 る も のや最終調整 と して部分的なヘラ ミ ガキが認め ら れ る も の

も あ る 。 底部に再調整が施 さ れ る 場合はヘ ラ ケ ズ リ も し く は ナ デが殆どで、 ハ ケ メ の も の も 3 点 あ る 。

A類 ： 長胴形を呈す る も の で、 胴部の形態に よ っ て細分 さ れ る 。

I .  胴下部にやや膨 ら み を も つ大型の も ので、 口縁部は外反 も し く は外傾し 、 頸部外面 に軽い段が

巡 る 。 胴部外面の最終調整に は ( a ) ・ ( C ) が あ る 。

II .  胴部が張 り の弱い縦長の楕円形を呈 し 、 大型( 1 ) • 中型( 2 ) • 小型 ( 3 ) の別があ る 。 口縁部形

態 に は外反、 直線的に外傾し端部で外反、 外傾、 器厚が途中で厚 く な り そ こ か ら端部に向かっ

て 短 く 外傾す る も のがあ り 、 頸部外面に軽い段 ・ 沈線が巡る も の も 少獄認め ら れ る 。 胴部外面

の最終調整 に は ( a ) ・ ( b ) ・ ( C ) が あ る 。

III. 上半に胴部最大径を も ち 、 以下は さ ほ ど屈 曲 な く 徐々 に す ぼ ま り ながら底部に至る大型の も の

で あ る 。 1 点のみで、 口縁部は外傾 し 端部で短 く 外反 し て い る 。 頸部外面に段 ・ 沈線は認め ら

れない。 胴部外面の最終調整 は ハ ケ メ で あ る 。

IV. 胴部上半は円筒状を成し 、 下半は さ ほ ど屈 曲 な く 徐々 にす ぼ ま り ながら底部に至 る も ので、 大

型 ( 1 ) ・ 中型 ( 2 ) の別があ る 。 口縁部形態に は大 き く 開いて外反、 直線的に外傾し端部で外反、

外傾す る も のがあ り 、 頸部外面に段が巡る も の も認め ら れ る 。 胴部外面の最終調整 に は ( a ) ・

( b ) ・ ( C ) がある 。

V. 胴部が上端か ら徐々 に す ぼ ま り なが ら下部へ移行 し て い く 中型の も ので、 口縁部は外傾 も し く

は端部で外反 し て お り 、 頸部外面に段 • 沈線は認め ら れ な い。 胴部外面の最終調整 に は ( b )

( C ) が あ る 。

B 類 ： 球胴形を呈す る も の で、 大型( 1 ) ・ 中型 ( 2 ) • 小型( 3 ) の別があ る 。 口縁部が残存す る も の は

外反 も し く は外傾 し て お り 、 頸部外面に段を 巡 ら す も のが比較的多い。 胴部外面の最終調整に

は ( a ) ・ ( b ) • ( c ) · ( d ) があ る 。

C 類 ： 胴部が算盤玉状を呈す る小型の も ので あ る 。 1 点のみで、 口縁部は外傾し 、 頸部の相対す る 位

置 に 2 箇所穿孔が認め ら れ る 。 胴部外面の最終調整はヘラ ケ ズ リ であ る 。



〈 ミ ニチュア土器〉 （第87図）

通常の土器よ り 小形の土器 を ミ ニチ ュ ア土器 と し て一括 し た。 図示で き た も の は10点で、 器面調整

の特徴か ら 2 類に分け ら れ る 。

A類 ： 器面調整がナ デ ・ オサエのみの も ので、 3 点 あ る 。 形状はいずれも坪状である 。

B 類 ： 丁寧な器面調整が施 さ れ る も ので、 7 点あ る 。 口縁部に は ヨ コ ナ デ、 外面に ハ ケ メ ・ ヘラ ケ ズ

リ ・ ヘラ ミ ガ キ 、 内面にヘラ ミ ガキ な どの調整が残る 。 形状に はバラ エ テ ィ ー があ り 、 坪状 ・

壺状 ・ コ ッ プ状の も のが認め ら れ る 。 個々 の法絨に も やや差がある 。

【須恵器】

器種に は坪 • 盤 ・ 蓋 • 壺 ・ 甑 ・ 甕が あ る 。

〈坪〉 （第87図）

図示でき た も の は11点で、 こ の内法麓 ・ 器形の特徴が捉 え ら れ る の は10点である 。 底部が丸底状の

も の ( A ) と平底の も の ( B ) に大別 さ れ る 。

A類 ： 丸底状の も ので、 外面に段 ま た は稜が認め ら れ る 。 法星 ・ 器形の特徴に よ っ て細分 さ れ る 。

I .  外面に段が巡る小型（ 口径10cm 未満） の も の で、 器高が低い も の 1 点 ( a ) と 高い も の 1 点 ( b ) が

あ る 。 いずれも段よ り 上の口縁部は直立気味に立ち上が り 、 再調整に回転ヘラ ケ ズ リ も し く は

手持ち ヘラ ケ ズ リ が施 さ れ て い る 。

II. 外面に稜がつ く 小型 （ 口径10cm 未満） の も ので、 器高が低い も の 1 点 ( a ) と 高い も の 1 点 ( b ) が

あ る 。 いずれ も 稜 よ り 上の 口縁部は直立気味に立ち上が り 、 再調整に回転ヘラ ケ ズ リ が施 さ れ

て い る 。

皿 外面に段が巡る大型（口径10cm 以上）で、 器高が低い も の で あ る 。 2 点あ り 、 段 よ り 上の口縁部

は直立気味に立ち上がる 。 第75図 1 は丸底状の も の に含めたが平底に近い。 再調整には回転へ

ラ ケ ズ リ も し く は手持ち ヘ ラ ケ ズ リ が施 さ れて お り 、 第84図 7 に は内面に ナ デ ・ ヘラ ミ ガキ も

認め ら れ る 。

B 類 ： 底部が平底の も ので、 法量 ・ 器形の特徴に よ っ て細分さ れ る 。

I .  小型（口径10cm 未満） で器高が低 く 、 皿状の も ので あ る 。 1 点のみで、 底部の切 り 離 し は不明で

あ る が、 再調整に回転ヘラ ケ ズ リ が施 さ れ て い る 。

II .  大型（口径10cm 以上） で器高が高 く 、 底部から若干内弯気味に外傾 し て立ち上がり 、 そ の ま ま 口

縁部に至 る か も し く は 口 縁端部で外反 し て い る も ので あ る 。 2 点 あ り 、 底部の切 り 離 し はヘ ラ

切 り ま た は 回転糸切 り で、 再調整は施 さ れ て い な い。 第85図 3 の底部には墨書「大」が認め ら れ

る 。

〈盤〉

2 点出土 し て い る 。 いずれも 破片資料で、 稜 よ り 上は短 く 外傾 し 、 口縁端部が平坦に仕上 げ ら れて

120 



121 

い る 。 ま た 、 底部外面に は再調整 と し て回転ヘラ ケ ズ リ が施 さ れ て い る 。 な お 、 第59図 2 は底部の形

態 か ら 高盤の可能性があ り 、 内面に再調整の軽 い ナ デ も 認め ら れ る 。

〈蓋〉

4 点出土 し て い る 。 内面に カ エ リ を も つ も の 2点 と 内面 に カ エ リ を も た な い も の 1 点があ り 、 さ ら

に 1 点は宝珠形のつま み部分の破片である 。 カ エ リ が大 き く 突出 す る 1 点 （第68図 2 ) は 、 口径が小さ

く 、 天井部に丸味がある 。 ロ ク ロ調整後、 天井部には手持ち ヘ ラ ケ ズ リ が施 さ れて お り 、 つ ま みは付

かない。 も う l 点（第46囮 2 ) は カ エ リ が小 さ い 口 縁部の破片で、 天井部の状況は明 ら かでない。 カ エ

リ を も た な い l 点 （第84固 8 ) は器高が高 く 、 天井部に丸味があ り 、 口縁部が直線的に外傾 し て い る 。

天井部には手持 ち ヘラ ケ ズ リ が認め ら れ、 つ ま みは付かない。

〈壺〉

図示で き た も の は 5 点で、 内 4 点 は 口 縁部のみの資料である 。 残 り 1 点（第77固10) は小型の広口壺

で、 算盤玉状の体部か ら 「 く 」字状に屈 曲 し て 、 短 く 外傾 す る 口縁に至る 。 底部は丸底で、 体下部 か ら

底部にか け て ヘ ラ ケ ズ リ が施 さ れ て い る 。 ま た 、 口縁部資料中 の 1 点 （第45図16) は そ の器形 ・ 法凪か

ら みて平瓶の口縁部破片の可能性があ り 、 内外面に は漆が付着 し て い る 。

〈甑〉

l 点（第78固 4 ) 出土 し て い る 。 口 縁 と 耳の部分の破片資料で、 口縁部に は突帯が巡る 。 ロ ク ロ調整

後、 外面にヘラ ケ ズ リ 、 内面に ヘ ラ ナ デが施 さ れ て い る 。

〈甕〉

固示でき た の は 6 点で、 大部分が口縁部資料であ る 。 口径の法量 を み る と 大 (A ) ・ 中 ( B ) • 小 ( C )

の別がある 。 な お、 体部破片 も 出 土 し て お り 、 外面に平行 タ タ キ 目 、 内面に同心円 アテ具痕が残 る も

のが多い。

A類 ： 口径が30cm を超え る と 推定さ れ る 大型 の も の で、 2 点 あ る 。 1 点（第75固 4 ) は 口頸部に櫛描き

波状文と 平行沈線文が施 さ れ、 胎土が緻密で焼成 も堅緻である 。 も う 1 点 （第83図 5 ) は櫛描き

波状文が施さ れ、 頸部に補強帯 （ ？ ） が認 め ら れ る 。 いずれ も 口縁端部は四角 く 仕上 げ ら れて い

る 。

B類 ： 口径20,...__,30cm の中型の も ので、 3 点 あ る 。 口頸部には文様 を も た ず、 口縁端部の下端 を 引 き 出

し て 口縁帯を形成 し て い る も の も あ る 。 頸部の内面に は ナ デが施され、 体部の外面に平行タ タ

キ 目 、 内面に同心円ア テ具痕が残る 。

C 類 ： 口径20cm 未満 と 推定 さ れる小型の も ので、 1 点 あ る 。 第27囮 4 は カ マ ド の燃焼部支脚に転用さ

れた破片資料で、 底部は丸底である 。 体部外面には平行タ タ キ 目 、 内面には同心円ア テ具痕が

残 る 。
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( b ) 出土土器の組合せ

前項で分類さ れた 土器各類の出土状況を図示資料か ら み る と 第 5 表の よ う に な る 。 こ の表では共伴

関係がある程度保証 さ れ る 住居床面や床面直上、 カ マ ド 、 貯蔵穴状 ピ ッ ト 、 柱抜 き 取 り 穴等の遺物 も

し く は堆積土の一括遺物を中心に掲載 し て い る。 出土羅の割には各遺構の共伴資料が少な く 、 各類型

の共伴関係 も 貧弱な も のが多い こ と がわ か る 。 ま た、 共伴する須恵器は少磁で、 土師器坪 ・ 甕を主体

と し た 土器群である 。 こ の よ う な中で比較的ま と ま っ た共伴 • 一括資料 と し て 、 S104 • 11 ・ 14b • 36 住

居跡の床面等出土遺物、 SI14b ・ 15 • 16 • 80 住居跡の堆積土一括遺物が挙げ ら れ る。 SI14b の 1 ......, 3 層

は い ず れ も 焼土 ・ 炭化物 ・ 灰等を多越に含む人為堆栢土で、 廃絶後あ る 程度埋没 し た住居内に廃棄さ

れた土 と 考 え ら れ る 。 こ の 中で灰を主体 と す る 2 層 （最大厚 2 cm程） が比較的厚か っ た た め 3 層 に 細

分 し た が、 1 · 3 層 中 に も 極薄い灰層は何枚 も 含 ま れ て お り 、 ま た 間層 と し て 自然流入土等が認識で

き な い こ と か ら も 本来は短期間に連続 し て形成さ れた層 と 考 え ら れ る。 よ っ て 、 1 • 3 層か ら 出 土 し

た遺物を一括資料 と し て 扱 う こ と に した 。 同様に、 S115 · 80 の 1 · 2 層 も 土色の違い に よ っ て細 分 し

た も のの、 下層の自然流入土 と は明 ら か に 異 な る 連続堆積の人為堆積土 （焼土 ・ 炭化物 ・ 灰等を多量に

含み、 廃絶後の住居内に廃棄 さ れた土） であ る こ と か ら 出土遺物を一括 し て 扱 っ て い る 。

以下では こ れ ら の資料を中心に比較的麓の多 い土師器坪 ・ 甕の共伴関係を手懸か り と し て、 出土土

器 の ま と ま り を検討 し て み た い。

坪にはA · B類の二者がある。 A類は内面がヘラ ミ ガ キ • 黒色処理 さ れ て い る 宮城県 を は じ め東北

地方に 広 く 分布する 在地の土器であ り 、 B類は内面が黒色処理さ れずナデ調整 に よ っ て仕上げられて

い る 関東系土師器 と呼ばれ る も ので、 在地の土器 と は区別 さ れ る 異系統の土器群である。

ま ずA 類 に つ いて み る と 、 A I 類 も し く は A II類がSill・14b 床面等出土遺物を除 く 各資料か ら 出

土 し て お り 、 SI14b·l5 堆積土一括遺物では両類が共伴 し て い る 。 A類の中で主体 を 占 め て い る の は こ
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の両類で、 特 に A I b · A  II b 類に偏る傾向がある 。 A III類は S104 ·36 床面等出土遺物、 S114b · 15·

80堆積土一括遺物に 、 A IV類は S114b 床面等出土遺物、 S116 · 80 堆積土一括遺物に認め ら れ る 。

B類では B I · B IV類を含む も のが多 く 、 S114b ·36 床面等出土遺物、 S114b · 15 堆積土一括遺物で

は両類が共伴 し て い る 。 ま た 、 B I 類は堆栢土の遺物 も 含 め て み る と Sill 床面等出土遺物、 S116•80

堆積土一括遺物を除 く 全て 、 B IV類は SI16 • 80 堆栢土一括遺物を除 く 全て の資料の共通項 と な る 。 B

II類は Sill 床面等出土遺物、 SI14b 堆和土一括遺物のみ に含 ま れ る 。 B III類は SI04•36 床面等出土遺

物に認め ら れ る が、 B類の中で主体 と な る も ので は な い。 B V類 は 1 点のみの出土で、 S115 堆積土一

括遺物に含 ま れ る 。

甕 を み る と 共伴資料が非常に少な く 、 土器群設定の た め の要素を抽出 す る こ と が難 し い。 但 し、 図

示 し た甕全体を み る と 大 ・ 中型では長胴形の も の (A類）が主体で、 球胴形の も の ( B類） は少ない。 小

型 に は バラ エ テ ィ ーがあ り 、 C 類の よ う な特殊な土器 も 出土 し て い る 。 全体 と して は 大 ・ 中型の量が

多 く 、 中型の麗がやや勝る 。 ま た 、 器形上の区別 と は別に胴部外面の器面調整 に よ る違いが認め ら れ

る 。 調整技法 と し て はハ ケ メ ・ ヘラ ケ ズ リ ・ ナ デ ・ ヘラ ミ ガ キがあ り 、 そ れ ら が同一土器に併用 さ れ

る 場合 も あ る が、 最終調整で区別す る と 大型ではハ ケ メ の も のがやや 多 く 、 中・小型ではヘラ ケ ズ リ ・

ナデの も のが多い。 形態 と 器面調整の相関関係 を み る と 、 中型の長胴甕(A II2 • A IV2 • A  V類） に は

ヘ ラ ケ ズ リ ま た は ナ デが施 さ れて お り 、 ハ ケ メ の も の は認め ら れ な い こ と や 、 胴部のヘラ ミ ガキ は大 ・

中型の球胴甕 (Bl • B2 類 ） に 限 ら れ る こ と な どの要素は あ る が、 そ の 共伴関係が希薄なた め土器群を設

定 す る 要因 と な り 得な い。

以上の よ う に土師器坪 • 甕の各類型の共伴関係 を ま と ま り の あ る 資料を中心に検討したが、 甕では

土器群設定の要因 と な る ま と ま り が見出せ な か っ た 。 ま た 、 坪をみて も A I · A II · B  I •  B IV類を

含む資料が多 く 、 そ れぞれの共伴関係を補完す る と こ れ ら の各類は全て共伴す る こ と がわ か る 。 つ ま

り 、 各資料は一つ の土器群の ま と ま り と し て捉 え ら れ る 。

( C ) 出土土器の年代について

土器群の主な特徴は、 以下のよ う に ま と め ら れ る 。

1 .  土師器を主体 と す る 土器群で、 こ れに少量の須恵器が伴う 。 土師器の中では坪 ・ 甕の景が多 く 、

特に坪の量が卓越 し て い る 。

2 .  土師器では製作に ロ ク ロ を使用 し て い な い。

3 .  土師器坪 に は 内面が黒色処理 さ れ る在地の土器であ る A類 と 内面がナデ調整 に よ っ て 仕上 げ ら れ

る 関東系土師器の B類があ る 。

4 .  土師器坪A類では、 丸底で外面の中位に段 を も ち 、 段以上の口縁部が直線的も し く は内弯気味に

外傾す る も の (A I b · A  II  b 類） が主体で、 こ の 中 に は段の位置がやや下方に下がり 、 段や底部

の丸味が弱 く な る も の も 認 め ら れ る 。 ま た 、 外面に段 ・ 稜な どの屈曲を も た な い も の (A IV類） も

含 ま れ る。

5 .  土師器坪B類では、 外面の上位に段 も し く は稜が形成さ れ、 こ れ以上の口縁部が短 く 屈 曲 し て 外



反 す る 丸底 も の (B I 類） と外面に段 ・ 稜な どの強い屈 曲 を も た な い丸底の も の (B IV類）が多い。

ま た 、 B I 類に は 口径10.0.......,ll . 8cm の小型の も の と 口径12 . 8......., 16. 2cm の大型 の も のがあ り 、 小

型 の も の に は法微の斉一性が窺われ、 大型の も の は比較的器壁が薄手で あ る 。

6 .  土師器甕は基本的に長胴形 を 指向 し て お り 、 中型の も のが多 く な る傾向に あ る 。 頸部に軽い段を

も つ も の と も た な い も のがあ る が、 後者が多 く 、 口縁部は外傾 も し く は外反 し て い る 。 長胴のも

のでは 、 胴部が張 り の弱い縦長の楕円形(A II類） ・ 胴部上半が円筒状の も の (A IV類）が主体で、

胴下部にやや膨 ら み を も つ も の (A I 類） は大型甕 に 限 ら れ る 。 ま た 、 体部外面の調整 に は ハ ケ メ

だけでな く ヘラ ケ ズ リ ・ ナ デが最終調整 と し て 多 用 さ れ て い る 。

7 .  こ の他に、 土師器では鉢 ・ 甑 • 盤 ・ ミ ニチ ュ ア 土器が共伴 し て い る 。

8 .  須恵器では、 口縁部の器壁が薄い小型丸底状で、 外面に段 ま た は稜が形成 さ れ て い る 坪 (A I b・

A II b 類） や蓋 ・ 壺な どが共伴 し て い る 。

こ の よ う な特徴の土師器は東北地方南部の土器圏に含 ま れ る も ので、 そ の土師器編年（氏家 ： 1957) 

と 比較す る と 、 坪B類を除いて は概ね栗囲式か ら 国分寺下層式の中で捉 え ら れる も ので あ る 。

類似資料 と し て は 、
一里塚遺跡 3 次調査区Sill 住居跡（手塚他 ： 1990) 、 名取市清水遺跡第V群土器

（丹羽他 ： 1981) 、 仙台市中田南遺跡第1II群土器（太田 ： 1994) 、 仙台市郡山遺跡 SD35 外郭大溝 1 陪 （木

村他 ： 1981 ・ 1985) 、 色麻町色麻古墳群第 1 • 2 段階（古川他 ： 1985) 、 古川市名生館遺跡 Sll255b住居

跡（鈴木 ： 1992) な どの 土器群が挙 げ ら れ る 。 各資料 に つ い て は 清水遺跡第V群土器 • 色麻古墳群第 1

段階に 7 世紀後半、 郡山遺跡 SD35外郭大溝 1 層 • 一里塚遺跡 3 次調査区 Sill 住居跡 ・ 色麻古墳群第

2 段階 • 名生館遺跡 S11255b 住居跡に 7 世紀末か ら 8 世紀初頭、 中田南遺跡第III群土器に 7 世紀末か

ら 8 世紀前半頃の年代が与 え ら れ て い る 。 以下では こ れ ら の資料 と対比 し なが ら本土器群の位置付け

を試みる 。

ま ず土師器坪A類 を み る と 、 A I · A II類に は清水遺跡第V群土器で特徴的な口縁部が外反す る も

のが殆ど含まれず、 段以上の 口縁部が直線的 も し く は 内弯気味に外傾す る も のが主体で、 色麻古墳群

第 1 段階や郡山遺跡 SD35 外郭大溝 1 層 • 一里塚遺跡 3 次調査区Sill 住居跡の土器 と 共通 し て い る 。

ま た 、 外面の段がやや不明瞭な も のが あ る 点や、 外面に稜 を も つ丸底の A lll類・段や稜 を も た な い A

IV類が共伴す る 点は色麻古墳群第 2 段階 ・ 郡山遺跡の土器群にみ ら れ る 傾向 と 一致する 。 名生館遺跡

S11255b 住居跡・中田南遺跡第Ill群土器 と も 共通 す る 特徴が多いが、 こ れ ら の土器群では有段坪の底部

の丸味が弱 ま る形態の も のが多い。

土師器坪B類は関東系土師器に属する 。 関東系土師器 と は製作技法 に お い て東北地方で発展す る 内

面のヘラ ミ ガキ • 黒色処理技法を取り 入れず、 ナデ調整に よ っ て 内面が仕上 げ ら れる坪を代表 と す る

関東地方に起源 を も つ土器群 を 指 し 、 仙台 ・ 大崎平野を中心 と した地域に 7 世紀か ら 8 世紀前半に か

け み ら れ る も ので あ る 。 今回の調査で出土 した坪B類の胎土 ・ 焼成を観察す る 限 り 、 坪A類を含む他

の土師器と 殆ど差異が認め られず、 関東地方か ら の搬入品は含 ま れて い な い と 考 え ら れ る が、 胎土分

析を含む比較検討を行っ て いないた め客観的証拠はない。 なお 、 坪 B I 類に は色調がにぶい橙色で、

他の土器よ り も やや赤味が強い も のが特徴的に存在 し て い る 。 こ れ ら の土器に は意識的に胎土に鉄分
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を 多 く 含 ま せ て い る 可能性があ り 、 留意 し て お き た い。

坪 B I 類は、 中田南遺跡第111群土器を 除 く 全ての資料に類例が認め ら れ る 。 中 で も 、 外面の上位に

段がつ く も の (B 1 1類） と 稜が形成 さ れ る も の (B 1 2類） の両方が共伴 す る 点は色麻古墳群第 1 段階 と

共通 し て お り 、 そ の法祉に大 ・ 小の別が認め ら れ る 点では後続 す る 色麻古墳群第 2 段階の要素を合わ

せ も っ て い る 。 色麻古墳群で小型 と さ れ る B II l ·B IIll類の法量 を み る と 口径が11 . 0-----12 . 0cm の間に

ま と ま る傾向があ り 、 本遺跡と 同様の法麗の斉一性が窺われる 。 こ の よ う な法旦の大 ・ 小の別は一里

塚遺跡 3 次調査区 Sill 住居跡に お い て も 認 め ら れ る 。 ま た、 名生館遺跡 SI1255b 住居跡の II A 類 と も

共通点が多いが、 名生館遺跡の土器に平底 の も のが含 ま れ る こ と や 口縁部の法絨が大 き く な る傾向に

あ る こ と な ど相違点 も み ら れる 。 こ の よ う な坪 B I 類に つ い て は各資料で関東地方各地の土器と比較

検討が行われて お り 、 埼玉県北部を中心に分布する 北武蔵の在地産暗文土器と 器形面で類似す る こ と

が指摘 さ れて い る （鈴木 ： 1992) 。 在地産暗文土器は畿内産暗文土器 と の併行関係 か ら 7 世紀後半代の

中で理解 さ れて お り 、 2 時期の変遷が考 え ら れ て い る （田中 ： 1991) 。

坪 B II類には短い 口縁部が内傾する も の (B Ill類） と 直立気味の も の (B 112類） があ り 、 類似する も

のは郡山遺跡 ・ 名生館遺跡でも認め ら れ る 。 類例を関東地方に求め る と 、 埼玉県上里町八幡太神南遺

跡A地点 1 号住居跡 ・ 立野南遺跡 2 号住居跡・本庄市今井遺跡群G 区 5 号住居跡 （富田他 ： 1985) な どの

出土土器に器形 ・ 器面調整の特徴が類似 し て い る。 こ れ ら の資料では短い口縁部が内傾す る 坪 と 直立

気味の坪が共伴 し て い る 点 で も 本群 と 共通性があ り 、 口縁部が内傾 す る 坪を「北武蔵型坪」の祖型 と し

て捉え、 そ の系統が直立へ と 連続的に変化す る こ と を指摘 し て い る 。 両類を含む土器群について は 7

世紀後葉 か ら 8 世紀初頭の中で位置付 け さ れて い る 。

Blll類は「須恵器坪蓋模倣坪」の系譜を引 く も の と 考 え ら れ、 色麻古墳群に も 認 め ら れ る。 BIV·BV

類 に つ い て は類例を見出 し難いが、 上記以外の土器群でみる と 、 志波姫町御駒堂遺跡第 2 群土器（小井

川他 ： 1982) の第 6 号住居跡な どに代表 さ れる ま と ま り の中に幾つか BIV類 と 類似する も のが あ る 。

土師器甕に つい て は ま と ま っ た共伴例が少ないが、 比較的址の多い消水遺跡第V群土器 • 一里塚遺

跡 3 次調査区Slll 住居跡 ・ 名生館遺跡 S11255b 住居跡 ・ 中田南遺跡第III群土器でみ る と 、 組成に お け

る欠落は あ る も のの、 器形の特徴は本群 と ほ ぼ同様の傾向 を示 し て い る 。 但 し、 清水遺跡の胴下部に

膨 ら み を も つ甕は本迫跡の も の よ り も 張 り が強 い。 ま た細部の器形に着眼す る と 、 本群 A m類（第42固

2 ) の上半に胴部最大径 を も ち短めの 口縁部が外反す る 特徴、 A 112c 類の 1 点 （第35固 4 ) に み ら れ る

口縁部の器厚が途中で厚 く な り そ こ か ら端部へ向かっ て 短 く 外傾す る 特徴は他の土器群 に は認め ら れ

ない。 別に類例 を あ た る と 、 御駒堂遺跡で関東系土器か ら構成 さ れる 第 2 群土器に含ま れ る 甕 A Illa 

類の特徴 と 通 じ る も のが あ る 。 なお 、 名生館遺跡でみ ら れ る 東北地方北部の系統に属する 甕は本群に

は 含 ま れ て い な い。

器面調整 を み る と 、 体部外面の最終調整にハケ メ だ けでな く ヘラ ケ ズ リ ・ ナデが多 用 さ れ て い る 点

で本群は他の土器群 と やや異なる 。 ヘ ラ ケ ズ リ は一里塚遺跡 3 次 • 中田南遺跡で比較的多 く 認め ら れ

る が、 双方が多 用 さ れ、 ハ ケ メ と 同等に施 さ れ て い る 例は無 く 、 本遺跡の こ の傾向 は出土した甕全体

で観察 して も 変わ ら ない。 ま た、 該期で在地の土器から構成 さ れ る 蔵王町塩沢北遺跡第 1 • 2 号住居



跡（小川 ： 1980) の甕を み る と体部外面の最終調整は殆どハ ケ メ であ る 。 県内では比較で き る 同時期の

土器群が少 な い た め 、 は っ き り し た こ と はわ か ら ないが、 ヘ ラ ケ ズ リ ・ ナ デの調整技法は在地におい

て は客体的な存在 と 考え ら れ る 。 資料の充実 し て い る福島県中通 り 中 ・ 南部地域の甕 を みて も 胴部外

面の調整は基本的にハ ケ メ であ る 。 こ れに 対 し て 、 関東地方の甕胴部の調整技法は古墳時代後期か ら

末期にかけて ヘ ラ ケ ズ リ が主体で、 下野国で は ナ デ仕上げの も の も 多い こ と が指摘さ れて お り （山 口 ：

1998) 、 本群の器面調整の特徴を理解する上で注 目 さ れる 。 更 に 、 A II2b·A IV2b 類の各 1 点（第49囮

1 • 第42図 4 ) に 施 さ れ て い る 口縁部内面の沈線や部分的なヘラ ミ ガキ も 在地の嬰 に は認 め ら れ な い。

土師器では他に鉢 ・ 甑 • 盤 ・ ミ ニ チ ュ ア土器が共伴 し て お り 、 甑は清水遺跡 ・ 一里塚遺跡 3 次 • 中

田南遺跡、 盤 は中田南遺跡（註 1 ) 、 ミ ニチ ュ ア土器 は名生館遺跡に共伴例があ る 。 鉢 ・ ミ ニ チ ュ ア土器

の厘が多い こ と も 本群の特徴で、 ミ ニ チ ュ ア土器に は器面調整がナデ ・ オサエのみの も の (A類） と ハ

ケ メ ・ ヘラ ケ ズ リ ・ ヘラ ミ ガ キ な ど に よ っ て丁寧に仕上げ ら れて い る も の ( B類） に二極化 さ れる傾向

が認め ら れ る 。

須恵器 をみ る と 、 坪 A I b 類は清水遺跡第V群土器 ・ 郡山遺跡 SD35 外郭大溝 l 層 • 中田南遺跡第

III群土器に 、 坪 A II b 類は名生館遺跡 S11255b 住居跡に類例が認め ら れ る が、 細部ではやや相違点も

あ る 。 坪の類例を生産遺跡に求め る と 福島県相馬市善光寺窯跡（福島他 ： 1988) が挙げ ら れ、 本群の A

I b 類は善光寺の坪E 、 A II b 類は坪D に対応する 。 坪E は善光寺 3 型式において特徴的な坪で、 在

地の土師器の影響を受けて生み出 さ れ、 福島県や宮城県地方に分布する 地域色の濃い器種 と 考 え ら れ

て い る 。 坪D は善光寺 2 · 3 型式に み ら れ る も ので、 3 型式に お い て 主流 と な る 。 こ の 2 類が共伴す

る 善光寺 3 型式の土器群は 、 須恵器蓋 を 中心 と す る 近畿地方の各編年 と の対比か ら 中村編年III型式 2

段階、 奈文研編年飛鳥III に 当 て られてお り 、 暦年代の検討を経て650年代,....,670年代の実年代が与 え ら

れて い る （註 2 ) 。 本群の坪 も 同様 に 7 世紀中葉を上限 と す る も の と 考 え ら れ る が、 坪 E · D よ り も小振

り で、 再調整に回転ヘ ラ ケ ズ リ や手持ち ヘラ ケ ズ リ が施 さ れ る 点、 A I b 類 に つ い て は よ り 器高が高

く 、 段直上の ロ ク ロ 目 が強 く 残 る 点 な ど細部の形態や再調整 に 異 な る 特徴が認め ら れ、 宮城県域に お

い て よ り 地域色が強 ま っ た も のの可能性があ る 。 よ っ て 、 善光寺窯跡の坪よ り も やや新し く 捉え て お

き た い。

以上、 各器種での対比 を みて く る と 本土器群の土師器は色麻古墳群第 1 · 2 段階、 郡山遺跡 SD35 外

郭大溝 1 屈 、
一里塚遺跡 3 次調査区 Slll 住居跡と の共通項が多い。 清水遺跡・郡山遺跡は溝跡や遺物

包含層の土器を基礎資料 と し て い る こ と 、 色麻古墳群は古墳の供献土器 に よ っ て段階が設定 さ れ て い

る こ と 、 中田南遺跡では住居資料を中心 と し な が ら も 他 の遺物が含 ま れ る こ と な ど対比 した各資料に

は厳密な意味での一括性や性格の違い と い っ た問題点が含 ま れ る 。 し か し 、 そ れ を考慮 し て も 本群の

位置付けは変わ ら ない。 よ っ て 、 総合する と 7 世紀後葉か ら 8 世紀初頭頃の年代が与 え ら れ る 。 こ れ

は須恵器の年代観 と も 矛盾せず、 仮に関東地方の土師器編年に 当 て た と し て も 妥当 な も の と 考 え ら れ

る 。

ま た 、 こ こ で取 り 上げた一括資料以外の土師器 を み る と 、 資料に含 ま れ る 器種 ・ 類型のいずれか と

共伴関係 に あ り 、 器形 ・ 器面調整の特徴が大 き く 異な る も のは認め ら れ な い こ と か ら 、 本土器群の範
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疇の中で理解で き る も の と 考え ら れ る 。 なお、 留意す る も の と し て 鉢 A II類（第26図 5 ) と 甕 AIVlc 類

（第45図15) がある 。 鉢 A II類の類例 と し て は色麻古墳群第 1 段階にみ ら れ る 婉B類が挙 げ ら れ、 坪 B

I · II類同様、 北武蔵地域に器形・ 器面調整の特徴が類似する も のがある 。 甕 AIVlc 類の 口縁部が大

き く 開いて外反す る 器 形 も 在地の甕から は看取で き な い特徴である 。

須恵器 に つ い て も 坪 B II類の 2 点を除いて 、 対比した各資料に類例が求 め ら れ る も のが多 く 、 土師

器の年代観か ら 逸脱す る も のではない。 し か し 、 小型で天井部に丸味があ り 、 内面の カ エ リ が大 き く

突 出 す る 蓋 （第68図 2 ) や、 器高が低い丸底状で外面に段も し く は稜が形成 さ れ る 小型の坪 A I a · A  

II a 類 な ど単体 と し て みた場合、 7 世紀中葉頃まで遡る こ と の で き る 古い要素 を も つ遺物 も 含 ま れ て

い る 。 なお坪 B II 類の 2 点 （第85図 2 · 3 ) に つ い て は、 そ の器形や底部の切 り 離 し がヘラ切 り ・ 回転

糸切 り で再調整が施 さ れて い な い な どの特徴か ら 8 世紀後葉か ら 9 世紀前葉頃の も の と 考 え ら れ る 。

( d ) 住居共伴 ・ 堆積土一括資料の土器組成について

住居共伴資料の土器組成 に 注 目 す る と 、 Sill ・ 14b 床面等出土遺物 に は 坪A類が殆ど含 ま れず、

S!04 · 36 床面等出土遺物 に は坪A · B類がほぽ対等 （足比が 1 : 1 に近い） に共伴 して い る こ と に気付

く 。 こ れは資料単位で坪A • B 類の出土嚢比に差があ る こ と を示 し て お り 、 こ の麓比の変化は在地の

坪 と 関東系の坪の占め る 割合の変化に置換で き る 。 坪以外の関東系土師器を識別す る こ と は難 し く 、

こ の変化が土師器全体を通じ て看取で き る か検証す る の は 困難だが、 甕でみ る と Slll ・ 14b 床面等出

土遺物に は胴部外面の最終調整がヘラ ケ ズ リ ・ ナデの も のが多 く 、 在地で認め ら れない胴 • 口縁部の

特徴を も つ AIII · A  II 2c · A  IV2b 類 も 含 ま れて い る 。 S!04 · 36 床面等出土遺物ではハ ケ メ が胴部外

面の最終調整の主体 と な っ て い る 。 甕胴部の調整 と い う 限 ら れた要素では あ る が、 坪の組成比 と 呼応

す る 変化が窺われる 。 ま た 、 SI16 · 80 堆積土一括遺物には坪B 類が殆ど含 ま れず、 甕胴部の最終調整

はハケ メ の占 め る割合が高い。

そ こ で、 よ り 正確な傾向 を 出 す た め に あ る 程度 ま と ま っ て出 土 し て い る 住居共伴 ・ 堆積土一括資料

の図示土器に個体の別を認識でき る 口縁部破片を加えて坪A· B類の量比を第 6 表 に 示 し た。 更に 、

甕胴部外面の最終調整につ い て も 個体の識別が可能な口縁から胴部にかけて残存する破片を加えて集

遺構番号・層位 SI04• 床等 Slll• 床等 S114b• 床等 S114b・堆積土一括 S115· 堆積土一括 S116· 堆積土一括 S136· 床等 S180· 堆1J1土一括
実測点数 2 ゜ I 4 7(1) 7(1) 2 5 

土師器坪A類 破点数 3 ゜ ゜ 15 5 10 5 13 

計 5 ゜ I 19 12(1) 17(1) 7 18 
実測点数 2 2 4 5 5 ゜ 1 I 

土師器牙B類 破片点数 3 ゜ 5 ， 5 3 ゜ 2 
計 5 2 ， 14 10 3 7 3 

豪 （ ） 内は土師器盤の点数

第 6 表 住居共伴•堆積土一括資料における土師器坪 A•B 類の集計

遺構番号・1f1位 S104· 床等 Sill• 床等 S114b· 床等 S114b・堆積土一 括 S115・堆積土一括 S116• 堆禎土一括 S136· 床等 S180· 堆積土 一 括
実測点数 3 ゜ 2 ゜ ゜ I I I 

ハ ケ メ 破片点数 3 ゜ I I 3 5 ゜ 2 
計 6 ゜ 3 l 3 6 I 3 

実碩点数 I l 2 ゜ ゜ I ゜ I 
ヘ ラ ケ ズ リ 破片点数 I 2 2 ゜ I I ゜ ゜

2 3 4 ゜ 1 2 ゜ I 
実測点数 ゜ 2 ゜ ゜ ゜ 3 ゜ ゜

デ 破片点数 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ I l ゜ 2 ゜ ゜ 1 3 I I 

第 7 表 住居共伴•堆積土一括資料における土師器甕胴部外面の最終調整の集計



計 し て み た （第 7 表） 。 表 に 明 ら かな よ う に 、 各資料での坪A · B類の麓比 に は大 き な差があ り 、 こ の

差 を よ り ど こ ろ と す る と以下の 3 グルー プに編成でき る 。 甕胴部の最終調整では坪ほ ど顕著な偏 り は

認め ら れないが、 ヘ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ と ハ ケ メ の量比は坪の組成比 と 呼応 して変化す る 傾向 に あ る 。 っ

ま り 、 坪A · B類の量比の変化は在地の土師器 と関東系土師器の 占 め る 割合の変化を反映 し て い る 可

能性があ り 、 7 世紀後葉か ら 8 世紀初頭頃 と い う 短い期間の中で異なる二地域の技術で製作さ れた土

器が混在す る こ と を顕著に示 し て い る 。

第 1 グル ー プ ： 坪B類を主体 と し、 A類を少麓含 む も の。

…Sill ・ 14b 住居跡床面等出土遺物

第 2 グルー プ ： 坪A · B類がほぽ対等（量比が 1 : 1 に近い） に共伴 し て い る も の。

· · ·SI04 · 36 住居跡床面等出土遺物、 S114b · 15 住居跡堆積土一 括遺物

第 3 グル ー プ ： 坪A類を主体 と し 、 B類を少量含 む も の。

…SI16 · 80 住居跡堆積土一括遺物

な お、 第 3 グルー プにつ い て は堆積土一括遺物のみから構成 さ れ て い る 。 堆積土一括遺物は埋没途

中の住居内に一度 も し く は数度に廃棄された土器の ま と ま り で、 使用時の組成を反映 し て い な い可能

性があ る 。 し か し 、 廃棄さ れた土師器に坪A類が含 ま れ、 坪B類が殆ど含ま れない理由 を意図的 も し

く は偶発的な も の と し て 理解す る の は難 し く 、 元々坪B類が含 ま れて い な かっ た と 考 え る のが妥当 と

思われる。 土器点数がやや少な い も のの同 じ組成を示す住居共伴資料が S119 · 44 • 53 住居跡に認め ら

れ る こ と も 含 め、 こ の グ ルー プを設定 し た 。

グルー プ間の相違は一定期間内での更に細か い時間差や居住者の出身地の違 い、 土器供給源の違い

な ど か ら 生 じた可能性があ り 、 こ れ ら の要素が複合さ れた結果 と も 考 え ら れ る 。 そ の起因を土器の検

討のみから特定す る こ と は難 し い。 但し第 1 グルー プの S114b 床面等出土遺物 と 第 2 グル ー プに含ま

れ る S114b 堆積土一括遺物 に は 、 同一住居の共伴資料と堆積土一 括資料の関係であ る も のの、 両者の

間に少な く と も 厚 さ 5 ........ zocm の 自然流入土 1 層が挟ま れ て お り 、 時間差が存在 す る 。 よ っ て 、 こ の 2

グルー プ間に前後関係が成立する可能性がある 。

（註 1 ) 一 里塚遺跡 3 次潤査 Sill 住居跡で、 高坪とされている坪部破片（第18図 9 ) と も器形 ・ 器面調整の特徴は類似する。
（註 2 ) 善光寺窯跡の須恵器は木本元治氏(1989) に よ っ て再検討されて お り 、 本遺跡の A i b · A II b 類の類例を含む11B群は

田辺編年陶邑m期のTK46、 奈文研編年飛鳥lIIに対比され、 650年代-660年代前半頃の実年代が与え られている。 いずれ
に して も 7 世紀中葉を遡る ものではない。

② 遺構について

今回検出 さ れた遺構に は 、 竪穴住居跡、 掘立柱建物跡、 柱穴列、 材木塀跡、 溝跡、 河川跡、 土壊、

小溝状遺構群な どがあ る 。 主 な遺構は住居跡45軒 と こ れ ら を区画する 材木塀跡 2 条 (SA34a · b) ・ 大溝

跡 1 条 (SD33)で、 い ずれも 出土遺物の年代観か ら 7 世紀後葉か ら 8 世紀初頭頃の も ので あ る 。

ま た 、 土壊は遺物が殆 ど出土 し て い な い も のの、 SK18 土墳を除き 、 基本層序⑨・⑩層 よ り 上層を起

源 と す る堆積土を含 ま ず、 住居跡よ り 古い も の は SK28 土壊のみで、 こ れ以外に つ い て は住居群 と ほ ぼ
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同時期の枠内で理解で き る 。SK18 土塙は灰白色火山灰降灰以前 の も ので、 出土遺物に須恵器坪 B II類

が含 ま れる 点か ら 8 世紀後葉か ら 9 世紀前葉頃の年代を考え て お き た い。SD32 溝跡は SD33 溝跡 よ り

は 新 し い が、 遺物が少 な い た め時期を特定 で き な い。 建物跡 ・ 柱穴列 も 遺物は認め ら れ な いが、 住居

跡 と 重複する場合は こ れ よ り も すべて新 し く 、 掘方埋土に基本層序⑥～⑧陪起源の黄褐色土プロ ッ ク

を含む も のが多い。 よ っ て 、 住居群よ り も 新 し い時期の遺構 と 考え ら れる 。 な お、 SB22 建物跡 に つ い

て は柱穴埋土に⑥～⑧層起源の黄褐色土プロ ッ ク が含 ま れず、 住居群 と 同時期に機能 して いた可能性

も あ る 。 小溝状遺構群は奈良 • 平安時代 も し く は そ れ以降の畑跡である 。 SD50 河川跡は⑨ ・ ⑩層上面

で確認 し て い る が、 こ の部分では⑥～⑧層が乱れて お り 、 実際の河川 の落ちは更に上層 に 求 め ら れ る 。

出土遺物は住居群 と 同時期の も ので あ る が、 集落廃絶後 に で き た 小河川 と 考 え ら れ る 。

本節では住居跡 と そ の区画施設を中心に特徴を ま と め 、 同様の遺構が検 出 さ れ て い る 3 次調査 C 区

を含め て遺構の性格 を 考 え て み た い。

( a )  47次調査で検 出 さ れた竪穴住居の特徴

47次調査では45軒の住居跡が検出 さ れて お り 、 そ の概要は第 8 表に示す と お り であ る 。 以下、 そ の

特徴について項目立て て ま と め る 。
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【立地】
一里塚遺跡は吉田川左岸に形成 さ れた河岸段丘の最低位段丘面に位置 し て お り 、 中 で も 47次調査区

は そ の南端に あ た る 。 米軍が昭和23年に撮影した空中写真（写真図版1-1) を み る と 、 現在の吉田川流路

の北側に は段丘面 よ り も 更に一段低 く な る 氾濫原が認め ら れ、 本調査区 は こ の部分に含 ま れ て い る。

調査区の南西隅では灰白色火山灰降灰以降の河道が一部確認 さ れて お り 、 確認調査の成果か ら更に西

側 は そ の河道に よ っ て遺構が失われ、 調査区東側は湿地状で遺構は検出 さ れて い な い。 竪穴住居群が

展 開 し た 当 時 も 周辺の流路は大 き く かけ離れた ものではなかっ た と 考 え ら れ、 河川の影密を受けやす

い立地であ っ た こ と が窺われる。 実際、 遺構確認面の直上に あ た る 基本層序⑥～⑧層は河川の氾濫に

よ っ て一度に堆積し た可能性が強 く 、 上部に あ る 灰 白色火山灰 と の関係か ら そ の堆積は比較的遺構期

に近い時期 と 考 え ら れ る 。

【重複】

住居は調査面積約2,230m2の中で45軒検出 さ れて お り 、 非常に密度が濃い。 当然、 重複関係 に あ る も

のが多 く 最大で 5 軒 (S127 → S106 → S125 → S105 → S104) の重複関係が認め ら れ、 同時存在が難 し い

住居 も 含めればそれ以上の変遷が予想 さ れ る。

【平面形 ・ 規模 ・ 方向】

平面形態は全て方形を基調 と し て お り 、 明確に形態が把握で き る も の は S145 (長方形） を除いて正方

形であ る 。 規模に つ い て は第89図 に住居平面積（註 1 ) の分布 を 示 し て み た が、 7 . 3----45. 6m氾 幅があ り 、

面積の分布に大 き な ま と ま り は見出せない。 15m2未満の小型、 15----30m2の中型、 30m2以上の大型に分

け る と 、 小•中型の も のが多 く 、 7 . 3�9 . 6m2の小型の住居が目立つ。 40m2 を越え る の は SI36 (45.6mり

のみであ る 。 方向は南北軸を主軸 と し て第90固 に 表 し た。 北か ら東西に大 き く 振れ る も のが主体で、

真北方向を中心 と した主軸を も つ も のは少ない。 西側に振れ る も の が圧倒的に多い。

【堆積土】

堆積土を み る と 、 床面直上に砂 ・ 粘土ブロ ッ ク 混 じ り 層の認め ら れ る 住居が20軒 あ る 。 こ の層は住

居床面を覆 う かた ち でほぼ全体に分布 し て お り 、 壁際がやや厚 く な る 。 層 の上 ・ 下 も し く は層中 に は

植物の繊維質が自然炭化 し た と 考 え ら れ る 薄い炭化物層が特徴的に 含 ま れ る (14軒） 。 炭化物層 も 住居

住居軒数 住居軒数

5
 

二 第47次調査区

□ 第 3 次調在C 区
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第89図 竪穴住居跡の面積 第90図 竪穴住居跡の方向
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全体に広がっ て 、 壁際では床面か ら 浮 き 上が る よ う な堆積状況 を 示 し て い る 。 こ の床面直上堆積層に

つ い て は住居屋根に用 い ら れた 葺 き 土や周堤の一部、 炭化物層 に つ い て は草葺 き 部分の痕跡の可能性

が考え ら れ る が、 いずれ も 洪水に よ る 住居埋没を示す堆積層の可能性 も 残 さ れ る 。 ま た 、 廃絶時 も し

く は そ れ以後に埋め戻 さ れて い る 住居 も 13軒認め ら れ、 住居が多数重複す る 部分では古い住居が埋め

戻 さ れ る場合が多い。

【床 • 主柱穴】

床 は墓本的に掘方埋土の整地 に よ り 構築 さ れて お り 、 中央部 を 中心に貼床 さ れ る 場合が多い。 SI03·

06 · 11 ・ 12 • (19) • (44) • 45 • 53 では貼床が 2 枚以上認め ら れ、 床面の補修 ・ 改築が行わ れ て い た と

考 え ら れ る 。 主柱穴は全体が調査区内に掛か る 住居では 4 個検出 さ れて お り 、 平面形の対角線上やや

隅寄 り に位置 し て い る 。 柱痕跡は直径15-----20cm の円形を呈する も のが11軒、 15-----20cm x 10cm の隅丸

長方形の も のが17軒で、 後者を主体 と す る 。 後者の中には材自体が残存す る も の (SI08 · 14a ・ 14b •36)

も認め ら れ、 主柱が割材であ っ た こ と がわ か る 。 割材を主柱 と す る場合、 長辺を東西軸に揃え る も の

がやや多い（註 2 ) 。 柱下には礎板 (SI03 · 23 · 45) も し く は樹皮 (SI08 · 36)が敷かれて い た例 も あ り 、 柱

の沈下防止を 目 的 と し て い た と 考 え ら れ る 。 なお 、 面積が15m2未満の小型の住居は基本的に主柱 を も

た な い （ 註 3 ) 。

【周溝 • 壁材 ・ 壁柱穴】

周溝は殆どの住居で検出 さ れて お り 、 多 く は カ マ ド部分を除いて壁の直下を巡る 。 周溝内の壁側に

沿っ て幅 5 ....__.10cm の壁材の痕跡が確認さ れ る場合が多 く 、 周溝は主に壁材の据え方であ っ た と 考 え

ら れ る 。 壁材の状況は把握 しかね る が、 SI80 では痕跡が長さ 15,-....,30cm の単位で連続 して並んでお り 、

割材を密に立て並べた も ので あ っ た可能性があ る 。 壁柱穴 も し く は その可能性があ る ビ ッ ト は SI12·

16 • 53 で検出 さ れた の み で あ る 。

【 カ マ ド 】

残存す る カ マ ド につ いて詳細な特徴を第 9 表 に ま と めた 。

カ マ ド が付設 さ れ る の は住居の北 ・ 東辺に 限 ら れ、 主 に北辺中央付近に構築 さ れ て い る 。 改築が認

め ら れる場合 も あ り 、北辺→東辺に付け替 え ら れ る も の (S103·11·36·51)が多いが、 東辺→北辺(S144) 、

北辺→北辺(S116·19) 、 東辺→東辺 (S106) の付け替え も あ る 。 なお 、 カ マ ドが付設されな い住居 (S137)

も存在す る 。

カ マ ドの構造を み る と 、 住居壁に取 り 付 く か た ち で内側に付設さ れ る も のが殆どで、 壁を掘 り 込ん

で燃焼部奥壁 と し て い る の は S102•48 のみであ る （註 4 ) 。 燃焼部側壁は主に粘土質の土を積み上げて描

築 さ れ て お り 、 黄褐色粘土を主体と す る も のが約30%あ る 。 焚 き 口部分に構築材や補強材が 1 対据 え

ら れ て い る も の も 認め ら れ る 。 側壁の平面形に は両袖が平行す る も の ( I 類） と 「ハ」字状に開 く も の ( II

類）があ り 、 前者が約70% を 占 め て い る 。 燃焼部に支脚が残存する場合は 、 全て中央部に 1 個である 。



住ヽ号 ”平編杉 属 纂 土 焚さ口嶋藁材（慎心り） 圏iM(cm) ��IJ蝙(cm)瞑魏行さ(cm) 顧痛状（龍） !ll(lcm>員r;�.... 支 舅 Hat覺靖蹟(on) ． 
Sl位 I(慰む釦n) 灰褐包社胃シルト 37.5 U?O) (43.0) 不なPl玖I) 36 0X36.0 節i
S103 I 貫褐色U土 副灰函— 左·ii 迅.0 60. 0 お. S 不璽なPl朕1) ぷ.0X36. 0 鼠灰岩賢這 （有）
S阻 惰l'I玖u 箕. 0X30.0
S106 I (酎 責褐色店土 畠灰岩畑— 左•右 59 0 泣.5 M.& 不I) 36.SX32.0 鯨岩員頭 科SJ
SIOi ＂ 鴫オリープ灰色紅員シルト 4o 5 (>1.0) (135) 不蔓なl'I玖I) ll. OXll.0 須輝 ＂おlS1119 a 灰色土伯ブロ7ク含む） （ビッ トー左•わ 46 5 {:,5.0) (63.5) 不置な円細 鵡.OXl'.1.0 曇？仕画） (li) 
S110 I 爾灰貫色土傷プo,?�11) は昌塁一左・右） 19.S （沿.0) 不蔓妖I) （お， oxお.0) （有）
SIii ＂厨） 賣褐色砧土 孤. 0 :19.5 糾0 晨狂万玖り れ5X21,0('fi) 匹墨 (Ii) 
Sil! (II) 目灰負色土（妙•侶土taック含II) 不杉?(I) (ll) 
S113 I ＂ープ褐色土（妙•砧土プロック含IJ) （埠喜見ー む） (38.;) (69.0) 不蔓な隕効 22. 5X26,0仕面） 量
Slllb I 賃名色＆土 は縁塁l·l'lll.ii土紐ーも．） li.O （迅.SJ (77.S) 不璽な1'1駁ii 孤oxお.5 土襲支鼻 黒
Sl23 II 舷紐土fl;,kf 糾a寧一右
SIIS I(青） 負属認土 39. 0 園.I) (12S) 不玖I) 2S.SX21. 0 
S119 I債） 仄負!11色土（白色佑土プ0ッ9含じ） 泊. S (51.0) 15.0 不璽玖I)
S蜘 l{,i) 貨島鰈士 19.0 {21.5) (511.;) !fl1 
Sll5 ｛責褐色侶土） 不覧な円玖I) 21.SX'.!6.0 殿l'l製這 (fj) 

糾t螂—ど 不璽な円妖I) 勾，0Xl8. 0 侑）
Sil? II 郎色シルト M灰む切石一 左•（ピッ ト ー右 19.0 (:>1.0) ».O 不覧玖11 23,0X24.0 畠 甜勘g馴濯坪,?
SI』3 I 黒褐色シルト 泊.5 (48. 0) <SI.SI 不JI 3S. Ox27. 0  su; I 賃褐紐土仔地に絋色シいI 柏.; (1'10) !o!. OI 惰月駁JI 筏.OX18.5 罰5}
SIil I 戻色シルト Sl.0 (51.0) 52.S 不朕Jl 211.0XJl.0 罰3
5118 I (貝雙紐l 愚褐色切い U灰が切石ー左•も SI. O ;1. 0 (53.0) 不覧な円即 19.oXli.0は酌 員灰岩II!支＂
Sill ll[li) 爵灰貢色B土賢がり くビバ�—ど•わ 48.0 (5115) (611 0) 不覧な円飲I) 30,5Xる.0 墨 天井島の月息肩畜土有り？
SI立 Ill) 醐負色切い� !ヽ,O 118.5) (<IJ.O) 帽円Ii(!) 32.0xi?.o 篇 天井罵の自酎肩蔦土有り
S出 I 灰褐色店土＂シル ト 紀岩畑— む 53. 0  応，S) 1'9.0 不璽なI'll/Ill) !9. 0X22.0 依傭
S図 I 岨灰貴色シルト （ビ介→左）・埠暑甕一 右 6ヽ.S tll.O) (5;.0) 積な円舷3 白色＆土員？ 黒 天認のg霞肖蔦土行り ？

第 9 表 住居カマ ド属性表

カ マ ド本体の天井部が残存す る 例 は な く 、 内部の堆積土 を み る と 、 底面 （火床部） は焼けて赤変し 、 そ

の直上に は機能時の堆積 と 考 え ら れ る 焼土 ・ 灰 • 炭化物層が残る も のが多い。 更に上部には天井部崩

壊土 と み ら れ る 粘土質土のプロ ッ ク が堆積 し て い る も のの、 下面が焼 けて赤変す る プロ ッ ク が面的な

広が り で確認さ れ た の は S142 • 5 1 · 52 · 80 のみで、 他は焼土プロ ッ ク や炭化物 と 混入す る 状況を示す。

ま た 、 こ の層 自体が薄い も のや燃焼部外へ大 き く 広がっ て 分布す る も の も比較的多 く 、 天井部が意図

的 に 壊 さ れ て い た こ と が窺われる 。 なお 、 S142 · 51 · 80 のカ マ ド につ い て も 焚 き 口部構築材 ま た は袖

心材が一 部取 り 払われてお り 、 廃絶時に壊 さ れ て いた可能性が残る 。 こ の よ う な住居廃絶時の カ マ ド

に対す る人為的な破壊の 目 的 に つ い て は 、 構築材の再利用や据え付けて いた甕の取 り 外 し な どが考え

ら れ る 。 煙道の長さ は 0 . 7,...., l . 5m で、 1 . 0,....,I.2m の間 に ま と ま る傾向があ り 、 改築 さ れ る 際は古い煙

道は埋め戻 さ れ て い る 。

【貯蔵穴状 ピ ッ ト 】

貯蔵穴状 ピ ッ ト に つ いて詳細な特徴を第10表に 示 し た 。

貯蔵穴状 ピ ッ ト は 18軒で検出 さ れて お り 、 位置は カ マ ド両脇 も し く は住居隅 に 限 ら れ る 。 カ マ ド と

の位置関係が判明 し て い る も ので は カ マ ド右脇に設け ら れ る 例が13軒と圧倒的 に 多 い （註 5 ) 。 ま た全体

が調査区内に掛かる住居16軒の中で、 貯蔵穴状 ピ ッ ト を も た な い も の は 6 軒 (SI02 · 13 · 36 · 37 · 47 ·

52) あ り 、 比較的 多 い こ と が分かる 。 6 軒の属性をみる と 住居規模は大型 l 軒 • 中型 2 軒 • 小型 3 軒、

カ マ ド も認め ら れな いの は 1 軒で、 貯蔵穴状 ピ ッ ト の有無 と 住居規模の相関関係や カ マ ド と の強 い

セ ッ ト 関係は窺われない。 貯蔵穴状ピ ッ ト が 2 個以上認め ら れ る 住居 も 7 軒 (SI03 · 08 · 10 · 11 · 44 ·

80 は 2 個で、 S104 は 5 個） あ り 、 基本的に住居廃絶時の段階で機能 し て い た も の以外はそれ以前に埋

め 戻 さ れ て い た と 考 え ら れ る 。 こ の 内 S111·44 で は カ マ ド の改築に伴っ て そ の位置が移動 し て い る 可
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雌蓄9 ＂蓄号 平杉 刊瀬覆頃鎗か匹 斯酋杉 汲さ(an) 亀債土 出土輝 量 考
SICll Kl 属杉 乃X11) ru序状 ぉ 2(2層ll炭化物冒）
SI03 K2 不皇杉 70X!O 員いた「V序状 40 l(A糾＇覆土）
SIOl Kl 属万形 60XSI) llltt 15 I 
S!Ol K2 属万務 J3Xお ru序状 33 U人為亀覆土） 員中から土蘭塁ミニチ,7土暑1点
5104 Kl 不 乃x� ru序状 23 I(人a燈lli)
S104 Kヽ 累影 &?Xiii) ru序状 l1 ＂人llllll±l
SlOl KS 属丸長方影 81X位 逆台杉状 ” l(A1"1li) 
SJ !!; Kl 累方影 70X40 ru麻 lS I 
Slf1/ Kl 胃丸正方形 3SX3S 紐状 10 I iJiiから土篇置杯坦
SI偽 Kl JII杉 ii佳70 逆台杉状 JS I 
SI偲 Kl 惰l'l.ti !IIOX70 ru序状 ll 3(鼠頃U人為亀記）
SI的 Kl 償丸長万 10X50 llltt 10 l 
Sl!O Kl 1111丸R万杉 10X45 ru序状 ⑳ ? 
Sil& Kt llll'l杉 80X 5ヽ 逆台紐 IS l匹訟
Sill Kl ＂丸員万影 10X50 開いたrv拌状 お ？ 
Sill K1 ＂丸長方杉 ssx 0ヽ 逆台杉状 ” I(人か鬼艮出
幽 Kl 不 (10X61)) ru」 筏 （泊） I 
Sil bヽ Kl 阻¢ 直1!60 遵台形状 お ? ＊量（艮さ泣:mXIIIOCmXIJさ�の扱m枚置裏え方（灼:mxお口,I)長1i彩·llさ4cm)
SJ23 Kl 惰阻多 9QXら IUJ窃 ” ！ 
Sl!S Kl 粒杉 糾X60 遵台玖 お 2 
SIヽ l Kl 楕円杉 !"l)Xお ru」 祗 ” l 
Slヽ 3 Kl 不蔓杉 JOl)X80 ＂序状 20 I 
SW Kl 属凡員万影 95X7& [UJ 判 lS ? ＂中から埠醤甕I点・不臀土＂品I丘
SIU K2 鼠丸艮方杉 15X6S ru」 祁 IS 2(.1:11は人3坦損出
SIヽ 5 Kl 累m彫 rox10 開い,,rv序只 20 l *I(長さ85cmX舶5<:mXIJさなml/J仮IISll().il舅え方（一 辺炊ml/J正万務汲さ cヽm)
S151 Kl 属た長万形 岱X品 逆台靱 ” l 木董（長さ61)::mX値泊:mxJさ2cmの仮り投る）
S180 Kl 贋氾訊¢ 約Xお 逆台形状 IS l 木置（艮さ10c:mx籟lllanX#さLemのl'i�il)、董鶯え万(�xi:xmの累丸正万秒汲さi-San)
S180 氾 累丸正万影 �x:;o 遵台紐 20 H/..11崖債±l

第10表 住居貯蔵穴状ピッ ト属性表

能性がある 。平面形 は隅丸正方形•長方形を呈す る も のが約64% と 主体で、 断面形は「U」字状が約46%、

逆台形状が約32% を 占 め る 。 第94図 を み る と 上場の長軸は60�7Scm、 短軸は50---..,7ocm に ま と ま る傾

向があ り 、 深 さ は20---..,30cm の も のが多い。 長軸の方向 は カ マ ド と併存する場合、 カ マ ドが付設 さ れ る

辺に平行す る 事例が殆 ど で あ る 。 貯蔵穴状 ピ ッ ト の上部に木製の蓋 と そ の据 え 方 と な る 浅い段が巡る

も の (S114b · 45 · 51 · 80) も認め ら れ る 。 内部か ら 遺物が出土 し た の は 3 例 (S104 · 07 · 44 の各 Kl) で、

底面か ら の 出土例は SI07 のみであ る 。

通観す る と貯蔵穴状 ピ ッ ト は主 に カ マ ド右脇に位阪し 、 そ の平面形や規模に も あ る 程度の斉一性が

窺われる 。 一 般的 に カ マ ド 導入以降の貯蔵穴状 ピ ッ ト に つ い て は、 カ マ ド の用途に関連する貯蔵施設

であ る と い う 推定の下に 、 カ マ ド脇に設け ら れる と 考 え ら れ て い る 。 古墳時代後期 に は カ マ ド右脇に

位置する 例が顕著 と な る こ と は 、 関東地方では地域単位の集成 ・ 検討（小林 ： 1997、 高橋 ： 1999な ど ）

か ら 指摘さ れてお り 、 平面形 ・ 規模が定型化す る 傾向 に あ る こ と も 触れ ら れ て い る 。 こ の よ う な現象

は本遺跡を含めた宮城県内の遺跡を概観 し て も看取 さ れ る も の で、 具体的な資料の集成を経て言及す

べ き であ る が、 ー地域を越えた よ り 広範囲の共通性の可能性があ る 。

( b ) 竪穴住居のカマ ド構築方法 と 蓋 ・ 蓋据え方をも つ貯蔵穴状 ピ ッ ト について

こ こ では 、 項 目別 ま と めた竪穴住居の特徴の 中 か ら カ マ ド 焚 き 口部の構築方法の違 い と 蓋 ・ 蓋の据

え方を も つ貯蔵穴状 ピ ッ ト に注目 し て考察を加える 。

【カマ ド焚き 口部の構築方法の相違について】

カ マ ド 焚 き 口部の構築方法に注 目 す る と 、 カ マ ド両袖の焚 き 口部に構築 · 補強材を据 え る構造の も



奥行さ(cm) 奥行き(cm)

. '  .. .  . .  
況 I . ヽ

I ． • 
SOj-

• 補強材なし
• 構築材に凝灰心切石
• 袖心材に土師器甕など
・ 焚き 口部に ビ ッ ト

• 浦強材なし
• 構築材に凝灰岩切石
• 袖心材に土師器甕など
・ 焚き口部に ビ ッ ト

50 中心幅(cm)

、．
 
．

 
｀

 
. '  ．｀ 

＜ ・ ヽ 溝築材に凝灰岩切石
• 袖心材1こ土師器甕など
・ 焚 さ口部に ピ ッ ト

• 補強材なし

so 焚き 口幅(cm)

第91図 カ マ ド燃焼部の奥行き•中心幅相関分布図 第92図 カマ ド燃焼部の奥行き ・焚き口幅相関分布図
奥行さ(cm) 短軸(cm)

sol 100 

50 

50 蝠(cm)

第93図 カマ ド焼け面の奥行き ・ 幅相関分布図
50 100 長軸(cm)

第94図 貯蔵穴状ピッ トの短軸•長軸相関分布図

のが認め ら れ る 。 更に 、 そ の構築方法は土師器甕(S110 · 13 · 80) 、 土師器甕と 円筒形土製品(S114b) 、

凝灰岩の切石(S103 · 06 · 23 · 38 · 42 · 48 · 54) を利用す る 3 種類に分 け ら れ、 いずれかを据え た と み

ら れる ピ ッ ト が残 る 住居 (S!09 · 51) も あ る 。 な お 、 焚 き 口上部の部材が使用時の ま ま 残存す る も の は

な か っ た。

焚 き 口構築法の相違がカ マ ド 本体構造の違いに起因す る 可能性 に つ い て 、 燃焼部の形態 ・ 規模の比

較か ら 検討 し て み た。 第 9 表か ら 分かる よ う に 、 焚 き 口部の構築方法 と カ マ ド平面形に関連性は認め

ら れ な い。 ま た 、 燃焼部の中心幅 と 奥行 き ・ 焚 き 口幅 と 奥行 き 、 焼け面の幅 と奥行き の関係 を 表 し た

第91"-93図 をみて も 両者の相関関係を示す要素は見出せない。 逆に、 全体的な傾向 と し て カ マ ド燃焼

部の平面形は奥壁に向かっ て直線的で、 やや縦長 と な り 、 焼け面は同心円状に広が る こ と が読み と れ

る 。 現状で焚 き 口が絞 ら れて い る も の も 看取で き な い。 燃焼部中心幅は45"-55cm、 焚 き 口幅は47---55

cm、 奥行き は50---65cm に収 ま る も のが多 く 、 焼け面の規模に は やや ば ら つ き があ る 。 以上、 47次調

査の住居カ マ ド をみ る 限 り 、 焚 き 口構築法が異な っ て い て も 本体構造 9 規模に大 き な違いは認め ら れ

ない。 そ こ で、 焚 き 口部の構築方法の相違が何に起因 し て い る か個別に 考 え て み る 。

〈土師器甕を用いる構築方法〉

土師器甕を利用す る構築方法では 、 甕は基本的に袖の内部に埋め込 ま れて お り 、 袖の心材 と し て 用

い ら れていた こ と が分かる 。 こ の よ う な利用法は宮城県内の住居 カ マ ド に お いて比較的多 く 認め ら れ

る も ので、 カ マ ド袖の焚き 口部を補強 す る 際 の一般的な工法 と 考 え ら れ る 。
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〈円筒形土製品を用いる構築方法〉 （第95図）

円筒形土製品は SI14b 住居跡の カ マ ド燃焼部右袖と 燃焼部崩壊土中か ら 各 l 点出土 し て い る 。 いず

れ も 完形ではないが、 円筒状の胴部 を も ち 、 作 り が粗 く 、 内面に輪栢み痕を残す。 外面に は ナ デ ・ ヘ

ラ ケ ズ リ 、 内 面 に は ナ デが施さ れて い る が、 器面調整 も 雑 で あ る 。 な お 、 第41図11の外面 は 火 ハ ネ に

よ る器面の剥落が著 し い。 検出状況か ら みて第41図10 は カ マ ド袖の心材、 第41図11 は カ マ ド 焚 き 口 の

天井部 も し く は袖の構築材 と し て 用 い ら れ て い た と 考 え ら れ、 袖心材 に は土師器甕 も 併用 さ れて い る 。

こ の よ う な特徴を も つ円筒形土製品は山梨 • 長野県を中心 と す る 甲信地域に出土例が多 く 、 両県の

様相に つ い て は西山克己氏が詳細に ま と め て い る (1995 • 1996)。 こ の論考に よ る と 、 円筒形土製品は

6 世紀末か ら 7 世紀全般にわた っ て多 用 さ れ、 山梨県では東八代郡域、 長野県では千曲川中流域を中

心に松本平付近に分布域の ま と ま り が看取さ れ る。 ま た、 使用 に 関 し て は全てに共通 し て カ マ ドの構

築材と し て 作 ら れ、 カ マ ド の天井部材 ・ 袖心材 ・ 煙道に用 い ら れた可能性が指摘 さ れ て い る。 ま た、

北陸 • 関東地方 に も 類例がみ ら れ、 関東地方では栃木 ・ 群馬県な ど北関東での出土事例が多 く 、 栃木

県内の も の に つ い て は 山口耕一氏 (1998)が集成 し て い る 。 そ れに よ る と 、 6 世紀後半か ら 8 世紀初頭

の遺構か ら 出 土 し て お り 、 出土地点は県中部周辺 に ま と ま る傾向があ る 。 用途に つ い て は山梨 • 長野

県同様カ マ ド構築材の可能性があ り 、 当時の同地域（下野国）では非主体的なハ ケ メ 調整を施す土師器

甕 と 共伴する事例が多 い こ と も 指摘 さ れ て い る 。

東北地方での類例 を み る と 、 宮城県内では管見の限 り 仙台市南小泉遺跡第22次調査区 S03 溝跡 3 層

（斎野 ： 1994) か ら 出土 し た 2 点のみであ る （註 6 )。 外面の調整 に ヘ ラ ミ ガ キ が施 さ れ て い る 点で本遺跡

の も の と は異 な る が、 受熱に よ る 器面の剥落が認め ら れる こ と か ら本来は住居の カ マ ドで使用 さ れて

いた可能性があ り 、 用途は共通す る も の と 思われる 。 なお 、 SD3 溝跡は郡山遺跡 I 期官術 と 関連 し た

集落を区画する大溝で、 関東地方に 出 自 を も つ土器が多数出土 し て い る 。 他県では福島県郡山市東丸

山遺跡（鈴木 ： 1987) · 福島市岩崎町遺跡（児玉他 ： 1992) ・ 保原町桐ノ 木遺跡（土沼 ： 1992) 、 秋田県能代

市十二林遺跡 （高橋 ： 1989) 、 青森県八戸市根城跡（宇部他 ： 1983) な どに類例がみ ら れ、 住居の カ マ ド も

し く は そ の周辺からの出土で、 カ マ ド構築材であ っ た可能性が強い。 いずれに し て も 東北地方では出

土例が少ない。 山 梨 • 長野県の甲信地域を中心に栃木 ・ 群馬県な ど北関東ま で出土頻度が多 く 、 こ の

地域に 出 自 が求 め ら れ る遺物である 。 よ っ て 、 こ れ を カ マ ド部材 ・ 補強材 と し て 用 い る 構築方法につ

S114b出土の円筒形土製品

カ マ ド燃焼部崩壊土中

� 
カ マ ド燃焼部右ソデ中
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I . .  1-----=:J一
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い て も 同地域と強い繋が り があ る と 考 え ら れ る 。

〈凝灰岩切石を用いる構築方法〉 （第95図）

凝灰岩の切石をみ る と 、 燃焼部内側 に あ た る面が焼けて赤変 も し く は剥落 し て お り 、 強 く 火を受け

て い た こ と が窺われる。 ま た据 え ら れた状態を観察す る と 、 側壁 と して積み上 げ ら れた粘土質の土は

立て並べた 1 対の切石の外面 ・ 後面 に張 り 付 く か た ち で残存 し て お り 、 凝灰岩が カ マ ド袖の心材や焚

き 口部手前の押 さ え で は な く 、 焚 き 口部自体を構成する部材であ っ た こ と がわ か る。 SA34b 材木塀跡

の柱切 り 取 り 溝か ら は長 さ 43.0cm 以上 X 幅14 .0cmx 厚 さ 10 . 5cm で、 一面が火 を受け煤けた凝灰岩

切石 l 点が出土 し て い る 。 こ れは住居 カ マ ド の 焚 き 口部構築材が廃棄 さ れた も の と み ら れ、 そ の 大 き

さ か ら袖材で は な く 天井部材 と 考 え ら れ る 。 失われて い る も の の上部 に も 切石を渡 し て 焚 き 口部が

「n」字状 に 組 ま れていた可能性 も あ る 。 焚 き 口の規模を切石の残存状態が良好な SI03 · 06 か ら推定す

る と 、 内法で幅約60cm · 高 さ 30-----3Scm 程度であ る 。 ま た、 凝灰岩 を 焚 き 口部部材 と す る カ マ ドで支

脚が残存する場合は全て凝灰岩を加工 し た も の (SI03 · 06 · 48) であ り 、 そ の セ ッ ト 関係 も 窺わ れ る。

そ こ で凝灰岩切石 を 焚 き 口部部材 と して利用 し た カ マ ド構築例 を 当た る と 、 石材が入手 し易い地域

が多い に も 拘わ ら ず宮城県内に は あ ま り 認め ら れな い も ので、 仙台市郡山遺跡 S11267(斎野 ： 1990) 、

志波姫町御駒堂遺跡第14 · 20号住居跡（小井川他 ： 1982) な ど に み ら れる程度であ る （註 7 ) 。

他地域 に類例を求め る と 、 茨城県東海村石神外宿 B遺跡（渡辺 ： 1983) · 那珂町森戸遺跡（西野他 ：

1990) ・ ひ た ち なか市三反田下高井遺跡（田所他 ： 1998) 、 福島県東村佐平林遺跡 （目黒他 ： 1978• 大越他 ：

1980) · 石川町薬師堂遺跡（大越他 ： 1983) ・ 天栄村山崎遺跡（菅原他 ： 1992) な ど茨城県中央部の沿岸地

域や福島県中通 り 中 ・ 南部地域で多 く 確認 さ れ て い る （ 註 8 )。 石材に恵 ま れた 古墳時代後期の北関東で

は凝灰岩 に 限 ら ず、 切石や自然礫を焚き 口部部材や支脚 と す る カ マ ド構築法が多用 さ れる こ と が指摘

さ れて お り （谷 ： 1995) 、 山梨•長野両県では主体的な構築法 と さ れて い る （加藤他 ： 1999)。 逆に 、 南関

東では石を利用する構築例が客体的であ る こ と も 示唆 さ れて い る （青木 ： 1999、 大上他 ： 1999) 。

以上のよ う に カ マ ド の構築方法で、 焚 き 口部部材 と し て凝灰岩切石を 用 い る 例は同時期の宮城県内

に は殆 ど み ら れ な い特殊 な も ので、 北関東や福島県中 • 南部に類例が多 く 、 こ の地域 と 系統的な繋が

り を も つ可能性がある 。 本遺跡を含め郡山遺跡や御駒堂遺跡で関東系土師器が出土 し て い る 点 も興味

深い。

【蓋とその据え方をも つ貯蔵穴状 ピ ッ ト について】 （第96図）

本項では貯蔵穴状 ピ ッ ト の上部に木製の蓋 と そ の据え方が残 る も の (S114b ·45 ·5 1 • 80) に着目 した 。

蓋 に は幅40cm 以上 ・ 厚 さ 3 cm 程の板材 2枚 を 用 い る 例 (S114b) と 幅10------15cm ・ 厚 さ 1 ------ 2 cm の板

材を数枚並べる例 (S145 は 5 枚、 S180 は 5 枚以上） が あ る が（註 9 ) 、 残存状況では こ れ ら の板材が繋がれ

て い た か ど う かは分か ら ず、 把手 も 認 め ら れな い。 ま た 、 蓋の据え方は S151 以外で検出 さ れ て お り 、

貯蔵穴状 ビ ッ ト 本体部分の周囲が床面 か ら一段掘 り 下げ ら れて 、 幅 5 ------15cm、 深 さ 4 ------ 8 cm の浅い

段状に こ れを取 り 巻 く 構造であ る 。 平面形態は隅丸正方形 も し く は長方形を呈 し て い る 。
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こ の よ う な 蓋 と 蓋の据え 方 を も つ構造の貯蔵穴

状 ピ ッ ト は 、 管見の限り 同時期の宮城県内では検

出 さ れて い な い。 但 し 、 御駒堂遺跡第12号住居跡

の土壌 a は周囲に段状の浅い窪みが巡 っ て お り 、

蓋 の 据 え 方 を も っ て いた可能性 も あ る と 思わ れ

る 。 周辺地域 に も 類例は殆ど認め られないが、 群

馬県吉井町多比良追部野遺跡 （石守 ： 1997)や栃木

県小山市八幡根遺跡（飯塚他 ： 1997) · 野木町清六

m遺跡（上原他 ： 1998 • 1999) • 上三川町磯岡遺跡

（塚原 ： 1999) 、 茨城県つ く ば市熊の山遺跡（新井

Sll4b SI45 
o
t

 
＝ m

 
l
i-

第96図 蓋と その据え方 を も つ貯蔵穴状ピッ ト
他 ： 1997) • 谷和原村前田村遺跡（小林他 ： 1999) な

ど同時期の北関東では類似した構造の貯蔵穴状 ピ ッ ト が多 く 検出 さ れて い る 。 いずれの遺跡でも蓋材

は残存 し な い が、 本体の周囲を隅丸正方形•長方形に巡る段状の窪みが多 く の住居で確認 さ れて お り 、

蓋の据 え 方 と 考 え ら れて い る （註10)。

( C ) 区画施設と 内部の様相

【第47次調査区の状況】

47次調査で検出 さ れた 区画施設 と して は SA34a · b 材木塀跡 と SD33 溝跡が挙げ ら れ る （第97図） 。

SA34a · b と SD33 は N-43° - W の方向で平行し て南北に延び、 心々間隔が約7 . 4m • 7.0m あ る 。 両

者の間では同時期の遺構が検出 さ れて い な い こ と や、 SA34 の改築に伴う と 考 え ら れ る 溝浚いが SD33

で確認 さ れて い る こ と も 含 め、 こ れ ら は一対の区画施設 と 考 え ら れ る。 施設の両側 を み る と 、 西側に

は竪穴住居群が密集 して分布す る が、 東側は湿地状で遺構が検 出 さ れ て い な い。 ま た 、 SA34a・b か ら

は遺物が殆 ど出土 し て い な い も の の、 SD33 の出土土器は竪穴住居

群 と 同様に 7 世紀後葉か ら 8 世紀初頭頃の年代枠で理解で き る も の

であ る 。 よ っ て 、 西側に展開す る 竪穴住居群を内側に材木塀、 外側

S033 
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第97図 第33•47次調査区遺構配置図
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に大溝 を 配 し て 区画 し て い る と 考 え ら れ、 その機能期間は住居群の存続期 と対応す る と 推定 さ れる 。

区画内部はほ ぼ竪穴住居群のみで構成 さ れ る 点に最大の特徴がある 。 検出さ れた住居跡は45軒で、

各住居の機能期間 は出土遺物の年代観か ら 7 世紀後葉か ら 8 世紀初頭頃の間に収 ま る と 考 え ら れ る 。

住居跡には重複す る も のや配置から 同時存在が難 し い も の も 多 く 、 同時存在を捉え て段階を設定する

な ら ば数段階の変遷が予想さ れ る が、 遺物の検討 か ら 時期差を抽出 す る こ と は で き な か っ た 。 し か し 、

共伴資料の土師器坪A · B類の組成比の相違か ら 3 つのグル ー プに分け ら れ る 。 住居機能時 を あ る 程

度反映す る と 考 え ら れ る 床面や床面近 く の土器を中心に 、 土師器坪A · B類の実測 • 口縁部破片点数

の集計値を示 した第11表 を基に す る と 、 帰属グルー プが判明 し て い る の は下記の住居である 。 帰属グ

ルー プを判断する際、 住居に共伴する土師器甕胴部外面の最終調整 （第12表） に つ いて も検討を加えた。

第 1 グルー プ ： SI (03) · 05 · 11 ・ 14b • (54)住居跡

第 2 グルー プ ： SI02 · 04 · (07) ・ (09) • 36 • 45 • 51 住居跡

第 3 グルー プ ： S119 · 44 · 53 住居跡

※ （  ） 付の も の は土師器坪の点数が少な く 、 やや帰属グルー プが不明瞭な も の

こ の グルー プ間で住居の特徴を比較する と 、 そ の配置や規模に偏 り は認め ら れず、 基本的な構造も

共通 し て い る 。 方 向 も 区画施設 と 同様に北か ら 西へ振れる も のが殆どである 。 但 し 、 カ マ ド の構築方

法で焚き 口部部材や支脚に凝灰岩切石を使用 す る 例 と 袖心材な ど に円筒形土製品 を用 い る例 は 第 1 グ

ルー プに限 ら れ、 こ の グ ルー プ と の強い繋が り が窺われる 。 貯蔵穴状 ピ ッ ト に蓋 と そ の据え方がつ く

も の は第 1 · 2 グルー プに認め ら れ る が、 第 3 グルー プでは検出 さ れて い な い。 なお 、 SI14b では円筒
住居番号 S10 1  5102 S103 S130 S104 SI05 Sl25 S106 S127 S107 S108 S109 S1 10 Sl29 Sill S126 Sll2 S113 51 14a Sll4b S115 S123 

実測点数 ゜ ゜ I ゜ 2 ゜ ゜ 2 I 2 ゜ 2 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 l ゜ I I I 
土師器坪A類 破片点数 ゜ 5 ゜ ゜ 3 0(1) ゜ ゜ l ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ l ゜ ゜ ゜ ゜

計 ゜ 5 I ゜ 5 O(l) ゜ 2 ？ 2 ゜ 2 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 2 ゜ I 1 I 
実測点数 ゜ ゜ 1 ゜ 2 I ゜ ゜ ゜ J ゜ I ゜ ゜ 2 ゜ ゜ ゜ ゜ 4 ゜ ゜

土師器坪B類 破片点数 ゜ 5 2 ゜ 3 2 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ l ゜ ゜ ゜ 2 l ゜ 5 ゜ ゜

計 ゜ 5 3 ゜ 5 3 ゜ ゜ ゜ 1 I I I ゜ 2 ゜ 2 I ゜ ， ゜ ゜

住居番号 S116 S119 S121 S136 S155 S137 S138 S139 S140 S141 S142 S143 S144 S145 S147 S148 S149 S151 S152 S153 S154 SI以）
実碍点数 ゜ l ゜ 2 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ l ゜ ゜ ゜ ゜ I (I) ゜ I ゜ 2 

.t. 師器坪A類 破片点数 ゜ l I 5 ゜ t ゜ I ゜ ゜ ゜ O(l) 2 4 1 ゜ ゜ 3 l 2(1) ゜ ゜

計 ゜ 2 I 7 ゜ I ゜ 1 ゜ ゜ ゜ 0(1) 3 4 I ゜ ゜ 4(1) l 3(1) ゜ 2 
実測点数 ゜ ゜ ゜ 7 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

土師器杯B類 破片点数 I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ （） ゜ 3 ゜ ゜ ゜ 2 ゜ ゜ I ゜

計 I ゜ ゜ 7 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ I 3 ゜ ゜ ゜ 2 ゜ ゜ I ゜

豪 ( )内は土師器高坪の点数

第11表 住居共伴資料における土師器坪A • B類の集計

住居番号 S101 S102 S103 S130 S104 SIお S125 Sl06 S127 SI07 S108 S109 SllO S129 Sill S126 S112 S113 S1!4a S114b S1 15 S123 
実請点数 ゜ ゜ ゜ ゜ 3 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 2 ゜ ゜

ハ ケ メ 破片点数 ゜ ゜ ゜ ゜ 3 ゜ ゜ ゜ ゜ I ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ l ゜ ゜

計 ゜ ゜ ゜ ゜ 6 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ I I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 3 ゜ ゜

実測点数 ゜ ゜ 1 ゜ I ゜ I I ゜ ゜ ゜ I I ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ 2 ゜ ゜

ヘ ラ ケ ズ リ 破片点数 ゜ ゜ ゜ ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ I 2 ゜ ゜ 2 ゜ I I ゜ 2 ゜ ゜

計 ゜ ゜ 1 ゜ ？ ゜ 1 I ゜ ゜ I 3 1 ゜ 3 ゜ I I ゜ 4 ゜ ゜

実測点数 l ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 2 ゜ ゜ I （） ゜ I ゜

ナ デ 破片点数 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

計 l ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 2 ゜ ゜ I ゜ ゜ I ゜

住届番号 S116 S119 S121 S136 S155 S137 S138 S139 S140 S141 $142 S143 S144 S145 Sl47 S148 S149 S151 S152 SIふ3 SlS4 S180 
実測点数 ゜ ゜ ゜ I ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

ハ ケ メ 破片●数 ゜ ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 5 2 ゜ 2 ゜ I ゜ ゜ ゜ 2 
計 ゜ ゜ I I ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 6 2 ゜ 2 ゜ I ゜ ゜ ゜ 2 

実測点数 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

ヘ ；； ケ ズ リ 破片点数 ゜ ゜ ゜ ゜ 1 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ I I 2 I ゜ ゜ I ゜ ゜ 1 ゜

計 ゜ ゜ ゜ ゜ I 1 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ l I 2 I ゜ ゜ I ゜ ゜ I ゜

実測点数 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ l ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

ナ デ 破片点数 ゜ ゜ ゜ l ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

計 ゜ ゜ ゜ l ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ I ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

第12表 住居共伴資料における土師器甕胴部外面の最終調整の集計
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形土製品を利用 し た カ マ ド と 蓋 • 蓋据え方を も つ貯蔵穴状 ピ ッ ト の両要素が共伴し て い る 。 凝灰岩を

使用 し た カ マ ド と 蓋 ・ 蓋据え 方 を も つ貯蔵穴状 ピ ッ ト の共伴例は確認 さ れ て い な い。

【SA34a ・ b 材木塀跡 と S033 溝跡の延びと 区画範囲】

次に 、 SA34a ・ b と SD33 の延び と そ の区画範囲について47次調査以前の成果 も 踏 ま えて検討する 。

こ れ ま での調査成果 を 記 し た周辺の遺構全体固 （第 4 · 97図） を み る と 、 本調査 I 区東寄 り の 県道を挟

んで北側に位置する33次調査区で検出 さ れた東西に延びる大溝 (SD3304) が ま ず注 目 さ れ る 。 SD3304

は確認面では上幅約3.0m · 深 さ 約40cm であ る が、 調査区東壁の断面観察から更に上面ま で立ち上が

り 、 上幅5.0m · 深 さ 1 . lm で、 断面が逆台形状を呈す る こ と が判明 し て い る 。 出土遺物は極少祉で、

その年代を捉え る こ と は難 し いが、 本調査の土器群 と ほ ぼ同時期 と 考 え ら れ る 関東系土師器が 1 点出

土 し て い る 。 ま た 、 堆積土の観察から機能中に流水があ っ た こ と も理解さ れ る 。 こ の よ う な特徴は47

次調査区の SD33 と 共通す る も のであ り 、 双方は同一の大溝 と 考え ら れ る 。 SD3304 の南側で SA34 に

対応する 材木塀が検出 さ れ て い な い点 に 問題 は 残 る が、 塀 と 大溝がほぼ等間隔で巡 る と すれ ば、

SD3304 か ら南へ 5 m 程 し か及んでいない33次調査区内に塀は掛かっ て こ な い。 なお 、 SD3304 の北側

で こ れに平行して延びる材木塀跡 (SA3302) が確認 さ れ て い る が、 両者の心々間隔は約20m も あ り 、 一

対の区画施設 と は考え難い。 SD3304 の方向は N-45
°
-E で、 SD33 と ほ ぼ直交す る 方向を示 し て い る

こ と を踏 ま え る と 、 SD33 は本調査区北端か ら80m 程北に延び、 そ こ でほぼ直角 に西側へ折れ曲がっ た

後 SD3304 と 繋が っ て 、 更に西へ延 び る と 推測 さ れ る 。

東 ・ 北の区画線 に つ い て は あ る 程度判明 し た が、 西 • 南側の区画施設は現在の と こ ろ検出 さ れて い

ない。 周辺の地形に注 目 す る と 、 立地で説明 した よ う に47次調査区の南西隅で東西に延びる灰白色火

山灰降灰後の旧河道が確認 さ れ て お り 、 現在も東流する吉田川に47次調査区の南側 は 画 さ れ て い る 。

河川の流路は区画施設が機能 し て いた当時か ら 大 き く 変化 し て い な い と 推定 さ れ る こ と か ら 、 南側に

敢えて塀 と 溝を 巡 ら す必要 は な く 、 河道を区画線 と して利用 し て い た こ と が予想 さ れ る 。 つ ま り 、 少

な く と も SA34 · SD33 は そ の ま ま 南へ延びて当時の河道に取 り 付 く 形で終わ っ て い た と 考 え ら れ る 。

【第 3 次調査 C 区 と の対比】
一里塚遺跡では以前 に も 外郭に区画施設を伴う 集落域が検出 さ れて い る 。 1 ,....., 3 •  15 • 31 • 34次調

査、 主 に 3 次調査 C 区 （手塚他 ： 1990) で検出 さ れ て い る 一連の 区画施設 (SAO! 材木塀跡と SD09 溝跡）

と そ の内部に展開す る竪穴住居 ・ 掘立柱建物群が こ れ に あた る （第 4 · 98図） 。 こ の集落域は47次調査

区の北西に近接 し て お り 、 東 ・ 北 • 西の 3 辺を台形状に巡る 区画が判明 し て い る （註11) 。 SAOl · SD09

の規模 • 構造は47次調査区の SA34 · SD33 (SD3304) と 殆 ど一致 して お り 、 そ の存続期 に つ い て も 重 な

る期間が多い。 し か し、 SD33 か ら SD3304 へ は ほ ぼ直角に屈曲す る の に 対 し、 SD09 は北東隅で約100
゜

、

北酋隅で約120· と 開 き 気味に屈曲 し て い る こ と 、 SD09 の堆積土にやや新 し い時期の遺物 と灰白色火山

灰が含 ま れ る こ と な ど相違点 も あ る 。

区画内部は竪穴住居 と 掘立柱建物が共存 し て い る 点に最大の特徴がある 。 遺構の重複関係 と 出土遺
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物の検討を経て 、 7 世紀末か ら 8 世紀中葉頃の間で 6 段階の変遷が設定 さ れ て い る 。 遺物の年代観か

ら み る と 、 第 1 ,...__ 3 段階が47次調査区の区画内部 と 重な る時期に あ た る 。 こ の段階には方向が北から

西へ振れる住居 ・ 建物跡が多 く 、 関東系土師器 も 出土 し て お り 、 47次調査区の様相 と共通する点があ

る 。 し か し 、 面積が45 .0m2 を越え る 大型住居 ( C 区 S!04 • ll) や区画内中央部に逆「 L」字状に配さ れた

建物 4 棟(C 区 SB06 • 18 · 22 · 27)が存在し、 居住者の性格や使われ方が47次調査 区 と は異な っ て い た

こ と を明 示 し て い る 。 住居は47次調査区の よ う に密集 • 重複 し て お ら ず、 カ マ ド の構築方法で焚き 口

部部材 ・ 袖心材に凝灰岩切石 ・ 円筒形土製品 を利用す る も の や蓋 と そ の据 え方 を も つ貯蔵穴状 ピ ッ ト

も 現在の と こ ろ確認 さ れ て い な い。

3 次調査C 区の第 4 ,...__ 6 段階に つ いて み る と 、 方向がほぽ真北方向を向 く 小規模の建物群を主体と

し 、 こ れに少数の住居群を伴 う 遺構が 8 世紀前半から 中葉頃に展開 し て い る 。 真北方向を基準 と した

建物の配置は、 12 · 18 • 25 • 29次調査区を中心に直 ぐ北側で検出 さ れ て い る 官街施設や区画外周辺の

多 く の建物に共通する特徴で、 区画内部に留 ま ら ず周辺地域を含めた建物方向の斉一性が窺われる。

区画線や こ の段階以前の住居 ・ 建物の方向が北か ら西へ振れる こ と を鑑み る と 、 第 4 ,...__ 6 段階 に は 区

画が解消 さ れ て いた可能性があ る 。

以上、 隣接する47次調査 区 と 3 次調査 C 区の集落域を対比す る と 、 集落の存続期 間 と 区画施設の規

模 • 構造がほぽ一致 し て お り 、 双方は一連の区画内部である可能性がある 。 し か し 、 二つの集落域が

交差する部分が未調査のために両者の関係は不明瞭で、 内部構成が大 き く 相違 す る こ と を挙げれば、

こ れ ら を少 な く と も 性格の異なる区域 と し て 捉 え る のが妥当 か も しれない。

（註 1 ) 直交す る 2 辺の規模が不明な住居については、 1 辺の規模が明 らかな場合、正方形を呈す る と 仮定 し て面積を頁出 してい

る。

（註 2 ) 長辺を東西軸に揃 え る も の が 9 軒、 南北軸に揃 え る も のが 6 軒で、 軸線と揃わ な い も の が 1 軒あ る。

（註 3 ) S125で検出された柱穴 ( P 1 ) は性格が不明である。 な お、 面積がlSm2を越える と み ら れ る S154 (15.2mり で も 主柱穴は確
認されていない。

（註 4 ) S102 · 48では住居壁を20cm · 35cm 掘 り 込んで燃焼部奥 · 側壁 と し て い る が、 側壁の一部は他の住居同様に粘土質の土

を積み上げて構築されている 。

（註 5 ) 13軒の内、 S110 では カ マ ド 左脇にも貯蔵穴状 ピ ッ トが認められ、S144 では古いカ マ ド の右脇 と 新 し いカ マ ド の左脇に設

け ら れ て い る。 カ マ ド左脇にのみ貯蔵穴状 ピ ッ トが設置される例も 2 軒 あ る。

（註 6 ) なお、 円筒形土製品の可能性がある も の と して仙台市郡山遺跡S1904 竪穴住居跡床面か ら 出 土 し た土製品の破片（長島

他 ： 1992) が挙げ られる 。

（註 7 ) 郡山遺跡では焚き 口部両袖に円礫が据 え ら れ て お り 、天井部にのみ凝灰岩の切石が用いられている 。 御駒堂遺跡第14•20

号住居跡では焚き 口の天井部材 と し て利 用 さ れ て い た と 考 え ら れ て お り 、 袖材は検出 されていない （第14号住居跡の凝灰

岩は焚き 口部袖材の可能性 も指摘されている） 。 なお、 川原石など自然礫を焚き口部部材 と して使用するカマ ド構築例は
名取市清水遣跡（丹羽他 ： 1981) 、 仙台市栗遺跡（東北学院大学考古学研究部 ： 1979 · 工藤他 ： 1982) などにみられる 。

（註8) カ マ ド両袖の焚き 口だけでなく上部にも凝灰岩切石 を渡して焚き 口部を「11」字状に組んだ状態で残る構築例があ り 、凝灰
岩製の支脚 も 出 土 し て い る。

（註 9 ) S151 では蓋として利用 さ れた板材が著 し く 朽ち て お り 、 本来の形状が分からない。 ま た、 こ の住居では床面と 堆積土最

下層 ( 2 層） の判別が難 し く 、 蓋の据え 方についても認識できなかっ た可能性がある。

（註10) 時期が異な る も のの磯岡遺跡 SI-55 火災住居 ( 5 世紀後葉） で、 同構造をも つ貯蔵穴状 ピ ッ ト の上部か ら棒状と板状の炭
化材が検出 され、 その上に協かれて いた状況で完形に近い土師器杯 4 点 と 甕 1 点が出土 し て い る こ と は蓋 と その据え方

の存在を示す一 例である。

（註11) 西辺では材木塀跡が検出 されておらず、 その状況は不明瞭である。



③ 外郭に区画施設を伴う 集落域の性格について

最後に、 47次調査区 ・ 3 次調査 C 区を中心に検出 さ れて い る 外郭に 区画施設を伴う 集落域の性格に

つ い て 考 え て み た い。

47次調査区の区画内部 に は 関東系土師器を主 に使用 し 、 竪穴住居の構造に も 関東地方の影響が窺わ

れ る グルー プ（第 1 グルー プ）が存在する 。 こ の よ う な集団の存在は同地方から の直接的な「移住」を示

唆す る も ので、 律令体制に も と づ く 陸奥開拓の一連の流れの中に位置付け ら れ る も の と 考 え ら れ て い

る （小井川 ： 1982•1991) 。 文献上、 棚戸と し て 陸奥に移住した坂東人の記載は霊亀元(715)年が初見で

あ る が、 7 世紀後半の仙台市郡山遺跡 ・ 古川市名生館遺跡の設置を前提に、 仙台平野 ・ 大崎平野には

既に 7 世紀中葉 ・ 後半の段階で坂東か ら 棚戸が移配 さ れて い た と 考 え ら れ て い る こ と （今泉 ： 1992) を

踏 ま え る と 、 こ の グ ルー プは律令制支配の北進に あ た っ て坂東から移配さ れた「移民」の可能性があ る 。

移住者の出身地を特定す る こ と は難 し い が、 土器の型式的な類似性や住居構造の共通点 か ら 少な く と

も 甲信 • 北武蔵を含む北関東 と 思われる 。 ま た 、 集落内に は関東系土師器 と 在地の土師器を併用 す る

グルー プ（第 2 グルー プ）や在地土師器を主に使用す る グルー プ （第 3 グルー プ） も存在し、 北関東 と 東

北地方南部の土器文化が混在す る状況を示 し て い る 。

3 次調査 C 区の区画内部では竪穴住居 と 掘立柱建物が共存 し 、 逆「 L 」字状に配さ れた建物群や大型

住居が検出 さ れ て い る 。大型住居 ( C 区 Sill) の床面か ら は円面硯の脚部 と み ら れる小片 も 出土 し て お

り 、 47次調査区 と は内部の使われ方や居住者の性格が異 な っ て いた と 考 え ら れ る 。

7 · 8 世紀代で外郭に区画施設を伴う 集落の類例 を み る と 、 仙台市南小泉遺跡第22次調査区（斎野 ：

1994) 、 多賀城市山王遺跡八幡・伏石 ～ 

地区 （佐藤則他 ： 1997) 、 古川市権現

山遺跡（高橋 ： 1991) 、 矢本町赤井遺

跡 （佐藤敏他 ： 1997) な どが あ る。 山

王遺跡 ・ 権現山遺跡 ・ 赤井遺跡では

材木塀 と大溝、 南小泉遺跡では大溝

に よ る 区画が確認 さ れ て お り 、 権現

山遺跡では掘立柱建物が構成の主体

を 占 め 、 南小泉遺跡や赤井遺跡では

竪穴住居が検出 さ れ て い る 。 赤井遺

跡は言 う ま で も な く 南小泉遺跡は郡

山遺跡、 山王遺跡は多賀城跡、 権現

山遺跡は宮沢遺跡 と い っ た城棚 ・ 官

街遣跡に近接 し て お り 、 集落を河川

に接する位置に設け て水上交通路を

重視 し て い る こ と や外郭の区画が直

線的であ る こ と 、 山王遺跡を除 き 関

山形県

①一里塚遺跡
②権現山遺跡
③宮沢遺粉
④赤井遺跡
⑤山王遺跡
⑥多双城跡
⑦南小泉遺跡
⑧郡山遺跡

．
 
．．

 

第99図 外郭に区画施設を伴う 集落と近接する城柵 ・ 官街の位置
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東系土師器が出土 し て い る こ と で も 共通 し て い る 。

集落の様相が具体的に報告 さ れ て い る 南小泉遺跡では、 郡山遺跡 I 期官成立の前段階で集落が区画

施設を伴う形態に変化 し て お り 、 関東系土師器の安定 し た組成が認め ら れる よ う に な る。 こ の時期に

は関東地方からの移住者の存在が明 ら かで、 集落を区画する大溝が郡山 I 期官衛の区画線の方向 と 一

致す る こ と や郡山遺跡で同時期の集落が希薄であ る こ と を含めて 、 郡山 I 期官術 と の密接な関係が指

摘 さ れ て い る。 権現山遺跡 ・ 赤井遺跡では官街成立前の段階に集落が突然出現 し て お り 、 その関連性

は明白である。 山王遺跡につ い て は区画内部の様子が不明瞭で、 集落自体は以前か ら長期間継続 し て

い る こ と や関東系土師器が出土 し て い な い こ と な ど を考慮す る と 、 他の遺跡 と は異な っ た性格 も 予想

さ れ る 。

以上、 こ れ ら の集落は官衛 と密接に関連した環薇集落で、
一里塚遺跡の集落域 に つ い て も ほぼ共通

した特徴を も つ こ と か ら 同様の性格 と 考 え ら れ る。 ま た 、 官街成立の前段階に集落が出現 も し く は 区

画を伴う 形態に変化 し て い る点に注目 す る と 、 一里塚遺跡では集落 と 繋が る 時期の官街施設が未検出

であ る も のの、 周辺に そ の存在が予想 さ れる 。 なお 、 少な く と も 8 世紀後半か ら 9 世紀初頭頃の郡術

に付随する 「倉庫院」の存在は明確で、 こ の施設を含む官街域全体（註 1 ) を 「黒川郡街」 と みれ ば、 文献汽

料に あ る 「黒川以北十郡」の記載か ら 8 世紀前葉の段階 に は 建郡 さ れて い た と 考 え ら れ る （今泉 ：

1999) 。 多 く の集落では構成員 に関東地方から の移住者が含 ま れて お り 、 官術成立期を境に集落が急速

に衰退 し て い く 傾向 に あ る 。 こ の よ う な現濠集落は飛鳥 • 奈良時代に陸奥国の北辺であ っ た 宮城県域

において特徴的に認め ら れ る も の で、 評 ・ 郡 を設置 し て 支配領域を北に拡大 し て い っ た律令国家の辺

境経営の在 り 方を具体的に示す一例 と して理解 さ れ る 。

（註 1 ) 一 里塚遺跡では官術中枢部の施設が未検出で、 その位置について は「倉庫院」の東、 環濠集落の北東にあたる 未調査区域
が有力視されている 。 「倉庫院」が東に向かって配置されて い る こ と や環濠集落が遺跡南西部に展開す る こ と は こ れを示

唆する一面と考え られる。



第VI章 ま と め

一里塚遺跡は黒川郡大和町大字吉岡 • 吉田に所在し 、 東流す る吉田川の左岸に形成 さ れた河岸段丘

の最低位段丘面に立地 し て い る。 遺跡の範囲は東西約1 . 1km、 南北約0 .9km に も 及ぶ広大な も ので、

遺跡西半部を中心 に こ れ ま で調査が進め ら れて き た。 その成果 と し て、 8 世紀後半か ら 9 世紀初頭頃

の郡街に付随する 「倉庫院」 と 考 え ら れる 官衛施設や外郭に区画施設を伴う 集落の存在な どが判明 し て

い る 。 第44次調査区は遺跡の東端部、 第47次調査区は遺跡の南端部に位置 し 、 直線距離 に し て600m 程

離れて お り 、 遺跡内 で も 遺構の性格や出土遺物の年代観が異 な る 区域であ る 。 以下、 第44 • 47次調査

区の成果 に つ い て それぞれ ま と め る 。

【第44次調査区】

1 .  44次調査区は主に真北方向を基準に配置 さ れ た大型の掘立柱建物群で構成 さ れ る 区域である 。

2 .  調査区西端では南北 に延びる 材木塀跡が検出 さ れ て お り 、 建物群の西側 を 区画 し て いた可能性が

あ る 。

3 .  建物には殆ど重複 ・ 建て替えが認められず、 同時存在 し て い た も の が多 い と 推測 さ れ る。

4 .  建物群は出土遺物の年代観を加味す る と 、 8 世紀後葉か ら 9 世紀中葉頃の間で、 比較的短期間利

用 さ れた官衛に関連する施設 と 考 え ら れ る。

【第47次調査区】

1 .  47次調査区では外郭に材木塀 と 大溝の区画施設 を 伴 う 集落が検出 さ れ た。 集落はほ ぼ竪穴住居群

のみで構成 さ れて お り 、出土遺物の年代観か ら 7 世紀後葉か ら 8 世紀初頭頃の も の と 考 え ら れ る。

2 .  区画が判明 し た のは北から西へ振れて直線的に延びる東側の区画線のみであ る が、 以前の調査成

果を踏 ま え る と 、 こ の東側区画線であ る 大溝 (S033) は北へ約80m 延び、 そ こ でほぼ直角に西側へ

折れ曲 が っ た後に33次調査区の S03304 と 繋が る こ と が推定 さ れ る 。

3 .  住居は区画内部に密集する状況で分布 し て お り 、 方向が区画施設 と 同様に西側へ振れ る も のが殆

どである。 重複関係 に あ る も のや配置から 同時存在が難 し い も の も 多 く 、 同時存在を捉え て段階

設定す る な ら ば数段階の変遷が予想 さ れ る が、 遺物の検討から は時期差を抽出 で き な か っ た 。

4 .  住居に共伴する遺物の土器組成に注目 す る と 、 関東系土師器を主に使用す る グルー プ、 関東系土

師器 と 在地土師器を併用 す る グル ー プ、 在地土師器 を主に使用 す る グルー プの 3 グルー プに分け

ら れ る。 こ れ ら が区画内部に共存す る状況は正に関東地方と 東北地方南部の土器文化の混在を示

し て い る 。

5 .  関東系土師器を主に使用 す る グルー プの住居の カ マ ド や貯蔵穴状 ピ ッ ト に は関東地方の も の と 類

似する構造が認 め ら れ る 。 こ の グルー プについ て は関東から の移住者である 可能性が強い。 移住

者の出身地を特定す る こ と は難 し いが、 土器の型式的な類似性や住居構造の共通点から少な く と

も 甲信 • 北武蔵を含む北関東 と 思われる 。
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6. 47次調査区の北西に近接す る 3 次調査 C 区で も 同規模 • 同構造の区画施設が確認 さ れて お り 、 内

部は竪穴住居 ・ 掘立柱建物群で構成 さ れ て い る 。 遺構の存続期 間 も ほぼ重な っ て お り 、 一連の区

画内部であ る 可能性 も あ る が、 接合部分が未調査 の た め に両者の関係 は不明瞭であ る 。 但 し 、 内

部の様相が大 き く 相違す る こ と か ら少な く と も使われ方や居住者の性格を異にす る 区域 と 考 え ら

れ る 。

7 . 外郭に区画施設を伴う 集落域の性格 に つ い て周辺の情勢を踏 ま え て検討す る と 、 官街と密接に関

連 し た環濠集落 と 考 え られる。 こ の よ う な環濠集落は飛鳥 • 奈良時代に陸奥国の北辺であ っ た 宮

城県域 に お い て 特徴的に認め ら れ る も ので、 評 ・ 郡 を 設岡 し て支配領域を北に拡大 し て い っ た 律

令国家の辺境経営の在 り 方 を具体的に示す一例 と し て 理解 さ れ る 。
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付記 一里塚遺跡出土の動物遺体
1 .  は じ め に

動物遺体は 、 7 世紀後葉----- 8 世紀初頭頃に 年代付け ら れ る大溝跡 (SD33) と 竪穴住居跡か ら 出 土 し

た （第47次調査区） 。 こ の う ち住居跡出土の動物遺体は、 カ マ ド 内 の土壌 （灰層） を 1 mm メ ッ シ ュ の

試験フ ル イ を用い て水洗 した結果、 抽出 さ れた も ので あ る 。 土壌を採取した全ての住居跡 (SI06·11 ・

42 • 48 • 51 • 52 • 54 • 80) か ら検出 さ れた （註 1 ) 。

分析資料は、 すべて火を受け白色灰化状態 に あ り 、 そ の 多 く が破損やひび割れ • ね じれ を 生 じ て い

る 。 こ の た め 、 属 ・ 種レベルま で同定で き た も のは少ないが、 コ イ 科 ・ ギギ科魚類、 カ エル類、 イ ノ

シ シ な ど破片数で124点 に お よ ぶ動物遺体が出土 し た （第13 · 14表） 。

2 .  動物遺体の概要

( 1 )  魚類

コ イ 科 2 種 と ギギ科 1 種、 合計93点が出土 し た 。

旦的に は コ イ 科魚類が多 く 、 全ての竪穴住居跡 か ら 検出 さ れた 。 ウ グイ 属 と フ ナ属が含 ま れて お り 、

咽頭骨、 第 1 脊椎骨、 擬鎖骨、 第 2 背／臀鰭棘な ど に よ っ て 、 両者を分別 し た 。 た だ し 、 出土魚骨の大

半 を 占 め る 椎体径 2 mm 程の小さ な椎骨につ い て は、 両者の区別が難 し い こ と か ら 、 破損等 に よ り 分

別でき ない部位骨 と と も に 、 「 コ イ 科種不明」 と し て一括集計した 。 大 き さ は 、 両者 と も 体長13-----14cm

程 と 推定 さ れ る 。

ギギ科は胸鰭棘の先端破片が 3 点出土 し て い る 。 こ れ以外に頭骨 な ど の部位骨は検出さ れなか っ た

が、 コ イ 科 と し て分類した尾椎の中にギギ科が含 ま れ て い る 可能性があ る （註2) 。 大 き さ は、 体長15

cm 前後の個体 と 推定 さ れ る 。

( 2 )  両生類

属 ・ 種 と も 不明であ る が、 ア カ ガエル相当の大 き さ の下顎骨、 椎骨、 上腕骨、 椀尺骨、 指骨など25

点が出土 し た 。 計測可能な上腕骨遠位端の最大幅で2.5mm を計る 。 大 き さ か ら み て 、 食料資源 と して 、

どれ程の利用価値があ っ た のか疑問が残 る が、 土壌を採取 し た 竪穴住居跡 8 軒の う ち 、 4 軒 (S!06 ·

51 • 54 • 80) で検出 さ れて お り 、 単 な る 自然死や偶発的 に カ マ ド 内 に 混入 し た と は考え難い。 いずれ

も 他の骨 と 同様に 白色灰化状態 に あ り 、 コ イ 科やギギ科な ど と 同様に食用 に供 さ れた も の と 思われる 。

( 3 )  鳥類

指骨 2点 と 四肢 と み ら れ る 長管骨の破片が少麓出 土 し て い る が、 科 ・ 属 ・ 種 と も 同定不可能であ っ

た。

( 4 )  哺乳類

SD33 か ら イ ノ シ シ の左第 2 中手骨 と 右第 5 中手骨が出土 し て い る 。 竪穴住居跡の カ マ ド 内出土資

料 と 同様 に 白 色灰化状態 に あ り 、 ひ び割れが顕著に認め ら れ る 。 こ の ほ か、 S!06 · 52 · 54 竪穴住居跡

か ら は、 ニ ホ ン ジ カ も し く は イ ノ シ シの も の と み ら れ る 四肢骨の小破片が少足出土 し て い る 。
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3 .  ま と め

今回出土 し た動物遺体は、 一部を除き 、 竪穴住居跡の カ マ ド 内堆積土 （灰層） を水洗選別す る こ と

に よ っ て採集さ れた も ので、 フ ナ属 ・ ウ グイ 属 ・ ギ ギ科魚類やカ エル類な どの資料が得 ら れた 。 こ れ

ら の動物遺体が、 カ マ ド 内に混入す る に至った過程に つ い て は 明 ら かではないが、 本来頻繁に掻 き 出

さ れ る はずのカ マ ド 内の、 し か も 層厚数 cm 足 らずの灰の中に含 ま れ て いた こ と を考えれば、 ご く 短い

時間幅の中で処理 ・ 廃棄 さ れた も ので あ る 可能性が高い。

出土 し た 魚類は代表的な淡水魚で、 内陸部に立地す る遺跡か ら は普通に検出 さ れ、 縄文時代以来重

要な食料資源 と して利用 さ れて き た魚種である 。 検 出 さ れた魚類の大 き さ は、 コ イ 科 （ フ ナ属 ・ ウ グ

イ 属） が体長13-----14cm、 ギギ属が15cm 前後で、 比較的小形の個体が大半を 占 め て い る 。 こ れ ら の魚

種は 、 いずれも河川 ・ 湖沼な どの止水域や流れが緩やかな場所に生息する 。 初春水温が上がる頃から

小川や田溝に入 り 、 晩秋水温の低下に伴っ て 降下 し 、 深所に潜んで越冬す る と い う 生態的な特徴を有

す る 。 と く に 、 フ ナ属 や ウ グ イ 属 に つ い て は 、 春から初夏にかけ て産卵期を迎え 、 浅所に集合して産

卵を行う と い う 習性を持つ。 検出 さ れた 魚の大 き さ か ら み て も 、 こ の時期に は遺跡周辺の小川や水田

お よ び用水路 な ど で、 かな り の漁獲量が見込め た も の と 推測 さ れ る 。 さ ら に 、 カ マ ド 内の灰の中から

は カ エル類 も 共伴 し て 出土 し て い る こ と か ら 、 こ れ ら は水田に水が満た さ れ る 、 初夏を中心 と し た 時

期に漁獲さ れた可能性が高い。

今回の資料の みを も っ て 、本遺跡 に お け る 漁榜 お よ び狩猟活動の あ り 方を論ずる こ と はで き な い が、

捕獲 さ れた 魚の体長や季節性 な ど か ら み て 、 こ れ ら は稲作農耕の合間に行っ た副次的な も ので あ っ た

と 推 察 さ れ る 。 弥生時代以降の漁揆活動に つ い て は 、 一般的に コ イ ・ フ ナ ・ ウ ナ ギ な どの淡水魚の占

め る 割合 が高 く な る 傾向が認め ら れ、 水田稲作農耕の採用 に よ っ て新たに獲得し た生態系の も と での

漁榜 （水田漁榜） が盛んに行われ る よ う に な っ た こ と に よ る と 考 え ら れ て い る （大阪府立弥生文化博

物館 ： 1995) 。 今回得られた資料は、 あ く ま で も カ マ ド 内 に掻 き 出 さ れる こ と な く 残存 し た灰の中から

抽出 さ れた も ので あ る 。 当時の漁揆活動の実態 を 知 る 上 に お い て は極めて部分的な資料であ る が、 水

田稲作の合間に少ない労力で得 ら れ る こ れ ら の淡水魚は 、 本集落に お い て も 重要な食料資源で あ っ た

と 考 え ら れ、 生業活動全体の中で重要な位置 を 占 め て い た も の と 推 察 さ れ る 。

（註 1 ) 今回の調査に おいて、 土壌の採取 お よ び水洗は、 カ マ ド 内に明瞭な灰の堆稜が認め られた 8 軒の竪穴住居跡の灰層に限っ

て行われた ものであ り 、 カ マ ド 内の炭化物陪や焼土層、 また他の住居跡の カ マ ド内堆積土中 に も 動物遺体が包含 されてい

た可能性は否定で き な い。 各住居跡の土壌サンプル黛は、 S180が灰,�の全堆積土にあたるが、 これ以外の住居跡につい
て は、 カ マ ド半戟後に採取 し た も ので、 灰階全体の約1/2の土菰に相当する （第14表） 。

（註 2 ) ギギ科の脊椎骨、 と く に尾椎は コ イ 科 と の 区別が難しい。 しかも 、 今回の分析資料は、 両者の分別 に有効な神経 お よ び血

管棘 （岡山理科大宮岡直人氏のご教示 に よ る ） を 欠 く ものが多 く 、 分別が困難 な こ と か ら 、 両者の分類は行わず、 「 コ イ

科種不明」 と して一括した。 今回の資料の中に、 コ イ 科 と の分別が可能なギギ科の腹椎は認め られなかったが、 コ イ 科尾

椎 と し た も のの中に、 ギギ科の尾椎が含 まれている 可能性がある 。

参考文献
大阪府立弥生文化博物館 1995 : 「弥生人の食卓 ー 米食m始め 一」

須藤隆ほか 1995 : r縄文時代晩期貝塚の研究 2 中沢目貝塚ll」 東北大学文学部考古学研究室



遺構 土量 重量
(cc) (g) コ イ

ウグイ瓢 フ ナ 属
S106 2,000 2 .5 
SIi i l.000 0 4 咽頭骨(R)l 擬1t(R)I

第1背／臀鱈棘(?)I

第2背I臀鰭棘(?) I 
S142 J.600 0 2 
S148 700 I 2 第2背I臀鰭輯(?)}
S151 2.000 0.7 

5152 1.400 0.1 種•部位不明骨片

S154 2.000 0.3 咽頭骨(L)I
第1脊椎1'tl

S180 8,100 ll.O 
S033 

(8層）

魚

守推動物門 Phylum Vertebrata 
a 硬什魚綱 Cla認Osteichthyes

コ イ 科 Cyprinidae gen. et sp.indet 
フナ属 Carassius gen. et sp.indet 

ウグイ属 T ribolodo gen. et sp.indet 
ギギ科 Bagridae gen. et sp.indet 

b 両生綱 Class Amphibia 
薫尾目 Anura 

アカガエル科? Ranidae gen.et sp.indet? 
C 哺乳綱 Class Mammalia 

イ ノ シ シ Sus scro/a 

第13表 出土動物種名表

綱 両 生 綱
科 ギ ギ 科 檀不明 無尾目（カエル類）

コイ科種不明

復橙4 指窮
復棺．尾橙 胸鰭棘（？））

＂僅3,尾撹3 惟骨2

投飢骨(RJI,腹僅1 撓脅(L)I

崖釈L)2(Rll, 胸鰭縛(L)l(R)I 下顎付(L)I.橙骨2.尾僅I.
角骨し基後頭骨I, 上腕り(L)I.饒Rit(L)I,
復棺お．尾僅28 靡7

鰭条1 駅骨l晨騎{?)l,指骨i

棗 l (L) : 左' (R) : 右， （ ？ ） ： 左右不明

幼 綱 哺 乳 綱
種不明 イ ノ シ シ シカ／イノシシ

四儀 四肢破片

四肢霰片． 四肢破片
指骨2

四鼓破片

即中手骨(L)I.
第5中手骨(R)l

濠 2 「SISOJの土Jillま カ マ ド 内の灰暦全体、 これ以外は灰層の約1/2の堆積土に相当する。

豪 3 「SD33」出土のイノシシは、 発掘時採簗資料。

第14表 出土動物遺体一覧表
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写 真 図 版



1 .  —里塚遺跡周辺の空中写真 （昭和23 年米極東空軍撮影 、 S = 1 / 1 6,130 ) 

2 .  —里塚遺跡周辺の空中写真 （平成5 年建設省国土地理院撮影 、 S=l /25,000 ) 

図版 1
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44 次 ・ 調査区全景
（北西か ら）

44 次 ・ 1J 区
SB04建物跡

（北西か ら）

44 次 . II 区
SB05建物跡

（ 東 か ら ）

図版 2



図版 3

44 次 . Il 区
SB08建物跡

（北か ら ）

44 次· ID 区
S810 建物跡

（ 北 か ら ）

44 次· V 区
SA23材木塀跡

（南か ら ）
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44次·SB08 建物跡柱穴断面 （身舎北東隅）

159 
図 版 4



47 次 ・ 調査 I 区全景

（東か ら ）

47 次 ・ 調査 I 区全景

（西か ら ）

47 次 ・ 調査 I]区全景

（東か ら ）

図 版 5
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47 次 ・ 調査 Il 区全景
（西から）

47 次 . I 区
S102·03住居跡

（西か ら）

t; ..,v -· ·' -\、 . ;;, 

47次 ·Sl03住居跡 カ マ ド 47次・S103住居跡主柱穴礎板 ( P

161 
図版 6



図版 7

47 次 . I 区
S104住居踪

（南西から）

47 次 . I 区
S105·06·25住居跡

（西から）

47次•Sl06住居跡カ マ ド （新 ・ 旧） 47次•SI07住居跡 カ マ ド
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47 次 . I 区
S107住居踪

（南か ら ）

47 次 . I 区
SI08·09住居跡

（西か ら ）

47 次 . I 区
S110 住居跡

（南東 か ら ）

図版 8



図版 9

47 次 . I 区
S i l l 住居跡

（南西 か ら ）

47 次 . I 区
S11 3 住居跡

（南か ら）

47次 · Sil 1 住居跡カ マ ド （新） 47次 · Sl13 住居跡カ マ ド
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47 次 . I 区
Sil 4a 住居跡

（南か ら ）

47 次 . I 区
Sl14b住居踪

（南か ら ）

47 次 . I 区
S115 住居跡

（南東か ら ）

図版 10



47次·S108 住居跡主柱穴断面 ( Pl )

c箪へ

47次 · S114b住居跡 カ マ ド断面 47次 · S114b住居跡 カ マ ド

47次 · Sl14b 住居跡貯蔵穴状 ピッ ト ( K1 )  

図版 1 1 47次 · Sl 1 4 住居跡主柱穴断面 ( P l ) 47次 · Sl14 住居跡主柱穴断面 ( P 3 )
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47 次 . I 区
Sl16 住居跡

（南東か ら）

47 次 ・ 1J 区
Sl36·37·55 住居跡

（南西か ら）

47次 · Sl36 住居跡主柱穴断面 ( P4 )

図版 1 2



図版 1 3

47 次 . n 区

S142·43 住居跡

（南東 か ら ）

4 7 次 ・ rr 区

Sl44 住居跡

（南西から）

47次 · S136 住居跡主柱穴底面の樹皮 ( P 3 )

て―-�-=

47次 · S136 住居踪主柱穴底面の樹皮 （アップ）
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47次 · Sl45住居跡カマ ド

169 

47 次 . IJ 区
S145住居跡

（北から）

47 次 . n 区
S147住居跡

（南西 か ら ）

47次 · S145 住居跡貯蔵穴状ピ ッ ト ( K1 )  

図 版 1 4



図版 1 5

4 7 次 . a 区
Sl51-54住居跡
SK59土壌

（西か ら）

47 次 · ill区
S180住居跡

（南東か ら ）
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47 次 . [[ 区
SA34a· b 材 木塀跡
SD32·33溝跡

（南東 か ら ）

47 次 . lI 区
SA34a·b 材木塀跡断面

47 次 . II 区
S032·33 溝跡断面

図版 1 6



47 次 · SA34a 材木塀跡 （南東 か ら） 47 次 · SA34b 材木塀跡 （南東 か ら ）

47 次 · SA34a 材木塀跡縦断面 47 次 · SA34b 材木塀跡縦断面

47 次 · SD33 溝跡木製品出土状況 （曲物）

図版 1 7
． 』 コー47 次 · SD33溝跡木製品出土状況 （槽）

戒-み,,.__ 

47 次 · SD50 河川跡 （南か ら ）
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図版 1 8 44 次調査、 47次 Sl01 ·03 住居跡出土土器 1-5 : 44次

6 · 8  : SIO! 

7 · 9  : S103 
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8 9 
図版 1 9 47次 S104·05·06 住居跡出土土器

10 
1 - 7  : S104 
8 · 9  : S105 

JO : S106 
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1 0  
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9a 9b 
図版20 47次 $106 ·07·09・25·27 住居跡出土土器

11 

1 : S125 2 · 3  : S106 
4 · 5  : ST27 6 - 9 : S107 
10·11 : S109 
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図版21 47次 S109・ 1 0・ 1 1 住居跡出土土器 1 - 3  : S109 
4 · 5  : SilO 
6 - 9 : Sm 
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図版22 47次 Sil l ・ 1 3 ・ 1 4b 住居跡出土土器

8
 

10 
1 : SIi I 2 : Sil 3 
3 : SI12 4 - 10 : SII4b 
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図版23 47次 S114b 住居跡出土土器 • 土製品
4
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I - 1 I : STJ4b 
12- 14 : Sil5 
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図版24 47次 Sll4b ・ 1 5 住居跡出土土器
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図版25 47次 Sl 1 5 ・ 16 ·23住居跡出土土器

l2 
.I - 7  : S115 

8 : S123 
9-12 : Sll6 
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図版26 47次 S11 6 住居跡出土土器

8
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図版27 47次 Sl19·36·37 住居跡出土土器
10 

l · 2  : SIJ9 
3- 7 : S136 
8-10 : S137 
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10 11 12 

13 14 

図版28 47次 Sl44·48·51 ·53·54·80住居跡出土土器

15 

1·2· 今 l : S[4.I 5 : S148 
3·7 : S153 6 : S151 

8 : S154 9-15 : S180 
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図版29 47次 S180住居跡, S033 溝跡出土土器

1 1  
1-3 : S£80 
4-1 I : S033 
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8 9 
図 版 3 1 47次 SD33 溝跡出土土器

10 
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図版32 47次 SD32·33 溝跡出土土器 1-3 : S033 
4 : S032 
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図版33 47次 SD50 河川跡出土土器
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図版34 47次 SD50河川跡 、 SK18 土堀出土土器 J-7 : S050 
8-.11 : SK18 
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47次 S114b 住居跡出土遺物

47次 SD33 溝跡出土遺物
図版35
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図版36 木製品、 土製品、 凝灰岩製支脚、 凝灰岩の切石
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図版37 石製品、 種子類、 その他の出土遺物

息
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13-15 : S=l/1 
18-20 : S=l/2 
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21 

17 
18 19 20 

22 23 

l · 2 ウ グ イ 属 ( l 咽頭竹L、 2 第 l 脊椎骨）、 3 · 4 フナ属 ( 3 第 l 背／臀鱚緑 4 第 z '/:U\'1耕棘） 、 5 ギギ科 （胸鰭棘L) 、

6 - ]3 コ イ 科種不明 ( 6 � 滑L、 7 角什L、 8 擬鎖骨R、 9 基後頭1-;-、 lO · 12 腹椎、 l l · l3 }(l椎） 、

14-20 カエル類 (14 下顎けし、 l5 I湘J脱竹L. 16 撓尺骨、 JS-20 指1·]・） （縮尺2/1)
21 ,i,'.j類柿ィ"川 （指骨） （縮尺3,2) 、 22 · 23 イ ノ シ シ (22 第 2 中手竹L 23 第 5 中手骨R) (縮尺111)

図版38 出土動物遺体
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付編 宮城県一里塚遺跡出土木製品の樹種同定

松葉礼子 （ パ レ オ ・ ラ ボ）
1 . は じ め に

宮城県黒川郡大和町吉 岡 に あ る 一里塚遺跡から出土した木製品の樹種 を 同 定 し た。 こ れ ら の遺物は 、

7 世紀後葉- 8 世紀初頭頃の遺構に付随す る も ので、 木製品の年代 も こ れ ら に 準 じ る と 考 え ら れ る 。

樹種を調べた製品は 、 柱 ・ 礎板 な ど建築材 と 曲物 ・ 竪杵等であ る 。 こ れ ら の 木製品の樹種 を 明 ら か に
す る 事に よ っ て 、 本遺跡の性格 を 明 ら かにする こ と を 目 的 と し て 、 樹種を調べた。

2 .  方法 と 記載
同 定 に は 、 木製品 か ら 直接片歯剃刀 を 用 い て 、 木材組織切片を横断面 （木口 と 同義 ・ 写真図版 a ) 、

接線断面 （ 板 目 と 同義 ・ 写真図版 b ) 、 放射断面 （ 柾 目 と 同義 ・ 写真図版 c ) の 3 方向作成 し た。 こ
れ ら の切片は 、 ガム ク ロ ラ ー ル にて封入 し 、 永久標本 と し た。 樹種の同定は 、 こ れ ら の標本を光学顕

微鏡下で観察し 、 原生標本 と の比較に よ り 樹種 を 決定 し た。 こ れ ら の 内 、 各分類群を代表さ せる標本

について は写真図版を添付し 、 同定の証拠と する と と も に同定根拠を後述する。 結果は 、 表 1 に示す。

なお 、 作成 し た木材組織プ レ パ ラ ー ト は 、 闊パ レ オ ・ ラ ポで保管 さ れて い る。

表1 宮城県一里塚遺跡の樹種同定結果
MIG No. 樹 種 遺物番号 製 品 名 遺 構 名 11 序 偏 考
MIG 490 樹皮 6 円形!Ill物底板 47次 S033 10屈
MIG 486 ク ヌ ギ節 2 鍬 47次 S033 8-JO層 （完形品）
MIG 487 ク ヌ ギ節 3 鍬 47次 S033 s-10陪
MIG 485 ク リ l 建築部材？ 47次 S033 8陪
MIG 489 ケ ヤ キ 5 椿 47次 SD33 10殴
MIG 500 オ ニ グ ル ミ 16 礎板 47次 SI23 Pl 
MTG 499 サ ク ラ 屈 15 礎板 47次 SI03 Pl 
MIG 501 サ ク ラ 属 17 礎板 47次 SI03 P3 
MIG 503 樹皮 19 礎板 47次 S136 P3 
MTG 488 アサダ 4 竪杵 47次 SD33 lO層
MIG 505 ケ ヤ キ 2 1  貯汲穴状ピッ トの蛋板 47次 SU4b Kl 
MIG 492 ク マ ノ ミ ズキ類 8 柱 47次 Slll P3 
MIG 491 ク リ 7 柱 47次 S108 Pl 
MIG 493 ク リ ， 柱 47次 SA34b 
MIG 494 ク リ 10 柱 47次 SA34b 
MIG 495 ク リ ll 柱 47次 SA34b 
MIG 496 ク リ 12 柱 47次 SA34 b 
MIG 497 ク リ 13 柱 47次 SA34b 
MIG 498 ク リ 14 柱 47次 SA34 b 
MIG 502 ク リ 18 柱 47次 S136 P4 
MIG 504 ク リ 20 柱 47次 Sll4b P3 

同定根拠
オ ニ グ ル ミ Juglans mandshurica Maxim. var. sachalinensis (Miyabe et Kudo) Kitamura 

日 付
971017 
97 
97 
971009 
971020 
970911 
970829 
970829 
971217 
971020 
970909 
970910 
970822 
97 
97 
97 
97 
97 
97 
971218 
970912 

写真図版 1 a- 1 c : MIG500 
中型で丸い道管がほぼ単独で散在する散孔材。 道管径は 、 晩材部に移行す る につれ徐々 に径を減じ

る 。 道管の穿孔は、 単一。 木部柔組織は主 に短接線状に配列 し 、 晩材部で顕著。 放射組織は、 1 - 5  
列程度の同性。

以上の形質に よ り 、 ク ル ミ 科の オ ニ グ ル ミ の材 と 同 定 さ れた。 オ ニ グル ミ は 、 北海道～九州の暖帯
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～温帯に分布 し 、 川沿い等の湿気の多い所を好む落葉高木である。

ア サ ダ Osrrya japonica Sargent; 0. virginica Wild. var. japonica Maxim. ex Sargent BETULACEAE 

写真図版 2 a- 2 c:MIG488 

中～小型の壁の厚い道管が放射方向に複数複合し 、 散在する 散孔材。 晩材部に向っ て直径が小 さ く
な り 、 密 度 も 低 く な る 。 道管の内壁には、 微細な螺旋肥厚があ り 、 道管の穿孔は単一。 木部柔組織は
短接線状。 放射組織は 1 - 3 細胞幅、 時に結晶 を持つ。

以上の形質 に よ り 、 カ バ ノ キ科の ア サ ダ と 同 定 し た。 ア サ ダ は 、 国内は北海道～九朴l の温帯から暖

帯に分布する落薬高木である 。

ク リ Castanea creneta Sieb. et Zucc. F AGACEAE 写真図版 3 a- 3 c : MIG496 
年輪の始めに 、 やや放射方向に伸びた大型の丸い管孔が一列 に並ぶ環孔材。 晩材部では 、 小型で、

薄壁の角張っ た管孔が、 火炎状から放射状に配列する。 道管の穿孔は単ー。 木部柔組織は 、 晩材部で
接線状か ら短接線状。 放射組織は単列同性で、 道管と の壁孔は 、 対列状を呈す。

以上の形質 よ り 、 プナ科の ク リ の材 と 同定 し た。 ク リ は 、 北海道～九州ま での温帯～暖帯に わ た っ
て広 く 分布する落葉性高木、 あ る い は 中高木である 。

コ ナ ラ 属 ク ヌ ギ節 Quercus Sect. Cerris F AGACEAE 写真図版4 a- 4 c : MIG487 
年輪の は じ め に 丸い大道管が一列に並び、 晩材部では徐々 に径を減 じ た 丸い道管が放射方向に配列

する 環孔材。 道管の穿孔は単一
、 放射組織は 、 複合放射組織 と 単列同性の物か ら な り 、 道管と の壁孔

は柵状。 木部柔組織が、 接線方向にほぼ帯状に分布する。

以上の形質 に よ り 、 プナ科の コ ナ ラ 属 ク ヌ ギ節の材 と 同定 し た 。 ク ヌ ギ節 は 、 いずれも 落葉高木の
ク ヌ ギ （岩手県以南～琉球） と アベ マ キ （山形県以西～九州） が含 ま れ る。

ケ ヤ キ 'Zelkova serrata (Thunb) Makino ULMACEAE 写真固版 5 a- 5 c : MIG489 
年輪の始めに大型で丸い管孔が一列 に並ぶ環孔材。 晩材部で、 薄壁の多角形の小道管が多数集合し

て接線方向～斜め接線方向に配列する 。 道管穿孔は単一、 小道管内部に は螺旋肥厚を持つ。 木部柔組
織は 、 周囲状～連合粟状を呈し 、 放射組織は 1 - 8 列程度の異性で、 その上下端は時に 大 き めの結晶
細胞が見られる。

以上の形質に よ り 、 ニ レ科のケヤキの材 と 同定 し た。 ケ ヤ キ は 、 本州～九州の暖帯～温帯の谷あい 、

斜面などの適潤な肥沃地 に 広 く 分布する 。 材 は 、 木 目 が美 し く 重硬で狂いが少な く 、 保存性が高い。

サ ク ラ 属 Prunus ROSACEAE 写真図版 6 a- 6 c : MIG501 
小型の丸い道管が、 単独あ る い は 数個放射方向に複合 し て 散在する散孔材。 道管の穿孔は単ーで、

内壁には 明瞭な螺旋肥厚を も つ。 放射組織は1- 5 細胞幅程度で、 同性に近い異性。

以上の形質から 、 バ ラ 科 のサ ク ラ 属 の材 と 同定 し た 。 日 本の サ ク ラ 属 は 、 落葉 ・ 常緑の低木～高木

の25種知 ら れ て い る。

ク マ ノ ミ ズキ類 Cornus cf. brachypoda C.A.Meyer CORNACEAE 写真図版7 a- 7 c : MIG492 
小型で丸い道管がほぼ単独で散在する散孔材。 道管の穿孔は 、 20-30本程度の横棒か ら な る 階段状。



放射組織は 、 異性で 2 - 4 細胞幅程度。 上下に直立細胞を持つ紡錘形の物 と 、 直立細胞の みか ら な る
単列の も のか ら な る。

以上の形質に よ り 、 ミ ズキ科の ク マ ノ ミ ズキ 、 も し く はヤマボウ シ の材 と 同定 さ れた。 ミ ズキ と は 、

道管が複合 し な い事か ら 区 別 さ れ る。

3 . 結果 と 考察
今回確認 された製品は 、 柱、 礎板、 鍬、 竪杵、 槽、 曲物であ る 。 こ れ ら の製品毎に使用樹種を検討

する 。

柱は、 計10点確認 さ れ て い る が、 1点 ク マ ノ ミ ズ キ 類 を 除 き すべて ク リ が使用 さ れ て い る 。 建築材

に ク リ が多用 さ れる傾向は 、 中在家遺跡群で確認さ れて以降 （鈴木ほか1996) 、 山王遺跡多賀前地区

（松葉ほか1996) ほか、 多 く の遺跡で確認 さ れ て い る。 こ れ ら の要 因 に は 、 ク リ 材 自 体の材質が柱材
に 向 い て い る 事や ヒ ノ キ な ど近畿地方で多用 さ れて い る樹種が 自 生 し て い な い こ と が考 え ら れる 。 山
王遺跡多賀前地区では 、 井戸枠な どの製品 に は モ ミ 属が使用 さ れ て い る に も 関 わ ら ず、 柱に は特徴的
に ク リ 材の利用が多い。

一方、 同 じ建築材であ る礎板には雑多 な樹種が入 り 混 じ っ て い る 。 こ れ は、 礎板自体の機能が、 底
面積を広げる 為 だ けで あ り 、 材質が考慮 さ れる 必要が無か っ た 為 に 生 じた結果 と 考 え ら れ る 。

殷具には 、 鍬に ク ヌ ギ節が使用 さ れ、 北関東や中在家遺跡と 同様の傾向が見受け ら れ る （鈴木ほか
1996) 。 竪杵は ア サ ダで あ る 。 中在家遺跡で も 鋤 に 1 点 ア サ ダが確認さ れてお り 、 少数ながら宮城県
には農具にアサ ダを利用する こ と が確かめ ら れた 。

曲物は樹皮で あ っ た 。 曲物 に樹皮が使用 さ れる事例は 、 無いわけではないが、 類例は非常に少ない
！秋田県添川の縄文時代晩期の戸平川遺跡 （読売新聞 1996.9.5) 、 中世末の長崎県の今福遺跡、 古墳時

代の千葉県菅生遺跡 （島地ほか 1989) I 。 樹皮は 、 形成層の部分 ま で切れ込み を 入 れ ら れれば、 比較
的楽に 薄板状の素材が得 られる上、 木材を加工す る 際の副産物である。 樹皮は従来遺物 と して検討さ
れて こ なかっ た為に確認点数が少ない と 考 え ら れ、 類例は確認さ れ て い る 以上 に あ る と 考 え ら れる 。

本遺跡の建築材の特徴は 、 多賀城址周辺の官術 と 類似 し 同 様の選択性が見受 け ら れ る 。 農具に も 同
様の傾向が確認でき 、 こ の類似が官術 と 密接に関連する 本集落の性格か ら 生 じ て い る のか、 そ れ と も
一貫 し た県内の傾向であるのかは 、 今後の他地方の類例 を待ちたい。
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図版 1 一里塚遺跡出土木材組織顕微鏡写真

1 a オニグルミ

2 a  アサダ bar:1 mm MIG 488 2 b 

3 a  ク リ

bar:1mm MIG 500 1 b 

bar:1 mm MIG 496 3 b 

同

同

同

bar:0.4mm 

bar:0.4mm 

bar:0.4mm 3 c  同 bar:0.2mm 
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図版 2 一里塚遺跡出土木材組織顕微鏡写真

5 a  ケヤキ bar: 1 mm MIG 489 5 b bar:0.4mm 

6 a  サ ク ラ 属 bar:1 mm MIG 501 6 b 

同

同 bar:0.4mm 

4 c  同 bar:0.2mm 

5 c  同 bar:0.2mm 

6 c  同 bar:0.2mm 
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図版 3

7 a  ク マ ノ ミ ズキ類 bar:1 mm MIG 492 7 b 同 bar:0.4mm 7 c  同 bar:0.2mm 
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第44次調査 薬～ 穴列 2 . 材 木 塀 跡 品ほか 真北方向を甚準に配骰され
9 世紀中 1 ・ 溝跡 6 . 土城 た掘立柱建物群で構成され
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一里塚遺跡 哀濠集落跡 7 世紀後 掘立柱建物跡 6 . 柱 土師器 ・ 須恵器 ・ 木製 材木塀と 大溝で外郭が区画
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8 世紀初 45 · 材木塀跡 2 ・ 溝 種子 ・ 動物遺体ほか 穴住居群で構成 さ れ て い
頭頃 跡 2 . 河川跡 1 . 土 る 。 官術と 関連した環濠集

漿19 · 小溝状遺構群 落 と 考 え ら れ、 構成員には
ほか 関東地方からの移住者が含

まれる 。
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